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　　　　◇　◇　◇




　太陽がついに地平の向こうへ消え去った時、夕ゆう闇やみに沈んでいく兵士たちの顔には、およそ感情と呼べるようなものがなかった。寸前まで彼らを支配していたのは高揚だ。自らが生き延びるため、仲間を救うため、そしてあの少女の言葉に応えるため。兵士たちは恐怖や諦あきらめを振り払い、戦場を駆けた。

　踏めば血の滲にじむ赤い湿地は、今や白銀の草花に覆われている。それは少女が創り出した一つの奇き蹟せき。生きてスラガヤに帰るための道だった。少女は兵士たちに撤退を願った。まだ街は滅んでいない。帰るべき場所はある。どうか最後まで生き延びてくれ、と。

　彼女の言葉が戦場を震わせ、士気は息を吹き返した。一人一人の意思が少女の願いによって束ねられ、街への帰還という波がうねったのだ。それでも難局は続いたと言えるだろう。小さな蝶ちようの《天てん子し》の群れが、兵士たちに襲い掛かった。あたかも大きな黒蛇が、逃げ行く獲物の背に咬かみつかんとするように。しかしその窮地を救ったのも、あの少女だったのだ。

　彼女は滝たきつ瀬せのごとく幾輪もの花を創り出し、自ら《天てん子し》たちの囮おとりとなった。街から離れ、スラガヤを囲む荒野の彼方かなたへと危機を運び去った。それから少女がどうなったのか、兵士たちは一人として知る由よしもない。ただ、太陽が沈んだ今、《天てん子し》たちが戦場へ戻ってくる危険はなくなった。つまり、スラガヤという街は滅びなかったのだ。先の襲撃で多くの兵士を失い、心の支えである貴族も現れぬまま始まった戦い。五千ほどの兵士たちを捉とらえていたのは抜け出しようのない絶望で、彼らの心臓は芯から凍り付いていた。一人の少女の願いがそれを覆くつがえしたのだ。

　だからこそ、戦場に静けさが戻った時、兵士たちは陶然とするばかりだったのだろう。喜びも安あん堵ども忘れて、彼らは己の命が続いていること、街が一つの滅びを逃れたことに驚いていた。

「──奇き蹟せきだ」

　誰かがそう呟つぶやいた。その呟きを耳にした者たちもまた頷うなずき、「ああ、奇蹟だ」と感慨を漏らす。自分たちはまだ生きている。そのことが何より信じられず、日没までに戦場を彩いろどった全ての光景は、まるで幻のようだった。

　誰かがまた呟いた。

「彼女はクロアというらしい」

　クロア。

　アバダール家のクロア。

　自分たちを救ったのは、クロアという少女だそうだ。兵士の幾人かはその名を知っていて、というのも《枯れ花》地区で彼女の名を知らぬ者などいなかったのだ。まだ年は十七を迎えたばかり。加えて身体は十二、十三の少女だという。全身に《銀ぎん紋もん》が刻まれ、その奇蹟の力で植物を創り出すことができる。

　そんな少女が、なぜ兵士を救ったのだろう。

「生まれ変わりなんだ」

　また、誰かが呟く。

「きっと彼女は、リリアン様の生まれ変わりなんだ」

　その言葉に、皆が頷く。かつてスラガヤの街を救った聖女──リリアン。街に住む誰もが知っている。スラガヤに危機が訪れれば、リリアン様が救ってくれる。今日の戦いが始まった時、彼女の到来を願っていた兵士は少なくないだろう。伝説の聖女が現れるような、それほどの奇蹟が起きなければ、この街に明日はないと思っていたのだ。

　そしてその奇蹟は起きた。ゆえに、兵士たちにとってクロアは聖リリアンだったのだ。

　兵士たちの内奥で、少しずつ、滲にじむように安あん堵どが膨らんだ。氷漬けになっていた血脈を暖かなものが巡り始める。すると自然に、彼らの双そう眸ぼうから涙が零こぼれる。

　あるいは、一つの目から涙を零す者もいた。

　それはスラガヤの街の外殻、そそり立つ断崖の天てつ辺ぺんに立つ大猿だった。闇に溶ける黒い毛並とは裏腹に、彼の右目から流れる涙は夕ゆう陽ひの残り香に煌きらめいていた。

　彼の胸中には、クロアにかけられた言葉が長く響き続けている。

　──《大おお獣けもの》だって、幸せになるべきなんです。

　彼女は確かにそう言った。街の滅亡を覚悟し、全てを諦あきらめ、兵士の死を見送るばかりだった《大おお獣けもの》。そんな《一つ目の君きみ》でさえ救われるべきだと、クロアは言ったのだ。

《大おお獣けもの》は街を守る仕組みに過ぎない。そこに感情は許されず、苦悩も許されず、分かち合う友もいない。《一つ目の君きみ》はそう考えることで、自分には変えることのできない現実を受け入れようとしてきた。

　そして、クロアはそれを違うと言った。間違っているとさえ言ったのだ。

　ともすると、ただそれだけで自分は救われたのかもしれない、と《一つ目の君きみ》は思う。

　誰かに許してほしかった。自分は苦しんでいると、助けてほしいと言いたかった。それだけで、十分すぎるほど自分は救われたのだと。

　しかし、クロアはそれ以上に美しいものを示した。

　なぜなら彼女は本当に救ってしまったのだから。戦場で死ぬ運命にあった者たち、滅ぶ運命にあったこの街を救ってしまったのだ。

《一つ目の君きみ》の脳裏には、クロアが創り出した《銀ぎん線せん》の花が焼き付いている。戦場から街へ向かって一本に伸びる巨大な道。それはただの花ではなく、奇き蹟せきの力を繫つなぐ花だった。それに兵士たちが触れることによって、スラガヤという巨大な花の奇蹟が全ての兵士に行き届いた。一度は繫がりを断ち切られた者たちにも、奇蹟が確かに届いたのだ。

　その繫がりの美しさを知っている一方で、《一つ目の君きみ》は己がそこから隔てられていることも知っていた。岩壁の上で、その高みにあって、《一つ目の君きみ》が戦場に立つことはなかった。クロアの隣にいたのは《貪どん食しよくの君きみ》だったのだ。あの《大おお獣けもの》はクロアの支えとなり、またクロアに支えられていた。触れるだけで死にかねない《天てん子し》に立ち向かい、兵士たちと共に戦う。あのような真ま似ねが可能だからこそ、《貪どん食しよくの君きみ》はクロアの隣に立つことができる。あの奇蹟の輪に加わることができたのだろう。

　彼らが為なした美しき奇蹟を前にして、悔しいと思う自分を《一つ目の君きみ》は否定できなかった。なぜならそう思ってもよいのだと、クロアに言われてしまったのだから。今や《一つ目の君きみ》は心の底より己の随伴者を欲ほつしていた。それまで共に戦場を見つめ、苦しみを分かち合ってきた者たち。隣に立つべき貴族たちのことを思ったのだった。

　彼らは果たしてどこへ行ったのか。

　彼らもまた、自分を残して消えてしまったのか。

　涙に濡ぬれた一つ目が周囲を彷徨さまよい、貴族の影を求めたその時、不意に背後でひゅっと音がする。ささやかで慎つつましい風を切る音。

　そして次の瞬間、《一つ目の君きみ》は自身の中心から燃え立つ激痛に呆ぼう然ぜんとした。首を少し下に傾ければ、何か長細いものが身体の中心を貫いている。それはゆっくりと、背中を縦に割きながら、抜き取られる。

「──っ」

　銀色の血が《一つ目の君きみ》の口から噴き出た。足に力が入らず膝ひざをつくと、再び激痛。今度は首を貫いて、長く黒い先端が煌きらめく。《一つ目の君きみ》はそれに触れ、自分の手がぼろぼろと崩れるような痛みを覚えた。夜空よりも暗き黒泥。《大おお獣けもの》の奇き蹟せきをも消し去る呪われた水。

「──《天てん子し》の血、か」

　分かったときには血塗られた刀が再び抜き取られ、今度は首から銀の血が迸ほとばしる。そして、どん、と背中に衝撃を受けた。《一つ目の君きみ》は崖から突き飛ばされたのだ。薄れゆく意識の中で、これが報いなのか、と彼は思う。兵士を救うことを諦あきらめ、スラガヤを見殺しにしようとした自分への罰なのか。貴族にも見放され、こうもあっけなく殺される。それが己の運命なのか。

　しかし、その問いに答える者はなく、《一つ目の君きみ》の巨体は鋭く突き出た街の外壁に突き刺さった。

　その姿を見つめていたのは一人の男。彼は手にしていた刀を放り棄すてると、頰についた銀色の返り血を忌いま々いましそうに拭ぬぐい取る。その剛健な肉体には、返り血と同じ銀の輝きを放つ文様が刻まれているにもかかわらず。

　やがて、どこからともなく白い光が彼の下に飛んできた。それは白ランタンを手にした集団で、皆が男の前に膝をつき、首を垂れる。男は「ナヴァーラ」と、その中の一人の名を呼んだ。

「──はい」

　右肩を不自然にだらりと下げ、足の震えた女が立ち上がる。男は穏やかな口調で言った。

「報告をしたまえ」

「……貴族は全員《吊つり箱》の中におります。クロア様は……」

「逃したのだな」

「……」

　女の肩に男の手が置かれた時、彼女は思わず息を吞のんだ。男の暗い瞳に視線を捕らわれ、女は自分がここで殺されるのではないか、と考える。彼女は男が《大おお獣けもの》を殺す様を物陰より見ていた。あの大猿を殺すことに何の躊ちゆう躇ちよも見せなかった者が、役立たずの部下を手にかけることにいかほどの迷いを抱くというのか。

　しかし、男の背中の《銀ぎん紋もん》が淡く光った次の瞬間、女が得たのは痛みではなくその反対。折れて力の入らなかった右肩が軽くなり、足の震えも止まる。男は傷を癒いやしたのだ。

「よくやった。君は為すべきことを為した。あの方が君の手を逃れ、この戦場を救ったことは運命だったのだ。クロア様がスラガヤをお離れになったことは、我々にどうすることもできない。それはあの方の意志なのだから。君が悔やむことではない」

　男はふと視線を女の後ろへと向けたかと思うと、その場にいた全ての部下に語り掛ける。

「いいか、導師たちよ。クロア様が街を離れたということは、あの方が戻ってくるまでの間、我々が代わりとなって民を導かねばならぬということ。あの方は必ずやスラガヤへ戻ってくる。なぜならば、冬の危機はいまだ完全に消え去ったわけではないからだ」

　男は言葉を切り、戦場に愁うれいの眼まな差ざしを向けた。そこでは、ほとんど夜よ闇やみに沈んだ銀色の道──クロアが創り出した草花が次第に黒ずんでいる。大地にしみ込んでいた《天てん子し》の血に侵され、彼女の奇き蹟せきでさえ長くはもたなかったのだ。

「いまだ、我々は冬の中にいる。《天てん子し》は再び訪れ、それは更なる猛威となるだろう。ゆえに、次の戦いまでに、我々は生き残るべき民を選別しなければならない」

　男の言葉に、ナヴァーラと呼ばれた女は目を見開いた。

「しかし、ダカン様。クロア様であれば皆を救えるのでは──」

「ナヴァーラ」

「……はい」

「確かに、クロア様に不可能はない。しかし、あの方は全ての民が救われることなど望んではいないのだよ」

「……」

「今日、あの方は我々に計画の見直しをお命じになったのだ。地上を捨て、スラガヤの地下に《大おお獣けもの》の支配のない新たな街を作る──それにはより時間をかけるべきだと。襲来の混乱に乗じるのではなく、もっと確実に街の制度を変える。《一つ目の君きみ》を排除し、旧来の構造を終わらせ、その上で我々が民を導けと、クロア様は願っているのだ。あの方はスラガヤの滅亡を防ぐことによって、幾分かの猶予を与えてくださった。我々はこの猶予を生かし、選別を行わなければならない。新たな街で暮らすべき、生きる資格のある民を見極めなければならないのだ。滅びから、我々の新しい街へと円滑に移行するための時間を、クロア様は用意してくださったのだよ」

　男はなおも穏やかな笑みを浮かべ続けた。

「ナヴァーラ。君はクロア様のことをよく知っている。導師の中でも、ずっと彼女を見守ってきたのだから。つまり、クロア様の意志にとても近いところに君はいるということだ。となれば、クロア様にとってどんな人間が必要で、どんな人間が必要ではないか、君には分かる」

「……私に、選別の指揮をとれということですか」

「そのように、クロア様が望んでいるのだ」

　女は唇を嚙かみしめ、頷うなずいた。

　あたりにはとうとう完全な夜が訪れ、白いランタンの灯あかりだけが小さく揺れ続ける。




　　　　◇　◇　◇




「──そんなこと、望んでないっ！」

　身体を跳ね起こすと同時に口から飛び出したのは、悲鳴のような叫びだった。今にも破裂しそうなほど心臓が荒々しい鼓動を響かせ、視界には火花が散る。それでいて全身が泥のように重い。

　……なんて酷ひどい夢だったのだろう。いや、それが頭の中の空想ではなくて、今まさにスラガヤで起きた現実なのだということは、もう分かっていた。かつて戦場の夢を見た時と同じく、これはスラガヤの声を聞いているのだ。なぜ遠く離れたスラガヤの様子が見え、そこにいる人々の感情までくみ取れるのか、わたしには分からない。ただ自分が今見たものは、紛れもない現実だという確信があった。

　何もかも無事に済んだと思っていた。わたしはスラガヤを襲った《天てん子し》を引き付け、街の滅亡を退けたというのに、それで終わりではなかったのか。結局《一つ目の君きみ》は殺され、街の滅亡に向けた準備──生きるべき人々の選別が始まるという。

《一つ目の君きみ》を殺したのは、ダカンという兵士だろう。二番隊の隊長で、まさに《一つ目の君きみ》のために働いていたはず。彼が中心となって、何かおかしな企てを起こそうとしている。しかも、わたしの意志をその大儀に掲げて、スラガヤの滅亡を願っているのだ。

「……一体、どうして……」

　脱力感に襲われ、そう呟つぶやくと、口の中に血の味を感じた。全身も血で重く濡ぬれているような気がする。周囲が暗くて何も見えないけれど、生臭い鉄の臭においですぐにわかる。

　そういえば、自分は死にかけたのだった。自分の肉体が耐えられぬほどの奇き蹟せきを使い、全身の《銀ぎん紋もん》から血が滲にじみ出でた。ただ、今はさほど痛みを感じない。皮膚の表面に痺しびれるような感覚が残っているだけだった。

　どうして傷が治っているのだろう。いや、そもそもここはどこなのか。足下のざらついた湿り気やごつごつとした根の感触から考えても、おそらくは森の中。わたしたちはスラガヤから《朽くち株かぶ》に向かって飛んでいたはずだけれど、その手前で落ちてしまったのだろうか。……それじゃあ、《貪どん食しよく》さんは？

　わたしは夜よ闇やみの中を手で探り、すぐ近くに一つの身体が横たわっていることに気が付いた。首から顔の方に手を伸ばしていくと、指先に仮面の縁が触れる。

「……《貪どん食しよく》さん？」

　肩を揺さぶってみても反応はない。首に手を当てると、ぞっとするほど冷たかった。口元に耳を近づければ、わずかに呼吸音が聞こえる。けれどそれも何かの拍子に消えてしまいそうな、微かすかな隙すき間ま風かぜのような音だ。《貪どん食しよく》さんはずっと《天てん子し》と戦い、自分の奇蹟の力を使ってここまでわたしを連れてきてくれたのだ。早く手当てをしなければ、《大おお獣けもの》であっても死んでしまうのではないか。

　わたしはとりあえず《貪どん食しよく》さんの様子をきちんと確認しようと、木こ間まから差し込む月明かりのもとへ彼の身体を引きずっていった。淡い光が彼の仮面を照らし出すと、わたしはなぜか奇妙な震えを覚える。一見したところ、目立った外傷は見当たらない。わたしのように血を吐いているわけでもない。けれど、どうしてか彼が失われつつあるのが分かる。月光ゆえにいっそう、彼の美しい口元は死相を帯びたものに見えてしまう。

　しかし、どうすればいいのだろう。

　今のわたしはただの非力な少女に過ぎない。奇き蹟せきはおろか、自分で立ち上がることさえ精いっぱいだ。このままじっとして、《貪どん食しよく》さんが自力で回復するのを待つしかないのか。大体、この森に助けを求めることのできる相手なんているはずがない。《赤せき泥でいの君きみ》の農園は遥はるか遠くだ。……むしろ、森に潜むのは獣。かつて《貪どん食しよく》さんは、ただの人間が《朽くち株かぶ》の外を歩くのは危険すぎると言っていたではないか。

　そんなことを考えていると、不意に視界の端で光が見えた。それは鋭い白の閃せん光こうで、やがて断続的に夜の森が照らし出される。目を凝らすと、何か沢山の青白い線が森を彷徨さまよっていた。それは段々とこちらに近づいてきて、わたしの目にもようやくその輪郭がはっきりと映る。

「──鹿？」

　角を青白く発光させた鹿。その群れがこちらに近づいていた。より正確に言えば、こちらに向かってものすごい勢いで走ってくる。木の枝に鹿の角が触れると、破裂音と共に雷に似た光が放たれていた。まるで闇やみに白い鞭むちを振るうようにして、その光の束が近づいてくる。

「《貪どん食しよく》さん！　起きてください！」

　わたしは慌てて声をかけたけれど、彼はぴくりとも動かない。今や鹿の群れから届く光で、力なく横たわる《貪どん食しよく》さんの全身が照らし出されていた。……とりあえず、彼を安全な所へ運ばなければ。こうしている間にも、光る鹿の群れは迫りつつある。

《貪どん食しよく》さんを引きずり、なんとか木の裏に倒れ込んだ瞬間、すぐ傍かたわらで小さな雷光が弾はじけた。光る角を持った無数の鹿が、嵐のように周りを駆け抜ける。

　……これが恐ろしい獣、なのだろうか。

　ただ鹿たちはわたしたちに襲い掛かるというよりはむしろ、何かから逃げるようにして森の中を飛び跳ねている。まるで周囲を取り囲まれ、追い詰められる獲物のように──、

「囲め！　囲め！」

　突然、夜闇の向こうから人の声が聞こえる。

「右だ！　右だ！」

　今度はその反対から。すると、光る鹿の群れは分断され、方々に逃げ始めた。二頭の鹿が衝突し角が触れ合うと、一ひと際きわ巨大な光が放たれて、近くにあった木の枝が発火する。

「今だ、捕まえろ！」

　今度は別の声が聞こえ、それに鹿の悲鳴が続いた。数頭の小鹿が投と網あみに捕まり、その動きを封じられている。立派な角を持った鹿はその姿を見ると、ぶるりと首を震わせて、網に向かって突進した。しかし、瞬またたく間まにその首に縄がかけられ、鹿は地面に引き倒される。

「縛れ！」

　野太い大人の声が響いた。

「──分かってる！」

　それに答えたのは、若い青年の声。どうやら彼が大人の鹿を縄で捕らえたらしく、夜よ闇やみに走る閃せん光こうを浴びて、一瞬彼の体たい軀くが見えた。ところが、鹿はいまだ力を残しており、今度は青年を引きずるようにして駆け出す。森の中を飛び跳ね、こちらへ向かってきた。

　全身に戦せん慄りつが走る。今あの角の雷に打たれたら、さすがに致命傷だ。せめて《貪どん食しよく》さんだけは守ろうと、わたしは彼の身体をかばうようにして抱きしめ、目を閉じた。

　鞭むちを振るうような音と、大地を蹴る蹄ひづめの振動。それがすぐそばまでやってきて、

「──……あれ？」

　音が消えたかと思った次の瞬間、どさりとわたしの目の前に鹿の頭が現れた。

「──」

　声にならぬ悲鳴が漏れる。鹿の口から放たれる、熱く湿った獣の息。何か鼻を刺すような臭においも漂っていた。

　必死に後ずさって鹿から距離を取ると、その奥に立つ青年と目が合った。鹿の角から光が次第に消えて、その姿は闇に消えていく。今や周囲では閃光の一つも見えなくなり、森には静寂が戻りつつあった。

　そして、不意にぼうっと緋ひ色いろの明かりが灯ともされる。青年だけではない。松明たいまつを持った人間の姿が十名ほど。わたしと《貪どん食しよく》さんを取り囲むようにして立っていた。

「あ、あの……」

　森に人間がいることも驚きだけれど、さらに驚いたのはその身なりだ。全身を黒い布で覆い、顔にも何か黒炭のような化粧が施されている。それゆえ、炎を映し込む彼らの瞳だけがぎらぎらと輝いて、わたしは少しも安心することができない。

　そして案の定、青年が近づいてきたかと思うと、わたしの首元に刀を突きつけた。

「何者だ」

「あの、わたしたち迷子になってしまって、助けていただきたいんです！　彼はすごく弱っていて──」

　ここまで囲まれてしまったら逃げることもできない。わたしはとにかく敵意はないことを示すため両手を上げた。すると、その瞬間周囲にいた人間の全員が刀を抜き放つ。その身を切るような殺気に、わたしはもはや次の言葉を絞り出すこともできなくなった。

　長身の鋭い目つきの男性が近づいてきたかと思うと、突然わたしの腕を摑つかんで、じっと見つめた。わたしの額、首、剝むき出だしになっていた足にも険しい視線を向けてくる。

「──父さん、こいつマラウか？」

　青年の問いに、わたしの身体を凝視していた人が深く頷うなずいた。

「そうだろう」

「でもここは狩場だろ？　街からは離れてる。一体どうして……」

「考えるのは後にしろ。森を騒がせたんだ。いずれ奴らが来る。まずはここから離れるべきだ」

　青年の父と思おぼしき人は、簡潔に「縛れ」と青年に告げた。

「──えっ、えっ、ちょっと」

　わたしは青年に腕を摑つかまれたかと思うと、手首を胴と一緒に縄でくくられてしまう。それから彼は麻袋を取り出し、わたしの頭にすっぽりと被かぶせてきた。黴かびの粉っぽい臭においと共に、視界は完全に奪われる。息苦しさと心細さに、自然と足がすくんだ。

　しかし次の瞬間には、罪人を扱うような強引さでぐいと縄を引かれ、わたしは歩き始めるしかない。足元も確認できぬまま森を進めば、肩をかすめる木の枝が服を裂き、皮膚をひっかいた。……それに、何より心配だったのは《貪どん食しよく》さんのこと。彼は森の中に捨て置かれていないだろうか。あるいは乱暴に扱われていないだろうか。何度もわたしを救ってくれた彼が苦しんでいるというのに、自分は何もすることができない。焦あせりと不安ばかりが心を侵していく。

　やがて自分がどれほどの時間歩いているのかも分からなくなった。わたしは心臓の鼓動と浅い吐息の反復にただ意識を向け、足を動かし続けた。坂を登り、谷を下り、おそらくは小川をも渡っただろう。

　そして、ある時不意に、歩みが止まった。麻袋が取り外され、新鮮な空気を肺の底から吸い込む。そして急いで周囲を確認するも、毛皮で身を包んだ人々がわたしを取り囲んでおり、《貪どん食しよく》さんの姿はなかった。

　さらにわたしは頭上に屋根があることに気付く。いつの間にか屋内に来ていたらしい。すぐ近くには大人の背丈の二倍はある大きな鉄てつ扉ぴが聳そびえ立たっていた。しばらくすると、その扉の奥から杖つえをついた白髪の老婆が現れる。大きな二ふた又またの帽子を被かぶり、服には金銀様々な装飾。彼女が一歩歩くたびに、宝玉の詰まった箱をゆするような、涼やかな音が響いた。

「レートル様。森でこの者を捕らえました」

　そんな言葉と共に、わたしは老婆の前に引っ張り出された。背の小さなわたしと腰の折れ曲がった彼女は、丁度目の高さが同じくらい。老婆は皿のように薄い眼めでこちらの目を覗のぞき込こんでくる。

「──お前さん、スラガヤから来たね」

「……」

「どうやってここに？」

「……」

「……まあ良い。ほれ、イジム、こやつの縄を解かんか」

　老婆にそう言われ、青年は「本気ですか？」と声を返した。わたしに対する警戒も、老婆に対する不信も決して隠そうとしない。しかし老婆は黙って頷うなずくばかり。青年は彼の父が頷くのを見て、とうとうわたしの縄を解いてくれた。

　老婆は改めてわたしを見つめると、淡々と名乗りを上げる。

「わしの名はレートル。ここエルラムの長を務めておる。そう怯おびえることはなかろうて。名乗るがよい、《街の者》──マラウよ」

　相変わらず周囲からの敵意は感じるが、彼女だけは少し趣が異なっている。とはいえそれだけで信用していいものなのか。迷いながらも、わたしはおずおずと口を開いた。

「わたしは……クロアです。アバダール家のクロア」

「……クロアとな。人間じゃな？」

「それは、そうですけど……」

　なぜか念を押すようにレートルさんはその問いに力を込めた。人間であることがどうしてそれほど重要なのか。《大おお獣けもの》だったら駄目なのか。もしかして、《貪どん食しよく》さんは既に正体がばれていて、何か酷ひどいことをされてしまったのではないか。

　そんな不安が胸によぎった時、わたしとレートルさんの間にするりと刀が入り込む。よく磨かれた刃に自分の怯おびえた表情が映っていた。

「レートル様、こいつは狩場で倒れていたんです。マラウでも奴らと繫つながりのある人間かもしれない」

　刀を抜いたのはイジムと呼ばれていた青年。彼の言葉に、レートルさんは静かに首を傾かしげた。

「どういう繫がりがあると？」

「……それは分かりません。ただ、少なくともスラガヤからこんなに離れた場所にマラウがいるのはおかしい。何か隠し事があるから、さっきもレートル様の質問に答えなかった」

「……ふむう。では、改めて聞こうかの」

　レートルさんがこちらに視線を戻すと、わずかに目を細めた。

「おぬしはどうして森の中にいたのか、説明してみよ」

「それは……」

《貪どん食しよく》さんに運ばれてきたから。自分は《大おお獣けもの》と一緒にこの近くの塔に住んでいて、そこに帰ろうとした途中だったから。

　果たして、そう答えてもいいのだろうか。はっきりとは分からないものの、彼らが何かを敵視していることは分かる。それに集団の長が人間だというなら、おそらくここに《大おお獣けもの》はいないのではないか。《大おお獣けもの》のもとで人間が奴隷として働く。そういうスラガヤの仕組みとは異なる集団が目の前にいるのだ。

「……クロアよ。答えなければ、わしもイジムの見解に耳を傾けねばならぬぞ」

　レートルさんがまた少し表情を険しくして、そう言った。相変わらず青年はわたしの鼻先に刀を突きつけていて、いつでも首を斬きらんという顔をしている。

　さすがにこれ以上の猶予は与えない、とでもいうようにレートルさんがゆっくりと目を閉じた時、わたしは覚悟を決めて叫ぶように言った。

「わ、わたしは《貪どん食しよくの君きみ》とここまで来たんです！」

「……《貪どん食しよくの君きみ》？」

「わたしと一緒に倒れていた彼です。彼がわたしを運んでくれて、でも気を失ってしまって……。あの、わたしたちはただ家に帰りたかっただけなんです！　たぶん、この近くに塔があるはずで、そこでわたしたちは暮らしていました。そこに帰ろうとしただけなんです。とにかく、わたしたちは皆さんの敵じゃなくって……」

　押し黙る周囲の反応に、冷汗が噴き出す。レートルさんは厳しい表情を変えぬまま、呟いた。

「……それは噓うそじゃろう」

「噓じゃありませんよ！　どうして、そんな」

「《貪どん食しよくの君きみ》のことは、わしらとて知っておる。互いに干渉はせぬが、このエルラムの地下街の真上に住まう《大おお獣けもの》じゃろうて。まさか、そこにいる男が《貪どん食しよくの君きみ》だと？　単なる死にかけの人間ではないか」

　彼女が杖を差し向けると、わたしを取り囲んでいた人垣が道を開けた。その先にいたのは、地面に横たわる《貪どん食しよく》さんの姿。思わず駆け寄ろうとすると、冷たい刀身がぴたりとわたしの首に触れる。

「勝手に動くな」

「でも、早く手当てをしないと──」

「そいつが本当に《大おお獣けもの》なら、どうして死ぬようなことがある？　《大おお獣けもの》は不死身だろう」

「……」

　そのことに関しては、わたしだって分からないのだ。確かに《大おお獣けもの》は長生きだし、怪け我がをしない。《天てん子し》に触れると死んでしまうらしいけれど、今の《貪どん食しよく》さんが《天てん子し》に触れられた様子はなかった。黒い血で汚けがれているわけでもないし、気を失ったようにぐったりとしているだけ。原因が分からないからこそ、わたしは不安だったのだ。

「その男をここへ」

　レートルさんがそう命じると、近くにいた大柄な男が《貪どん食しよく》さんの身体をわたしの目の前に運んでくる。乱暴に投げ出されても、《貪どん食しよく》さんはうめき声一つ聞こえない。もはや、声を出す力さえないのだろう。

「こやつが《大おお獣けもの》かどうか。血を見てみればよい」

　レートルさんは腰元から小刀を取り出すと、《貪どん食しよく》さんの手の甲に切っ先を滑らせた。やめて、と叫ぶ暇もない。それどころか、その切り傷から流れた雫しずくに、完全に言葉を失ってしまった。

「どうやら、こやつは人間のようじゃの」

　……赤い。

《貪どん食しよく》さんの手から、赤い血が流れている。その紅の鮮やかさに、わたしはほとんど目め眩まいに襲われる気分だった。

《大おお獣けもの》の血は銀色だ。《貪どん食しよく》さんから銀色の血が流れているところは、わたしだって見たことがある。すると、わたしの目の前にいる彼は何者なのか。《貪どん食しよく》さんの服をまとい、仮面を付けた人間の彼は、いったい何者なのか。

「やっぱり噓つきじゃないか。レートル様、こいつらは殺しましょう。ここで二人とも殺してしまえば、悩む必要もない」

　青年がそう言って、刀を構え直す。レートルさんは静かに首を横に振り、わたしを見つめた。

「……クロア、本当のことを言うのじゃ。我々とて獣ではない。訳もなく若い娘を切り殺したくはないのじゃ。されど、今、おぬしが敵ではないと信じるには、誠意が足りぬ」

「……でも、噓じゃないんです。……本当に、わたしは彼と一緒に……」

「その眼が揺れておるではないか。とくと確かめてみよ。こやつは真に《貪食の君》なのか？　こんなものは剝ぎとってしまえばよいじゃろう」

　そう言ってレートルさんが《貪どん食しよく》さんの仮面に手を伸ばした時、なぜかわたしは咄とつ嗟さにそれを止めていた。

「ま、待ってください！」

「……なんじゃ」

「仮面は外さないでください……《貪どん食しよく》さんは、きっと理由があって顔を隠していたんです。それを無理やり見るなんて、わたしにはできません……」

「……」

「見間違えるはずがないんです。……血の色が変わっているのは何か事情があるからで……」

　一度手を止めたレートルさんはますます冴さえ切きった眼差しでこちらを見つめた。

「そう都合のいいことはさすがに吞めぬ。こやつはおぬしの知っている《大おお獣けもの》か、そうではないか、二つに一つじゃ。よいか、もしもおぬしが噓を吐いていないのなら、こやつは《貪どん食しよくの君きみ》ではないということになる。別人じゃ。いつの間にか、おぬしの知らぬ人間の男に変わってしまったのじゃ。生かす意味もあるまい」

「……え」

「逆に、おぬしがあくまでこやつを《貪どん食しよくの君きみ》だと言い張るのなら、おぬしは噓つきということじゃ。その場合はこの男ではなくおぬしが、然しかるべき結果を受け止めねばならぬじゃろう」

　レートルさんの瞳の奥に、どこまでも冷徹なものが一瞬光るのを感じた。……彼女は何も優しさや情けでわたしを信じるというのではないのだ。むしろ、自分の命か彼の命か、その選択を強いている。それは既にわたしたちの処遇は彼女の思うままだということの宣告なのではないか。

「……目を閉じるでないぞ、クロア。この男の正体を見極めろ。そして、答えるのじゃ。こやつは本当に《貪どん食しよくの君きみ》なのかを」

　レートルさんは仮面に手を伸ばした。

　その瞬間、見たいという好奇心、見たくないという不安、見るべきだという理性と見るべきではないという本能によって、わたしの頭は滅め茶ちや苦く茶ちやになる。

　あの夜、わたしが口づけを交わした彼。

　夜よ闇やみの中で、手のひらに伝わる輪郭だけを知っている、彼の顔。

　それは、わたしがずっと目をそらし続けていた、彼の秘密──……




「……どうじゃ、この男は《貪どん食しよくの君きみ》か？」

　もはやレートルさんの言葉など耳に入っていなかった。

　彼はガファル君だったのだ。

　銀色の髪と額に刻まれた《銀ぎん紋もん》。目も鼻も、わたしが三年間毎日のように見つめた彼のもの。しかし、ふと思い返せば、わたしはどこかで望んでいたのではなかったか。《貪どん食しよく》さんがガファル君だったとしたら。わたしが好きになった青年と、わたしを大切にしてくれる《大おお獣けもの》が同じだったとしたら。

　それ以上の幸せはないと思っていたのは、わたし自身だ。

《貪どん食しよく》さんと口づけを交わした時、わたしは気付いていたのかもしれない。ガファル君に会いたいという思いが、《貪どん食しよく》さんに触れたいという思いに変わった時、そこに葛かつ藤とうを感じなかったのは、心のどこかで二人の繫つながりを感じていたからだろう。

「──クロア！　答えよ！　この男は《貪どん食しよくの君きみ》か！」

　けれど、彼は本当に《貪どん食しよく》さんなのだろうか。

　その一抹の疑念がわたしの返答を押しとどめた。

　わたしは《大おお獣けもの》のことをよく知らない。ガファル君という人間と《貪どん食しよく》さんという《大おお獣けもの》がどういう関係なのか、知らないのだ。かつて《赤せき泥でいの君きみ》が言っていたのは、《大おお獣けもの》が人に作られた存在だということ。人間に《銀ぎん紋もん》を刻み、その形を変えてしまったものだということ。

　だとしたら、今、赤い血を流す彼は本当の《貪どん食しよく》さんなのだろうか。別の魂を持った、元の人間なのだろうか。あるいは、それがガファル君なのだろうか。

　そんなこと、見た目だけで分かるはずがない。

　交わす言葉も、触れる指先もなしに、分かるはずがない。

　そして彼は目を閉じたまま、眉をぴくりとも動かさなかった。

「クロア！　答えよ！」

　三度目のレートルさんの叫び。彼女は短刀を彼の首筋にあて、いよいよ苛か烈れつな剣幕を見せる。

「分かりません……」

「何……？」

「分かりません。本当に、分からないんですっ！」

「分からないなどということがあるものか！　おぬしは《貪どん食しよくの君きみ》と共に暮らしておったのだろう。見間違えるはずはないと、そう言ったのはおぬしじゃろうて！」

「でもっ！　わたしは一度も彼の顔を見たことがなくて──」

　反射的にそう叫んだ瞬間、自分で口にした言葉が酷く滑稽に思えた。

　そうか、自分は一度も《貪どん食しよく》さんの顔を見なかったのか。別に仮面をつけていようと、どんな噓うそを抱えていようと、構わないと思っていた。わたしはそれでも《貪どん食しよく》さんと心を通わせることができると思っていた。

　でも、それは本当なのだろうか？

　本当に、わたしは彼を知っていたと言えるのだろうか？

　わたしは彼の正体も彼の過去も見ないふりをして、一番深いところには触れないで、与えられる優しさを都合よく受け止めていただけだ。暗くら闇やみの口づけは、そういうことだろう。《朽くち株かぶ》での暮らしは、結局そういうことだったのだろう。

「……わたしには……分かりません……」

　それをただ繰り返すしかない。

「……分からないんです……」

　頭の中では、ガファル君に出会ってからの三年、そして《貪どん食しよく》さんと一緒に暮らした二ヵ月ほどの記憶が濁流のようにかき混ぜられ、全てが千々に引き裂かれていく。わたしが心を寄せていたのは、果たして誰だったのか。目の前で赤い血を流す彼は誰なのか。

「あくまで、おぬしは責任を負わぬつもりか」

「……」

「こやつの命をとるか、自分の命をとるか、その選択からも逃れるつもりか」

　レートルさんは小さな嘆息を一つ漏らすと、青年に向かって言った。

「もうよい。──やれ、イジム。二人とも殺すのじゃ」

　けれど振り上げられた刃が光って、いよいよ自分の死が告げられたと思った時、やはりわたしは呼ばずにはいられなかった。

「……《貪どん食しよく》さん……」

　もう一度、彼に会いたいと思わずにはいられなかったのだ。




「──《貪どん食しよく》さん！」




　そして、彼は答えてくれた。

　突然、目を見開いた《貪どん食しよく》さんはレートルさんの手から短刀を奪い取り、青年の一ひと太た刀ちを受け止める。火花と共に刃がかち合い、洞穴に鋭い金属音が響いた。

　周囲の人間が刀を抜き放ち、それから始まったのは目にも留まらぬ剣けん戟げきの応酬。《貪どん食しよく》さん一人に対し、相手は十。ほとんど息を吐く暇もない。しかも、わたしに向かって白はく刃じんが滑るたび、彼はそれを全て逸そらし、わたしを守り続けてくれた。

　けれど決着はすぐについた。全ての相手が地面に倒れ、無事なのはレートルさんだけとなる。とはいえ彼女も腰を抜かし、地面に座りこんでいた。近くに血が一滴も流れていないのは、力量の差を如によ実じつに示しているだろう。《貪どん食しよく》さんは一人も殺すことなく、完全に屈服させたのだ。彼は肩についた埃ほこりを落とすと、普段の何気ない声音で、

「……すごい時に起こすなあ」

　と呟いた。

「……《貪どん食しよく》さん……ですよね？」

　わたしが尋ねると、彼は微かすかに微笑ほほえんで、

「君が呼んだのは、僕だろう？」

「……でも……わたし……ずっと……」

　あまりにも突然のことに言葉が出てこない。言いたいことがあり過ぎて、でもそれ以上に、こうして彼と言葉を交わせたことが信じられなくて、知らぬ間に涙が溢あふれてくる。

　確かに、彼は《貪どん食しよく》さんだ。その手の甲には赤い傷跡があるけれど、それでも間違いない。

　すると彼は不意にわたしを思い切り抱きしめて、囁ささやいた。

「……今まで噓うそを吐ついていて、ごめん」

「──え？」

「僕はずっとクロアを騙だましてきた。人間のふりをして、クロアに近づいたんだ。《貪どん食しよくの君きみ》として出会った後も、ずっと噓を吐き続けた」

「でも、《貪どん食しよく》さんは……本当にガファル君だったんですよね？　三年前、買った茶葉をわたしに届けてくれたのは……」

「そう、僕だよ。僕は《貪どん食しよくの君きみ》であり、ガファルだった。けれどそれは……偽にせ物ものなんだよ。ガファルという名前は、この身体の持ち主から借りていただけだ。僕はずっとガファルを演じていただけで──」

「それじゃあ、わたしが出会ったのは、本物の《貪どん食しよく》さんですよね？」

「本物の……僕？」

「ずっとわたしの側そばにいてくれたのは、《貪どん食しよく》さんだったってことですよね？」

　彼がまるで子供みたいに目を見開く。間近で見るその顔は、やっぱりガファル君なのだけれど、それでもはっきりと分かるのだ。わたしを見つめる銀の瞳は、きっと仮面の向こうにあったもの。人間のふりをしていても、仮面の下に隠れていても、変わらずわたしを見つめ続けてくれていた。彼がわたしの待ち人だったのだ。ガファル君であり、《貪どん食しよく》さんである彼こそが、ずっとわたしの待ち人だったのだ。

「それでいいじゃないですか。人間だとか、《大おお獣けもの》だとか……そんなの関係ないんです。スラガヤでも、《朽くち株かぶ》でも、わたしは《貪どん食しよく》さんと一緒にいたんですよね？　だったら、わたしは幸せなんです。わたしがずっと感じていた幸せは本物なんですよ」

「クロア……」

　わたしを抱きしめる《貪どん食しよく》さんの力が強くなる。すると彼の鼓動が耳元で響いて、わたしの鼓動と重なる気がした。だからわたしも彼を強く、痛くなるくらい抱きしめる。

　けれど、ふと《貪どん食しよく》さんが身体を離した時、その口元には儚はかなげな笑みが浮かんでいた。

「……でも、これで本当にお別れだ」

「お別れ……？」

「僕の力が弱まって、本物のガファルに戻りつつある。……今の僕は、消えかかった蠟ろう燭そくみたいなものなんだよ。偶然、クロアの声に呼び覚まされたに過ぎない。この身体を元の持ち主に返さないといけないんだ」

「……そんな……」

「もう一度会えただけでも、奇き蹟せきみたいなことなんだよ。実際、僕はもう二度とクロアと会えないと思っていた。別れの挨拶まで済ませていたんだから」

「で、でも、こうして会えたなら、また……」

「クロア、僕はもう十分幸せだよ」

「──」

「君にちゃんと噓うそを謝ることができた。そんなことはどうでもいいって、君が抱きしめてくれた。……もう、これ以上の幸せは望まない。望めないよ」

　そう言って《貪どん食しよく》さんはまた一歩、わたしから遠ざかろうとする。優しい笑みを保ったまま、わたしの手から逃れようとする。

　でも、そんなこと、わたしは絶対に許せなかった。

「……駄目ですよ、《貪どん食しよく》さん。わたしはまだ満足していません」

「……」

「十分に幸せだなんて、言えません。これ以上の幸せなんて、いっぱいあります。いくらでもありますよ。……だってまだ、三年とちょっとですよ？　《貪どん食しよく》さんは本当に、これ以上の幸せがないと思っているんですか？　わたしたちの幸せは、この程度だと思っているんですか？」

「それは……」

「わたしは、これでお別れなんて嫌です。また一緒に暮らしたいんです。話したいことや聞きたいことがいっぱいあるんです。《貪どん食しよく》さんは、わたしともっと話したいって、わたしをもっと抱きしめたいって、思ってくれないんですか？　わたしと《貪どん食しよく》さんの幸せはこの程度だって、本当にそう思えるんですか？」

《貪どん食しよく》さんの瞳が揺れた。

　わたしは一歩近づいて、もう一歩近づいて、彼をもう一度抱きしめた。

「わたしは、話したいんです！　《貪どん食しよく》さんの手を二度と放したくない！　だってわたしは、わたしは──あなたのことを愛してるんですっ！」

　こんな時に、わたしは初めての告白のことを思い出す。そうだ、わたしはガファル君を好きになって、それから《貪どん食しよく》さんに惹ひかれていって、二人を一緒に愛せたらどれほど幸せかと思っていた。そして実際のところ、わたしは知らないだけだったのだ。《貪どん食しよく》さんがわたしを見つけて、ガファル君として声をかけてくれたあの瞬間からずっと、わたしは幸せだったのだ。この世で誰にも負けないほどの幸せを、わたしはずっと手にしていたのだ。

「……うん」

　静かに頷うなずいた《貪どん食しよく》さんの瞳から、一粒の涙が零れていた。彼は、いつもの優しい笑みを浮かべて、口を開く。

「僕も君のことが──」

　しかし、わたしはその唇に指をあて、そっと首を振った。

「今は言わないでください。もう一度、会えた時に聞かせてください。だから必ず……」

《貪どん食しよく》さんは静かに頷いて、ゆっくりとわたしを抱きしめてくれる。

　彼は最後、眠りに落ちるような微かすかな声で呟つぶやいた。

「……また会おう、クロア」

　その言葉が耳に届くや否いなや、わたしは全身から力が抜け、彼と一緒に倒れ込む。

　全身を蝕むしばむ激痛が蘇よみがえった。すっかり忘れていたけれど、戦場で使った奇き蹟せきの量を考えれば肉体はほとんど限界に達していたのだ。まだ、あの戦いから半日も経たっていない。

　傍にある大切なぬくもりを感じながら、意識が薄れるのを止められなかった。

　わたしは最後にもう一度彼の名前を呼ぼうとして──……




　　　　◆　◆　◆




　身体のいたるところに熾おき火びを埋め込まれたかのようだ。四肢を巡る血は沸き立ち、肉は発火し、骨は芯から融とけていく。自分がこのまま灰になってしまうのではないかと思うほど、強烈な熱と痛み。もしも自分の命が一つの炎だったとするならば、そこに数千もの炎が注つぎ込こまれ、飲み込まれるような。器から溢あふれかねない熱量が全身を満たし、それから静かに退いていった。

　目をふと開けた時、全身は汗でじっとりと濡れていた。まつ毛に乗った汗を拭おうと手を伸ばすと、隣から刺とげ々とげしい声が飛んでくる。

「手が邪魔なんですけど」

　動きを止めた瞬間、頰ほほにひやりとしたものを感じた。顔の汗がすっかりと拭われると、俺はようやく隣に座る一人の少女を見つめることができる。

「……どれぐらい寝てたんだ？」

「二日くらい、ずっとうなされてたわ。わたしの部屋まで聞こえてきて、ほんとうるさかった」

「うるさいってなあ……俺は必死に──っ」

「まだ起き上がらない方がいいと思うけど。先生もあと一週間は安静にしていなさいって」

「はあっ？　一週間なんて、身体がなまっちまうだろ」

「まあ、別に動くのは勝手だけど、それで身体から血を流すのはやめてよね。汚れた包帯を洗うのはわたしの仕事なんだから」

　妹が大きな溜ため息いきを漏らす。彼女は綺き麗れいな銀髪を揺らして立ち上がると、俺の顔に濡ぬれ布ぶ巾きんをぽんと置いた。

「起きる気なら、身体くらいは自分で拭いてよね」

「なんだよ、拭いてくれないのか」

「わたしはご飯作るの。兄さんも早く着替えて降りてきてよ」

　足早に部屋を去ろうとするその背中に、俺は声をかける。

「──おい、リリアン」

「……なあに」

「看病してくれてありがとな」

「別に。兄さんも、お疲れ様。これで《銀入れ》は全部終わりね」

「ああ……これで終わりだ。やっと副隊長になれる」

　リリアンは一瞬こちらに微笑ほほえむと、いよいよ階下の台所へ消えてしまった。俺はゆっくりと身体を起こし、服を脱ぐ。頭に巻かれた包帯が煩わずらわしいが、別に不自由はない。全身の汗をぬぐい終えた頃には、手足の感覚も完全に戻ってきた。

　しかし、二日も寝込むとは自分でも信じられない。額の《銀入れ》は痛みに耐えきれず、自殺する者もいるほどだと聞いていたが、個人的につらかったのは《銀入れ》の後だった。足、背中、腕、首、そして額。全身に絡からみつくようにして刻まれた《銀ぎん紋もん》は最後に額で完結する。すると、不思議なことに全身の《銀ぎん紋もん》が燃えるように熱くなり、そこで気を失ってしまったのだ。

　十年以上かけて少しずつ《銀入れ》を行ってきたが、こんなことは初めてだった。まあ、先輩たちの話によれば、皆が通る道ではあるらしいが。

「でも、安静一週間は長すぎるよなあ」

　二日鍛錬を怠っただけでも、口くち惜おしいものがあるというのに。

　俺は壁に立てかけておいた木刀を手に取り、階下に向かう。台所ではリリアンが白く濁にごったスープを竈かまどにかけ、真剣な表情でかき回していた。独特の甘い香りが鼻び腔くうをくすぐる。

「……なんだ、それ」

「お米とお芋を椰や子しの乳で煮てるのよ。焦げると嫌だから邪魔しないで」

「はいはい。俺はちょっと外の空気吸ってくる」

「そんな身体で大丈夫なの？　すぐにできあがるから、まずご飯を食べてよ。そしたら、わたしも一緒に行く」

「……随分過保護だな」

「買い出しに行きたいだけだから」

　リリアンはそれからしばらく鍋をゆっくりとかき混ぜ続け、粥かゆがどろりとしたところで火から下ろした。リリアンは仕上げに青い柑かん橘きつの皮を上に散らし、テーブルに持ってきてくれる。味は言うまでもなく完璧だった。空っぽになっていた胃袋に優しい温かさが広がる。刻んだ芋が食べ応えもあって、おかわりをすると結構お腹なかが膨れてしまった。

　それから俺たちは散歩に出かけたのだが、一歩外に出た途端、日差しが暑い。空は雲一つない快晴で、滑らかに磨かれた敷しき石いしの照り返しが目を刺すほど。ぬるく湿った風に背中を押されながら、逃げ水を追うようにして俺たちは街を歩いた。

　昼間の貧民街は静かなものだ。夜に働く連中は眠っていて、すれ違う人自体がほとんどいない。リリアンの要望に従って、俺たちはまず市場に向かった。太陽も高く昇ってしまったから、既にほとんどの店は閉じている。それでも妹は、この時間の方が安いのよ、と言って、次々に目的のものを買っていった。

　俺はその後ろをただ付いていくだけだったのだが、乾物屋でリリアンの品定めを待っていると近くから気を引く噂うわさ話ばなしが聞こえてくる。

「──なあ、あれ見たか？　西の果てにさあ、すごいよな！」

「当たり前だろ。ここも、昔はあんなふうだったのかね。ほんと信じらんねえよ」

　……西の果て？　果て、ということは街の外だろうか。そこにあるのはだだっ広い荒野だけで、見るべきものなんてなかったはずだが。

「なあ、リリアン。西に何かあるのか？」

　支払いを終えたところで尋ねると、彼女は頷うなずく。

「兄さんが寝ている間に、つぼみが出たの」

「……つぼみ？　なんだよ、開いてもいないのに噂うわさになるような花があるのか」

「見に行く？」

「ああ、気になる」

「じゃあ袋持って。──はい」

「……うわっ、なんだよ、こんなに重いんだったら先に言えって」

「言われなきゃ分かんないから、女の子に好かれないのよ」

「うるせえ」

　リリアンはくすっと微笑ほほえんで、それから俺の先を歩き出す。道行く先々で、彼女は青く茂る草木に足を留めては、それをじっと眺めていた。そういえば、彼女は昔からこの季節が大好きだった。炎天下も何のその、いくらでも外を歩き回って、すっかり真っ黒に焼けて帰ってきたものだ。

　しばらく街の外殻に向かって歩いていくと、次第に人を見かけるようになった。皆が一様に西へ向かって進んでいく。やがて向かう先の花弁の頂上、狭苦しい物見台に人だかりがあることに気が付いた。

「もしかして、あれが花見の客なのか？」

「そうよ。でも、あんな暑苦しいのは嫌だから、わたしたちが行くのは別の場所」

　リリアンはそう言って不意に道を逸れ、細い通りに入っていく。街の周縁ということもあって廃はい墟きよも多く、伸びた下草に足の置き場もないような道程だった。そこをまるで自分の庭のように、リリアンはするすると進んでいく。そして最後には、壁が半分崩れた大きな建物の中に躊躇ためらいもせず入っていった。

「……お前、こんなところよく見つけるな」

「散歩は日課だもの。ここはわたしのお気に入りなの。《吊つり箱》の廃駅なのよ」

「そこらへんに転がっている滑車はそういうことか……」

「高台にあるから街を一望するのに丁度いいんだけれど、今回見るのは反対側ね」

　長い階段を上った先にふと天井が消え、青空が広がる。リリアンが指さした方向には、外殻の花か弁べんと花弁の境があり、その隙間から街の外が見えた。そして、そこでようやく俺はつぼみの意味を理解する。

「あれは、新しい街か」

「そういうこと。丁度兄さんが《銀入れ》した翌日に現れたの。一晩で、突然ね」

「……確か、春にラクサの《地ち胚はい》から《銀ぎん線せん》が突然剝はがれて、飛んでいったことがあったよな？　あれが飛んでいったのも、西じゃなかったか？」

「うん。だから、あれは街の種だったんじゃないかって。それが芽吹いて、栄養を蓄えて、一気につぼみになったんじゃないかって話」

「ラクサから行ける距離だよな」

「まあ、《大おお獣けもの》だったらね。人間でも、行けないことはないと思うけど」

「……」

「なあに、兄さん、新しい街に行きたいの？　折角昇進試験にも合格して、額の《銀入れ》まで終えたのに」

「いや……別にこの街を出ていくつもりはないけど、気にはなるだろ。もしも二つの街が協力できれば技術だって交換できるし、いざとなれば《天てん子し》との戦いだって共闘できる」

「それはどうかしら」

「なんだよ、何か間違ってるか？」

「二百年以上、ラクサの街には行商人なんて来なかったじゃない。……時々、流れの《大おお獣けもの》や放浪者はいたらしいけど」

「だから？」

「こんなに近くに二つの花が咲くってことは、ありえないんじゃないかなって。……これは噂だけど……二つの内、どちらかが枯れるとしたら、やっぱり……」

「ラクサが滅びるって？　なんだよ、悲観的だな」

　新しい街の誕生も古い街の滅亡も、誰も経験したことがないというのに、どこからそんな噂が流れてくるのか。意外なのは、リリアンがそれを信じている風だということ。いつも俺のくだらない空想を馬鹿にするのは彼女の方なのだが。

「いざとなったら、リリアン様が助けてくれるさ」

　俺が冗談めかしてそう言うと、冷ややかな視線を返されてしまう。

「……もう子供じゃないんだよ？」

「なんだよ、もしかして、俺が寝込んで不安にでもなったのか？」

　そんなわけないでしょ、馬鹿じゃないの。リリアンが呆あきれた顔でそう言って、俺はいつものように笑って、それで暗い話はおしまいになる。そう思っていたのに、帰ってきたのは囁ささやくような短い返答。

「……うん」

　リリアンは椅子代わりの瓦が礫れきに腰を下ろすと、ぼんやり街のつぼみを見つめる。それから、俺と目も合わせずに言った。

「兄さんがあんなに寝込むなんて、久しぶりだったもの。何度戦場で大怪我をしても、けろりとした顔で帰ってくるのに。《銀入れ》の先生がいなくなった途端、すごい熱を出して唸うなりだして、どうしたらいいか分かんないし、意識も戻らないし……もしもこのまま兄さんが目を覚まさなかったら、どうしようって何度も思った」

「……」

「何度戦いに送り出しても、兄さんが死ぬなんて想像もしなかったのにね。目の前で苦しんでいる姿を見たら、怖くなっちゃった」

　子供みたいでしょ、と最後に付け加えた微笑は、いつものリリアンの笑みだった。それでも、普段はぶっきらぼうな妹が、まるで言葉を抑えきれなかったかのように一気に語ったのだ。俺が隣に腰を下ろし肩を抱くと、彼女は大人しく体を預けてくる。

「心配かけて悪かった」

「うん……」

「でも、俺がお前を置いてくたばるわけないだろ？　ましてや、《銀入れ》しただけなんだから」

「そうだけど……外に出ると、色んな噂うわさが聞こえてくるんだもの」

「たとえば？」

「最近、《二ふた角つのの君きみ》は焦ってるんじゃないか、とか」

「……この前、自ら出陣したことか」

「それだけじゃないわ。兄さんみたいに若い兵士が副隊長になるのだって、人がいないからじゃないかって」

「……それは隊長に俺の実力が認められたからだって言ってくれよ」

「……ごめん」

　リリアンはおもむろに立ち上がると、足元を這はう蔦つたの絨じゆう毯たんに身を横たえた。俺も隣に寝転がると、青い草の香りが身体を包む。目を閉じれば、容赦のない日差しにさらされて全身がゆっくりと夏に溶けていく。

　それからふと、リリアンの手が俺の手に触れた。それは俺の形を確かめるように、腕へ、肩へ、首へと伸びていく。

「……買った肉が腐っちまうぞ」

「……うん」

　そう言っておきながら、リリアンは立ち上がろうとしなかった。俺は目を閉じたまま、ただ耳を澄ます。血潮が巡り、息が漏れ、そこに彼女の息が重なる。汗が額からこめかみへと流れ落ち、耳から零れた雫しずくはぴちゃりぴちゃりと音を立てる。

　しかし不意に、リリアンが息を潜めた。

「どうした？」

「……たぶん、なんでもない」

　身体を起こした彼女を、もう一度近くに引き寄せる。その瞬間、太陽が一段と激しさを増して、皮膚を焼くような気がした。

　微睡まどろみの中で魂が燃えていく。

　俺の手を握るリリアンの指は、炎のように熱い──……




　　　　◆　◆　◆




　甘く柔らかな香りに目を覚ました。身体を起こすと、手足がやたらと重い。かつて鍛錬をやり過ぎて、半日気絶した時のような倦けん怠たい感かん。やはりしばらくの間は安静にしろという忠告に、従っておくべきだったか。

　……というか、ここはどこだ？

　青空も、蔦つたも、うだるような暑さもない。むしろ肌寒いくらいに静かな風が頰ほほを撫なでる。頭上に見えるのは、鉄てつ格ごう子しのように四角い枠をはめ込んだ飾り天井だった。

　土壁にはめ込まれたランタンと、まるで飾り気のない簡素な部屋。あるのは寝台と椅子が一つだけ。一瞬、外で気絶して医療区画に運ばれたのかと思ったが、《酔よい羽ばねの君きみ》の奴隷が発する、むせるほどの薬草の臭においはない。

　これは一体どういうことかと廊下に出てみると、少し離れたところに明かりの漏れる扉が見えた。静かにその中を覗き込めば、まず目に入ったのは一人の少女。黒い髪を後ろに束ね、竈の火を調整していた。

「──なあ、ちょっといいか」

　声をかけた瞬間、彼女はびくりと肩を震わせる。なぜか振り向こうとしないため、俺は重ねて話しかけた。

「聞きたいことがあるんだけど……」

　一体全体、ここはどこなのか。しかしそんな問いは、ようやく振り向いた彼女の顔を見た時するりと消えてしまう。リリアンよりも幼い少女でありながら、額に細かな《銀ぎん紋もん》が刻まれていた。それだけでも十分度肝を抜かれたというのに、なぜか彼女は俺と目が合った瞬間、涙を零し始めたのだ。

「お、おい……どうしたんだよ」

　俺が近づこうとすると、彼女は小さく頭かぶりを振り、顔を必死に拭ぬぐう。今にも声を上げて泣き出しそうなのに、少女は歯を食いしばって堪こらえているのだった。

「だ、大丈夫ですから……気にしないでください」

「でもなあ……」

　料理を作る後ろ姿が妹と重なったせいか、彼女の涙を見ていると無性に胸がかき乱される。俺は部屋に踏み込むことも出ていくこともできず、敷しき居いの上で立ちすくむしかなかった。少女はやがて眼を真っ赤にして顔を上げ、それでも気丈に「ごめんなさい、取り乱しちゃって」と微笑ほほえんだ。

「ここがどこか、教えてもらえるか？　気を失う前は、西の貧民街にいたはずなんだが……」

「……えっと……ここは……」

「あ、なんか言えないなら、無理に言わなくてもいい。もう動けるから、家に帰れないことはないだろうし」

「あの、そうじゃないんです！　わたしもよく知らないと言いますか……この辺りをエルラムって言うことは聞いたんですけど……」

「──エルラム？」

　予想に反して耳馴染みのある言葉に笑ってしまう。

「なんだ、エルラムか。どうりで薄暗いと思ったよ」

「……ここがどこか、知ってるんですか？」

「いや、知ってるも何も、エルラムって言ったら、ラクサの地下街だろ。この街で《根っこ》なんて呼ばれるのは一つしかない」

　少女はきょとんとしたまま、こちらを見つめてくる。まあ、リリアンだって滅多な用事がなければ地下街には行かないし、この歳としごろの少女にとってはそれぐらいの知識が普通なのだろう。とりわけ何か変なことに巻き込まれたようでもないし、俺は少し肩の力を抜いて部屋に足を踏み入れた。

「今更だけど、俺、ガファルっていうんだ。《二ふた角つのの君きみ》の兵士だ。よかったら、君の名前も教えてもらえるかな？」

「……」

　なぜか一瞬、少女が唇を嚙かんだ。そして、震える声で呟つぶやく。

「ガファル……さん……ですか……」

「ああ、そうだけど……そんなに変な名前かな」

「あ、いや、そうじゃなくて……わたしは、クロアです。スラガヤから来ました」

「……スラガヤ？　それって新しい地区かい？　また街の形が変わったのかな」

　エルラムとは異なるその見知らぬ地名に、俺は一瞬、ひやりとする。もしかして、随分と長い間気を失っていたのだろうか。もしかしたら《銀ぎん入いれ》の負担が思っていた以上に大きく、眠っている間にスラガヤという地区ができたのかもしれない。クロアと名乗る少女はなおも戸惑うような表情を見せていたが、俺はさらに尋ねずにはいられなかった。

「……俺がどれぐらい寝ていたか分かるかな。君は俺が運ばれてきた時とか、事情とか知ってる？　俺の妹とか見舞いに来ていたり……リリアンっていうんだけど」

「妹さん……？　リリアンが？」

「リリアンを知ってるのかい」

「え、いや……リリアン様の伝説なら、知ってるんですけど……」

　あくまで真剣な表情のクロアを見て、妙に冷ややかな汗が背中を伝った。彼女はでたらめを言っているわけではない。そう感じるがゆえに、違和感がある。

「……リリアン様って……どういうことだい」

「リリアン様は……聖女です。スラガヤを救った伝説の聖女で……」

「ちょ、ちょっと、待ってくれ。悪いが、やっぱりちゃんと聞いておくよ。君の言う、スラガヤって何なんだ？　救うってまるで……」

「スラガヤは街のことですよ？　たぶんここから、ずっと西の方にある街です」

「──」

　……街？　さっき彼女は、ここがエルラムだと言わなかったか？　つまりここはラクサだ。ラクサの街から西にある街と言ったら、あのつぼみしか考えられない。

「……それで、そのリリアン様っていうのが……スラガヤを救ったって？」

「はい……大昔の伝説です。旱かん魃ばつとか、《天てん子し》とか、色々な危機を救ってくれて……」

「……」

「……大丈夫ですか？　唇が真っ青ですけど……」

　もう、何を言われているのか全く分からない。

　なんで彼女がその話を知っているのだろう。それを知っているのは、俺とリリアン以外ありえないというのに。しかも、スラガヤ？　大昔の伝説？　まるで、眠りから目が覚めたら別の世界に来てしまったかのようだ。あるいは、俺は夢を見ているのだろうか。俺の身体は、まだ夏のラクサの廃はい墟きよの中で眠っていて、その傍かたわらにはリリアンがいて……

「あの……よかったら、これ食べてください。お腹に何か入ったら、少し落ち着くと思うので」

　ふと我に返ると、クロアが木の器に粥かゆのようなものをよそってくれる。俺は促されるままに、台所脇の小さな食卓に腰を下ろした。

「麦のお粥にお芋を足しただけなんですけど……あ、そうだ」

　彼女は小さな壺つぼから薄緑の油を掬すくうと、それを粥の上に回しかけた。すっとした爽さわやかな香りがたちまち広がって、一口食べてみれば、素朴な甘みがのどに染しみる。俺は次第に気分が落ち着いていくのを感じる一方で、ますますリリアンのことを思い出し、疑問が膨らんでいった。

　クロアは自分の分の粥をよそうと向かい側に座ったが、なぜかじっとこちらを見つめていて、お粥に手を出そうとしない。しかも不思議なことに、彼女の瞳はなおも朝露を溜ためたように潤み、光っているのだ。

「……俺の顔に、何かついてる？」

　俺が尋ねると彼女は首を振って、「違うんです」と一言だけ。それでも、彼女の頰ほほにはまた涙が伝う。クロアはそれを拭おうともせず、ようやく匙さじを手に取るとお粥を食べ始めた。その様子には言いようのない健けな気げさが満ちていて、俺は酷く胸を締め付けられる。まるで俺がここにいること自体が彼女を傷つけているような気がしてくるのだ。

　燠おきの弾ける音が部屋に響いた。俺は静寂に耐え切れなくなって口を開く。

「……さっき俺が驚いたのはさ……すごい偶然だな、と思ったからなんだ」

「偶然……ですか？」

「俺はずっと妹と二人で生活してきたんだけど、昔はよく物語を作って聞かせてたんだ。妹と同じ名前の主人公が街を救う話。……でも、それはラクサの話であって、スラガヤじゃない。誰かがたまたま同じ名前を考え付いたのかな。だとしたら、すごい偶然だろう？」

　出会ったばかりの少女に身の上話を聞かせてしまうなんて、自分でも柄ではないと思う。……しかし、不思議とクロアには話してもいいのではないかという気がしたのだ。なぜなのか自分でもよく分からないのだが。

「なんか……ごめんな。突然、ご飯までもらっちゃって、心配までかけて。もう俺は出ていくからさ。これ美お味いしかったよ。ご馳ち走そう様さま」

　俺が席を立とうとすると、クロアはそれまでの困惑とはまた異なった様子で眉を顰ひそめた。

「あの、待ってください！　ガファルさん、わたしたち……エルラムから出られないんです」

「……どういうことだい？」

「わたしたち、軟禁されているようなものなので……勝手に出歩いたら、殺されてしまいます」

「そんな、なぜ」

「理由を説明するのは、すごく難しいんですけど……わたしたちは、ここで生かしてもらっている、というだけなので……」

「俺は《二ふた角つのの君きみ》の奴隷だよ？　どんな《大おお獣けもの》であろうと拘束する権利はないし、そんなことをしたらラクサで暴動が起きる。君だって、誰かの奴隷だろう？」

「……」

「君を買った《大おお獣けもの》は誰だ？　主人に連絡を取る方法はないのかい？」

「……」

「……クロア？」

「……今は……いないんです」

「いない？　なんだ、まだ買われてなかったのかい。それなら──」

「いえ！　わたしを買ってくれた《大おお獣けもの》はいます！　いるんですけど……」

「……」

「……」

「……ま、まあ、そんなに不安そうな顔することないって。どんな《大おお獣けもの》だって、自分の奴隷のことを忘れるわけはないんだから。きっとすぐに駆け付けてくれるよ」

　そう言って俺が肩に触れると、彼女の双そう眸ぼうからまたも涙が溢あふれ出でた。事情は分からないが、よほどつらい思いをしてきたのかもしれない。殺される云うん々ぬんを信じるかどうかは別にしても、こんな少女を置いて自分だけ外に出ていくのはあまりに薄情だ。

　俺はとりあえず、自分たちがエルラムのどこにいるかを確認しようと、台所の小窓から首を出した。すると、視界いっぱいに広がる巨大な穴。中心にはまさに植物の根を模かたどるようにして、太い柱とそこから無数に伸びる網目状の支柱が見える。この空間は地下に埋もれた《地ち胚はい》を研究するために作られた発掘区画であり、中心の真柱も、それに連なる細い柱も隈くまなく《銀ぎん線せん》が刻まれている──はずなのだが、

「……なあ、どうして《地ち胚はい》が光っていないんだ？　ランタンの灯あかりばかりで《銀ぎん線せん》が一つも見えない。……そういえば、廊下にも部屋にも……全然……」

　まるで、《地ち胚はい》が朽ちてしまったかのような。ラクサの地下街からあらゆる奇蹟が消えてしまったかのような。そんな暗闇。詳しい理由を尋ねようとクロアの方に視線を戻すと、彼女は真剣な眼まな差ざしでこちらを見つめている。そして、静かに言った。

「それはたぶん……この街は滅んでいるからです」

「え？」

「ここにあるのは、朽ちた《地ち胚はい》です。それ以外の何物でもありません」

「……ラクサが……滅んだ？　だって、俺が寝ていたのは二日程度で」

「三百年です」

「……え？」

「スラガヤという街ができてから、もう三百年が経とうとしているんです。そしてスラガヤの東に、ラクサという街なんてありません。だから、ガファルさんが何も覚えていないのだとしたら、三百年寝ていたということになります」

「いやいや、まさか……」

　クロアを疑いたくはないが、さすがに信じられる話ではない。

　自分が三百年もの間眠っていた？　なぜ？　どうやって？

　俺は一瞬、微睡まどろんだだけだ。夏のラクサで、立ち上る熱気に目を閉じただけ。いっそのこと、夢だと思った方が納得がいく。眠る前に新しい街のつぼみを見て、リリアンの不安を感じ取って、それに自分も侵されてしまったのだろう。

　リリアンもいない、ラクサも滅んだ三百年後の世界。こんなところに、俺が生きている理由なんて存在しないのだ。すぐに終わる。夢はすぐに終わるはずだ。

　そう思っているのにもかかわらず、涙の余韻が残るクロアの双そう眸ぼうに、噓うその気配を読み取ることはできなかった。

「……あの」

　こちらに一歩、彼女が歩み寄る。

「ガファルさんはきっと混乱しているだけで」

「違う」

「わたしの説明が下手だから」

「そうじゃない」

「でも、これは本当に」

「──もう十分だよ！　冗談はやめてくれ！」

　荒らげた声に、小さな肩がびくりと震える。……なんて意地の悪い夢なのだろう。クロアの怯おびえた顔を見た瞬間、まるで現実のようにのどが締め付けられる。

「……そうじゃないんだ……俺はただ……」

　またクロアが涙を零す。彼女は首を振り、絞り出すような声で繰り返した。

「本当なんです。ガファルさんが眠っていたのは……本当なんです。だって、その身体は……」

　しかし、彼女が言い終える前に、ふと足音が聞こえてくる。

　部屋の入口の扉が開いたかと思えば、そこにいたのは俺と同じくらいの背丈の青年。

　やつは俺を見て、いささかの躊躇ためらいもなしに刀を抜き放ち、次の瞬間にはこちらに鋭い一撃を振り下ろしてきた。

「──」

　頭で考えるよりも先に、身体が動く。クロアを刀の間合いから突き飛ばし、半身をそらして切っ先を避よけた。刀身は腕一本の直刀。普段自分が使っているものと同じだ。その軌道はよくわかる。

　続けざまに放たれた、二の太刀、三の太刀をかわし、袈け裟さに振り下ろした相手の腕に膝蹴りを食らわせる。それでも得物を手放さなかったことは立派だが、かえって柄つかを放すまいと全身が硬直する。即座に回し蹴りを胴に打ち込み、床へ薙なぎ倒たおした。

　体のつくりはしっかりとしているが、対人戦闘というものを知らないのではないか。よく見ると額はおろか、腕にも足にも《銀ぎん紋もん》が刻まれていない。兵士ではないのだろう。

　ただし、やはり胆力だけは見事なもので、相手は転がるように下がって距離を取ると再び刀を構え直した。しかも片腕で。空いた左手には腰から抜いたナイフを逆さか手て持ち。その姿を見て、ますます彼が兵士ではないと確信する。

　図ずう体たいの大きな《天てん子し》に対し、間合いの短すぎるナイフなど持つ意味はない。夜警が人間に対して用いることはあっても、やはり刀を使う方が圧倒的に有利だ。両刀で、しかも刀とナイフの併用などという戦法は、よほどのもの好きでなければ知らないだろうが……

　既に相手は興奮状態。こちらが考える暇もなく、再び踏み込んできた。

　片手で握る刀が大振りになる一方、その隙すき間まを縫うようにして素早いナイフが繰り出される。これではさすがに反撃の余地もない。

　俺は粥かゆを入れていた木の器を摑つかみ取とり、盾代わりにナイフを受ける。それで相手の動きに乱れが生じたら、今度は片手で椅子を摑んだ。渾こん身しんの袈裟切りを受けると一撃にして砕け散るが、それでいい。ばらばらになった椅子の足を二本、これで木刀の完成だ。

　──《天てん子し》が現れない春から秋にかけて、ラクサでは定期的に闘技大会が行われる。《二ふた角つのの君きみ》の配下である兵士が参加する、対人の腕比べだ。臨時報酬付きのそれは命のやりとりこそないが、皆怪我を覚悟で戦いに臨む。俺がリリアンを働かせずにやっていけるのも、その大会があるおかげ、この程度の相手に後れを取るはずもない。

　長い得物を手に入れたことで、逸らすという選択肢が増えた。一拍を犠牲にする回避よりも、半拍で反撃に繫つなげられる凌しのぎの方が格段に強い。刀の横よこ薙なぎを上に弾き、ナイフの切り下げを掬すくい取とるように逸らしたら、がら空きのみぞおちに軽い蹴り。相手の重心がぐらつく瞬間を見計らい、膝をめがけて強したたかに椅子の足を振り下ろした。

「──っ！」

　強気だった相手の表情に、初めて恐怖が滲にじむ。倒れぬよう歯を食いしばっているが、もう満足に身体を動かすこともできないだろう。俺は刀とナイフを床に叩たたきおとし、首元にささくれだった棒の先を突きつけた。すると青年はあまりに率直な憎ぞう悪おを瞳に滾たぎらせて、叫ぶ。

「たとえレートル様がお前を許しても、俺は騙だまされないからな！」

「……な、何言ってんだ、お前」

「お前はエルラムに忍び込んできた奴らの手先だ！」

「忍び込むって……大体なあ、俺は気付いたらここにいたんだぞ……」

　夢だと思い込もうとしているのに、こうして交わされる言葉、腕の重み、大きくなった拍動がそれを阻はばむ。

　どうか、長すぎる夢であってほしい。

　そして早くリリアンが俺を起こしてくれないか。日暮れの中を二人で帰って、ご飯を食べ、こんな奇妙な夢を見たのだと話してやりたい。

　目覚めろ、目覚めろ、目覚めろ。

　自分にそう言い聞かせると、しかし皮肉な言葉が不意に背後から飛んできた。

「──ようやく目覚めおったか」

　部屋の戸口に目をやれば、白髪の老婆。じゃらじゃらと大層な装飾品に身を包んでいるが、一番目に付くのは頭に乗った二又帽。彼女はしわがれた声を部屋に響かせた。

「……クロアよ、どうやらあやつの言った通りになったようじゃな」

　その言葉にクロアは小さく頷うなずくばかり。

「……ガファルさん、と仰おつしやるそうです」

「それが《貪どん食しよくの君きみ》の器だったということか」

「はい」

　それから老婆はこちらに糸のように細い目を向け、静かな声でこう名乗った。

「……ガファルよ、わしの名はレートル。エルラムの長を務めておる」

「……長？　どういうことだよ。このラクサの地下街は《二ふた角つのの君きみ》が治める場所で」

「何を言うておる。とうの昔、三百年も前にラクサは滅んでおるであろう」

「……」

「ラクサは《二ふた角つのの君きみ》と呼ばれる《大おお獣けもの》によって滅ぼされた。──エルラムの民とは、その滅びを生き延びたラクサの民の末まつ裔えいじゃ」
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　部屋の窓から外を覗のぞいていると、大きな螺ら旋せん階段を照らす灯りがぽつぽつと消え始めた。それは、地下に夜が訪れたことの証あかし。元々静けさに満ちていた街から、微かすかなざわめきさえも遠のいて、全ては深く寝静まっていく。この静寂が始まると、わたしはようやく気が休まって、物思いにふけることができるのだ。

　窓辺に置かれた小瓶、そこに挿された一本の枝をわたしは指先で撫なでた。滑らかで艶つややかな緑の葉。それはかつてロー君の角だったものだ。スラガヤで彼を失ってから、わたしは形見のようにして枝を持ってきてしまった。地上にいる間に日の当たるところにでも刺してあげればよかったのに。今となっては、花をねだる彼の声が酷く懐なつかしい。彼と一緒に囲んだ暖かな食卓も、隣り合って眠った柔らかなベッドも、皆遠い過去に思えてしまう。

　日に日に地上が恋しくなっているのだ。わたしがエルラムに来てから既に三日が経つけれど、命があるだけ幸運だと思うべきなのか。レートルさんの温情によって殺されずに済んでいるものの、このまま幽閉が続くとすれば死んだも同然ではないか。

　三日前、《貪どん食しよく》さんの命をとるか自分の命をとるかの選択を迫られた時、わたしの呼びかけに応じて《貪どん食しよく》さんは息を吹き返した。彼はすぐに気を失ってしまったし、わたしも同じく気絶したのだけれど、レートルさんはわたしの言葉が噓ではなかったと認めてくれたらしい。《貪どん食しよく》さんは確かに《大おお獣けもの》だけれど、特別な事情があって赤い血を流している──そのあまりに都合の良い説明を了承してくれたのだ。……あるいは、一瞬にして衛兵たちを屈服させた彼を恐れているだけなのかもしれないけれど。

　いずれにせよ、わたしと《貪どん食しよく》さんはエルラムの一角に軟禁されることとなった。最低限の食事と住環境は保証されるものの、外には出してもらえない。眠りに就いたままの《貪どん食しよく》さんを看病する日々。それがずっと続くかと思っていたのだけれど──、

「……はあ」

　今日、何度目か分からない溜ため息いきがまた一つ。

　とうとう彼が目覚めたのだ。

《貪どん食しよく》さんの身体が、目を覚ました。

　わたしはそのことをどう受け止めるべきなのか、いまだに答えを見つけられないでいる。《貪どん食しよく》さんとは別の、彼の肉体に宿っていたもう一つの魂。名前はガファル。……雰囲気からすると、ガファル君、ではなくガファルさんという感じ。顔も声も《貪どん食しよく》さんなのに、一目見ただけで、わたしは彼が別人だと直感した。そして《貪どん食しよく》さんが残した言葉の意味を理解したのだ。

　──僕の力が弱まって、本物のガファルに戻りつつある。

　そう、彼は死んではいないけれど、会えないのだ。ずっと《貪どん食しよく》さんの中でガファルさんが眠っていたように、今度は《貪どん食しよく》さんが眠りに就いたのかもしれない。

　初めてガファルさんを見つめた時、わたしは思わず涙を零こぼしてしまった。しかし、あの涙は悲しみだけから染しみ出でたものではないだろう。《貪どん食しよく》さんの身体を奪った恨み、その怒りと裏腹の想いが微み塵じんもなかったと言えば噓になる。

　もう一度会いましょうというわたしたちの約束は、ガファルさんの目覚めで別の意味を持ってしまったのだ。つまり《貪どん食しよく》さんが意識を取り戻すということは、ガファルさんの意識が消えるということ。二つの魂に対し、身体は常に一つしかないということ。……わたしはこれから、どういう顔をしてガファルさんと接すればいいのか。

　尽きることのない溜め息がまた一つ部屋に吐き出されたその時、ふと戸を叩く音が聞こえた。

「ちょっといいか」

　ガファルさんの声に、ひやりとする。わたしは濡れていた頰を急いで拭うと、扉を開いた。

「……どうかしましたか？」

「いや、ちょっと相談したいことがあって」

「相談、ですか」

　ガファルさんは首を縦に振ると、なぜか途端に声を低めて言う。

「……探検に行かないか？」

「──え？」

「俺はレートルに聞いた話が納得できないんだよ。……三百年前にラクサが滅んで、しかもその原因が俺の主人の《大おお獣けもの》だったなんて。もしもここがラクサの地下街なら、何か証拠があるはずだ。だから、それを見つけに行く」

「見つけに行くって……出入口は鍵でしっかり閉じられてるんですよ？　エルラムは《銀ぎん線せん》も枯れて、奇き蹟せきが使えないし……」

「別にそんなもの要らない。窓から出ればいい話だ」

　よく見れば、ガファルさんは肩に紐ひものようなものを背負っていた。おそらく布ふ団とんの生地を裂いて作ったのだろう。

「俺の部屋は外に突きだしているから、下に何もないんだよ。君の部屋からなら、螺ら旋せん階かい段だんに降りられるかと」

「それでも、すごい高さじゃないですか。手を滑らせたら、どうなるか……」

「まあね。だから無理に誘ってるわけじゃない。俺に部屋の窓を提供するのだって、脅されたとでも言えばいい話さ。君に迷惑はかけないよ」

　あっけらかんとした表情のガファルさん。逃げ出したことがばれたら、さすがにただでは済まないだろう。こうして比較的安全に過ごすことができるのも、レートルさんの弁護があってこそなのだ。脱走など、わたしたちを敵視するイジム君のような人たちにとっては、言いがかりをつける好機になってしまう。

　とはいえ、ガファルさんは既に決心しているらしく、今更引き留めることは無理そうだった。

「……その……何かあてはあるんですか？　地下街とは言っても、すごく広いですよね？」

「とりあえずは螺旋階段を下りて、《蜜》の採集場に行くよ。もしも《蜜》が残っていれば、《地ち胚はい》の力がなくても奇蹟を起こせるからな」

「その後は？」

「……うーん、どうだろう。地上に出てみるのもいいかもしれない」

「地上……ですか」

「俺はとにかくラクサがどうなっているか、この目で確かめたいんだ。……家族が生き残っているはずはないけれど、まずは自分が納得したい。どうして三百年も眠っていたのか。どうして今目が覚めたのか、何もかも分からない状況だからな。……それに、この身体は《大おお獣けもの》なんだろう？」

　ガファルさんの眼まな差ざしが一層真剣なものとなる。わたしはそこでようやく、彼もまた今の状況に戸惑っているのだと気が付いた。ガファルさんだって《貪どん食しよく》さんとの関係を知りたいと思っている。知らぬ間に自分の街が滅んでいて、《大おお獣けもの》が身体を使っていたと聞かされて、動揺しないはずがない。三百年前の人だって、やっぱり生きているのだ。わたしと違うのは、そのために自ら行動しようとしていること。

「あの、わたしも付いていきます」

　腹をくくるまでもなく、気付けばそう口にしていた。ガファルさんは一瞬意外そうに目を見開いたけれど、理由は尋ねず頷うなずくだけ。

「じゃあ、見つからないように頑張ろう」

　ガファルさんが差し出した手を握り返すと、どこか懐かしいような、ほっとするような思いがした。それはやはり、彼の笑みが《貪どん食しよく》さんに似ていたからだろうか。

「まずは俺から行くよ。降りたら合図するから待っていて」

　寝台の足に紐ひもを結びつけ窓から垂らすと、ガファルさんはあっという間に下へ降りていく。やがて螺ら旋せん階かい段だんの一角に降り立つと、米粒ほどに小さくなった彼が手を振ってきた。わたしはロー君の枝で簪かんざし代わりに髪をまとめ、服も袂たもとをまくり上げる。

　スラガヤでカリャンの乗る《吊り箱》を追いかけた時、あるいは外殻へ向かおうと《銀ぎん線せん》の上を駆けた時、あれほど高いところで動き回っていても恐怖は覚えなかった。とにかく必死で、足元に目を向ける余裕もなかったのだろう。だからなのか、今慎重に紐を伝うという段になって、その高さが酷く恐ろしい。心臓がきゅっと縮まるのを感じながら、わたしはただ紐だけを見つめて、降りていく。

　階段が囲む縦穴には緩やかな風が吹いていた。まるで巨大な獣の口のように、穴から吹き上げる呼気が紐を揺らす。そして、ようやく紐を半分ほど降りた時、

「あ」

　不意の、臓ぞう腑ふが浮き上がるような感覚。

　落ちたのか、と思う暇もない。次の瞬間には石段の上に腰を打ち付けられ──、

「──っと」

　背中への衝撃の代わりに感じたのは、温かな腕のしなやかさ。ぽかんとしていると、紐がするすると落ちてきて、わたしの腹の上におさまった。

「上の方で切れたみたいだな。ごめんよ、驚いただろ」

　墜落した身を受け止めてくれたガファルさんは、そう言ってわたしを階段に降ろしてくれる。その時、彼の顔がすぐ近くに迫って、わたしは思わず顔を背けてしまった。

「大丈夫？」

「大丈夫です。ちょっと驚いただけで……」

　彼から少し距離を取って、胸を落ち着かせる。……一体、どうしたことだろう。ガファルさんを直視できそうにない。彼が別人だと分かっていながら、顔を赤らめざるをえなかった。心移りをしているような罪悪感を覚える一方で、あくまで《貪どん食しよく》さんの身体がそこにある喜びを、わたしの心は否定できないらしい。

「行こうか」

　ガファルさんの言葉に応じて、わたしたちは螺旋階段を降り始めた。ひと気もない代わりに、灯りもない。苔こけむした階段は気を抜くと足を滑らせてしまう。先導するガファルさんは頻しきりに周囲を確認しながら地下深くへと進んでいった。階段の中心に聳そびえるのが《地ち胚はい》の主根だとすれば、かつてはその力を広げていたであろう側根──枯れた《銀ぎん線せん》の柱の伸びる先に、小さな洞どう窟くつがいくつもあった。しかし、今は使う人もいないのか、先には真っ暗な闇やみが広がっている。

　やがて階段に繫つながる大きな門が現れると、ガファルさんは躊躇ためらいもなくそこを押し開く。続く通路はやはり真っ暗。当然ここにも灯りはない。わたしが二の足を踏んでいると、ガファルさんがわたしの手を取って歩き出した。

「あ、あの」

「こんなところで離れ離れは嫌だろう？　たぶん、ここは《蜜》の搬入路だと思うんだけど」

「……」

「クロアは採集場を見たことあるかい？　スラガヤにも《地ち胚はい》はあるんだろう？」

「……わたしはないです。地下街に入ったこともなくて……」

　とりあえず答えるけれど、握られた手に頭がぐるぐるする。……こうやって何げなくわたしを動揺させる術は、《貪どん食しよく》さんのやり方によく似ている気がした。わたしが意識し過ぎなだけかもしれないけれど、辺りが何も見えない分、手の熱さを異様に感じ取ってしまうのだ。

「地下に降りたことがないなんて……クロアはどこかのお嬢様だったりするのかい？」

「ち、違いますよ！　わたしは奴隷商会の生まれです！」

「奴隷商会？　へえ、驚きだ。そこは、とてもいい商会だったんだね」

「……どうして、ですか？」

「君から素直な人柄を感じるから。……なんか、どうしても俺の妹と比べちゃうんだよなあ」

「妹さんって……リリアンさん、でしたよね」

「そう、リリアンはほんとツンケンしてるから。誰かに甘えるのが下手なんだよ」

　ガファルさんの声音が、今までになく優しいものになるのが分かる。彼は本当に妹のことを大切に思っているのだろう。彼がわたしに優しいのも、もしかしたら妹の姿を重ねているのかもしれない。

「わたしも、五人の妹がいるんですよ」

「……そりゃすごいな。仲はいいのかい？」

「もちろんです！　わたしたちアバダール家の姉妹は、皆仲良しなんです」

「クロアに似てる？」

「どうでしょう。一人一人個性的なので」

　ガファルさんに尋ねられるままに、わたしは少しずつ自分の家族のことを話した。その代わり、彼も二人だけの家族について話してくれる。お互いの楽しい思い出について話していると、いつの間にか暗闇を歩くことも怖くなくなっていた。

　それからしばらく進んでいくと、突然前方に銀色の光が現れた。通路が切れて大きな空洞に出たのだ。そこに広がっていたのは一面の《蜜》。《地ち胚はい》の奇き蹟せきが結晶化したものだ。

「……ここが採集場ですか」

「まあ、やっぱり枯れているけどな。ほら、あの黒い部分が《地ち胚はい》の根っこだよ。《蜜》は染み出たまま放置されているんだろう」

　壁や天井をよく見ると、いたるところに《地ち胚はい》の抜け殻のようなものが見える。ガファルさんは近くに転がっていた小さな《蜜》を取り出すと、それを丸まる吞のみした。そしてわたしにも食べるように差し出してくる。

「怖がらなくても大丈夫だよ。容量を守れば、これ以上元気になる食べ物もない」

「……いや、でも、勝手に食べてもいいのかなって」

「これだけ余っているんだから、いいんじゃないか？　レートル、それに俺に襲い掛かってきたやつを見る限り、ここの人間は《銀ぎん紋もん》がない。《銀ぎん線せん》も枯れているし、奇蹟に頼らない仕組みがあるんだろう」

　スラガヤにおいて、《蜜》は社会に不可欠な価値の象徴だ。もともとは奴隷商会が《大おお獣けもの》に奴隷を売る際、対価として払われたのが《大おお獣けもの》の血、つまりは《蜜》だったらしい。人間側は《銀入れ》をすることでさらに奴隷の価値を上げ、奴隷間においても《蜜》によって売買を行うようになった。ある意味人間の有用性を担保に《蜜》の価値を保っているのだ──とかつてお母さんから教わったことがある。

「……不思議なのは、どうしてラクサの末裔がこんな地下に閉じこもっているのかってことなんだよな。この近くに、街はもうないんだろう？」

「……はい。大きな塔と森があるだけで……」

　レートルさんによれば、《貪どん食しよくの君きみ》が住まう塔はエルラムの真上にある。それはつまり《朽くち株かぶ》だ。あれは《地ち胚はい》とそれを覆うラクサの廃墟を再利用した建物だったのだろう。わたしの覚えている限り、《朽くち株かぶ》の周囲にあるのは森と山だけ。丁度盆地となった中心に《朽くち株かぶ》があった。これは推測でしかないけれど、その山というのはかつて存在した街の外殻なのかもしれない。それが朽ちて木々に覆われた結果、山地となっているのだろう。

「……まあ、とりあえず外に出ようか。いくつか《蜜》があれば、しばらくは何とかなる」

　そう言ってガファルさんが《蜜》を拾い上げようとすると、突然後ろから鋭い怒声が響いた。

「それを捨てろ、この盗人ぬすつとどもめ！」

　振り返ってみれば、採集場の入り口に青年が一人。イジム君がナイフを構えてこちらを睨にらんでいた。ガファルさんは大した動揺も見せず、わたしに向かって肩をすくめる。

「見つかっちゃったみたいだな」

　そして《蜜》を捨てるどころか、また一つ飲み込むと、たちまち一本の刀を創り出した。そして、イジム君に向かって落ち着いた口調で尋ねる。

「その様子じゃ援軍はいないようだけど、また戦うつもりか？　さすがに昼間で懲りただろ」

「……っ！」

「脱走に気付いたのはお手柄だが、お前一人でどうするつもりだったんだよ」

　図星だったのだろう。イジム君は何も答えず、顔を真っ赤にしてガファルさんを睨みつける。ガファルさんはそこで小さく溜め息を吐くと、言った。

「大体、なんでお前はそんなに怒ってるんだ？　俺たちはお前に何もしてないだろ」

「こうしてエルラムの宝を盗もうとしてるじゃないか！」

「……どうせ使い方も知らない宝だろうが。取られて困るわけでもない」

「違う！　この宝は使うためにあるんじゃない！　使われないために、ここにあるんだ！　エルラムの民は、代々この《蜜》を奴らから守ってきたんだ！」

　イジム君の口から何度か耳にした「奴ら」という言葉。ガファルさんもそれが気にかかったらしく、また一歩彼に近づいて尋ねる。

「……エルラムの敵ってのは何なんだよ。まさか《天てん子し》じゃないだろ？　この程度の量の奇蹟に《天てん子し》たちが引き寄せられるはずがない」

「とぼけるな！　お前たちだって《獣落ち》の仲間なんだろう。レートル様は騙だませても、俺は騙されないぞ。目を見ればすぐに分かるんだ。お前たちは絶対……」

　張り上げられていたイジム君の声が、なぜか急にしぼんでいく。どうしたのかと思っていると、最終的に彼は地面に倒れ込んだ。慌てて駆け寄ってみれば、額は汗でしとどに濡れ、少し触れただけで酷い熱を持っていることが分かる。それに彼の不調の原因はすぐに分かった。裾をめくり上げると、両りよう膝ひざが腫はれ上がっている。昼間、ガファルさんに叩たたかれたところだ。

「ひびくらい入っていてもおかしくないのに、よくぞあんなに長い階段を下りてきたな、こいつ。そりゃ、倒れるのも当然だ」

　近くまで寄ってきたガファルさんはどこか感心したようにそう呟つぶやいた。イジム君は無意識にわたしの腕を摑んだけれど、それにはほとんど力が入っておらず、まるで子供が母親に縋すがろうとするかのよう。

　わたしは近くの大きな《蜜》に手を伸ばし、齧かじりつく。一瞬、強い酒精をあおったように頭がくらりとするけれど、わたしは気を引き締めて柳の樹液を創った。それを直接イジム君の口に垂らすと、彼が顔をこれ以上ないほどしかめる。

「ガファルさん、水を創ってあげてください。わたしにはできないので」

「……何を飲ませたんだ？　まさか、毒殺するわけじゃないよな」

「柳の樹液ですよ！　鎮痛作用があるんです。足の怪け我がに利きくかは分からないんですけど……」

「もうこいつを助けるのは決定事項なわけね」

　ガファルさんは困ったように笑うと、手から少しずつ水を創り出した。イジム君の口にそれが注がれると、苦い汁に困惑していた彼も少しずつ表情が和らいでいく。それからガファルさんは何も言わず、イジム君を背中に担かついだ。

「こいつを安全なところまで連れて行きたいんだろう？」

「はい。お願いします。上の方まで行ったら、ガファルさんは地上に向かっていただいてかまいません。階段は難しいですけど、廊下ならわたしでも」

「馬鹿なこと言うなって。いいさ、俺も君の善行に付き合うよ」

「でも、そうしたら捕まって……」

「この《地ち胚はい》の枯れっぷりを見る限り、三百年後って話は本当らしいからな、もう俺の身寄りなんていないんだ。だったら少しでも信頼できる人間と一緒にいるさ。──というか、君みたいな少女を置いて一人で逃げるわけないだろ」

　ガファルさんは一瞬寂しそうに笑って、そう言った。なんとなく、今彼の目に映っているのはわたしではないのだろう、と思う。わたしが《貪どん食しよく》さんと会えないように、ガファルさんは妹と会うことができないのだ。しかも、もう二度と。

「それにしても、クロアの奇き蹟せきってのはすごいな。樹液を創るなんて聞いたことないよ」

　まるで表情の陰りを吹き消すように、ガファルさんはそう言ってにやりとする。

「植物を創ることしかできないので。柳は妹たちが風邪を引いた時によく創っていたんです」

「なるほどな。となると、こいつは随分と大きい弟だよ」

　ガファルさんはそう言ってイジム君を背負ったまま立ち上がった。わたしたちは再び長い暗闇を抜けて階段へと戻り、その長い螺旋を少しずつ登っていく。

　そしてイジム君を運び、衛兵にわざわざ声をかけて通された書斎で、レートルさんはわたしたちに深々と頭を下げたのだった。

「……世話をかけたな」

　ガファルさんが近くの長椅子にイジム君を横たえると、レートルさんが膝ひざの具合を確認する。

「……こやつはどうにも直情的でな。冷静になれんのじゃ。もっと大きな視点を持てと言うておるんじゃが」

　彼女は近くにあった掛け布をイジム君にかけると、部屋の隅に控えていた侍女に何かを耳打ちする。それからわたしたちの方へ振り返り、

「では、おぬしらの家まで案内しよう」

　と告げてきた。わたしは一瞬ガファルさんと目を見合わせてしまうが、彼は「仕方ないさ」とでも言うように苦笑している。さすがにこれで自由の身というほど、レートルさんも優しくはないらしい。

「おぬしらがわざわざイジムを助けてくれたことには感謝する。だが、あくまでおぬしらは囚とらわれの身。抜け出してもらっては困るのじゃ」

「……でも、わたしたちもずっとここにいるわけには」

「分かっておるわ。だからこそ、わしはおぬしらを殺せという連中と少しずつ話し合いを重ねているのじゃ。わしとてエルラムの長おさとしての面目があるでの」

「それって……大人しくしていたら、外に返してくれるってことですか？」

「まあ、そういうことじゃ。もちろん、手放しに解放するわけではないぞ。今後おぬしらがエルラムに協力することを約束の上での話じゃ」

　それは願ってもない提案だろう。レートルさんがこちらを騙だまそうとしているようには見えないし、事態は思っていたほど悲観的ではないのかもしれない。あとは時間が解決してくれる──などと思っていた矢先、ガファルさんが口を挟む。

「随分甘い取引だな。話によれば、一度は俺たちを殺そうとしたっていうじゃないか」

「その結果《大おお獣けもの》の力をこの目に見せつけられたのじゃ。我々の手には余る獣と判断したまでよ。であるならば、協力という形をとった方がエルラムの利となるであろう」

「……たかが二人を持て余すと？」

「イジムのような血の気の多い連中と、齢よわい八十のわしを一緒にするでない。エルラムの人間の力量など分かっておる。ただでさえ存続の瀬せ戸と際ぎわにあるのじゃ。この街には新たな厄介ごとを抱える余裕などない」

　レートルさんはそう言うと、付いてくるようにとわたしたちを手招いた。彼女の先導に従ってエルラムの大通りに出ると、周囲はたちまち静けさに満ちる。煉れん瓦がで舗装された道はいたるところに亀裂が生じ、壁は苔こけに吞のまれ、淀よどんだ水の臭においが漂っていた。夜中で人通りもないためか、街の老いた様相が剝むき出しになっているかのようだ。

「今ある厄介ごとっていうのは、《獣落ち》ってやつのことか？　イジムが言っていたが」

　道中の沈黙を破ってガファルさんが尋ねると、レートルさんの耳がぴくりと震える。彼女はまた深い溜ため息いきを漏らした後、静かに首肯した。

「そうじゃ。今やエルラムの上に広がる森はやつらの縄張りよ。畑を奪われ、牧まき場ばを奪われ、地下に追いやられた結果が今の困窮なのじゃ。民は総勢三千にも満たぬ」

「《獣落ち》って何なんだ？　俺は聞いたこともないが……」

　ガファルさんの視線にわたしも小さく首を振ると、レートルさんは問いに答えぬまま脇道に入る。彼女は巨大な池の前までやってきて、ようやく足を止めた。

「あそこにいるのも《獣落ち》の一つじゃ。《雨あま鳥どり》という」

　レートルさんの掲げた杖の先、池の天井近くに烏からすに似た黒羽の小さな鳥が沢山巣を作っていた。その巣からは、ぽたぽたと雫が落ちている。

「ここはエルラムの貯水湖での、あやつらの流す水を貯ためておる。《雨あま鳥どり》は普通集団で移動し、地上に雨雲や嵐を招く。それを家畜にしたのじゃ」

「それってつまり、野生化した《銀ぎん隷れい》ってことか？」

「……そうか、そうじゃったな。古い文献には《銀ぎん隷れい》とあったやもしれぬ。されどエルラムでは《獣落ち》じゃ」

「でも、家畜にできるなら何も恐ろしくないじゃないか」

「あれは《獣落ち》の一種と言ったであろう。地上で脅威となるのは《地ち竜りゆう》と呼ばれるものじゃ。人並みに賢いのに加え、実に執念深い。人間を食うための本能が備わっておる。……イジムの母親も《地ち竜りゆう》に食われた兵士の一人じゃ」

「……」

「街の加護を失うとはそういうことよの。この世には人間と《大おお獣けもの》と《天てん子し》の他にも様々な生と死があるのじゃ。その中において、奇き蹟せきを失った我々は決して強者ではない。秋に潜んで地上の果実を収穫し、他はきのこ、苔を食うばかり。肉となれば、稀まれな狩りの成功を除き、もぐら獲とりと地下水脈の迷い魚よ。それが街の滅んだ先にある世界じゃ。おぬしらには想像もできぬであろう」

　レートルさんの言葉は淡白でありながら、どこか拭いきれない悲哀を匂わせていた。エルラムの民がこの先遠からず滅びることを彼女は予感しているのだろう。それはかつてスラガヤの滅亡を覚悟していた《一つ目の君きみ》の姿に似ているのだけれど、レートルさんにはいっそうのこと救いがないように思われた。なぜなら《一つ目の君きみ》が絶望したその先で、レートルさんはなおも滅びに喘あえいでいるからだ。

　一つの滅びが全てを消し去るわけではない。生き残ってしまう命は必ずあって、それが本当に滅びるまで、苦しみは緩慢に染しみ込こんでいく。エルラムはスラガヤがやがて迎える未来の、ありうる姿の一つなのかもしれない。

　それから、わたしたちは黙ってエルラムの街を進んだ。軟禁されていた建物までやってくると、改めてレートルさんが言う。

「今しばらくはここでじっとしておれ。片が付けば、好きなだけ外に出られる」

　そして、袂たもとから一冊の小さな本を取り出すとガファルさんに手渡した。

「それに目を通してみよ。エルラムに残された文献の一つじゃ。おぬしの知りたいことが少しは書かれておるであろう」

　レートルさんは建物の鍵をしっかりと閉じ、去っていった。わたしは疲労と眠気に背中を押され、すぐに部屋に戻ろうとしたのだけれど、ガファルさんはレートルさんから渡された本を見つめて廊下に立ち尽くしている。本の表紙には『闘技大会戦録』とあった。

　気になってわたしもそれを覗のぞいてみると、第百二十三回の出場者名にガファルさんの名前と年齢が記されている。それ以降、毎回彼の名前は入っていて、最後の方では優勝を続けていたようだ。

「これって、ラクサの記録ですよね？」

　今夜のエルラム探索で既に本人は納得していたのだろうけれど、ガファルさんが大昔に生きていて、しかも今はその三百年後だということは真実らしい。レートルさんはレートルさんで、ガファルさんが本当に過去の人間なのか、確かめたかったのかもしれない。

　しかしちらりと横顔を窺うかがうと、なぜかガファルさんの眉み間けんには深い皺しわが刻まれていた。彼は本に目を落としたまま、「ありえない、ありえない」と小さな呟きを繰り返す。

「……何か記憶と違うことでもあったんですか？」

「いいや、そうじゃないんだ。比較するまでもなく……記録がありすぎる」

「……え？」

「俺が覚えている闘技大会は、第百二十七回までなんだよ。俺はその時準決勝まで進んで、副隊長任命のお墨付きを得た。でも、この本には最後の第百四十一回まで、俺が出場者として載っている。最後の方は一年の内に四回も大会が開かれているんだ。俺は全く知らない」

「……忘れているってことですか？」

「そうとしか考えられないが……でも、途中までは覚えているんだ。スラガヤの街が花咲く前の夏。そこまではしっかり覚えてる。どうして俺は、その後を覚えていないんだ？　どうして三百年も眠って、まるであの日が昨日のように……」

　自らをなじるように呟つぶやいたガファルさんが、不意に言葉を途切れさせる。彼はなぜかよろめいて壁に手をついた。目をおさえるようにして、彼は苦く悶もんの表情を見せる。

「大丈夫ですか？　横になった方がいいですよ！」

　思えば、彼が目を覚ましてからまだ一日も経っていないのだ。魂は別だとしても、肉体は《貪どん食しよく》さんが酷使したものと同じ。完全に回復していたはずもない。それに加えてイジム君を運ぶなんて無理を押し付けたわたしにも責任がある。

　肩を貸そうとすると、ガファルさんの手から本が落ち、彼の身体も頽くずおれる。

「ガファルさん！　しっかりしてください！　ガファルさん！」

　彼を背負い、なんとか部屋まで運んだ。けれど、非力なわたしは彼をベッドの上に持ち上げることもできなかった。これが彼の重みなのだ。背負われ、抱かれるばかりで、わたしが一度も感じたことのなかった重み。

「わたしが……助けないと」

　自分に言い聞かせるようにそう呟いて、わたしはもう一度、柳の樹液を創り出した。自分の中に残っていた《蜜》の余剰が消えて、樹液はすぐに枯れてしまう。しかしそれでも奇蹟を使おうとすると、一挙に視界が霞かすみ始めた。

　ただ、決して目は閉じない。もう自分の無力から目を背けたくないのだ。

　わたしは彼を助けられるようになりたい。

　その一念がわたしの魂を支えている。

　いや、それどころかその想いがわたしを吞のみ込こんで──

「起きてよ、兄さんっ！」

　わたしは、なぜか耳慣れないその呼び名を口走っていた。




　　　　◆　◆　◆




「──起きてよ、兄さんっ！」

「っ！」

　耳元で聞こえた馴な染じみのある声に飛び起きる。傍らには、険しい表情でこちらを睨にらみつける妹の姿。母によく似た小さな耳と、父の青い目。間違いなく、リリアンだ。

「……何寝ぼけてるの？　ほら、起きなって。もう昼過ぎだよ？　いくら疲れてるって言ったって、今日の夜は出かけなきゃいけないんでしょ」

　リリアンは俺をベッドの上から引きずり下ろすと、無理やり椅子に座らせてくる。それから腕に巻かれた包帯を外し始めた。白い綿布の下から見えたのは、刀で裂かれたような深い切り傷。リリアンに塗られた軟なん膏こうが染みて燃えるような痛みを感じた時、一挙に頭が混乱した。

　俺は、夢を見ているのか？

　それとも、夢を見ていたのか？

　ラクサが滅亡した三百年後の世界。《地ち胚はい》は光を失い、人間は地下に追いやられた未来で、俺はクロアという少女と出会い、ようやくその現実を受け止め始めていたのではなかったか。イジムを助け、軟禁場所に戻されて、俺はレートルから本を渡された。それで──……

「な、なあ、この傷って闘技大会の傷だよな？」

「……何言ってるの？　当たり前じゃない。昨日のことでしょ」

「何回目だ」

「え？」

「俺が昨日参加したのは、第何回の闘技大会だ？」

　手て際ぎわよく包帯を巻き直していた彼女の手が、そこで初めて止まる。リリアンは俺の額に手をあて、小首をかしげた。

「熱はないみたいだけど……昨日、頭を殴られていたせい？」

「……リリアン！」

　こちらが強く尋ねると、妹はますます怪け訝げんそうに見つめてくる。ただ、俺がふざけているわけではないと分かったのか、渋々答えてくれた。

「……第百二十八回でしょ」

「そんな──」

　あの日から、一年経っている。俺が額に《銀入れ》をして、新しい街のつぼみを見た日から、確実に一年が経っている。リリアンの言う「昨日」を俺は知らない。第百二十八回闘技大会の記憶はないのだ。それなのに、身体には戦いの傷がある。この世界は、きちんと昨日まで俺が生きていたかのように見える。

　呆ぼう然ぜんとしていると、リリアンは少し不安そうな瞳で見つめてきた。

「……やっぱりおかしいんじゃない？　頭から血は出てないと思うけど……」

「なあ、俺は昨日何を……いや、どうだった？」

「どうって……普通に予選を勝ち抜いて、すごかったけど。一日に、三人も倒したのよ。それすら覚えてないの？」

「……あ、ああ……」

「じゃあ言っておくけど、兄さんは今日の夜、晩ばん餐さん会に招待されてる。行けるのは本選に進める人だけなんだから、すごく名誉なことよ。忘れないでよね」

「晩餐会って……誰の」

「もう！　《二ふた角つのの君きみ》に決まってるでしょ！　ほんと、どうしたの？」

《二ふた角つのの君きみ》。その名前を聞いて、なぜか一瞬うすら寒いものが胸をよぎった。……確かレートルが言っていた。ラクサは《二ふた角つのの君きみ》によって滅んだのだと。それにわざわざ彼女が俺に見せたのは闘技大会の記録だ。……もしかして、何か関係があるのだろうか。

「……俺は……どうだった？」

「だから、何が」

「昨日、どう戦ってた。相手を殺してなんか、いないよな？」

　するとリリアンは突然言葉に詰まる。俺はたちまち頭から血が引いたが、次の瞬間、リリアンは俺の頰をつまみ、思い切り引っ張った。

「いてえよ！」

「大丈夫？　頭おかしくなってない？　冗談だとしたら、全然面白くないよ？」

「俺は真剣に──」

「殺してない。当たり前でしょ？　多少血は出てたけど、それはお互い様。こんなに傷だらけなんだから」

　リリアンは一通り傷の手当てを施してくれると、衣装棚から黒を基調とした式服を取り出し、ベッドの上に広げた。それは俺が副隊長に任命された際に受け取ったもので、まだ一度しか袖を通していないはずのものだ。しかし、目の前にあるそれは袖口が少し傷つき、とても新品には見えない。

「これに着替えて、早めに行った方がいいわ。晩餐会は地下街でやるんだから、歩いたら結構かかるもの」

「……ありがとう」

　ぼんやりと俺が頭を下げると、リリアンは小さな溜ため息いきを漏らし、もう一度俺の瞳を覗のぞき込こんできた。

「……ほんと、しっかりしてよ。勝ったなら勝ったなりに堂々としないと、負かした相手に失礼でしょ」

「……ああ」

「……それに……わたし、兄さんが戦ってるの見て、少しだけど……誇らしかったのよ？」

　リリアンはそう言うと俺の鼻をぴんと弾いて、部屋を出ていく。

　彼女の背中を見つめながら、目め眩まいを覚えた。

　本当に、この世界は一体何なんだ。夢なのか現実なのか、全く分からない。三百年の間、自分は長い眠りに就いていて、その間にラクサは滅びてしまったのではなかったか。こういう妹との日常も、とうに失われたものだと思っていた。

　ところが、妹の顔が見えた時、自分は心底安あん堵どしてしまった。

　再び会えただけで、こうも容易たやすく揺らいでいる。できることならば、今が現実であってほしいと思っている。そうだ。夢ならば覚めないでほしい。いっそのこと、《二ふた角つのの君きみ》の宴うたげも無視して、リリアンと話していたい。……けれど、リリアンはそれを望まないだろう。少なくとも、家に留とどまり続けるのは彼女にますます疑念を与える。俺の頭がおかしいのか、この世界がおかしいのか、まずはそれを確かめなければならない。

　俺はリリアンが用意してくれた服に着替え、余っていたパンとお茶で少しだけ腹を満たすと外に出た。空は既に夕暮れの赤に染まっているのに、舗石にはいまだ昼間の熱気が燻くすぶっている。街の端々に見える逞たくましい青草に、俺は今が夏の盛りなのだと気が付いた。やはり、あの日から丁度一年が経っているのだ。

　あのつぼみは、どうなっているのだろうか。

　クロアはスラガヤと呼んでいた、ラクサの西に生まれた新しい街。一度考えだすと頭から離れなくなる。まだ街の花びらは閉じていないのだ。時間にも余裕がある。俺は胸の内に言い訳を呟つぶやきながら、気付けば足を西へと向けていた。

　しかし、地下街の螺ら旋せん階かい段だんへと続く門を通り過ぎた頃、俺は不意に妙な違和感を覚えた。大通りを西に向かってまっすぐ進むだけだというのに、なぜか正面の外殻に近づいた気がしない。どれほど南に歩いても大きさを変えぬ太陽のように、たどり着くべき西の端が逃げてゆく。そして、それにもかかわらず、空はずっと緋ひ色いろのままなのだ。夜を迎え、花か弁べんが閉じる気配さえ感じられない。

　つまり、俺は認めなければならなかった。

　ここが夢なのだ。

　現実は三百年後。俺は何かの拍子に、この夢の世界に落ち込んでしまったらしい。

　ふと足を留め周囲に目を凝らすと、ますますその異様さがはっきりとした。人々のざわめきや、すれ違う人。それを確かに感じるのに、俺はそれに注意することができないのだ。視界の真ん中に捉えようとした途端、するりとそれは逃げてしまう。言葉を聞きとろうとした瞬間、その会話は遠ざかってゆく。不鮮明な絵をいくら見つめても不鮮明なように、この世界には限界があった。

《二ふた角つのの君きみ》のもとへ、行かなければならない。

　この夢がそのために出来ていると分かってしまうと、俺はますます足取りが重くなる。道を引き返すほど判然とする世界に嫌気がさす。《地ち胚はい》の傍そばにある門まで戻ってくると、遂ついには足が止まってしまった。暗がりに降りてゆくその穴が、酷く不吉なものに見えたのだ。

「……くそっ」

　俺が戻りたかったのはこんな地下の闇やみの中ではない。望んでいたのは、ただリリアンの隣にいること。それだけでよかったのだ。夢の世界でありながら、変えることも止めることもできないなんて都合が悪すぎる。しかも道が決められているのに、足には自由が残されているのだ。強いられているのか、委ゆだねられているのか、それさえ分からない。まるで、誰かの夢を辿たどらされているかのようだった。

　──しかし、誰の夢なのか。

　三百年前のラクサを知っている者。

　俺の知らない、知りたくもない過去を知っている者──……




「君はやっぱり強情だなあ」




　ふと背後から男の声が聞こえた。振り返ると、そこには仮面を付けた人間が一人。背丈は俺と同じくらいで、俺と同じ銀色の髪だった。

「……お前は誰だ？」

　尋ねてみても返事はない。彼はゆっくりとこちらに近づいてきたかと思うと、大きな溜ため息いきを一つ漏らす。

「僕はそれを君自身に気付いてほしいんだ」

「……俺？」

「ただ、この調子じゃ、それも難しそうだ。自分の過去を見るのが嫌だというのなら、妹のことを知るといい」

「お前はリリアンを知ってるのか」

「少なくとも、今の君よりかは」

「それはどういう意味だ──」

　俺が男の襟元を摑つかむと、手の中の布がまるで砂のように溶けていく。いや、それだけではない。周囲の光景も、足元の地面も、そして自分と仮面の男さえも、静かに崩れ、流れていく。




「スラガヤに行くんだ、ガファル。そこに君の全てが待っている」




　最後に残ったのは、男のそんな言葉。

　消えゆく夢の最後、俺はその声が自分とよく似ているということに気が付いた。




　　　　◇　◇　◇




　ガファルさんが倒れてから、既に一週間が経つ。

　血は通っているし息もあるけれど、一向に目を覚ます気配はない。まるで糸の切れた人形のように、ベッドの上に横たわったままだ。

　彼の容態が気になる一方で、わたしは何か自分自身に引っかかるものを感じている。ガファルさんが気を失った時に、口から飛び出た「兄さん」という言葉。それはわたしにとって初めての言葉だったのに、どこか懐かしい響きにも思えたのだ。

　ガファルさんのことを「兄さん」と呼ぶのは、妹のリリアンしか考えられない。けれど、彼女とわたしの間に、いかなる関係があるというのだろう。わたしのことをスラガヤの聖女であるリリアン様に重ねる人は確かにいる。けれど、わたし自身がリリアン様との繫つながりを意識したことはないし、そもそもガファルさんの妹とリリアン様は別人だ。聖リリアンの伝説はガファルさんの創作だと、本人が言っていたではないか。……第一、リリアン様の伝説がなぜスラガヤに広まっているのかという謎だって、分からないままなのだ。

《貪どん食しよく》さんとガファルさんの関係も、リリアンのことも、あまりに情報が少ない。手がかりとなるのはガファルさんの記憶だけなのに、彼が眠ったままでは手の打ちようがなかった。

　自分の部屋で堂々巡りの思案にくたびれ始めたころ、丁度イジム君がやってきた。

「──ちょっといいか」

「どうぞ入って」

　扉から顔を覗のぞかせた彼の手には、大きな瓶と盃さかずきが二つ、麻あさ紐ひもで括くくった紙包みもぶら下がっていた。

「また差し入れを持ってきてくれたの？　ごめんね、気を遣わせちゃって」

「……俺は、レートル様に頼まれたから持ってきただけだ。勘違いするなよ」

「はいはい」

　彼はガファルさんが倒れてから、毎日顔を出してはお菓子やお茶を持ってきてくれている。足の怪け我がはすぐに痛みが引いたらしく、支障はないらしい。レートルさんはわたしたちが彼を助けたことの返礼として、彼にわたしの相手をするように命令したそうだ。どこかで勝手に時間を潰つぶせばいいものを、イジム君はこうも真面目に実行している。……あるいは、多少なりとも彼の中でわたしたちの印象が変わったのかもしれない。最初は嫌そうにしていたけれど、言葉を交わすうちにエルラムの歴史や狩りの話を聞かせてくれるようになった。

　イジム君は絨じゆう毯たんの上に腰を下ろし、瓶から盃に蜂蜜色の少し濁った液体を注いだ。手渡されたそれを口元に近づけた途端、爽さわやかな林りん檎ごと甘い酒精の香りが漂う。

「これ、お酒？」

「ミトミア。秋に収穫した果実を樽たるで発酵させて作るんだ。雪が降った頃に樽をあけて、お祝いする。これを一緒に食べるんだよ」

　彼は小さな紙包みを開き、そこから白い黴に覆われた強烈な香りのチーズを取り出す。それをナイフで切ると中から卵黄のように濃い液が溢あふれ出た。随分と長い間熟成させたものに違いない。ほんのひとかけら食べただけで、きのこを凝縮したような濃密な匂いが鼻を突きあげ、強い塩気が口に広がる。ただ、後に残る旨うま味みはたまらない。そこに加えてミトミアという林檎酒を舐なめると、チーズの臭さが一挙に華やいで、極上の乳を飲んでいる気分になった。

　酒精のせいか、ぽうっと頭が温かくなって、もう一度チーズをかじる。ミトミアを舐なめる。チーズをかじる。ミトミアを舐める。それを繰り返していたら、すぐに盃が空になってしまった。それで、そろりと瓶に手を伸ばすと、イジム君に鋭く手を叩かれる。

「子供が飲んでいいのは一杯までだ。樽開きのお祝いだからお前にも飲ませてやったんだぞ」

「わたし、もうすぐ十八歳なんだけど……」

「噓うそ吐つけ。俺は騙だまされない」

「うう……」

　こんなに塩からいチーズを飲み物もなしに食べるのはちょっと苦しい。わたしは台所から《蜜》を使って作ったパンと砂さ糖とう黍きびの煮汁を持ってきて、チーズと一緒に食べることにした。おいしいなあ、おいしいなあ、と呟いているとイジム君の視線が段々とパンの方に移っていって、わたしは内心にやりとする。

「……食べたい？」

「そんなに美味しいなら、ちょっとぐらい味見してやらないこともない」

「ふーん、別に食べたくないならいいんだよ？」

「……」

「あー、おいしいなあ。甘い蜜とチーズは合うなあ」

　エルラムの民は基本的に砂糖に飢えている。特に冬の季節は保存食の果物以外、甘いものがないのだ。イジム君は長い間眉み間けんに皺しわを寄せて悩んだ後、わたしの盃にミトミアを注いでくれた。わたしは代わりにチーズと蜜をパンに挟み、彼に手渡す。

「……うまいっ……」

　パンを頰ほお張ばり、不意にほころんだ笑みは年相応の素直さに満ちていた。彼だって、おそらくわたしとそれほど歳としは変わらないはず。あるいはわたしの方が一つか二つ年上かもしれない。イジム君も、美お味いしいご飯があって、それを誰とも奪い合う必要がなかったら、こんなにもおいしそうに笑ってくれるのだ。

「──なんだよ」

「なんでもないよ。わたしもミトミアをご馳ち走そうになろーっと」

　それからしばらく美お味いしいお酒を楽しんでいると、外から微かすかに不思議な音色が聞こえてきた。窓辺まで行って見てみれば、枯れた《地ち胚はい》の根の上に大きな舞台のようなものがあって、そこに大勢の人が輪を作っている。中心にいるのはちょっと派手な衣服に身を包んだ人々で、彼らは並べられた大きな板を木の棒で叩たたき、何かを演奏していた。

「あれは何？　木琴？」

「ヲチャロだよ。ミトミアを作るための圧あつ搾さく板ばんを叩いてる。今日は樽開きのお祝いだからな」

　舞台から聞こえてくる音楽はわたしが知っているどんな音色とも異なっていた。楽器としては板を台に乗せただけの単純な作りで、演奏方法もただ棒で叩くだけだ。しかし、五人の奏者はそれぞれに異なる音階を受け持っていて、短い打撃音が複雑に絡まり合って大きな流れを作っている。しかも地下空洞が音色を反響させるために、一つの旋律が何重にも重なり合うのだ。周囲の人々は合いの手を叫んだり、ミトミアの入った瓶を叩いたり、彼らもまた奏者の一人としてその大きな音色に溶け込んでいく。

「……これって、ラクサに昔から伝わっているものなの？」

「いや、これは滅んだ後に始まった。この世界には猟をしながら移動を続ける部族もいて、そいつらが教えてくれたらしい」

「部族って……まさか《大おお獣けもの》もなしに？　人間だけで？」

「そうだ。二、三家族ほどの小さな集団もあれば、数百人の規模もあるらしい。……まあ、それもずっと昔の話で、俺は会ったこともないんだけどな」

　レートルさんも言っていたけれど、街の外にはまだまだわたしの知らない世界があるようだ。わたしは《地ち胚はい》も《大おお獣けもの》もいない生活なんて、考えたこともなかった。

「俺たちが《大おお獣けもの》なしで生きていけるのは、そういうやつらに沢山のことを教えてもらったからだ。移動民は各地の伝統を広げる代わりに、その土地での狩猟を許してもらう。そうやって生きているらしい」

　お酒が入っているせいか、いつもより饒じよう舌ぜつなイジム君がすらすらと教えてくれる。彼はわたしの隣までやってくると、螺旋階段の上の方を指さした。

「もっと凄すごいのが始まるぞ」

　彼がそう呟つぶやいた瞬間、バシッと鋭い音と共に光が見える。ヲチャロの音色に独特の節目を作りながら、鞭むちを振るうような音と白い閃せん光こうが放たれているのだ。しばらくすると、階段をゆっくりと下る一団が見えてきた。その先頭に立っているのは白く輝く枝を握ったレートルさんで、彼女は普段にも増して沢山の装飾品を身に着けている。彼女が二本の枝を打ち合わせる度、音と光が放たれていた。ただ、それは繰り返すうちに弱くなっていって、ほとんど消えかかるとレートルさんの後ろを歩いていた人が新しい枝を渡す。……いや、枝じゃない。あれは、

「……角？」

「《雷かみなり鹿じか》の角だ。お前も地上で見ただろ」

　イジム君に言われて、わたしはようやくその音と白い光のことを思い出した。夜の森の光る角を持った鹿たち。あの時の狩りはこのためにあったのか。

「これも、その外から来た人たちの風習？」

「……分からない。ヲチャロと同じくらい古いのは確かだけどな」

「なんだか、ちょっと怖いね。音も光も激しくて」

「街を守るための儀式だからな。ほら、レートル様の後ろに箱を持った人がいるだろ。あそこに、エルラムで一番の宝が入ってる。この音と光は宝に祈りを捧ささげるためのものなんだよ」

　ヲチャロのうねるような旋律の中で、レートルさんが打ち鳴らす角の音は次第に心地よい重なりを生んでいった。それから一行は舞台の上に上がり、イジム君の言っていた箱が開かれる。そこに入っていたのは、銀色に光る石ころほどの球体。わたしの部屋からだと、はっきりとは見えないくらいに小さなものだ。

「あれが宝？　《蜜》じゃなくて？」

「《蜜》よりも、もっと沢山の魂が込められているってレートル様は言ってた」

　何か奇き蹟せきに関係するようなものなのだろうか。じっとその玉を見ていると、なぜかむず痒がゆいものを感じる。ミトミアの酩めい酊ていとは反対に、どこか冷ややかな震えが足の底から上ってくる。

「……クロア？」

「だ、大丈夫……ちょっと飲みすぎちゃったかな」

　長い舞台での祈りが終わり、角を鳴らす一団は再び地下へと下り始めた。箱は閉じられ、するとようやく気分が落ち着いていく。ヲチャロの音色は趣を変え、高揚ではなく静けさに向かう響きに変わっていった。

　しかし、イジム君の横顔は意外にも硬い。彼は遠ざかりゆくレートルさんたちを見下ろしながら、言った。

「年々、角を集めるのは難しくなってるんだ。俺がずっと小さい頃は、螺旋階段だけじゃなくて、大通りも角を鳴らしたんだよ」

「……鹿が減ってるってこと？」

「ああ。だけど、俺たちは必要な分しか獲らない。それに、狩りをするのは新しい番を作るためだ。地下で鹿を飼って、角を切り落としてる」

「じゃあ、どうして減ってるの」

「《地ち竜りゆう》が狩場を荒らしてるんだ。あいつらは《銀ぎん紋もん》に飢えていて、他の《獣落ち》を食う」

　そういえば、採集場でイジム君は、エルラムが《蜜》を守ってると言っていた。それは《地ち竜りゆう》が奇き蹟せきの匂においを嗅かぎつけるということだったのだろう。《銀ぎん紋もん》も《蜜》も、奇蹟であることに代わりはない。それを欲する《獣落ち》、つまり《銀ぎん隷れい》がはびこっているというわけだ。

　こんなところにもエルラムの苦しさがあるのかと少し息詰まる思いを感じていると、突然イジム君が尋ねてきた。

「……なあ、枯れていない街は幸せなのか？」

「え？」

「スラガヤで生きている人間は、幸せなのか？」

　思いもよらない問いに、わたしは答えに詰まってしまう。イジム君は窓まど際ぎわから離れ、床に腰を下ろすと、なみなみとついだミトミアを一口で飲み干した。そして、空の盃を見つめて、独り言のように言う。

「……俺は《地ち竜りゆう》を憎んでる。母親を殺されて、仲間を殺されて、その怒りが消えることはない。でも心のどこかで、俺たちが何かから目を背けるために憎んでいるんじゃないかって、思う時がある。だって、実際のところ《地ち竜りゆう》を憎んでいる暇なんかないんだ。このままエルラムに留まっていたところで、先は長くない。……大人たちは分かっていて、それでも口にしないんだよ。もしも今逃げ出したら、残った矜きよう持じさえも失うから」

「……イジム君はここから出ていきたいの？」

「分からない。そもそも、俺が望んだとしても関係ないことだ。俺はまだ未熟だし、大人がいなけりゃ鹿の一匹だって狩れない。エルラムを出るかどうかは大人が決める」

「……そっか」

「ただ……クロアと話していると、時々自分が馬鹿らしくなるんだ。クロアは俺たちに手て酷ひどく扱われても、全然腹を立てないだろ。そんなこと、どうでもいいみたいな顔をしてる。街に住んでいる人間は、皆そうなのか？　街に住めば、何かを憎むことも、飢えに気付かないふりをすることも、しなくていいのか？」

「それは……」

　すがるような彼のまなざしに、わたしは胸を締め付けられる。それは今までで一番彼が無防備な部分を曝さらした瞬間で、だからこそ軽々しい返答を返すのは憚はばかられた。わたしは慎重に言葉を選んで、答えるしかない。

「……たぶん、スラガヤはそんなに理想の場所じゃないよ」

「……」

「街だって《天てん子し》が襲ってくるの。それは《地ち竜りゆう》がエルラムの《蜜》を狙うのと同じだと思う。確かに《地ち胚はい》の奇き蹟せきがある分、スラガヤの人が飢えたりすることはないけれど……それでも戦いはあって、滅亡だってありえる。皆、必死に生きてるよ」

「……クロアも？」

「そうだよ。わたしがあまり怒っているように見えないのは、そんな余裕がないからだもの。……分からないこととか、知りたいこととかが沢山あって……それに、スラガヤを守りたいの。理想の場所じゃないけれど、わたしはあの街が好きだし、そこに生きている人たちが好きだから」

「それに、あいつに会いたいんだろ？」

「あいつ……？」

「愛してるって言ってたじゃないか」

　少しだけ明るい声で、イジム君がにやりとする。わたしはぽかんとしたまま、言葉が何も出てこない。

「驚くことないだろ。俺だって、あの時、あの場所にいたんだ。……大体、レートル様みたいな年寄りは、あれを見せつけられたせいで、ころっと意見を変えたんだよ。まあ、分からないでもないけどな」

「あ、あ、え……」

　ミトミアの酔いが吹き飛んで、それ以上に全身の血が沸騰する。……そうだ、すっかり忘れていたけれど、わたしが《貪どん食しよく》さんと最後に会話した時、あそこには沢山の聴衆がいた。動けなくなってはいたけれど、息を止められていたわけではない。

　こちらの動揺に気を良くしたのか、イジム君はなおもいじわるな笑みを浮かべて言う。

「実際のところ、どう思ってるんだ？　今のあいつのこと。顔かたちは一緒だし、脱走した時は仲良く手を繫つないでたよな」

「み、見てたの？」

「夜目は効く方なんだよ。……で？　クロアとしてはどっちが好みとか」

「ち、違うから！　ガファルさんのことは別に好きとかそういうのじゃなくて」

「じゃあ、何だよ」

「それは──」

　その時、突然甲高い笛の音が地下街に響き渡った。それはヲチャロの演奏を打ち砕く、赤子の悲鳴のような音。イジム君はたちまち表情を引き締めたかと思うと、窓から身を乗り出し、街の状況を隈なく確認する。

「ねえ、これって警笛……だよね？」

「ああ。俺が聞いたことがあるのは、一回だけだがな」

「……それっていつ？」

「俺の母親が殺された日だ」

　そう言ったかと思うと、イジム君は「ここにいろ」と言いおいて部屋を出て行ってしまう。わたしは胸騒ぎを抑えながら窓際に立ち、耳を澄ませた。すると上階の通りから、突然どっと人の波が現れ、誰かの大きな叫びが縦穴に響き渡る。

「──敵襲だ！」

　舞台に集まっていた人々はたちまち散り散りとなり、細い通路に駆けだした。やがて、早鐘を打ち鳴らす音や二度目の警笛が聞こえ、それから突然雨が降り始める。通路を飛んで逃げてきた《雨あま鳥どり》の群れが、雷鳴のようなけたたましい声を上げて天井を飛び回っているのだ。

　そして、螺ら旋せん階かい段だんの最上部に目を凝らした時、その端にちらりと白いものが映った。

「……え？」

　思わず声が漏れたのは、視界に映った敵襲の光景があまりにも意外だったから。

　エルラムの民に襲い掛かる《地ち竜りゆう》。

　それは大きな白い蛇だった。

　わたしは一瞬、《貪どん食しよく》さんが現れたのかと思ったほどだ。大きさこそ違うけれど、雪よりも白い鱗うろこを輝かせたその姿は蛇に変身した時の彼とよく似ている。何十もの白蛇が雪崩なだれのように階段を滑り降りてくるのだ。

　わたしは台所の水がめから一杯の水を汲くんで、飲み干した。テーブルの上の瓶に挿していたロー君の枝で髪を束ね、深呼吸をして酩めい酊てい感かんを拭ぬぐい取る。イジム君が戻ってこなかった場合、わたしがガファルさんを運ばなければならない。そう覚悟をきめて、彼の部屋に向かった。

　しかし扉を開けるとすぐ目に入ったのは、既に身支度を整え、窓の外を眺めていた青年。

「おはよう、クロア」

　……わたしは一瞬、彼がどちらなのか分からなくて、挨拶に詰まってしまった。

「あ、あの……身体は……」

「警報で目が覚めたよ。それに、あの蛇たちを見たら背筋がぞわぞわして、眠気も吹き飛んだ」

　どうやら彼はガファルさんらしい。さすがに、そう容易たやすく《貪どん食しよく》さんが目を覚ますはずもない。彼は大きく伸びをすると、どこか妙に明るい声で言った。

「やっぱり現実ってのは、面倒なことばかり起こるな」

「一週間も眠っていたんですよ？　そんなにいい夢だったんですか？」

「……うーん、どうだろう」

　ガファルさんは誤ご魔ま化かすように微笑ほほえんで、それ以上答えようとはしなかった。それから、彼はおもむろに服の袂たもとを探ると、「ちょっと手を出して」とわたしに握り拳こぶしを差し出す。言われた通りに手を出すと、渡されたのは《蜜》の塊かたまり。ガファルさんはそのうち半分を取って飲み込み、瞬またたく間まに一本の刀を創り出した。

「んー、何だか、これだけで全部使い切った気がするなあ」

「ちょ、ちょっと待ってください！　この《蜜》って、まさか採集場で？」

「もしものためにな。誰にも取られてなくてよかったよ。その残りはクロアにあげるから、早いうちに飲んだ方がいい。あいつに見つかったら怒られるぞ」

「……でも、これからどうするつもりですか？　わたしは戦いの役には立ちませんよ」

「できるなら俺も戦いたくはない。《地ち胚はい》の奇き蹟せきもなしに、あんな怪物と戦うなんてごめんだ。クロアだって逃げる以外の選択肢はないだろう？」

「それはそうですけど……」

「できれば俺と一緒に来てほしい。クロアに案内してほしいところができたんだ」

「……わたしが案内？」

「俺は、スラガヤに行かなきゃいけないらしいから」

　ガファルさんはそう言って、困ったように笑った。わたしはどうしてそんな話になったのかと尋ねようとしたのだけれど、丁度その時、扉の向こうから「クロア！」とイジム君の呼び声が聞こえてくる。

　わたしは咄とつ嗟さに手の中にあった《蜜》を吞のみ込こんだ。

　頭がぐらりとして、全身が燃えるように熱い。

「──行こうか」

　ぽんと肩を叩たたかれた瞬間、わたしはなぜか全身が奇妙な感情に震えるのを感じた。

　興奮、不安、そして──親愛？

　ガファルさんに触れるたびに湧き上がる、温かな何か。……最初は《貪どん食しよく》さんとの重なりにわたしが懐かしさを覚えていたのだと思っていた。けれど、ますます感情が大きくなって、それはわたしの勘違いだったと気付く。

　これはわたしの懐かしさではない。

　誰かの懐かしさだ。誰かの、ガファルさん自身を懐かしいと思う気持ち。

　でもそれは一体──……
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　一週間の眠りから目を覚ました俺を見ても、イジムはクロアほど驚いた様子を見せなかった。実際、俺の安否など街の危機に比べれば些さ細さいなことだったのだろう。彼はこちらが質問するよりも先に、深刻な表情でエルラムの状況を説明した。

「南にある門から《地ち竜りゆう》が入ってきたらしい。近くの衛兵が全滅して、連絡も遅れた。一番上の階はもう手の付けようがない。小さな階段や通路は封鎖しているけど、あいつらは通風孔も通れるから……」

「戦えない民はどうしてるんだ？　どこかに避難通路はあるんだろう」

「そんなものはない」

「……ないって、お前……」

「エルラムから逃げ出したところで、俺たちに行き場なんてないんだ。だから、最後の一人になるまで戦うしかない」

　そんな馬鹿な話があるか、と口にしかけて、ふと止まる。……もとより街とは、そういうものではなかったか。滅ぶ前も、滅んだ後も変わりはしない。人間は外から訪れる脅威に対し、常に街を最後の砦とりでとする。そこから逃げることはできないのだ。エルラムの民の考え方は、俺たち先祖から受け継いだものに過ぎないのではないか。

「……でも、それじゃ困るんだよ。俺たちは外に出たいんだ」

　俺はこんな滅んだ街の地下でいつまでも寝ているわけにはいかなくなったのだ。スラガヤに行って、確かめなければならない。俺が知りたいこと──そして知りたくないことが、そこに待ち受けているという。やはりリリアンのことは気にかかるのだ。三百年前彼女に何があったのか、俺は知りたい。

　イジムは俺とクロアを交互に見つめ、しばし黙っていた。そして小さく頷うなずくと、

「ついてこい。俺が案内する」

　と言って走り出す。一体、俺が寝ている間に何があったのか。親の仇かたきのように俺を睨にらみつけていた彼とはまるで別人だ。

　地下街の通りに出ると、たちまち悲鳴と煙に包まれた。イジムの案内で細道を抜けていくが、通り一本を隔てたところでは、骨肉の砕かれる音や獣の唸うなりにも似たすすり泣きが聞こえてくる。すると俺は否いやが応おうでも戦場での光景を思い出してしまう。人間の数倍もある巨きよ軀くを蠢うごめかせ、次々と仲間を屠ほふる《天てん子し》たち。自分が踏みつけているものが死んだ人間の腹だとしても、靴に生ぬるい血がしみ込んできても、足を止めることのできないあの惨状。

「──止まれ！」

　先を走っていたイジムが低い声で叫んだ。物陰に身を潜めて先を窺うかがうと、柱廊の向こうで白い蛇と一人の兵士が戦っている。蛇は丸太木のような太さで、首をもたげると兵士の身の丈を優に越す。兵士は長剣でうまく《地ち竜りゆう》を牽けん制せいしていたが、ある時突然、《地ち竜りゆう》の尾が横に薙ないだ。狙ったのは兵士ではなく、近くに転がっていた人間の死体。それをうまく尾の先にひっかけ、兵士に投げつけたのだ。

　その投とう擲てきの速さというよりも、仲間の骸むくろが飛んでくることに怯ひるんだのだろう。足の止まった兵士は次の瞬間蛇の凶悪な牙に貫かれていた。心臓への一刺しで絶命したにもかかわらず、《地ち竜りゆう》は何度も咬かみつき、死体を砕いていく。真っ白な口が血でべっとりと赤に染まると、ようやく満足げな様子で奥へと消えていった。

「……酷い……」

　クロアの口から零れた感想に俺も思わず頷うなずいてしまう。《地ち竜りゆう》の振る舞いは単なる動物の狩りとは異なる。《銀ぎん紋もん》を食くらう《天てん子し》ならば話も分かるが、エルラムの民に《銀ぎん紋もん》はない。だとすれば、《地ち竜りゆう》は何を思って人を食らうのか。あれはまるで、

「人間を恨んでいるみたいだな」

　ぽつりと零れた言葉に、クロアは虚を突かれたような表情を見せる。対してイジムは不愉快そうに顔をしかめた。

「……俺たちが恨む理由はあっても、恨まれる理由はない」

「二つの集団が長い間戦っていて、どちらか一方だけが恨みを買うなんてありえないだろ」

「知ったような口を利くな！」

　イジムの怒声が暗い地下街に響く。クロアが彼の肩に手を置いたために、イジムは俺から目をそらし、「……行くぞ」とぶっきらぼうに言い捨てた。

　それから俺たちは《地ち竜りゆう》から身を隠し、迂う回かいし、少しずつ地上を目指した。しかし進めば進むほど、《地ち竜りゆう》も多くなる。あわや見つかるのではないか、という状況が何度も続き、とうとう逃げ場のない一本道で、俺たちは《地ち竜りゆう》と対たい峙じすることになった。

「二人とも下がってろ」

　創ったばかりの刀を簡易の布ぬの鞘さやから抜き取る。対する相手は白の大蛇。曇った銀色の眼を光らせ、こちらをじっと見つめてくる。蛇は跳躍ができない以上、牙の届く範囲は目で測ることができる。それゆえ、こちらも間合いをよくよく見極めなければならない。もちろんそれも、身体の構造が普通の蛇と変わらないという推測の上でしかないのだが。

　しかし、こちらが刀を構えて息を殺していると、不意に視界の端からイジムが飛び出した。

「俺がやる！」

「おい、やめろっ！」

　止めたところでもう遅い。イジムは《地ち竜りゆう》の間合いに半歩踏み込んでいた。すかさず大きな顎あごが彼に襲い掛かる。

　クロアの悲鳴に、俺も心臓が止まりかけた。ただ、さすがに覚悟のほどはあったのだろう。イジムは間一髪で咬みつきを避けると、《地ち竜りゆう》の左目にナイフを突き刺していた。

「ガファル！　こいつらは目が弱点なんだ！　そこを狙え！」

　素早く間合いから外れたイジムはナイフを振って血を払う。赤い血に銀色の輝きが混じっているのは、奇蹟の量が多いからなのか。やはり《地ち竜りゆう》が《銀ぎん隷れい》だという証拠だろう。そしてそこが弱点ならば、《銀ぎん紋もん》が目の近くに刻まれているということ。

　俺は潰れた目の側に飛んで、一挙に間合いを詰めた。しかし、それは向こうも読んでいたらしい。強烈な尾の一撃が振り下ろされる。俺の足をかすめたその一振りは通りの敷石を砕き、あたりに塵ちりが舞った。続けざまに放たれた追撃は地下街の壁を突き崩し、細かな破片が目に入る。

「ガファルさん！」

　クロアの叫びに薄目を開けると、目の前には大きく開かれた蛇の口。俺は咄とつ嗟さに刀を逆ぎやく袈け裟さに振り上げ、顎あご諸もろ共とも《地ち竜りゆう》の目を断ち切った。

「──っ」

　死しに際ぎわにも、最後の執念に駆られたように《地ち竜りゆう》が残った牙を突き立ててくる。鋭い先端が肩を掠かすめ、血が流れた。

「大丈夫か？」

　駆け寄るイジムに軽く頷うなずくものの、声が出ない。……毒ではないだろう。これは単なる緊張だ。自分が死に面した際に広がる、何よりも強い痺れ。何度か息を吐き出すと、ようやく高ぶっていた鼓動も収まってきた。

「先へ進もう、こんなところで挟み撃ちにでもされたら、ひとたまりもない」

　イジムも素早く頷うなずいて、俺たちは移動を再開する。地下街の最上階になると道幅も広がり、天井も高くなった。半円状の梁はりが連なる一帯は元々ラクサの《繁はん花か街がい》と呼ばれていた通り。ここまでくると、俺でも道が分かる。《地ち竜りゆう》が侵入したという南門とは反対に、北の通用門を目指す。

　しかし、北門の近くまでやってくると、奥の方から肉を断つ重い響きや人の叫びが聞こえてきた。角を曲がったところで目に入ったのは、四匹の《地ち竜りゆう》に囲まれた総勢十名ほどの兵士。そして、その中心にはレートルの姿があった。

「これで咎とがめられることはなくなったな。一番偉いやつが逃げ出そうとしているんだから」

　通りの角に身を隠してそう呟くと、イジムは複雑そうな表情を見せる。

「レートル様は宝を守ろうとしているだけだ。民を見捨てたわけじゃない」

「……宝？」

　言われてみると、レートルは腕に小さな箱を一つ抱えていた。あれが宝なのだろうか。

「さっさと渡せば《地ち竜りゆう》も帰るんじゃないか？　ああしていたら、皆殺されるぞ」

「渡せるわけないだろう！　《銀ぎん眼がん》はエルラムが代々受け継いできた、街の象徴なんだ……」

　──《銀眼》？

　イジムが口走ったその言葉が、異様なざらつきをもって俺の耳に触れる。エルラムの宝なんて知らないはずなのに、《銀ぎん眼がん》という響きには聞き覚えがある。しかし、俺はそれをいつ耳にしたのか。思い出そうとすると、途端に全身を悪お寒かんが襲って、脂汗が噴き出した。

「……ガファルさん、大丈夫ですか？　やっぱり、さっきの傷が……」

　不安げなクロアの顔を見て、俺は慌てて首を振る。今はこんなことに頭を悩ませている場合ではない。とにかくここを抜け出す必要がある。

「どうするイジム。北門までの迂う回かい路ろはないだろ？」

「……ない。この辺りは誰も使わないから、天井が崩落しているところも多いんだ」

「それじゃあ、あの《地ち竜りゆう》を殺すしかないな」

　十人の兵士と四匹の蛇。人数からいって決して人間が不利ではないのだが、陣形が悪い。レートルを守るために円陣を崩すことができず、《地ち竜りゆう》もそれを分かっていて、じりじりと距離を詰めているのだ。完全な膠こう着ちやく状態と言っていい。俺はクロアに向き直り、

「絶対に顔を出してはだめだ。もしも俺たちが死んだら、隠れてやり過ごす。いいな？」

　と念を押した。彼女は何かを言おうと口を開きかけたが、結局吞のみ込こむことにしたらしい。

「イジム、お前、足はもう大丈夫なのか」

「大丈夫だ」

「なら、走って手前の《地ち竜りゆう》二匹を殺す。俺は右、お前は左だ。最低でも、目を一つ潰せ」

　イジムが頷いたら、一拍置いて通りに飛び出す。俺たちの接近に最初に気付いたのはレートル。それから奥の《地ち竜りゆう》が鎌かま首くびをもたげ、背を向けた《地ち竜りゆう》が振り返った。俺は最後の跳躍に全力をこめ、飛び込みざま一匹の片目を切りつける。しかし、返し刀がもう一方の目に届くより早く、《地ち竜りゆう》のうねる胴が俺の脇腹を打ち付けた。みしり、と不吉な音が響く。

　ただ、近くの兵士たちはすかさず好機と気付いたらしい。こちらに意識を取られた《地ち竜りゆう》に背後から飛び掛かり、鱗うろこと鱗の間にナイフを滑らせる。そして自らの重みで蛇の頭を地面に押し付けると、残っていた片目を素手で殴り潰した。

　イジムの方も四人がかりでうまく行ったらしい。《地ち竜りゆう》は残り二匹となり、今度は向こうが防戦一方となる。その隙すきに一人の兵士が門の方へと走り出し、

「レートル様！　今のうちに！」

　と叫んだ。しかし、その男が地上へと続く階段に姿を消したかと思うと、しばらくして丸い塊が通りに転がり落ちてくる。

　それが何であるかを見て取った瞬間、俺は即座に叫んでいた。

「──全員退け！　逃げるぞっ！」

　階段から落ちてきたのは兵士の首。彼を殺した犯人は考えるまでもない。すぐさま頭蓋を押しつぶすようにして、どっと白い蛇の群れが通路になだれ込んできた。……俺たちはまんまと待ち伏せをくらったのだ。いくら賢い《地ち竜りゆう》でも、手がなければ門は開けない。だからこそ、内側から人間が開くのを待ち構えていたのだろう。

　もはや強行突破の可能性さえ見み出いだせなくなった。イジムはレートルを担ぎ、俺の後を追って走り出す。兵士たちも即座に劣勢を認めて踵きびすを返かえした。

　逃げる途中にクロアを抱きかかえると、彼女の軽さに少し衝撃を受ける。背の小さいことは分かっていたが、ここまで華きや奢しやな身体だったとは。額から覗のぞく彼女の《銀ぎん紋もん》が、今更ながら異様な輝きを放って目に焼き付いた。

「……わたしたちは、どこへ行くんですか？」

「とりあえず逃げるしかないだろう。圧倒的に数で負けているんだ。一旦態勢を立て直さないと、全員あいつらに食われちまう」

「……」

「大丈夫だ。そう簡単に死なせはしない」

　彼女を安心させるためにそう言ったものの、自分の言葉に余裕がないことは明らかだった。出入口が塞がれれば、俺たちは袋の鼠ねずみ。イジムが言っていたように、死ぬまで《地ち竜りゆう》を撃退し続ける他なくなってしまう。いざとなったら採集場に逃げるしかないが、とはいえそれは地下深くに閉じ込められることを意味するのだ。ある意味もっと悲惨だろう。クロアも状況の厳しさを感じ取ったのか、表情は終始硬いままだった。

　やがて兵士たちの案内で、俺たちは巨大な螺ら旋せん階かい段だんへと戻ることになった。生き残った人間は皆そこに集合していたらしい。巨大な舞台のような踊り場に大勢の人々が身を寄せ合っていた。レートルが現れると大きな歓声が上がり、当人は無言のままイジムの背を下りる。

「レートル様がいらっしゃれば安心だ！」「もう《地ち竜りゆう》なんて怖くないわね！」

　そんな声が方々から聞こえて、老婆の眉間はいっそう深くなった。既に見捨てた民から慕われるとは、こうも皮肉な話もないだろう。

「しかし、どうしますか。何とか《地ち竜りゆう》は食い止めていますが、あいつらが簡単に諦あきらめるとも思えない。我々とて、女子供を含めて二千人近くいます。このままじっとしているわけにもいかないでしょう」

　レートルの側そばにいた一人の男がそう尋ねると、レートルは「ふむう」と唸うなって首を振る。

「……千も死んだか」

「まだ隠れている者はいるでしょうが、螺旋階段に通じる道は全て天井石を落としてあります。合流することは困難でしょう」

「そうか……」

　レートルの沈黙に周囲の空気も重くなる。ふと気付けば螺ら旋せん階かい段だんには霧きり雨さめが降っていて、石造りの段がてらてらと光っている。頭上を延々と舞う《雨あま鳥どり》たちがエルラムの民を静かに濡らしているのだ。

「……どうして、あつまってるの？　おまつりは、おわりなの？」

　舌足らずの子供がそんなことを呟つぶやくと、それに便乗するようにして、誰かがこうぼやく。

「……どうして見つかったんだ？　最近ずっと、あいつらは大人しかったのに」

　すると、今度は別の誰かが言う。




「……《銀ぎん紋もん》を持ち込んだせいじゃないか？」




　ぞわり、と肌が粟あわ立だつのを感じた。周囲の注意が一斉に俺とクロアに向いたのだ。しかもそれは、決して温かな眼まな差ざしではない。即座に大多数の考えを代弁するような声が上がる。

「そんな《銀ぎん紋もん》を持ち込んだら、《地ち竜りゆう》は匂いを嗅ぎつけるに決まってる。だから門の場所がばれたんだ。この前、狩りに出た奴らが──」

「狩かりゆう人どのせいだっていうのか！」

　すかさず声を上げたのはイジムだ。彼は皆に聞こえるよう、声を張り上げて言う。

「儀式のために角が必要だから、子供たちに少しは肉を食べさせたいから、そう言って危険を承知で外に出てるのは誰だ？　《地ち竜りゆう》にいつ襲われるか分からないのに、それでも外に出ているのは誰だ？　二人を連れ込んだのだって、放置するよりも連行した方が安全だと思ったからだ。それを地下にいる人間が判断できるのか？　所詮結果論じゃないか！　それに二人を留めたのはレートル様の決定だ。まさか、レートル様の判断に文句を言うつもりか？」

　反論の声は上がらない。イジムはなおも続ける。

「今、犯人捜しをしたところで何の意味がある？　俺たちの仲間はこれしかいないのに、その中で傷つけあってどうするんだよ！」

　しかし、今度は誰かが言った。

「そいつらは仲間じゃないだろ」

「……」

「俺たちは狩人を責めてるわけでも、ましてやレートル様を責めてるわけでもない。原因は、そこの余よ所そ者ものにあると言っているだけだ」

　他に口を開かずとも、周囲の沈黙はその言葉を追認している。クロアは困ったように俺の方を見つめたが、かける言葉など見つかるはずもない。

　イジムは表情を曇らせながらも、抗弁を続けた。

「……その二人に原因があるとして、だから何だって言うんだ。誰かを責めて、この事態が解決するわけじゃない」

　すると、イジムの隣にいた壮年の男が、彼の肩に手を置く。

「お前こそ何を言ってるんだ、イジム。私たちは彼らを責めているわけじゃない。重要なのは、それぞれに役割というものが存在するということだ」

「……役割？」

「そうだ。レートル様がその二人をエルラムに招く上で、危険性を考慮しなかったはずがない。長老会ではそれ以上の価値を提示されたからこそ、我々もご判断に従ったのだ」

「奇蹟の力を使わせるってことか？　でもそのためには《蜜》が必要だろ。俺たちが必死で守ってきたものを使って、それで《地ち竜りゆう》と戦うってのか？　そんなの馬鹿げてる」

「何も《蜜》は使わない。使うのは別の宝だ」

「……え？」

「《銀眼》とは、こういう時のために先祖が残してくださった物だ。そうですね、レートル様」

　その問いかけに、レートルは顔を曇らせるばかり。こちらに視線を向けようともしない。男は周囲に語り掛けるようにして言う。

「《銀ぎん紋もん》を刻みし者に、《銀ぎん眼がん》を与えよ。伝承によれば、ラクサが滅びの最中にあって、エルラムの民はその言葉に従うことで滅亡をまぬがれた。今、我々が危機に瀕ひんしているのであれば、たとえ宝を使ったとしても先祖の方々はお喜びになる」

　──《銀ぎん紋もん》を刻みし者に、《銀ぎん眼がん》を与えよ。

　なぜだろう、その言葉を聞いた途端、全身が震え出した。心臓が狂った警けい鐘しようのように鼓動を鳴らしている。その時、上の方にあった《地ち胚はい》の側柱が崩れ、縦穴の底に向かって落ちていった。何匹もの《地ち竜りゆう》が瓦が礫れきと共に闇やみの中へ消えていく。

「さあ、準備を始めろ！」

　男の号令で、周囲に緊張が走った。俺とクロアの近くから人々が離れ、その代りに屈強な男たちが俺の身体を取り押さえる。

「やめてくださいっ！」

　クロアが叫ぶが、別の人間によって彼女の口は塞がれ、動きも止められる。俺はなぜか身体に力が入らず、為すがまま、地面に膝ひざをつかされた。

　イジムはレートルに向かって近寄ると、その肩を強く揺さぶり、尋ねる。

「レートル様！　これは何なんですか！　どうして、こんなふざけたことを！」

「……」

「自分たちで戦いもせずに、古い迷信を信じるんですか？　エルラムの矜きよう持じはどこに行ったんですか！　まだやれることは沢山──」

　近くにいた男がイジムの襟元を摑つかみ上げ、彼のみぞおちに拳を叩たたきこんだ。イジムは地面にうずくまり、それでもすさまじい気迫でもってレートルたちを睨にらみつける。

「……こんなのおかしい……！　なんで……どうして……」

　すると、レートルがぽつりと答えた。

「──イジムよ。これがエルラムなのじゃ」

「……レートル様……」

「いつかこうなると思っておった。そうじゃ、わしは知っておった。知りながら、それでも目を背け続けてきたのじゃ」

　彼女の言おうとしていることの意味を、どれほどの人間が理解できただろう。イジムは少なくとも、この状況がレートルの本意ではなかったと気付いたのではないか。なぜエルラムの民を思う彼女が《銀ぎん眼がん》を持って逃げようとしていたのか。なぜこの時に至って、あまりに深い悲しみをその小さな瞳に浮かべているのか。

「……この責務は、わしが果たそう。それがせめてもの……」

　レートルはそう言って、震える手で箱を開けた。そして、小さな丸い銀の球体を取り出す。

　……なぜだろう、俺は知っている。

　それが何か。自分の身に何が起きるか。

　全て知っている。

　思い出すことを俺自身が拒んでいるのに。しかしその拒絶が何より、知っているということの証左になっているのだ。

《銀ぎん眼がん》というエルラムの宝。《地ち竜りゆう》の弱点である銀色の眼。エルラムの民が用いる《獣落ち》という呼称。そして、俺とあいつの関係。

「……俺は《大おお獣けもの》になるのか？」

　レートルは何も答えなかった。何も答えず、ただ俺の顔に手を伸ばした。

　俺はもう一度《大おお獣けもの》になるのか？　眼球をくりぬかれ、《銀ぎん眼がん》をはめ込まれ、俺は再び《貪どん食しよくの君きみ》になるのだろうか？

　細く、皺しわだらけの指が眼がん窩かに触れる。瞼まぶたをめくり、眼球に爪が食い込んで──、

「やめて」

　言葉が放たれた瞬間、レートルの腕を青々とした蔓つるが絡からめとった。どこからか湧き出した植物の奔流が一息に全てを吞のみ込こんで、止まる。奇き蹟せきを使ったのはクロアだ。分け与えた《蜜》の力を使ったのだろう。近くにいた男たちは尽ことごとく蔓で締め上げられ、身動きがとれない。

　無から植物が生まれる。

　その光景のすさまじさに、誰もが言葉を失っていた。ただクロアだけが静かにレートルへ歩み寄り、こう尋ねたのだ。

「……《銀ぎん眼がん》をはめることで、《大おお獣けもの》になるんですか？」

「……」

「その銀の球を人間にはめることで、昔の人は《大おお獣けもの》を創ったんですか？」

　クロアの声はどこまでも澄んでいて、それゆえに辺りの静寂は恐ろしいほどに冴え切った。その鋭さを突きつけられたレートルは震えながら唾つばを吞のみ込こみ、頷うなずく。

「されど……必ず成功するわけではない」

「……《地ち竜りゆう》は……」

「そうじゃ。《大おお獣けもの》になれなかった、人間の姿じゃ」

　クロアが目を瞑つむり、天を仰ぐ。

　エルラムの民を食らう《獣落ち》。人のように賢い《地ち竜りゆう》。その理由はもはや考えるまでもない。彼らもまた、目をえぐられ、無理やり銀色の瞳を植え付けられた者なのだ。たとえ人の姿を失ったとしても、その憎しみだけは消えなかったのだろう。……いや、エルラムを憎むための獣になってしまったのだ。そういう魂に書き換えられた。

　レートルの手から零れ落ちた《銀ぎん眼がん》をクロアが拾い上げる。銀の輝きを放つ虹こう彩さいが刻まれた水晶。彼女はそれを悲しそうに見つめて、呟つぶやいた。

「……あなたたちがやろうとしたことは間違いです」

「……」

「誰かを犠牲にして、誰かの魂をなかったことにして、考えることを止めただけです。……真摯な言葉に耳を傾けず、過去の過ちを知ってなお、その過ちに縋すがり、繰り返そうとした」

「しかし、他に方法など……」

「方法はあります」

　その毅き然ぜんとした声音にレートルは口をつぐむ。

「あなたたちが罪を繰り返す必要なんてないんです」

「……」

「罪を犯したのは……最初に間違ったのは、三百年前の人たちです。その呪のろいが今も残っているのは不幸だけれど、少なくとも、あなたたちの責任じゃない。だからあなたたちのためなら、わたしはいくらだって協力するんです。わたしはあなたも、イジム君も……ここにいる人全ての人が死ぬべきではないと思っているから。──だから、わたしが助けます」

　クロアの横顔に、俺は戦せん慄りつを覚えた。なぜなら彼女の考えが分かってしまったから。

　彼女が選んだ方法が分かってしまったのだ。

「やめろっ、クロア！」

　咄とつ嗟さに腕を伸ばすけれど、植物の蔓つるは俺の身体にも巻き付いて離れない。

　クロアはゆっくりとこちらを振り向いて、酷く見覚えのある顔で微笑ほほえんだのだ。




「今度は、わたしが守る」




　顔を伏せた彼女は自らの左目に手を差し込み、おのずと眼球を引き抜いた。

　そして、銀色の眼をはめ込むと、獣のような叫びをあげたのだ。




　　　　◇　◇　◇




　──体中が熱に侵されている。ぼんやりと開いた瞼まぶたの向こうに色とりどりの光が瞬またたいては消えていく。何かが、わたしの指先、血管、全てを駆け巡っていた。

　身体を起こすと全身が重い。意識ばかりが先走って、付随する肉体が追い付かない。

　いや、追い付いていないのはどちらだろう。

　頭には緩やかな痺しびれが広がっていて、まともに何かを考えることができなかった。

　たとえば、この場所。土壁に囲われ、温かな日差しの射さし込こむ小さな部屋。

　たとえば、この服。麻地でつくられ、いたるところにつぎはぎのある簡素な部屋着。

　よく分からないような気がする一方で、考えるまでもないと思う自分がいる。

　だから、結局何も考えない。

　起き上がって、ひんやりとした床を足裏に感じて、ふらふらと歩いていく。道標となるのは甘やかな香り。微かすかな、ほんの微かな温かさ。わたしは音も立てずに階段を下りて、小さな食堂に入る。台所を覗のぞくと、そこには銀髪の青年が立っていた。竈かまどで何か白いものを温めながら、その慎ましげな沸騰に気を配っている。

　振り向いた彼の唇が強こわ張ばった。それに釣られて、わたしの身体にもぴんと緊張の糸が張る。

「……おはよう」

「……」

　挨拶を返そうとしても、なぜか声が出ない。のどに幾重もの蜘く蛛もの巣すが張ってしまったかのように、わたしの口からは沈黙ばかりが吐き出される。

「テーブルに座っているといいよ。もうすぐ出来上がるから」

　彼は寂しげに微笑ほほえんで、鉄鍋を竈かまどから外した。わたしは彼の言葉には従わず、その様子をじっと眺める。銀髪の青年は木の椀わんを取り出すと、静かに鍋を傾けた。……どうやら牛乳を温めていたらしい。真っ白な液面から、柔らかい湯気が立っている。

「……ここで飲もうか」

　動こうとしないわたしを見て、彼はそう言った。木の椀わんを受け取ると、顔の全面を優しい香りが撫なでる。そして、一口。

　わたしが黙って牛乳を飲むと、彼は顔をほころばせた。自分も牛乳を飲んで、満足そうに頷うなずく。青年は棚から無花果いちじくの砂糖漬けを取り出すと、それを薄くナイフで削そいだ。細かな砂糖の薄片をまとったそれは、口に入れた途端深い甘みと心地よい舌触りを感じる。

「もう熱は下がったみたいだね」

　……熱？

「もう二日も寝てたじゃないか。看病疲れかな」

　……看病？　誰の？　誰が？

　ふと疑問が湧いても、それは言葉となって形をとる前に、どこかへ消えて行ってしまう。なぜだろう、わたしは銀髪の青年との間に流れる静けさがとても懐かしく思えるのだった。何を疑問に思うことがあるのだろう。温められた牛乳も、干し無花果の甘みも、全ては穏やかだ。それを疑うなんて間違っている。わたしの些さ細さいな違和感は曇りのない湖面に石を投げ込むようなもの。ここに映るものは全て美しく、滑らかで──……

「お腹は減ってないのかい？　何か他に食べたいものがあれば、僕が作るけど」

　しかし、大きな石が一つ。

「いいの。あなただって、病み上がりでしょう？」

　また、石が。

「僕のことは気にしないで」

「わたしは兄さんの温めてくれる牛乳が好きなの」

「……そうか」

「それ以外は要らないわ」

　波紋は広がり、増えて、乱れる。もう静かな湖面は戻らない。

　わたしは彼の銀色の瞳を見つめた。朝の《地ち胚はい》の輝きを集めたような淡い眼差しに、さっと影が降りていく。

　けれどそれは仕方のないこと。

　なぜなら、彼はわたしの兄さんではないから。




　──いや、そうじゃない。

　彼は彼女の兄さんではないから。

　つまり、彼は……銀の髪と銀の眼を持った彼は──……




　　　　◇　◇　◇




「……《貪どん食しよく》さん……」

　眠りの底で、彼の名前を口にした。するとたちまち、思考に輪郭が戻ってくる。わたしの形を思い出す。

「──っ」

　跳ねるように上体を起こした。そして顔を貫く左目の痛みに言葉を失う。

「──」

　この痛みは夢じゃない。現実だ。それはつまり、わたしがまだ生きているということ。

　クロアとして、生きているということなのか。

　溢あふれる涙が瞳に染みて、さらに痛みが膨らんでいく。痛くて痛くて仕方がないのだけれど、笑みも一緒に零れてしまう。……自分はまだ死んでなかったらしい。その安あん堵どがどうしようもなく嬉うれしかった。

　涙が止まり、ようやく目を開けるようになったとき、わたしは自分の視界が今までと変わらないことに気が付いた。

　……うまく行ったということなのだろうか。

　自分の目を引き抜いて、《銀ぎん眼がん》をはめた瞬間までは覚えている。

　わたしは《大おお獣けもの》になったのか。まるで、そんな気はしないけれど。

《銀ぎん眼がん》をはめてから今に至るまで、わたしは奇妙な夢の名残しか思い出すことができなかった。一つ確かなのは、自分が今、エルラムの外にいるということ。なぜならわたしの頰に触れているのは、眩まばゆい太陽の光だからだ。木の鎧よろい戸どの隙間から仄ほのかに温かい日差しが差し込んでいる。わたしは木造の小屋の中にいて、全身を包帯で巻かれていた。

　一体ここはどこなのだろう。ひと気はないけれど、部屋自体は掃除が行き届いている。大きな鏡台の前には化粧箱もあるから、女性の部屋だろうか。わたしは壁を伝って小屋の外に出た。すると、たちまち寒風が襲い掛かってくる。……いくら地上の昼とはいえ、今は冬だ。寒いのも当然。部屋が快適な温度だったために、すっかり失念していた。

　体の震えに耐えながら、少しだけ外に踏み出すと、小屋は一本の太い木の上に建てられていることが分かる。樹木の分かれ目にできた巨大なコブをくりぬいて部屋にしているらしい。鳥が洞うろに巣穴を作るように、人間の大きさで洞ほら小ご屋やがこしらえられているのだ。そして、視界の遥はるか彼方かなたには天まで届くかと思われる防壁樹林。それにはわたしも見覚えがあった。

「……農園？」

　わたしが思わず呟つぶやくと、あのどこか尊大で、しかし憎めない声が耳じ朶だに触れる。

「その通りじゃ。ようやくのお目覚めじゃな。クロア」

　一匹の猫が小屋の屋根からするりと飛び降りて、目の前に着地する。その瞬間、わたしは思わず彼女に飛びつくようにして抱きしめていた。

「《赤せき泥でいの君きみ》だ！」

「な、なんじゃ、これ、ひっつくでない！」

　小さな猫の手がぺしぺしと頭を叩たたいてくる。彼女はわたしの拘束を巧みに抜け出すと、足元をすり抜けて小屋の中へ。その後を追って室内に戻れば、椅子に赤髪の美しい女性が座っていた。いつの間にか変身したらしい。

「……どうしたんですか？　別に猫の姿のままでいいんですよ」

「おぬしの包帯を取り換えるために決まっておろう！　好きでこの姿になったわけではない！」

　まるで全身の毛を逆立てるような面持ちで顔をしかめる《赤せき泥でいの君きみ》。その様子はわたしが最後に彼女と会った時から何も変わっていなくて、心底ほっとする。

「ほれ、新しい包帯に取り換えてやる。さっさとベッドに戻るがよい」

「はーい」

　おとなしく《赤せき泥でいの君きみ》の言う通りにすると、彼女は手慣れた手つきでわたしの服を脱がし、包帯を外してくれた。改めて見ると酷い怪我だ。《銀ぎん紋もん》に沿って黒い血の痕ができている。額、首、肩、腕、背中、足と《赤せき泥でいの君きみ》はわたしの全身に隈なく軟なん膏こうを塗りたくり、白くまっさらな包帯を巻いてくれた。

「もう血はほとんど止まっておるが、おぬしの《銀ぎん紋もん》はやたらと深くての。内側の治癒にはもう少し時間がかかるじゃろう」

　彼女は作業を終えると、するりと赤毛の猫に姿を戻す。それから椅子に座ったまま、小さく溜ため息いきを漏らした。

「まあ、無事で何よりじゃ」

「──って、そうだ！　ガファルさんは？　あ、その、《貪どん食しよく》さんの身体の」

「わざわざ説明せんでもよい。あやつも無事じゃ」

「……よかった……あっ、エルラムの人は、今どこに──」

「待て、少し落ち着かぬか！　そもそも、おぬしは気を失ってから何が起きたか、察しもついておらんのじゃろう？　尋ねるのはそれからじゃろうが」

「……はい」

「おぬし、自分がエルラムで何をやったかは分かっておるのじゃろうな」

「……《銀ぎん眼がん》をはめこみました」

「そうしたら、どうなるか知っておったのか」

「……うまくいけば、《大おお獣けもの》になって……皆を助けられるかなあって」




「──ば、か、も、ん、が！」




　猫の身体から発されたとは思えないほどの大声。鼓膜が震えて、わたしも息が止まる。

「何がうまくいけば、じゃ！　失敗していれば、おぬしも《地ち竜りゆう》になっておったのじゃぞ！　というか、おぬしの様子から見て、成功しておらぬことは間違いないのじゃ！」

「──え。わたし、《大おお獣けもの》になったんじゃないんですか？」

「なっておれば、その眼から赤い血など流さぬであろうが」

「あ」

　左目の眦まなじりに触れると、赤い涙が滲んでいる。

「……やっぱり、血が赤いのは人間だってことなんですね」

「そりゃそうじゃ。《大おお獣けもの》のように身体に刻む奇き蹟せきが増えれば、血も銀になるがの」

「でも、《大おお獣けもの》にも《地ち竜りゆう》にもなっていないというのは、どういうことなんでしょう。失敗したのか、してないのか……」

「……まあ、それを失敗というかは人の勝手じゃろうて。分かるのはそれほどおぬしの形を決める魂が強かったということじゃ」

「……魂？」

「一度、おぬしに話したであろう。《銀ぎん紋もん》は魂を変質させると。岩から犬の《銀ぎん隷れい》を作るのと同様、人間に多量の魂を与え、獣へと変質させる──それが《大おお獣けもの》じゃ。かつては長い時を経て《銀入れ》を行う必要があったが、《銀ぎん眼がん》はそれを簡略化しておる。微細な《銀ぎん紋もん》が刻まれ、魂が圧縮されておるのじゃ。はめるだけで肉と癒合し、《銀入れ》がなされる。しかし簡易である分、失敗の可能性も跳ね上がるということよ。人の魂があまりに弱いと、《銀ぎん眼がん》の魂に吞のまれてしまう。おぬしは人としての魂が強かったがゆえに、形が変わらなかった」

「わたしの魂は、《銀ぎん眼がん》に負けないくらい頑固だったと」

「……まあ、単純に量が多いという話じゃがの。《銀入れ》とは魂を増やし、強めるということ。──逆に、こう考えてみればよい。なぜ《銀ぎん紋もん》を全身に刻んだ者は成長や老いを止めるのか？　その形を変えなくなるのか？」

「……魂が、その人の形を決めているから……？」

「そういうことじゃ。おぬしはそれだけ、己の形をはっきりと持っていたということ。だからこそ、《銀ぎん眼がん》に耐えることができたのじゃ」

　魂が形を決める。そのおかげで、わたしは人間としての形を守ることができたらしい。けれど、それは同時にわたし自身がわたしの形を縛り付けていたということだ。……わたしがわたしである限り、この先も身長は少しも伸びないということではないか。

「それじゃあ、わたしと《大おお獣けもの》の違いは何なんですか？　《赤せき泥でいの君きみ》は姿を変えられるじゃないですか。それは魂が強いのか、弱いのか、どっちなんですか」

「いずれでもない。《大おお獣けもの》とは一つの魂にこだわらないということじゃ。人になりたければ人としての魂を強め、猫になりたければ猫の魂を強める。己の中で、魂の主導権を移している……とでも言うのかの」

「それは、決まった形を持たないってことですよね」

「そうじゃ。だからこそ、《大おお獣けもの》は個としての名前を失い、役職として──一つの機能として《君きみ》と呼ばれるのじゃ。妾わらわとて、かつては人としての名前があった。されど、生いけ贄にえとして両目をくりぬかれ、《銀ぎん眼がん》をはめ込まれた時、そのちっぽけな魂は吞み込まれたのじゃ。妾は一つの魂ではなしに、いくつもの魂を移ろう関係全体となったのじゃ。自分が何者でもないということは、すなわち何者にでもなれるということじゃからの」

「……」

《赤せき泥でいの君きみ》が言っていることは、分かるようで分からなかった。……わたしがわたしであり続けるのは、この形の、このクロアがいるからではないのだろうか。それにわたしの目の前にいる彼女は、やっぱりこの世でただ一人の《赤せき泥でいの君きみ》に見える。

　すると彼女はわたしの疑問を見透かしたように、くく、と笑って首を振る。

「何も個性がないというわけではない。むしろ、おぬしと言葉を交わすたびに、妾わらわは己がはっきりとしていくのを感じる。妾わらわだけではないじゃろう。《大おお獣けもの》は皆、おぬしのような強烈な魂に触れると、己の形を思い出すのじゃ。……自分が失った何かを、眩まばゆいほどの何かを、思い出す」

　銀色の瞳が一瞬儚はかなげに震える。わたしはそれで思わず、こんな問いを口にしてしまった。

「……どうして《大おお獣けもの》は獣の姿をしているんですか？　誰も、望んで獣になるわけじゃないですよね？　失敗する危険性だって分かっているのに」

「それは……なぜじゃろうな」

「《赤せき泥でいの君きみ》も分からないんですか」

「分かりたくもない、というのが正直なところよの」

「……」

「人間を《大おお獣けもの》にするということは、その者に力を与えるということじゃ。しかし人間は特別な人間を恐れる。《大おお獣けもの》という特権を与える代わりに、人間から爪つま弾はじきにするのじゃ。獣の形は、その烙らく印いんのようなものじゃろうて」

「《大おお獣けもの》がいないと、滅んでしまうのに？　そんなのすごく勝手です」

「とはいえ、《大おお獣けもの》も人がいなければ生き延びられぬ。下手な平等より明らかな差異を設ける方がいさかいは減るのじゃろう。……それゆえ、妾わらわは何も人間を恨んでいるわけではない。妾わらわが恨むとすれば、《銀ぎん眼がん》を作った者どもじゃ」

「……それって、人間じゃないんですか？」

「《大おお獣けもの》に仕える者が、どうして《大おお獣けもの》を創れる？　エルラムに残っていた《銀ぎん眼がん》は、人間たちが譲り受けたものに過ぎぬ」

「じゃあ、一体誰が──」

「花じゃよ」

「……え？」

　花？　花とは街のことだろうか。予想外の言葉に呆あつ気けにとられていると《赤せき泥でいの君きみ》は穏やかに語り始めた。

「遠い昔の話じゃ。かつて、この大地には命の一つも存在していなかったという。そこに天から種が降り注いだが、そこには二種の人間が眠っていた。一方は支配する者、もう一方は支配される者。彼らはこの大地に街を築き、人の住める場所を作る役目を負っていた。されど、いつしか支配する者は奴隷を管理するために《大おお獣けもの》を創り、《銀ぎん眼がん》という遺産を遺のこして眠りについたのじゃ。いつか天から迎えが来るのを待ち、皆で花の一部となった」

「……天からの迎えって……まさか……」

「それが《天てん子し》の始まりだと聞く。つまり《天てん子し》に食われることで、魂は天に帰る。故郷へ帰るわけじゃ。しかし、それをよしとしなかったのは支配されていた人間じゃ。この大地においては、たとえ《大おお獣けもの》の下であろうとも、自由が存在する。かつての支配者に魂を取り込まれるのは嫌だった。《大おお獣けもの》と協力し天からの迎えを拒み続けたために、少しずつ《天てん子し》は攻撃的となり、今もなお絶えず花に眠る魂を回収するため、進化を続けているのじゃ」

「でも、《天てん子し》の攻撃で街が滅んだら、人もいなくなって元も子もないんじゃ……」

「もとより奴隷も《大おお獣けもの》も支配される側。死んでも構わない。花の街はあくまで奴隷が住むための環境に過ぎぬのじゃろう。重要なのは、街の滅びた後に植物が繁茂し、自然の命が育まれること。森の広がるラクサの跡地と、いまだ荒野に囲まれたスラガヤが良い証拠じゃ」

《赤せき泥でいの君きみ》の口から滔とう々とうと聞かされたその話は、ほとんどおとぎ話のように思われた。ただ、彼女が言っていたように《銀ぎん紋もん》自体が魂なのだとしたら、《地ち胚はい》は巨大な魂の柱だ。そして、その柱が空へ向かって聳そびえ立っていることは、確かに《天てん子し》を待ち受けているという証なのかもしれない。

「まあ、これは流る浪ろうの民から伝え聞いた伝説に過ぎぬ。妾とて奴隷の人間によって創られた後世の《大おお獣けもの》じゃ。本当のところは知りようもない」

《赤せき泥でいの君きみ》はそう言うと、一度言葉を切って苦笑をする。

「何やら、盛大に話がそれてしまったようじゃの。結局、おぬしが無事であればそれでよい。──そうじゃ、クロアが《銀ぎん眼がん》をはめたという話じゃったな」

「……もしかして、わたしが《大おお獣けもの》になれなかったから、結局ガファルさんが助けてくれたんですか？」

「いいや、おぬしは自分で生き延びた。というより、エルラムの地下にいた者は、皆おぬしが助けたと聞いておる」

「わたしが……？　本当に……？」

「地下街に大樹を生やしたのじゃ。二千を超える民を木々の枝で絡からめ取り、天井を突き破って地上に運んだ。おぬしとガファルは《朽くち株かぶ》に、それ以外の者は地上に。エルラムの民は大方森の中に逃げたのであろう。妾わらわは偶然、なんとなーく、《朽くち株かぶ》が気になって行ってみたのじゃ。そうしたら、そこでおぬしらを見つけた。おぬしが覚えておらずとも、安心するがよい。人助けを手伝った本人がそう言っておる」

「……え？」

「さっきからそこにおるではないか。──ほれ、おぬしも人のものを食べるでない！」

　彼女が視線をやった先は、ベッドの隣の丸机。机上には蜜み柑かんの山が置かれていて、そこからひょいと顔を出したのは月げつ桂けい樹じゆの角を生やした蜥蜴とかげだった。

「ロー君！」

　わたしが名前を呼ぶと、口を黄色く汚した彼が、キュエーと声を上げる。ロー君はするするとわたしの方に駆けてきて、腕の中に収まった。

「……ロー君だよね！　こんなに食いしん坊なのは、ロー君に決まってるよね！」

　懐かしさと驚きと、けれども何より嬉しさで胸がいっぱいになって、ほろほろと涙が零れ落ちる。もう二度と会えないとばかり思っていた。死んでしまったと思っていたのに、わたしの手の中の彼はまるで怪我などしていない。鮮やかな月げつ桂けい樹じゆの葉を揺らして、大きな瞳でわたしを見つめてくる。

「おぬし、そやつの一部をずっと持っていたじゃろう」

「あ……はい。枝を髪留め代わりにしていて」

「おぬしが生やした木は、そやつじゃ。月げつ桂けい竜りゆうの角をもとに、たいそう大きな月桂樹を生やしたというわけじゃ」

「でも……どうしてまたこの姿に？」

「《銀ぎん隷れい》はある程度の枝葉に《銀ぎん紋もん》を書き込めばよい。本体は角の枝に刻まれた《銀ぎん紋もん》なのじゃが、切られた時に運よく傷を負わずに済んだらしい。おぬしが生やした木から接つぎ木きをして、一日で元通りじゃったぞ」

　スラガヤでロー君が殺されたと思った時、彼の角を持ってきて本当によかった。きっと、痛みはあっただろうと思う。それが仮かり初そめの形とはいえ、一度ロー君は蜥蜴としての命を絶たれたのだから。けれど、それでもまたこうして彼と出会えたことは、わたしにとって何よりも心強いことのように思えた。ロー君が生きているということは、《朽くち株かぶ》での日々が生きているということ。わたしは全てを失ったわけではないと思うことができる。

「それで……ロー君が、わたしたちを地上に運んでくれたわけですよね？　その時に、エルラムの人たちも解放したと」

「まあ、そやつとしてはエルラムの人間など見捨てておきたかったようじゃが。他人に《銀ぎん眼がん》を埋め込もうなどと、そんな輩やからを助ける必要はないとな。妾わらわもそやつの考えに賛成じゃ」

「それは……彼らも悪気があったわけじゃなくて……それに、わたしが選んだことです」

　皆が助かるために、わたしの力が必要だったことは確かだ。結果的に助かったのだから、いいではないか──なんて言ったら、さらなる叱しつ責せきが飛んできそうなので黙っておいた。

　それから突然、小屋がぐらりと揺れてわたしはよろめく。外の方で重たいものが落ちる音が聞こえた。《赤せき泥でいの君きみ》は溜ため息いき交じりにわたしから視線を切り、窓の方をぼんやりと眺める。

「今のは、この木が頭に乗った雪を払ったのじゃろう。雪をのける手間は省けるが、中にいると不気味なものじゃな」

「……この木も《銀ぎん隷れい》なんですか」

「月桂竜のように意思を持つほどの魂は刻んでおらんがの。街の《吊つり箱》と似たようなものじゃ。妾の農園は広大かつ、《天てん子し》の襲撃で田畑が荒れるゆえ、大きな植物は移動できなければ話にならん」

　彼女は何でもないように言うけれど、やはりわたしには目眩を覚えるような話だ。動物と植物、命ある者とない者、そんな区別なんて街の外に一歩出たらどこかへ消えてしまう。あるいは街の中だって、その基準は曖昧で、わたしたちが気付かないだけなのかもしれない。

「それで、クロアよ。おぬしはどうする」

「どうするって……これからのことですか？」

「そうじゃ。今は曇天続きだからよいものの、この雲が去ればいよいよ《天てん子し》がやってくるじゃろうて。この前の襲撃は運よく退けられたが、それが二度も続くとはさすがのおぬしも思っておるまい。ましてや《貪どん食しよく》もおらず、おぬしの身体はぼろぼろじゃ。妾からすれば、よくぞ命が続いていると思うほどじゃぞ」

「……はい……」

「この際はっきり言うておくが、妾わらわはおぬしを嫌いではない。おぬしがここに留とどまるというのなら、追い出しはせぬ。あるいは、それでも家族と共に暮らすことを望むならば、スラガヤに送ってやるくらいはしてやろう。──ただし、妾は《貪どん食しよく》とは違うのじゃ。妾の命を差し出してまで、スラガヤを守る気はない」

　こちらを見つめる《赤せき泥でいの君きみ》の表情は真剣そのもので、そこにはいかなる噓も情けも紛れてはいなかった。わたしだって、自分の肉体が限界を迎えていることは気付いている。この前のようにスラガヤを飛び回り、戦場を駆けて《天てん子し》を退けることなんてできるわけがない。

　それでも街に戻るのか。戻って何ができるのか。大切な家族や街を守りたいという思いは変わらずにある一方で、そのわがままを押し通すだけの力や、その甘えを受け入れ支えてくれる人が、今のわたしにはない。

　返答に詰まり、長い沈黙が続いた後で、《赤せき泥でいの君きみ》は突然伸びをした。そして言う。

「妾わらわも安心した。考えなしに街を守るなどと言わぬほどには、賢くなったようじゃの」

「……」

「わかっておる。別におぬしが諦あきらめているわけではないことなど、百も承知じゃ。それに、おぬし一人の問題ではなかろうしな。中身は違うといえど、あやつをここに置いていくわけにもいくまい」

「彼は今、どこに？」

「月桂竜に案内させるがよい。外に出る時は、衣装棚から適当に上着をとっていけ」

　彼女はそれから小屋の窓から滑るように出ていった。《赤せき泥でいの君きみ》に言われた通り、分厚い外がい套とうを衣装棚から借りて、わたしはロー君と共に小屋を出る。

　あたりは深閑とした森だった。大木に巻き付くようにして作られた階段を降り、地面に立つと足元で霜柱が砕ける。木から落ちた雪が大地に斑まだら模様を作り、樹じゆ間かんを流れる風が粉雪を宙に舞いあげていた。

　ロー君も冷ややかな地を這うのは嫌なのか、わざわざ《銀ぎん紋もん》を使って浮かび上がる。そして何を言わずとも、わたしを導くように前を進み始めた。しばらくして森が切れると、丘陵が見えてくる。なだらかな斜面を曇りのない白が覆う一方で、空には一面灰をばらまいたような鈍色が広がっていた。

　そして、その白と灰に挟まれた地平に、ぽつりと銀の髪が見える。

　一体、こんなところで何をしているのだろう。ガファルさんは丘の上で立ち尽くしたまま、彫像のように固まっていた。

　わたしが雪原に足を踏み入れると、なぜかロー君がくるりと身を翻ひるがえし、近くにあった木の枝に留まる。そして、ふるふると小さく首を横に揺らした。どうやらこれ以上ついてくるつもりはないらしい。

「ありがとね」

　わたしが手を振ると、ロー君は月桂樹の角をさらさらと揺らし、目を閉じた。話が終わるまで待っていてくれるのだろう。

　一人で平原を歩き始めると、雪が思ったよりもしっかりとしていることに驚く。大きな氷の上を歩いているような気分だ。粉雪が波のような筋を描き、横から吹き付ける風があっという間にその雪紋を変えていく。

　ガファルさんはこの風景に目を奪われているのだろうか。そんなことを考えながら丘の頂上にたどり着いた時、わたしの視界に丘陵の反対側が一挙にひらけた。そして、彼が本当に見つめていたものを知って絶句する。

　黒い沼だ。

　混じりけのない黒で満たされた沼が広がっている。そして、風に乗ってわたしの鼻まで届いたのは、強烈な鉄の臭におい。

「《天てん子し》の血だよ。前の襲来の戦場跡らしい」

　こちらを振り返ることもなく、ガファルさんがそう呟いた。その隣まで歩み寄ると、雪と同じくらい白く冷え切った彼の相貌が目に入る。

「……ずっと、これを眺めていたんですか？」

「そうだよ」

「寒くないんですか？」

「……どうだろう」

　ガファルさんは緩慢な動きで自分の手に視線を落とした。その指先もまた、ぞっとするほどに白い。わたしは思わずそれを摑つかみ、自分の手をこすり合わせる。まるで氷柱を握っているかのような冷たさだ。

「駄目ですよ、ガファルさん！　これじゃ、手がだめになっちゃいます！」

　彼の手を温めようと息を吹きかけてみても、湯気のように真っ白な吐息が口から出た途端に流される。沼の方から絶えず凍いてついた風が吹き上げているのだ。こんなところに立っていたら、本当に凍え死んでしまう。

　しかし、ガファルさんは不思議そうにわたしの手を見つめて、呟いた。

「君の手だって、ぼろぼろじゃないか」

「……え？」

「手の甲が《銀ぎん紋もん》のせいで鬱うつ血けつになりかけてる。……手だけじゃない。首も、額も、それ以上奇蹟を使うと、肉が腐り始めるよ。そういうのは熟練の兵士がよくなる症状だ。原因は分かってるだろう？」

「……」

「君は安静にしておくべきなんだよ。俺のことはいいからさ」

　ガファルさんはそう言ってするりとわたしの手から逃れる。そして、どこか気まずそうに目を伏せた。最後に会話した時と比べて、あまりの変わりようにわたしは理解が追い付かない。

「……何があったんですか？」

「何もないよ」

「でも──」

「何にもなかったんだよ。本当に、何もなかった。君がそうやって身体を犠牲にしていたときも、俺はただ突っ立っていた。そうだろ？」

「……あの時はわたしがあなたを守りたかったんです。傷ついてほしくなかった。そのことをガファルさんが責任として感じる必要なんて……」

「違うんだ」

　彼はじっとわたしを見つめていた。けれど、その眼まな差ざしにはどこか怯おびえるような色が見える。

「違うよ、クロア。あの時、俺を守ろうとしたのは君じゃない」

「……」

「リリアンだ」

　わたしが口を開く間も与えず、ガファルさんは険しい表情で言葉を続けた。

「どうしてかは分からない。そんなことがありえるのかも分からない。ただ、確かに君が《銀ぎん眼がん》をはめようとした時、俺は妹を思い出したんだ。……俺は彼女に同じことを言われた気がする。よく思い出せないけれど、でも……いや絶対に、君の中にはリリアンの魂が混じってる」

「……」

　そんなわけない、と反射的な答えが出てこなかったのはなぜだろう。

　やはり、わたしは心のどこかでその可能性に気付いていたからではないだろうか。決定的だったのは、あの夢だ。いつかどこかで見たような気がする銀髪の青年との会話。

　あれはリリアンの記憶。

　しかも、リリアンと《貪どん食しよく》さんの記憶ではなかったか。

「……あの時、君が危険を冒す必要なんてなかったんだ。俺が《銀ぎん眼がん》をはめれば、きっと《大おお獣けもの》に戻ることができていた。《貪どん食しよくの君きみ》の力が蘇っていたはずなんだ。……君だって本当は《貪どん食しよくの君きみ》に会いたいんだろう？」

　ガファルさんの暗い目がわたしの視線を捉とらえる。わたしが何も答えられずにいると、彼は小さくかぶりを振った。

「別に、それでいいんだよ。むしろそう思ってほしいんだ。俺もこの身体を《貪どん食しよくの君きみ》に譲れるなら、いつだって譲る。君たちが幸せになってくれた方がいい」

「でも……そうしたらガファルさんは……」

「俺は三百年前の人間だ。別に今、生きている理由なんてないよ」

「……」

「だというのに、《銀ぎん眼がん》をはめる苦しみを負ったのは君だった。それは間違いなくリリアンが関係しているんだ。……リリアンと俺の関係が……君と《貪どん食しよくの君きみ》の関係を邪魔している。既に死んだはずの人間が生きている君たちを巻き込んでいるんだよ」

　そう言うガファルさんの表情は悲ひ愴そう感かんに満ちていて、それでわたしはようやく、彼は本当に責任を感じているのだと痛感する。

「……最初は、俺も過去に興味があった。三百年後に突然目を覚まして、その理由や過去に何があったかを知りたいと思ったさ。でも、気付いたんだよ。俺は思い出せないんじゃなくて、自ら忘れたんだって。しかも、その真実に近づけば近づくほど、犠牲になるのは君と《貪どん食しよくの君きみ》だ。俺は君に傷ついてほしくない。リリアンの魂に吞まれてほしくもないし、リリアンにそんなことをしてほしくもない」

　ガファルさんの声が震えている。エルラムで一緒に夜の地下街を歩いた、あの時の勇ましさはどこにもない。わたしが《銀ぎん眼がん》をはめたことは、それほど深刻な選択だったのか。

　彼がエルラムで何を思い出し、何を思い出したくないと気付いたのか。それは分からなかった。ただ、わたしが返すべき言葉はこれしかない。

「──でも、わたしは知りたいです」

「……」

「わたしは過去を知りたいです。ガファルさんの過去は《貪どん食しよく》さんの過去なんです。わたしはもっと彼のことを知りたい。大切な人のことを、もっと知りたい」

「でも、もしかしたら、君はリリアンの魂に……」

「吞まれるわけがないですよ。だって、彼女のことを知れば、自分のことを知ることができる。逆に、そうしないと自分が分からないんです。自分の気持ちが分からなくなる。……あの時、あなたを助けたいと思ったのはわたしです。エルラムの人もガファルさんも、わたしが助けたいと思った。その気持ちは誰のものでもない。わたしの想いです」

「……」

「……嫌なんです。わたしの気持ちの一つでも、誰かに渡したくない。ガファルさんと《貪どん食しよく》さんが似ているとしても、わたしが《貪どん食しよく》さんを好きになったのは、誰か別の人の魂のせいじゃないんです。わたしが彼を愛しているのは、彼がわたしを大切にしてくれて、わたしが彼を好きになったからなんです。わたしが……わたしの魂が彼を愛しているからなんですよ」

　なぜだろう、そんなつもりは無かったのに、目からうっすらと涙が溢れてくる。左目が燃えるように痛んで、やっぱりこれはわたしが背負った痛みだと訴えてくる。

　確かに、わたしだって怖いのだ。

　もしも《貪どん食しよく》さんがわたしを好きになった理由も、わたしが彼を好きになった理由も、別の魂のせいなのだとしたら。あの大切な思い出、大切な感情が、全て奪われてしまう。全て真ま似ね事ごと、全て偽物ということになってしまう。だからこそ、わたしはちゃんと見つめなければならないのだ。わたしたちの過去、秘密、それを知らなければならない。

　自分の愛は自分のものだと、確かめなければならないのだ。

　──その時、一際大きな風が丘陵を駆け抜けた。粉雪が巻き上がり、それが突然煌きらめいて空に光こう芒ぼうが伸びる。分厚い灰色の雲間を割って、太陽が鋭い光を射通したのだった。

　それはつまり、天からの迎えが近いということ。

「……ガファルさん」

　わたしは彼を正面から見つめ、言った。

「一緒に、スラガヤに行きましょう」




　　　　◆　◆　◆




　俺たちがスラガヤへ行くつもりであると告げた時、《赤せき泥でいの君きみ》は一言、

「わかった」

　とだけ答えた。おそらく彼女は初めから、クロアがそれを望むと分かっていたのだろう。それでも、俺が見た限り、クロアが彼女の農園で生きていくための準備は全て整えられていたように思う。竈かまどが三つもあり、貯蔵庫も備え付けの大きな家。それは《朽くち株かぶ》と呼ばれる、クロアがかつて住んでいた場所に似せているのだと《赤せき泥でいの君きみ》は言っていた。

　しかし今のクロアを見て、彼女を農園に引き留めて置けると思うのならば、やはりそいつの目は節穴だろう。俺だって、彼女に同行を求められた時、拒むことなどできなかった。あれほど強い眼まな差ざしを前に、自分の些さ細さいな拘こう泥でいは何の障害にもなりえなかったのだ。……あるいは、彼女を信じてみたいと思う自分がいたのかもしれない。

「──あ、見えてきました」

　ふと、隣でクロアが呟つぶやく。大きな月げつ桂けい竜りゆうの背に乗り、スラガヤを一心に見つめる彼女の横顔は真剣そのものだ。まるで戦いに赴く兵士のように、鋭い視線を前へ向けている。俺も目を凝らすと、外殻の隙間を通して街の様子が見えてきた。

「すごいな。《吊つり箱》の線がこんなにあるなんて……」

「ラクサには少なかったんですか？」

「まあ、むしろ地下街が発達していたからな。地上に出た《地ち胚はい》は研究者以外近づかないんだ。スラガヤはむしろ……巨大な塔みたいに見える」

「あれが《繁はん花か街がい》です。《地ち胚はい》を取り囲むようにして街が作られているんですよ」

「それじゃあ、地下は？」

「裏町と言って、物騒なところですね。子供は絶対に入ってはいけない場所で……あまりよくない《大おお獣けもの》たちがいますから……」

　ラクサで下級の《大おお獣けもの》たちが潜んでいたのは、外殻沿いの街の周縁部。こうしてみると、やはり三百年をかけた街の結果はそれぞれに個性があるように思われる。《大おお獣けもの》たちが街をできる限り守ろうとした果てのこの形。俺はふと《二ふた角つのの君きみ》のことを思い出し、腹の底が重く沈むのを感じた。

　やがてスラガヤの上空に入り込むと、眼下に街並みが一望できた。冬の寒空ということもあるのか、外を歩く人は少なく、静けさに満ちている。月げつ桂けい竜りゆうは《繁はん花か街がい》の中ほどに突き出た展望台に降りると、俺たちを下ろしてくれた。《赤せき泥でいの君きみ》は人間に姿を変え、一緒に地面へ降り立つ。そして、竜の頭をそっと撫なでた。

「ご苦労じゃった。おぬしは先に帰るがよい。妾わらわはクロアたちを見送ってから一人で帰る」

　凄すさまじい風を起こして、竜りゆうの巨体がふわりと浮き上がった。ローと呼ばれている小さな月げつ桂けい竜りゆうは角をぱたぱたと動かして、寂しそうにそれを見送っている。数日の間農園で暮らしたことで《銀ぎん隷れい》は見慣れたと思ったが、やはり改めて考えると恐ろしい技術だ。

「……クロアの知り合いの《大おお獣けもの》は、みんなこんな感じなのか？　《仮かり初そめの君きみ》っていうのとも、仲がいいんだろう？」

「そうですけど、彼の探究は少女の《銀入れ》です。あんまり怖がる必要はないと思いますよ」

「そう言われてもなあ……」

　普通、奴隷にとって、《大おお獣けもの》は言葉を交わす機会さえないものだ。スラガヤが特別なのか、クロアが特別なのか……まあ、考えるまでもないだろう。

　クロアの先導で俺たちは溜ため池いけの隣を通り過ぎ、《仮かり初そめの君きみ》の店があるという奥へと進んでいった。奇妙なのは冬だというのにもかかわらず、青々とした草木が生えていること。これを見ただけで、やはり普通の《大おお獣けもの》のわけがないと思ってしまう。

　鬱うつ蒼そうとした庭を超えた先にはこぢんまりとした家が建っており、クロアは中を覗き込むも、首を傾げた。

「……イオもいないのかな。ちょっと、中見てきますね。待っていてください」

　俺と《赤せき泥でいの君きみ》は店の前でしばし待機。すると、突然《赤せき泥でいの君きみ》が近くの畑に分け入り、地面にしゃがみ込んだ。そしてこちらを怪け訝げんそうな眼まな差ざしで見つめてくる。

「なあ、ガファル。おぬし、何か感じぬか」

「……感じる？」

「ここ一帯……妙な気配が……」

　そう言われてみても俺はただの人間だ。《大おお獣けもの》の感覚など分かるはずもない。しかし、なんとなく耳を澄ましたその時、風を切る鋭い音が微かすかに聞こえた。

「──っ！」

　本能的にその場を飛び退しさると、一本の黒い縄が宙をかすめる。その縄を辿たどった先には、外がい套とうに身を包んだ人影。咄とつ嗟さに視線を走らせると、周囲に影がもう二つ。間髪を容いれず、再び黒い縄が襲い掛かってきた。

　刀を抜こうとしたところで、今の自分は何も得物を持っていなかったことに気付く。大体、こんな襲撃は想定外だ。胴に絡みつこうとする縄を一つ、腕で強引に摑つかみ取ると、握った掌てのひらが燃えるように熱い。

「くそっ！」

　この痛みは知っている。《天てん子し》の血だ。《銀ぎん紋もん》を痺しびれさせ、奇き蹟せきを封じる呪われた血。それでも力任せに縄を引き寄せると、持ち主が小さな悲鳴を上げて地面に倒れ込んだ。だがそれと同時に、背後からは《赤せき泥でいの君きみ》の叫びも聞こえてくる。

「──やめろっ！　何をするのじゃっ！」

　彼女は既に三本の黒縄に縛り上げられ、額を歪ゆがめていた。それは怒りというよりも、ほとんど恐怖に近い。《天てん子し》の血は《大おお獣けもの》にとって唯一の凶器なのだ。《赤せき泥でいの君きみ》は指一つ動かすことができぬまま地面に膝ひざをついた。

　四本目の縄が彼女の首に巻き付いた時、身体の中で何か激しい炎のようなものが弾ける。俺は摑つかんでいた縄を振り捨て、二足で《赤せき泥でいの君きみ》の下へ飛んだ。

　そして、四本の縄をたちまち両断する。

「──」

　一瞬、自分でも何をしたのか分からない。気付けば、手の中には刀が一振り。俺は遅れて、自分がその刀を創ったのだと理解した。視線を落とすと、地面には微かすかに銀の網が張り巡らされている。……そうだ、ここは生きた街なのだ。エルラムとは異なり、いたるところに《銀ぎん線せん》が走っている。俺だって奇き蹟せきを使うことができる。

「気を付けろ、その男は人間だ！」

　そんな声が草むらの影から響く。次いで飛んできたのは鋭い石のつぶて。俺はそれを刀で弾はじき飛とばし、一挙に敵陣へ切り込んだ。近くにいた背の低い人影を一いつ閃せん。さすがに首を落としはしないが、動きは止めさせてもらう。太ふと腿ももに深く切り込んで、右肩を刀で貫いた。

　外がい套とうの下から若い女の悲鳴が上がる。

　他の敵に目をやれば、こちらの反撃に臆したのか、完全に身体が止まっていた。俺は息を止めたまま懐ふところに潜り込み、三打、胸へ掌しよう底ていを打ち込む。倒れたら、次の標的へ。咄嗟に相手が創り上げた縄を横よこ薙なぎに切り飛ばし、肩へ強烈なみねうちを食らわせる。痛みか、恐れか、その一撃でもって相手は失神した。

　たとえ数に利があろうと、一度乱れた呼吸は中々戻らない。こちらは一人ずつ始末をすればいい。四人目の腹に柄つかを叩たたきこみ、顎あごを蹴り上げた時、俺は既に確信していた。……彼らはイジムと同じだ。対人の戦いを知らない。《銀ぎん紋もん》による奇き蹟せきで攻撃を繰り出すが、そんなものは目くらまし以上のものにはならないのだ。大体、腰に下げた得物を抜き放つ余裕さえないように見える。

　最後の一人が地面に倒れ伏したのを確認したところで、俺はようやく息を吐き出した。極度に引き絞られていた四肢の緊張が解け、軽い身震いが全身を襲う。

「……おぬし、本当に人間か？」

《赤せき泥でいの君きみ》の下へ戻ると、無理やり口元に笑みを浮かべて彼女がそう尋ねてくる。腕や腹、そして首に染み込んだ黒い血は彼女の皮膚を焼け爛ただれさせていた。相当の痛みだろうに、彼女は精一杯強がっているのだろう。

「この街を守っているのは、こんな練度の兵士なのか？　よくぞここまで生き残ったもんだな」

　こちらも笑ってそう返すと、しかし次に答えたのは《赤せき泥でいの君きみ》ではなく、店から現れた一人の女。

「彼らは兵士ではなく護衛です。とりわけ《大おお獣けもの》を捕獲するための訓練を受けた者たちです」

「──っ！　お前っ！」

「早くその刀を捨てなさい。《赤せき泥でいの君きみ》も下手なことはしないよう、お願いします。私とて、クロア様を傷つけるような真ま似ねは避けたい」

　女の腕にはクロアが拘束されていた。その首元には嫌らしいほど磨き抜かれたナイフの刃が添えられ、クロアの瞳は不安そうにこちらを見つめている。

《赤せき泥でいの君きみ》は激しい怒りを込めて目で相手を睨みつけ、尋ねた。

「……小さき竜はどうしたのじゃ」

「ご心配なさらずとも奥で伸びています。殺してはいませんよ。もとより、クロア様のご友人を痛めつけるつもりはなかったのです。お迎えに上がるのを心待ちにしていたのですから」

「……おぬしら、何者じゃ」

「おや、クロア様からお聞きになっていませんでしたか。私たちはリリアン教徒の者です」

　リリアン教徒。

　かつてクロアが《天てん子し》の襲撃を退けようとした時、それを妨げようとした連中だったか。そして、今はスラガヤで生き残るべき民の選別を行おうとしている、とクロアは話していた。

　ただし、彼女の言葉に対して誰よりも激しい反応を見せたのは、《赤せき泥でいの君きみ》だった。一瞬にして血相が変わり、彼女の足元から濁流のように植物の蔦が溢あふれ出だす。

「お前たちか！　クロアを襲い、幼き月げつ桂けい竜りゆうを殺しかけた輩やからは！　そして、またも妾わらわの《銀ぎん隷れい》を傷つけたとは！」

　殺意に満ちた植物の群れが、クロアを人質にとった女に襲いかかる。しかし他の連中とは肝のすわりが異なるのだろう。眉尻を毫ごうも動かさず、彼女は言った。

「これ以上暴れてどうするのですか。何も害をなさないのであれば、クロア様の手前、あなた方の命を奪うような真ま似ねはしません。大人しく付いてきていただきたい」

「……うるさい！」

《赤せき泥でいの君きみ》は相手の言葉に構わず襲い掛かろうとした。だが、クロアの首の前で見せつけるように鋭利な白刃が輝くと、さすがの彼女も足が止まる。

「賢明な判断です。では、参りましょうか」

　女はそう言って、クロアを摑んだまま歩き出した。《繁はん花か街がい》を下へ、下へと降りてゆき、やがて俺たちは地下街の一角に入り込む。ラクサの地下街と異なり、敷石もなく、壁も岩が剝き出しになった通路。道を照らすランタンには蜘く蛛もの巣が襤ぼ褸ろのように纏まとわりつき、腐敗した水の臭においが絶えず流れていた。《銀ぎん線せん》がほとんど通っておらず、どこもかしこも墓地のような雰囲気を漂わせている。

　網目状に入り組んだ通路を抜け、やがて連れ出されたのは三つ又に道の分かれた玄関らしき広間だった。そこには既に多くの者が控えており、その中の一人がクロアを人質にとった女に向かって頭を下げた。

「ダカン様の命により、《大おお獣けもの》と連れの男の身柄はこちらでお預かりします。ナヴァーラ様はクロア様を連れて、大聖堂の方へお向かいください」

「……分かりました」

　クロアが女と共に姿を消すと、俺と《赤せき泥でいの君きみ》も引き離され、それぞれ別の道に連れていかれる。俺は暗い廊下を大柄な男たちに囲まれて進みながら、ふと妙な笑みが漏れてしまった。

　……まさか、こんなことになるとは。リリアンだの《貪どん食しよくの君きみ》だの、そんなことはもはや二の次だ。果たして自分は、本当に命を奪われずに済むのだろうか。あれだけ敵の身内を傷つけておいて、それを看過するほど相手の懐は大きくないだろう。

　通路を進めば進むほど、黴かびの臭においに血の臭においが混ざっていく。そして俺はとうとう血と吐と瀉しや物ぶつにまみれた薄暗い部屋に押し込まれた。そこで待っていたのは、俺が《仮かり初そめの君きみ》の店の前で戦った連中。奇き蹟せきで治癒を行ったのだろう。皆が傷一つなく、そして見るに堪えない憎悪を目に滾たぎらせている。六人の男女が俺を取り囲み、鎖に縛り上げてきた。

　若い男が俺の顎あごを摑つかみ、言う。

「何も心配することはない。我々はお前を殺すことも、傷つけることも許されていないんだ。無傷で返してやるよ」

「……だったら、どうして──」

　顔面に一撃。唇が切れて、温かい血が顎あごに伝う。

「勝手に喋しやべるなよ。お前が勝手に動いて、間違って殺してしまったら、大変だろう？」

　そこから始まったのは、単純な、それゆえに激しい復ふく讐しゆうだった。ひたすらに殴る、蹴るの繰り返し。自分の身体の内側で硬いものが砕ける音が響き、その度に激痛が走った。そのまま意識を失うことができたのならば、むしろ幸福だっただろう。しかし視界が揺らぎ始めると、なぜか急速に身体の痛みが引いてゆき、粉々になった肋ろつ骨こつが音を立てて修復され始めた。

「……そういうことか」

　俺を殴っていた者の一人が、奇き蹟せきを使って俺を治癒しているのだった。……確かにこれなら傷を負うことはない。その代り、何度でも、何度でも、痛めつけることができるだろう。

「そこまで自分たちの弱さに腹が立ったのか？」

　俺がそう呟つぶやくと、男の一人が目の色を変えた。そいつが腰に手を向かわせるのを見て、なんだ、結局刀を汚すんじゃないか、と思ったのは一瞬のこと。相手が取り出したのは得物ではなく、黒い液体の入った瓶だった。

　周囲の人間も皆一様に革手袋をはめ、そこに各おの々おのの瓶から《天てん子し》の血を垂らす。

「今度は、お前の魂にも響くぞ」

　その宣言通り、血ち濡ぬれの一撃は強烈だった。腕などに叩たたき込こまれると、一瞬、刀で切り落とされたかのような喪失感に襲われるのだ。痛みというよりも、死に近い。自分が生きているのかいないのか、頭がぐちゃぐちゃにかき混ぜられ、混濁する。

　俺はそれから六回の拷問と治癒を経て、最後、頭の上から《天てん子し》の血を注がれた。それでも気丈に相手を睨にらんでいられたのは、ただの強がりなのかもしれない。首に《天てん子し》の呪いが染み込んだ瞬間、俺は突然床を外されたように、意識がすとんと崩れ落ちるのを感じた。




　　　　◆　◆　◆




　──そしてふと、温かい牛乳の香りがした。

　それを俺は良く知っている。何かを加えるわけでも、特別な技が必要なわけでもない。底を焦がさぬよう丁寧に混ぜながら温めるだけ。それだけ生まれる、白くて柔らかい香り。リリアンは病気で寝込むと必ずそれを頼んだものだ。他には何も作らなくていいから、それだけでいいからと。そして決して自分で作ろうとはしなかった。牛乳を温めるのは兄の役目。それは、俺とリリアンが暮らす家での、ささやかな決まり事の一つだったのだ。

　……じゃあ、俺が寝台の上にいる今、この匂いは誰が作ったのか。

　そこまで考えて、俺はようやく目を開けた。木刀の傷跡が残る、飾りのない天井。建て付きの悪い窓から差し込む夕日。リリアン教徒も、黒い血も、どこにもない。

　そこは自分の部屋。三百年前の俺の家だった。

「──また夢か、とでも思っているのかな」

　聞きなれた自分の声が隣から聞こえた。視線をやれば、そこには仮面をつけた男が一人。

「……いい加減に呆れて、説教でもしにきたのか？　俺がクロアを守れないから」

　俺が身体を起こしながらそう言うと、小さな溜ため息いきが返ってくる。

「自じ嘲ちようするくらいの余裕はあるんだね。それに、説教されると分かっているのなら話は早い」

　彼は口元に微笑を浮かべた。しかし仮面で顔の半分が隠れているせいで、その笑みの意味が汲くみ取とれない。一方的に自分を知られているようで、どこか落ち着かなかった。

「ところで、君は自分がどういう状況にあるのか、もう気付いているのかな」

「……あんたは《貪どん食しよくの君きみ》で、これは夢だろ。不思議なことに俺たちは会話をしている」

　もしこれが単に自分の妄想だとしたら、酷く滑稽な話だ。しかし、《貪どん食しよくの君きみ》は小さくかぶりを振ると、ごく真面目な調子で言う。

「別に不思議でも何でもない。普段は分かたれている魂が、夢の中では繫つながるだけだよ。まあ、とりあえず、これが冷める前に飲むといい。美味しくできてるから」

《貪どん食しよくの君きみ》はいかにも機を計ったように机の上のコップを手渡してきた。大人しく温められた牛乳を飲み込むと、舌にとろりとした甘みが広がる。香りといい温度といい、自分が作るものと全く同じだ。……まあ、こんな単純なもの、誰が作っても同じかもしれないが。

　俺は牛乳を飲み干しコップを机の上に戻そうとしたのだが、その瞬間右目の奥に激痛が走る。眼がん窩かを貫くようにして、火ひ箸ばしを捻ねじ込こまれたような熱だ。

　近くの姿見に映った自分──そこにいたのは銀色の片目を持つ青年だった。

「……あんたが俺に思い出させたかったのは、このことなのか？」

　ふと漏れた問いに、《貪どん食しよくの君きみ》はすぐには答えない。自分の分の牛乳をゆっくりと飲んで、窓の外を眺めていた。それから、ぽつりと言う。

「半分だね」

「……半分？」

「そう、まだ半分だ。だって今の君は一つしか銀の眼を持っていない」

「……でも、俺はもう思い出したぞ」

「何をだい？」

「無理やり《銀ぎん眼がん》をはめられて、《大おお獣けもの》になった記憶だよ。……前に見た夢の中で、あんたは俺にスラガヤへ行けと言ったよな。そこに行けば、何かが分かるって。でも、俺は幸か不幸かエルラムで思い出したんだ。今考えるだけでも吐き気がする。十分に俺は思い出したはずだ」

　しかし、《貪どん食しよくの君きみ》は俺を見て、穏やかに「まだ半分だよ」と繰り返した。その試すような視線は自然とこちらの神経を逆さか撫なでする。

「それなら、あんたが今、直接教えてくれてもいいじゃないか。俺は前の夢みたいに、過去を拒んだりはしない。きちんと知る覚悟でスラガヤに来たんだ」

「……」

「……正直、俺はあんたのことがよく分からない。俺に何を望んでいるのか、どうしてほしいのか。言いたいことがあるなら、はっきりと言ってくれ」

　俺が語気を強めてそう言った時、仮面の奥に潜む《貪どん食しよくの君きみ》の表情が少しだけ強こわ張ばったような気がした。彼はコップをテーブルの上に置くと、まっすぐにこちらへ向き直る。

「君はもう知ってるはずだよ」

「……だから、そういう言い方はやめてくれって……」

「望めば、君は全てを思い出せる。これは噓うそじゃない。……この前の記憶も、この記憶も、君の中に眠っているものだ。それに君は大きな勘違いをしているようだけれど、僕は君のために動いているわけじゃない。僕らの大切な人のためだ」

「……大切な人？」

「ガファル、おそらく今君が知りたいと思っているようなことは、全く重要じゃない。僕が教えるまでもないことだ。たとえば、どうして僕らの夢が繫つながるのか。どうして同じ身体に二つの魂が入っているのか。そこに特別な秘密なんてない。全ては単純なことなんだ。まさに君自身が、君の忘却そのものが事を複雑にしている。一つのものを二つに分けているんだ」

「だから、何を──」

　俺がなおも口を開こうとすると、《貪どん食しよくの君きみ》がするりと仮面を外した。そこにあったのは、自分の顔。両目が銀色に輝く、ガファルの顔。それは当然だろう。《貪どん食しよくの君きみ》は俺の身体を使っていた。俺と同じ身体で、ずっと……

「まさか……」

「僕は君だよ。事実はそれだけだ。分かり切ったことじゃないか」

「い、いや、待ってくれ、俺はあんたのことなんか知らない。自分の知らない自分って何なんだよ。俺は三百年の間眠っていて、《貪どん食しよくの君きみ》のことなんか何も知らない」

「そうだ。君は僕を知らない。もともと、そのために僕は生まれたんだからね。君が忘れるために。嫌なものから逃れるために」

「……」

「初めから、僕は君の魂の一部だ。それを君が切り離したに過ぎない。君の《銀ぎん眼がん》が片目の頃は、まだ不完全だったけれどね」

「じゃあ、あんたはいつから……」

「始まりは、第百二十八回闘技大会だ」

「闘技大会……？」

「そう、正確に言えば君がこの前夢に見た、あの日。闘技大会の予選通過者として呼び出された君は、他の通過者と共に最初の《銀ぎん眼がん》をはめ込まれる」

「なっ……」

「適合したのは君一人。他の者は《地ち竜りゆう》になったり、気が狂って死んだり、それは酷い有あり様さまだった。最初に君が忘れたいと思ったのは、この光景なんだろう」

「でも……何のためにそんなことをした？　兵士を無駄死にさせたってことだろ？」

「《大おお獣けもの》を創るためさ。ただ、そううまくはいかなかった。だから失敗してもいいように、次の闘技大会からは負けた者が《銀ぎん眼がん》をはめることになったけれど」

　淡々と語られるラクサの過去に、頭が追い付かない。兵士の腕を比べ、士気を高める闘技大会。それが《銀ぎん眼がん》を施すための選別に使われた？　だとすれば、ほとんどの兵士は《地ち竜りゆう》になり下がり、ますますラクサの戦力は失われたのではないか。

「……《二ふた角つのの君きみ》がそんなことをするとは思えない。あの方がラクサを滅ぼすなんて」

「そう、それは正しい。《二ふた角つのの君きみ》は最後までラクサのために戦った。何一つ間違いは犯していないよ。問題があったとすれば、あの方が死んでしまったということだ」

「……死んだ……？」

「第百二十八回闘技大会の前の冬。劣勢に劣勢を重ねて、《二ふた角つのの君きみ》は自ら出陣した。そこで《天てん子し》に食われてしまったんだ。ただ、その事実は《二ふた角つのの君きみ》側近の奴隷たちによって隠いん蔽ぺいされ、それから十数年、兵士は人間の指揮の下で戦い続けることになった。二又の帽子を被かぶる者が《二ふた角つのの君きみ》の代わりになってね」

「それじゃあ、エルラムの民は……他の人間を《地ち竜りゆう》に変えた連中の末まつ裔えいってことなのか？」

「そうなるね。まあ……、一つ擁護をするなら、君が《銀ぎん眼がん》をはめ込まれた時は、彼らも本気で《二ふた角つのの君きみ》に代わる《大おお獣けもの》を創ろうとしていたのかもしれない。ただ、それが無理だと分かってからは、悪手に悪手を重ねていったんだろう。《地ち竜りゆう》を量産すれば自然と《天てん子し》の餌ができる。ある意味、《天てん子し》を帰らせるには有効な手段だった」

《二ふた角つのの君きみ》は見事な二本の角を生やした牛の《大おお獣けもの》だった。自らが前線に立つこともあり、その時は人間の姿になっていたことを覚えている。その印象が代役を立てるという側近たちのやり口に貢献してしまったのかもしれない。

「闘技大会で勝ち残る度に、誰かが《地ち竜りゆう》となる。あるいは、そうして獣に落とされた仲間と共に、戦況が悪化する戦場に立ち続けること。それが君の心を少しずつ濁らせていった。……そして、君は目を閉じることにしたんだ。自らも加担する滅びの進行から、目を背けた。その果てに今日という日が訪れる」

「……今日……？」

「なぜ、この日なのか。なぜこの日が選ばれているのか、まだ分からないのかい？　もう僕は十分すぎるほど、君に答えを示したよ」

　そう言って《貪どん食しよくの君きみ》はゆっくりと席を立つ。未だ状況が摑つかめぬまま、俺は彼の後を追い、階下の食堂に向かった。台所も小さな居間も、もぬけの殻。ただ、テーブルの上に一枚の手紙が置いてある。

　そこにはリリアンの筆跡で、こう記されていた。




『──兄さんへ。《二ふた角つのの君きみ》から呼び出しがあったので、わたしが代わりに行ってきます。いつ目を覚ますか分からないから、ご飯は作っていません。台所の壺つぼに半年分くらいの塩漬け肉を作っておきました。少しずつ食べてください。麦パンはいつもの棚に置いてあります。たぶん一週間くらいしか持たないから、お早めに。それが無くなったら店で買ってください。野菜は、できたら食べてほしいです。生でもいいから、お肉だけなんて駄目よ。それと、暗室には保存食があります。干し葡ぶ萄どうなどはもう市場でも買えません。大切に、でも黴かびが生える前に食べてしまってください。わたしがいなくても、早起きできますか？　わたしがいなくても、毎日食事できますか？　兄さんはわたしがいなくても、きちんと生きていけますか？　わたしは兄さんがいないと生きていけないから、早起きできても、ご飯が作れてもきっと生きていける気がしないから、代わりに行ってきます。わたしをこんな風に育てたのは兄さんです。後悔しても、もう遅いのです。あなたはわたしの兄で、わたしはあなたの妹だった。わたしは一度だって、そのことを後悔したことなんてないけれど。今まで、ありがとう。さようなら』




　淡々とした言葉が、端正な筆致で綴つづられていた。まるで、いつもの書置きのように。買い物に行くことを告げる、そんな些さ細さいな知らせのように。ただ、最後の数行は少しだけ線が歪ゆがんでいて、その端は水を零こぼしたように滲にじんでいる。

　手紙を摑つかんだまま立ち尽くしていると、どこからか《貪どん食しよくの君きみ》の声が聞こえた。

「第百四十一回闘技大会で、とうとう君は負けた。ただ、負ける時に気を失って、中々目を覚まさなかったんだ。翌日の夕方になって、ようやく、というわけだ」

　俺はどこにいるか分からない彼に向かって、問いかける。

「……これは事実なのか？　本当に、三百年前に起きたことなのか？」

「そうだよ。全部本当のことだ。かつての君は、その手紙を読んで途方に暮れた。丁度、同じような顔をしていたよ」

　……つまり、俺の身代わりとして、リリアンは《銀ぎん眼がん》を受け入れたのか？　ほとんど死別を覚悟したような手紙を残して？

　こんなこと、忘れたいに決まっている。三百年でも四百年でも、忘れ続けたいに決まっているではないか。

「……これがあんたの見せたかったことなのか？　あんたは俺を……恨んでいるのか？」

「どうして」

「どうしても何も、こんなものは腹いせに過ぎないだろう！　これは説教じゃない。ただの嫌がらせだ。既に過去の、変えようもない事実を、どうして今更見せつける？　大体、あんたはどうして俺に身体を返したんだ。こうして夢を見させるのも、一時的に身体を取り戻すのも、全てあんたの意志なんだろう？　俺の魂は目覚めているんじゃなくて、眠るのを邪魔されているだけじゃないか。過去の俺は、きっと生きるのが嫌になったんだろう。リリアンと同じで、あいつなしで生きることなんてできなかったんだ。それで三百年前、あんたに身体の主導権が移ったんじゃないのか？　そんな俺に何をしろって言うんだ？」

「……」

　長い沈黙が続いた。しかしそれでも待ち続けると、《貪どん食しよくの君きみ》の声が徐おもむろに響く。

「それでもね、彼女に必要なのは僕じゃない。君なんだよ」

「……もうリリアンはいないだろう」

「ああ、彼女はとうに死んだ。けれど彼女は最後まで君のことを想っていたんだ。僕は君の代わりにはなれなかった。どれほど同じ知識を持ち、どれほど同じ牛乳の温め方を知っていたところで、彼女にとって僕はガファルじゃなかった。僕だって君と同じくらい、彼女を大切に思っていたんだけれどね」

「……死んだ人間のために、死んだ人間に説教するのか」

「まだ君は生きてるじゃないか。実を言うと、三百年の間、僕は君が死んだものだと思っていた。夢で繫つながることもないくらい、君は深い眠りについていたからだ。……でも、たとえ偶然だったとしても、君は目を覚ました。だから、もう一度、君が生きるための機会を作ろうと思ったんだよ」

「自分が生きる機会を捨ててまで？　俺やリリアンよりも、大切にしたい相手の幸せを犠牲にしてでもか」

「……確かに、もう一度クロアには会いたいよ。現実の、本当の身体で彼女に触れたい。でも……まあ、三百年の間、僕は君に身体を借りていたからね。君の名前を借りて、人間として生きることも体験した。スラガヤでは普通の人間の生活を楽しめたし、何よりクロアと出会えた。彼女と想いを通わせて、大切な人のことを思う幸せを知ることができた。……だから君にも……いや、君とリリアンにもちゃんと幸せになってほしいと思っているんだよ」

「……」

「いいかい、君が本当に忘れようと思っていることは、この先にあるんだ。まだこの記憶は終わっていない。過去の君は、目を覚まし、手紙を読んで、それからまだ竈かまどが温かいことに気付く。リリアンが出て行ってから時間が経っていないと考えるんだ。そして、彼女を追ったんだよ。僕はその先に待っているものを、もう一度君に見てほしい。どんなに辛つらくても、目を背けないでほしいんだ」

「……でも、この夢はやり直せないんだろ？　結果は同じなんだろ？」

「ああ、結果は変わらない。君の苦々しい過去は、現実としてかつて実際にあったことだ。でも、全てが終わったとき、今度君が迎えるのは眠りじゃない。君は夢から覚めるんだ。そして、そこにある現実は変えることができる」

　不意に、ずきりと右目が痛んだ。

　姿が見えない《貪どん食しよくの君きみ》がそっと肩に手を置いたような気がした。

「……わかった」

　俺は《貪どん食しよくの君きみ》に別れを告げ、家を出た。人のいない街は夕ゆう陽ひに染め上げられ、燃えていた。全ては夢だからか、それともかつては本当にこんな景色が広がっていたのだろうか。通りの《銀ぎん線せん》が真っ赤に輝き、それはまるで街中から流れ出す血潮のようだった。俺はその血の川を下り、暗あん渠きよに潜り込む。地下街を駆け下りると、目に入ったのは一つの祭場。

　エルラムで見たものと同じ、儀式を執り行う人々とそれを囲む群衆。

　二又の帽子をかぶった老婆が、銀の球体を掲げている。

　その前に俯うつむいていた小さな頭、その長い髪を一人の男が摑つかみ、顔を上に向けた。

　リリアンだった。

　脈動がかつてないほど乱れている。自分にとっての最悪がすぐそこに迫っていることを予感する。この身体が拒んでいるのだ。二度と見たくはないと、早く足を止めてくれと叫んでいる。

　駄目だ。駄目だ。駄目だ。

　俺は大声でリリアンの名を叫ぶ。

　すると彼女はこちらを見つめて、なぜか一瞬微笑ほほえんだ。




　──今度は、わたしが守る。




　そう彼女の口が呟つぶやいた気がした。

　老婆の手が彼女の顔に触れ、眼がん窩かに指が差し込まれ──……




　けれど、その先は知らない。俺は結局、目を閉じてしまったのだ。

　それが自分の過去であり、変えようのない真実だった。

　ガファルという人間が生きるのを止めた瞬間だったのだ。
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「これから私はあなたを人質にとります。暴れなければ、外の二人が傷つくこともないでしょう。どうか大人しく捕まっていただけませんか」

《仮かり初そめの君きみ》の店の中で、彼女は真剣な面おも持もちでそう言った。

　薄明かりのランプに浮かぶ端正な顔立ち。褐色と灰の混じった不思議な髪色。わたしが彼女を目にするのは三回目だった。この前の《天てん子し》襲来に際し、スラガヤでわたしを捕まえようとした時。そして、夢の中で見たダカンとのやり取り。彼女はわたしを幼い頃から監視していたリリアン教徒の一人で、名をナヴァーラと言った。

　正直なところ、彼女の姿が目に入った瞬間、わたしは全身が恐怖で張りつめるのを感じた。彼女のせいでロー君は一度死にかけたのだ。今度は何をされるのか。考えたくもない様々な展開が頭をよぎって、しかしナヴァーラは刀を抜くことも、摑つかみかかることもなく、むしろ静かな申し出のようにしてわたしに話しかけてきたのだった。

　これから人質にとる相手に許しを求めるなんておかしな話だ。警戒に震えるロー君に対しても、ナヴァーラは静かに言った。

「物音がしなくなるまで、出てこないように。あなたも二度切られたくはないでしょう」

《繁はん花か街がい》の長い階段を下りる間も、彼女は無言でありながら、どこかわたしに気遣うような眼まな差ざしを向けてきた。その表情が初めて崩れたのは、道が三つに分かれた玄関で、部下らしき男の人がこう言った時だ。

「ダカン様の命により、《大おお獣けもの》と連れの男の身柄はこちらでお預かりします。ナヴァーラ様はクロア様を連れて、大聖堂の方へお向かいください」

　彼女は一瞬わたしを見て、何かを言いかけた。しかし、すぐにそれまでの無表情に戻ると、

「……分かりました」

　と言って歩き出したのだ。

　それまで周りを取り囲んでいた部下が皆ガファルさんたちの方に行ってしまい、通路でナヴァーラと二人きりになった時、わたしは思い切って尋ねてみた。

「──あの、ガファルさんと《赤せき泥でいの君きみ》は、どこへ行ったんですか？」

　彼女はしばらくの間無言のまま歩みを進めたけれど、道の先に大きな門と門兵が見えた時、わたしにだけ聞こえるような声で彼女は囁ささやいた。

「……あなただけは、必ずお守りします」

　その言葉に込められたものが何だったのか、わたしが問い直すよりも先に、ナヴァーラは軽く手を挙げた。すると、門兵が大きな扉を押し開ける。

　たちまち、眩まばゆい光と澄んだ香りが溢あふれ出した。そこは巨大な穹きゆう窿りゆうを冠した聖堂のような空間で、床には滑らかに磨かれた大理石が奇妙な三角模様の連なりを描いていた。天井はランタンがずらりと並び、太陽が天中に昇った時のように明るい。広間の奥には七段もの円壇を重ねた上に一つの椅子があり、壁には聖女リリアン様を模した像が飾られていた。

　椅子の隣に立っていたのは、額にまで隈くまなく《銀ぎん紋もん》を刻んだ偉い丈じよう夫ふの男。鋭い眼光を緩めることなく、こちらをじっと見つめていた。ナヴァーラは壇の正面でひざまずくと、言う。

「ダカン様。クロア様をお連れしました。他の者は別の部屋に引き連れられたようですが……」

「先んじて、君の部下から報告は聞いていたのでね。各々、丁重にもてなすよう言づけておいたのだ」

「……そうでしたか」

　なぜか、二人の間で流れる一瞬の沈黙。それからダカンの視線がこちらに戻り、彼は穏やかな笑みを浮かべた。

「お初にお目にかかります、クロア様。私はダカン。リリアン教の副主教を担になう者です。あなたのご到着を、心待ちにしておりました」

「……」

「そう警戒されるのも無理はないでしょう。先日の《天てん子し》襲来の際には、部下が無礼を働き申し訳ありません。今後、手荒な真ま似ねは決してしないようにと命じておりますので」

「……でも、あなた方はさっきわたしたちを襲ったばかりじゃないですか」

「おや？　どうやら報告の齟そ齬ごがあったようです。部下たちからは、クロア様のお連れが突然暴れ出したために、やむなく強引な手を打ったと聞いておりましたが。クロア様はその様子をご覧になりませんでしたか」

「それは……」

　わたしが《仮かり初そめの君きみ》の店から出た時は既に状況は決していた。わたしはどちらが先に手を出したかなど知らない。ただ、温和な口調を貫きながら、こちらには一切の落ち度はないと主張せんとするダカンの微笑は、酷く不気味なものだった。

　彼は軽く頷き、壇を下りて近づいてくる。もともと自分の背の低さは分かっているけれど、間近で見上げるダカンは身長差以上に大きく見えた。彼は手袋を外し、わたしに握手を求める。

「改めて、歓迎いたします。クロア様」

　仕方なく手を握り返すと、ぞくりと背筋が震えた。ダカンはこちらに構わず、手を握ったまま言葉を続ける。

「既にナヴァーラから話を聞いているかもしれませんが、あなたは我々にとって大切な存在です。どうか、リリアン教にご協力いただきたい」

「……どうして、わたしなんですか？」

「それは、あなたが聖女の生まれ変わりだからです。我々はスラガヤを守りたい。クロア様もそのためにこの街へお戻りになったのでしょう」

「……」

「この前の戦いで兵士を助けたのはあなたです。そのことは既にスラガヤの誰もが知っている。あなたは疑いようもなく、我々の導き手となったのです。──とはいえ、お手を煩わせるようなことはいたしません。お部屋で、ゆっくりとおくつろぎいただきたい。あなたがお会いしたいであろう者たちも待っております」

　ダカンはそう言うとぱっと手を離し、これで話は終わりとばかりに手袋をはめ直した。

　一体、これをどう受け止めればいいのだろう。

　わたしは捕まえられたのか、歓迎されたのか。必要とされているのか、されていないのか。一つ確かなことがあるとすれば、その疑問にダカンは答えてくれないだろうということ。

「では、行きましょう。クロア様」

　ナヴァーラは立ち上がり、わたしを見つめた。しかし、この状況を問おうとすると、彼女はふと視線を逸らし、歩き始めてしまうのだった。

　広間を出て、また洞穴のような通路を歩いた。地上からここへ来る途中に通ったような、不快な臭においはしない。灯りも十分にともされ、自分が地下にいることを忘れてしまいそうになる。

　あるいは、エルラムの地下街に似ているような気もした。その理由にふと思い当たった時、ナヴァーラが前を見つめたまま口を開く。

「ここには《銀ぎん線せん》がないのです」

　それからなぜか淡々と説明をしてくれた。

「地下街に限ったことではありませんが、今、スラガヤでは奇き蹟せきの使用を制限しています。主要な《銀ぎん線せん》に《天てん子し》の血を含ませることで、奇き蹟せきの流れを止めているのです」

「……どうしてですか？」

「地上にいる人間たちが暴動を起こさぬよう、その息の根を止めるためです。この街は奇き蹟せきの力なしには存続できませんから」

「……そんなことしたら、普通、皆怒るんじゃ……」

「逆ですよ。大人しく過ごす民はリリアン様の加護を受けることができる。生き残る権利が与えられる。そう、皆が信じているのです。だからこそ、地上は驚くほど静かになりました」

「あの……それをどうして」

「あなたに話すのか、ですか？」

「……はい」

　まるでリリアン教のやり方を皮肉るような彼女の言いぐさに、わたしは少し戸惑ってしまう。ナヴァーラは不意に足を止め、それから地面を見つめた後、呟つぶやいた。

「……私にも分かりません」

　そして今になって初めて、わたしを正面から見つめるのだった。

「……私は……」

「……？」

「……いえ、なんでもありません」

　彼女は小さくかぶりを振り、再び歩き出す。しかし、しばらくすると小さな扉が一つ現れた。

　ナヴァーラは自分の持っていた鍵でそこを開くと、わたしを奥に進ませる。牢ろう獄ごくにでも入れられるのではないかという予想に反し、扉の奥に広がっていたのは豪ごう奢しやな設しつらえの暖かな空間。そして突然、可愛かわいらしい二人の声が耳じ朶だに触れた。

「あー！　クロねぇだ！」「わーい！　クロねぇだ！」

　部屋の真ん中で寝転がっていた双子が跳ね上がり、すかさずわたしに駆け寄ってくる。その音を聞きつけたように、奥の部屋から三人の妹たちも顔を見せた。ルルジュ、イオ、ユラスナはわたしと目が合った瞬間、ぼろぼろと涙を零し始める。彼女たちもわたしに向かって駆け寄ると、そのまま思い切り抱きしめてくれた。ルルジュは嗚お咽えつに詰まりながら、

「よかった！　無事だったのね！　ほんとによかった！」

　と繰り返す。思えばもう一月ほど顔を合わせていなかったのだ。しかも、それはカリャンを助けると告げた時のことで、彼女たちには沢山の心配をかけた。わたし自身もこうして妹たちの無事を確認できたことが、何よりも嬉しい。

　ただ、その一方でリリアン教徒に対する違和感は大きくなるばかりだった。ナヴァーラに視線を投げると、彼女はあっさりと告げる。

「全て、ダカン様の配慮です。クロア様のお姉様方に関しても検討しましたが、既に《大おお獣けもの》に買われた先で重要な地位や家庭を築いていらっしゃる方が多く、カリャン様以下、妹様方とお母様だけをお呼びしました」

「お母さんも、ここにいるの？　それにカリャンは？」

　この場に現れない二人のことを尋ねると、なぜかルルジュたちの顔が曇った。年上の三人が何かを言いい淀よどむ一方で、ウーラが背伸びをして教えてくれる。

「あのねー、おかあさんはげんきだよ！　むこうでずーっとねむってるの！」

　それから、リーアも負けじと口を開いた。

「あのね！　でもね！　リャンねぇは、ないてるんだよ？　ごはんもたべないの。おにくも、おやつも、たくさんあるのに！」

「そっか。……カリャンは体調が悪いの？」

　ルルジュに改めて確認すると、彼女の返答は珍しく歯切れの悪いものだった。

「いや、別に病気だっていうわけじゃないのよ……ただ……」

　彼女の視線は奥の部屋に続いている。妹たちが暮らすこの空間は一つの家族には大きすぎるほど広々としたつくりで、大部屋と隣り合うように四つの寝室、厨ちゆう房ぼうもついていた。しかも外では見かけなかった《銀ぎん線せん》がいたるところに刻まれていて、地上と変わらぬ明るさに満ちている。

　しかし、カリャンの部屋に足を踏み入れた瞬間、なぜか足元を冷ややかな風が掠かすめるような気がした。部屋の様子は特に変わっているわけではない。寝台と最低限の家具、机には巻物の束。灯りだって、黄金こがね色いろの硝子がらす越ごしにランタンが暖かな光を振りまいている。ただ、その中心で椅子に腰かけたカリャンを一目見ると、そういった周りの明るさなどがたちまち凍り付いて、わたしは思わず息をのんだ。

「……カリャン……？」

　ぴくりと肩が震えて、ゆっくりと彼女が振り返る。そこにあったのは、わたしが初めて見る幼おさな馴な染じみの姿だった。虚うつろな瞳とこけた頰、そして真っ赤に晴れ上がった下瞼。あの誰もが目を奪われるような柔らかな笑みが、どこにもない。

「どうしたの……？　何があったの？」

　わたしはもっと近くから見つめようと彼女に駆け寄る。けれど、部屋の中ほどもいかないところで、鋭い声がわたしの足を釘くぎ刺ざしにした。

「近寄らないでっ！」

　聞き間違いかと思う。あるいは、彼女の見間違いなのではないか。カリャンがわたしにこんな声を張り上げることなんて、あるはずがない。そう思って、もう一歩だけ足を踏み出すと、

「お願いだから、もう近寄らないでっ！　クロア！」

　今度こそ疑いようもなく、その拒絶はわたしに向けられたものだと分かる。生気の失われた相貌に似つかわしくない、悲痛な叫び。その声はまるで怒りのみによって研がれた刃のようで、その触れるもの全てを切りつけるような敵意を、カリャンは隠す素振りさえ見せない。

「……どうして、近寄っちゃいけないのかな？」

「……」

「……わたしが……何かした？」

　カリャンはこちらをじっと見つめたまま、口を動かそうとしなかった。その様子は刺とげ々とげしいと同時に、驚くほど儚はかなげにも見える。これ以上踏み込めば、本当にわたしたちの関係は壊れてしまうのではないか。足元に張っている薄氷が粉々に砕けるのではないか。そんな予感が膨らんでいく。

　それから、涙がカリャンの頰ほほを伝った。ルルジュやイオが見せてくれた、安あん堵どのそれとは異なる、こちらの胸を締め付けるようなか細い光。

「……クロアは何も……」

「……え？」

「……何も……してくれなかったのよ。……約束したのに。絶対に助けてくれるって、約束したのに……！　どうして……！」

「な、何を言ってるの？　スラガヤはちゃんと──」

「私が守ってほしかったのは、《一つ目の君》よ！」

「──」

　それはこちらの不意をつく叫びだった。彼女の主人は既に殺されているのだという事実を、わたしはそこでようやく思い出した。

「一番苦しんでいたのは……街の滅亡に一番心を砕いていたのは、あの方だったのよ。だから私たちは《一つ目の君きみ》の側にいたかったのに！　あの時クロアが現れなければ、私たちの《吊り箱》にやってこなければ、足止めされることだってなかった！　あの方の近くにいることができた！　クロアを信じたりしなければっ！」

「ちょ、ちょっと待って……《一つ目の君きみ》を殺したのはわたしじゃないよっ！　あれは……リリアン教徒の人たちがやったことで……」

「助けられなかったことは事実でしょう？　一度《天てん子し》を退けたからといって、スラガヤは何も変わってない。選ばれた人間だけが地下に潜って、それ以外の人はまるでもう死んだみたいになって、それでじっと《天てん子し》が来るのを待ってるだけよ。本当に街にとどめが刺されるのを待っているだけ。……結局、滅亡は止まってない。誰も救われてない！」

「そんな……わたしだって、全部を助けられるわけじゃないよ。《一つ目の君きみ》だけじゃない。兵士の人だって沢山死んでしまったけれど、それもわたしのせいだっていうの？　できる限りのことはしたよ。それでも救えなかった人はいるし……それは悔しいと思ってるよ……」

「でも、クロアは言ったじゃない。絶対に諦めたりしないって。それはただのでまかせだったの？　《一つ目の君きみ》が消えたことは、仕方のないことだったの？」

「そうじゃないよ！　ただ……わたしにできることは、もうなかったの。傷ついてしまったものも、失ったものも沢山あるけれど……それでもスラガヤは滅んでないから……」

「……そんな風に残された人生に、何の意味があるの」

「……え？」

「傷ついて、大切な人を失って、それでも生き残って。それは本当に救われたことになるの？　だったら、最初から静かに受け入れるべきだった。静かに、少なくとも最後の瞬間までは安らかに、過ごすことができたはずよ」

「……」

「クロアが約束したのは完全な幸福なのよ。結局それを果たせず妥協していることは事実じゃない」

「……じゃあ、カリャンはあの時街が滅ぶべきだったって言うの」

「……そうよ」

「……」

「その方が幸せだったわ。もしも全て滅んでしまえば、こうしてクロアを憎まずに済んだもの」

　カリャンはそう言って、わたしに背を向けた。

　その途端、わたしは何か次の言葉を、反論でも問いかけでもなく、ただカリャンに届く言葉はないかと思案する。けれど、全ては細かい霧のように消えていった。頭が雷に打たれたみたいに固まっているのだ。だって、これではあまりに唐突過ぎて──……

　……いや、本当に？

　これは本当に唐突なことなのだろうか。《一つ目の君きみ》が消えたことやカリャンの悲しみ、そしてその背景にある街の危機。これらは別に今起きたことではない。わたしがラクサの地下にいて、スラガヤから遠く離れていたその間に、全ては進んでいたことではないか。わたしは、《一つ目の君きみ》がダカンに刺されたことを夢で見ていた。選別が始まったことも知っていた。全てはずっと、この今でさえも、進んでいるのだ。もしもあの時すぐカリャンのもとへ戻っていれば、少なくとも彼女は分かってくれたかもしれない。わたしの至らなさを釈明する猶予が与えられていたかもしれない。

　ただ、わたしはスラガヤにいなかったのだ。《一つ目の君きみ》を守れなかったことを仕方がないと言うならば、カリャンに恨まれることもまた、わたしは覚悟しなければ──




「──そんなバカなこと言ってんじゃないよ」




　立ちすくむわたしの背後から、しわがれ、霞んだ老婆の声が聞こえた。それがお母さんの声であるということに、わたしは遅れて気付く。彼女は杖をついて部屋の中に入ってくると、カリャンの方へゆっくりと近づいていった。

　白髪しらが交じりの髪、染しみだらけの細い腕、そういった後ろ姿の全てが、彼女の身体で絶えず進み続けていた、もう一つの現実を思い出させる。ここでも時間は進んでいた。全部、わたしが遠くにいて、忘れていただけではないのか。

　部屋の敷居に立つ妹たちは、お母さんが今にも倒れるのではないかと怯おびえているようだった。杖の震えを見ただけで、わたしも彼女の肩を支えようと駆け寄りたくなる。しかし、彼女の背中がはっきりと、あんたたちの出る幕はないよ、と語っている気がした。老いに蝕むしばまれながらも、わたしの知っているあの強したたかで優しい母がそこにいた。

「……カリャン、こっちを向きな」

　お母さんが呼びかける。芯に残る声音の厳しさにカリャンの肩がびくりと震えた。

「……クロアに謝るんだ」

「……」

「……カリャン……！」

　ゆっくりとカリャンの顔が上がる。その相貌には決して反抗的なものは見えない。むしろ、ぞっとするほどの暗い感情が彼女の綺き麗れいな眼に影を落としていた。

「……どうして謝らなきゃいけないの？」

「あたしが言わなきゃ、分かんないのかい……？」

「分からないわ。だって、事実だもの。どんなにクロアが沢山の人を救って、スラガヤを守ったのだとしても、私にとって大事なものは守ってくれなかった。それは、もしもクロアがスラガヤを救わなければ、手に入ったものだったのに」

「……カリャン」

「分かってるわ。それがどんなに身勝手で、残酷で、馬鹿みたいかなんて分かってる……クロアやお母さんや家族のみんなが、死んでしまってもよかったって言ってるようなものだもの。……でも、それでも……大切だったのよ。あの方との繫つながりは、そう思ってもいいくらい、わたしにとって重要なものだったの……」

　滅びゆく街を看み取とる貴族と《一つ目の君きみ》。その苦悩を分かち、共に絶望に浸ることは、確かにかけがえのない関係だったのかもしれない。それはわたしから見れば酷く悲しいことだけれど、彼女たちはその方法でしか繫つながれなかったのだろう。

「……私はもうずっと前に買われちゃったから。アバダール家じゃなくて、《一つ目の君きみ》の奴隷になったのよ。だから、クロアみたいにはなれない。家族よりも大切なことがある。だって、それに縋すがることしかできないんだもの」

　それから、カリャンは青ざめた唇に自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。しかしお母さんは小さくかぶりを振り、ぴしゃりと言う。

「勘違いするんじゃないよ」

「……」

「娘ってのはね、買われただけで独り立ちするわけじゃないんだ。大切だ、大切だっていうけれど、あんたはそのためにどれほどのことをしたっていうんだい。クロアに、あれをしろ、これをしろと頼んでおきながら、自分はただ求めるばかりだってのかい」

「だって、わたしは《初物》よ。なんの奇き蹟せきも使えない。ただの役立たずのお人形よ。そんなわたしに、何ができたっていうの？　代わりに《一つ目の君きみ》を救えって？」

「そうだよ。それ以外にすることなんてないだろう」

「……」

「奇き蹟せきが使えない？　笑わせるんじゃないよ。そんなもの、人間にとってはおまけさ。あんたには立派な身体があるじゃないか。手と足と、まともな頭があれば十分だろう。自分の主人を助けられなくたっていい。そもそも、あんたはその傍にいたかったんだろう？　だったら、どうして行かなかった。《吊つり箱》の《銀ぎん線せん》を伝って、クロアを追いかければよかったじゃないか。それが無理なら、クロアの首を絞めてでも、一緒に連れて行けと言えばよかっただろう」

「……でも、それはクロアが」

「自分の臆おく病びようを他人のせいにするんじゃないよ！」

　今や、往年の説教を思わせる怒声が静まり切った部屋を揺らした。わたしに向けられたものではないというのに、それでも身体が強こわ張ばってしまう。

「あんたはクロアを信じたんだろう！　カリャン、それはあんたの責任だよ！　あんたはクロアに甘えているんだ。独り立ちできていないのは、どっちだい！」

「でも、クロアは特別だもの！　クロアはすごい奇蹟が使えて、皆に好かれて、それで本当に街まで救ったのよ！　聖女だって、リリアン様の生まれ変わりだって、皆が尊敬してる。そういう人に、どうして甘えちゃいけないの？　お母さんだって、クロアに甘えているようなものじゃない！　街を救ってくれたのはクロアなんだから！」

「だからこそ、あたしたちは甘えちゃいけないんだよ！」

「……」

「そうさ、クロアは聖女と呼ばれている。街を救ったことも事実だろう。でも、それは最初からそうだったわけじゃない。クロアはなによりもまず、アバダール家の娘なんだ！　あたしたちの家族なんだよ！　そのことを覚えていられるのは、あたしたちだけじゃないか！　家事が得意で、妹たちの面倒をよく見てくれた、たったそれだけの娘が聖女の肩書を背負おうと頑張っているんじゃないか！　それをあたしたちが──あんたが支えないでどうするんだい！」

　お母さんの声が震えていた。足早に忍び寄る老いの影から、必死に逃げ続けている彼女の姿、やせ細った二本の足で、しかし心配をかけまいと気丈に胸を張るその姿は、やはりわたしの知っている母の背中なのだ。

　ただ、もはや限界に来ていたのだろう。がくりと彼女の膝ひざが落ち、わたしを含め、娘たちが一斉に彼女の下へ駆け寄った。カリャンだけが、呼吸さえも忘れてしまったかのように椅子の上に固まっている。

　カリャンと目が合った。

　そして、彼女は再び目を伏せた。

　彼女の頰ほほにはなおも途切れぬ涙の糸が、絶えず微かすかに光っていた。




　　　　◇　◇　◇




　わたしはその日、柔らかく暖かなベッドに身を横たえながらも、一向に寝付くことができなかった。家族と一緒にいられることが、まさかこんなにも苦しいものになるとは。カリャンとのやりとりを思い出す度に心が揺れ、それを打ち消すようにお母さんの言葉が蘇るのだけれど、すると今度は一つの疑問に突き当たる。

　わたしは一体、何になろうとしているのか。自分の幸せだけではなく、皆の幸せのために生きたい。わたしはそう思って、一度スラガヤを救ったのだ。けれど今日はっきりしたのは、わたしが目に見えている以上に、そして手の届かないようなところにさえ、皆はいるということ。わたしは既に自分の知らない様々なものを変えてしまったらしい。

　聖女とは何なのか。クロアとは何なのか。わたしはそれを何も知らない。

　衣装棚に入っていた服も、あるいはベッド、家具、美しい絨じゆう毯たん。そういったわたしのために用意されたもの全てが、誰か別人のためのものに見える。わたしがずっと身に着けていたものは《貪どん食しよく》さんがわたしのために誂あつらえてくれた服。自分の身体に合わないなんてことは一度もなかった。けれど、わたしはこれから、もっと多くの人が思い描くわたしの形に自分を変えていかなければならないのだろうか。そして、その形とは一体どんなものなのだろう。

　結局、わたしは一睡もすることができずにその夜を過ごした。自分のことだけでなく、途中で離れ離れになった《赤せき泥でいの君きみ》やガファルさんの安否だって心配だった。妹たちやお母さんに相談できるわけもなく、疲労と妙な覚かく醒せい感かんの中で求めるのは《貪どん食しよく》さんの温もり。

　彼に会いたい。会って、ただ抱きしめてくれるだけでいい。

　そして、わたしの形を思い出させてほしい。

　やがて酷くのどが渇いたために、お水を少し飲もうと部屋を出たとき、わたしは既に朝を迎えているということに気が付いた。居間に灯されるランタンの数が増え、しかもテーブルの上には大量の食事が用意されていたのだ。知らぬ間に誰かが来て、朝食を用意してくれたらしい。

　塩しお鱈だらが顔を覗のぞかせる紅色のスープに、薄い穴あきチーズを乗せた麦パン。そして皿に山盛りとなった牛肉の胡こ椒しよう煮込み。それらはどれも《ほおずき通り》に立ち並ぶ屋台料理だった。おそらく、腕の立つ料理人は既に地下へと移り住み、こうしてリリアン教徒の下で働いているのだろう。そしてこんなものを食べられるのは、わたしが選ばれた者の側にいるからなのだ。

　食欲も湧わくはずがなく、部屋に戻ろうとすると、不意にガチャリ、と鍵を開く音。小さな扉をくぐって現れたのは、礼服に身を包んだダカンだった。彼はテーブルを一いち瞥べつすると、

「おや、お口に合いませんでしたか」

　と顔を顰しかめる。

「いえ……そういうわけではないんですけど……」

「軟禁されて、美お味いしい食事ができるわけがないと？　あるいは、自分たちだけこんなものを食べるわけにはいかない……といったあたりでしょうか」

「……」

「心配なさらずとも、ここに用意させた食事は特別なものではありません。これは我々の居住区に住む、全員が食べているものですよ。裏町に住む権利を得た者は、誰しも十分な食事を得ることができる。貴族であろうと、商人であろうと、あるいは我々教団幹部の者であっても、同じものを食べるのです」

「……気にしていることがあるとすれば、ここに住んでいる人たちとの差じゃなくて、上に住んでいる人たちとの差ですよ」

「それこそ気にする必要のないことでしょう。裕福な家庭は肉を食べ、貧しい家庭は麦で腹を満たす。それと同じことです。自らが飢えると分かっていて、死にゆく人々にものを与えるべきだと？　……そう睨まないでいただきたい。まったく、こんな話をするためにここへ来たわけではないのですがね」

「それじゃあ、何の用ですか？」

「クロア様の様子を確認しに来たのです。何かご不満がありはしないかと」

「……《赤せき泥でいの君きみ》とガファルさんはどこにいるんですか？」

「彼らはそれぞれの居住区に案内しましたよ」

「会うことはできないんですか」

「……それは難しいですね」

「不満があるとしたら、その点です。どうして、こんなところに閉じ込めたりするんですか」

　家族がいることも含め、特別酷い待遇を受けているわけではないけれど、そもそもわたしがここに留とどまること自体が、望んではいなかったことだ。わたしは《仮かり初そめの君きみ》に会って、スラガヤがどんな状況にあるかを聞こうと思っていたのに。このままでは、知らぬ間に《天てん子し》がやってきて、地上を滅ぼしてしまうのではないか。

　するとダカンは小さく肩をすくめ、首を振る。

「一度、我々はクロア様を守ろうとして、失敗したことがありますので。あの時はクロア様のお力で事なきを得ましたが、此こ度たびは果たして。そのお体の様子だと、ここから逃げ出すことさえままならないのでは？」

「……わたしが何もできないと分かっているのなら、守る必要もないと思いますけど。……あなたたちはわたしに何をさせたいんですか？　何を望んでいるんですか？」

　聖リリアン様の生まれ変わりだなどと祭り上げておきながら、こんな地下に閉じ込めて、彼らは何をしたいのか。かつてナヴァーラはわたしに、リリアン教徒はもう一つの《地ち胚はい》を創ったのだと語った。限られた空間で、限られた人々が生きられるよう、街を縮小するのだと。だからこそ、スラガヤの存続を望むわたしと彼らは対立したのだ。結局わたしをこの場に留め置くのも、聖女の生まれ変わりという存在を体ていよく利用するためなのではないか。

　ダカンはしばらく鋭い眼まな差ざしでわたしを見つめ続けた。しかし、ふと視線を外すと口元に乾いた微笑を浮かべる。

「では、少し私にお付き合いいただきましょう。あなたと考えの相違があることは分かっていたことです。私はできれば、あなたにも理解していただきたい。その上で、我々と同じ糧かてを分かつようになっていただきたいのですから」

　ダカンはそう言って部屋を出た。わたしは彼の後を追って廊下を進み、たどり着いたのはあの巨大な穹窿天井の大聖堂。ダカンはさらにその奥にある薄暗い部屋へわたしを案内した。壁の一方には大きな赤い幕が下りており、その隙間からは微かすかに灯りが漏れている。

「ご覧ください」

　ダカンに促され、その隙間を覗き込むと、そこは大きな縦穴に面した露台となっていた。穴の中心にあるのは《銀ぎん線せん》が静かに輝きを放つ巨大な柱。

「……《地ち胚はい》の根ですか」

「そうです。裏町の中心ですから。大きな螺旋階段が見えるでしょう」

　エルラムの地下街と瓜うり二ふたつの光景だった。ただ、こちらの根っこは枯れていない。今も《銀ぎん線せん》の輝きに、薄曇りの野外と同じくらいの明るさがある。

　そして次に目に付いたのは、露台の下、螺旋階段の踊り場に沢山の人がいるということだった。そのほとんどは地面に腰を下ろし、露台に向かって頭を下げたまま身動きをしない。それが数百も、まるで道にうち捨てられた石像のようにして点在している。

「あの人たちは？」

「先のたとえで言うならば、この街で肉を食べられない者たち……そして、肉を食べようと望んでいる者たちですよ」

「……選別を待っているんですか」

「ええ。ほら、来ましたよ。聖女リリアンの生まれ変わり、クロア様の登場です」

　ダカンの声に振り返ると、部屋に現れたのは一人の少女。一瞬、額に輝く銀色にどきりとするけれど、それは本物ではない。《銀ぎん紋もん》を模した化粧をしているだけだった。彼女は顔がほとんど隠れるようなベールを被かぶせられ、こちらにも気付かず静々と歩み出た。そして、鐘が鳴らされたかと思うと幕が開き、少女は露台にその姿を現す。

　踊り場でうずくまっていた人々がゆっくりと顔を上げた。誰も声を上げたりはしない。少女は袂たもとから一本の花を取り出し、それを下にそっと投げる。花は一人の男の人の上に落ち、彼はおおっ、とのどを鳴らして頭を下げた。それと同じような光景が繰り返され、五人に花が渡されると、少女はゆっくりと部屋の中へ戻ってくる。何も受け取らなかった人々は落胆の溜ため息いきすら漏らすことなく、頭を下げた。

「まだ終わりではありませんよ」

　そう言うダカンはわたしを今度は階段へと連れてゆき、聖堂の天井裏に案内した。そこからはあの七段上の椅子に「クロア様」と呼ばれた少女が座っているのが見える。しばらくすると聖堂内に大勢の人々が入り、礼拝、献歌、そして最後に花びらの授受が行われた。少女は籠に入った花びらを参列者に一枚ずつ渡していくのだった。

　その儀式が終わり、少女が奥の部屋へ退くとダカンが口を開く。

「……外で行っていたのは新しい入信者の選別です。あそこに集まる人々は、ただ救いを待つだけの人間ですから、大した能力は持っておりません。しかし、やがて人々を統率するためには、信仰心という基盤が必要になる。それに対して箍たがの外れた人間がいくらか必要になるのです。対して、こちらの聖堂では有能な者たちの教育に当たります。地下街に必要な人材は我々が選別し、声をかけていますので、形だけでも彼らに信徒としての帰属を意識させる。するとやがては信仰心が自然と根付くのです」

「偽にせの聖女に対する信仰心ですか」

「おや、ではあなたは本当の聖女がいるとお思いですか」

「それは……」

「スラガヤを救った少女がいることは確かです。しかし、聖女リリアンの生まれ変わりなど、本当に存在するとでも？　あなたはそう思ってらっしゃるのですか？」

「むしろ、それはあなたたちが作った話でしょう……」

「そうです。我々が作りました。信仰心を作ったのです。そして、信仰心とは仕組みに他ならない。重要なのはあなたではなく、聖女です。ただの人間でも聖女にはなれる。露台に立つ少女、椅子に腰かける少女を聖女だと信じる心があればいい」

　あくまで穏やかに語るダカンから、なぜかわたしは視線を外すことができない。ここにいる彼は、わたしが夢で見たダカンとはまるで違う。《一つ目の君きみ》を襲い、聖女リリアンの生まれ変わりを信奉する狂信者には見えなかった。むしろ、その正反対だ。

「……あなたは、何も信じていないんですか。全て噓だと分かっていて、それでもなお、リリアン教徒を導いているんですか」

　するとダカンは小さく首を横に振る。

「だから言ったではありませんか。本当のものなど、そもそもあるのかと。事実として存在するのは、この制度、儀礼、幻想だけです。それを虚構だと思うのはあなたの自由ではありますが……ただ、一つ理解していただきたいのは、私が個々人に対する好みや欲望から生き残るべき者を選んでいるわけではない、ということです。私の望みは、確実な幸福を確実な人数に分与する。そういう仕組みを作ることです。そこに利己心など介する余地はない。もしも私自身が不要となれば、不要でも構わないのです」

「……でも《大おお獣けもの》に対しては、そうではないですよね。現に《一つ目の君きみ》はあなたが刺した。そこに感情は一切入っていなかったんですか？」

「利己と憎悪は別物です。私は《天てん子し》が憎いし、その脅威を人間に押し付ける《大おお獣けもの》が嫌いです。しかし、全ての《大おお獣けもの》と対立しているわけではありません。協力できる者とは協力する。そうではない者とは対立する。それだけのことです」

「……それじゃあ、わたしもいつか殺されるということですか」

「あなたが邪魔をするのであれば、仕方ありません」

　ダカンは一切の迷いなく、そう断言した。それから空っぽとなった聖堂に視線を落とす。

「しかし、私はあなたを殺したくはありません。一度この街を救ってみせた、その結果は称賛されるべきものでしょう。あなたの奇蹟が特別であることを考えても、我々が敵対したところで誰の得にもならない。そう思ったからこそ、こうして私はあなたに舞台裏を見せたのです」

「……聖女の役目ではないのだとしたら、わたしに何をしてほしいんですか？」

「いえ、何も……強いて言えば、もう二度と本当の聖女になろうとしないでいただきたい」

「あの部屋で、じっとしていろと」

「あなたの命を大切に、ということですよ」

　最後に彼の口から出た言葉をどう受け取ればいいのか、わたしには分からなかった。それは妙な真似をするなという忠告に聞こえる一方で、本当にわたしの身を案じているようにも聞こえたのだ。だからこそ、わたしは思わず尋ねてしまう。

「……それは、あなたの願いですか？」

　ダカンがほんの一瞬、眉を震わせた。彼はゆっくりとこちらに向き直り、首を傾げる。

「それは、どういう意味の問いですか」

「いえ……その……ただ気になっただけです。信仰の仕組みも、《大おお獣けもの》への態度も、結局あなたの望みはどこにあるのかな、と思ったんです。自分が不要でもいいから人間を救いたいって、それってすごいことですよね？」

　すると、なぜか彼はわたしをしげしげと見つめ、「違いますよ」と答えた。

「私が自分をどうでもいいと言っているのは、事実どうでもいいからです。私は既に一度、死んだ人間ですから」

「……死んだ？」

「そうです。私は死んで……しかし、結局普通の人間のままだった。あなたとは違う」

「え……？」

「あなたは一度死んで生まれ変わった。だから、本物なのですよ」

　……死んだ？　本物？

　この期ごに及んで彼は何を言っているのか。あれほど聖女の存在は虚構だと言っておきながら、最後にはわたしが生まれ変わりだというのか。口元に浮かんだ微笑は彼の言葉の真面目さをうまく隠してしまって、わたしは冗談を言われたのかどうかも分からない。

　ダカンが見つめているわたしとは、一体誰なのだろう。単なる奴隷の少女なのか、救世の聖女なのか。リリアン教徒はずっとナヴァーラにわたしを監視させていたけれど、それは、わたしが街を救う前。わたしが、まだ何者でもなかった頃の話だ。温かく、安全で、家族に囲まれた空間。地下に用意されていたあの幸福は、本当に誰のためのものだったのだろう。

　しかしさらなる説明を求めようと口を開いたところで、ダカンはそれを遮るように歩き出す。わたしも彼を追って階段を降り始めるけれど、その時突然体が軽くなった。あっ、と思った時には、視界が真っ白に煌めいて、それから暗転する。

　そして誰かがわたしを呼んだのだ。

　──リリアン、と。




　　　　◇　◇　◇




　微かすかな衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。目を開けると寝台の側に一人の女性が立っていて、火皿に油を注いでいる。彼女は指先から《銀ぎん紋もん》で火を創り、灯心に点火した。その横顔を見つめていると、やがて彼女と視線が合う。

「……すみません、起こしてしまいましたか」

「あの……わたしは……」

「目め眩まいを起こして倒れたのです。医者は単に過労だと。その《銀ぎん紋もん》の傷を含め、あなたは色々と無理を重ねているようですから」

「……ここへは、ダカンが？」

「そうです。部屋に入ってからは妹さんたちが看病をしたようですが。わたしはダカン様の命を受けて、こうして確認に来たわけです。たっぷりとお休みになって、少し顔色が戻ったようですね」

　ナヴァーラが腰のランタンを掲げると、彼女の優しい眼まな差ざしが暗がりに浮かぶ。こういう姿を見るにつけ、リリアン教徒は本当に何を考えているのか分からなくなるのだった。

「……そういえば、ガファルに会いましたよ。彼は無事なようです」

「え……会いに行ったんですか？」

「ええ、ただかつての彼ではないようですね」

「……」

「お忘れかもしれませんが、私はあなたのことを幼い頃から見守ってきたのです。《貪どん食しよくの君きみ》がガファルと名を偽り、あなたに近づいていたことは知っています。その上で、今の彼は別人のようだと思ったのですが」

「……はい」

「《貪どん食しよくの君きみ》は死んだのですか？」

「いえ！　死んでなんかいません！　ただ、今は力がなくて……眠っているというか……」

　自分でそう言いながら、消え入る声に自信のなさが滲にじんでしまう。わたしはそれを誤ご魔ま化かすように問いを重ねた。

「あの、《赤せき泥でいの君きみ》は？　彼女はどうしたんですか？」

　するとなぜかナヴァーラの答えが詰まる。彼女は明らかにわたしから目をそらした。

「……死んではいません」

「それってどういう意味ですか？　彼女は無事なんですよね？」

「リリアン教徒に捕まった《大おお獣けもの》は、皆教団に協力しなければなりませんので」

「……協力？」

「つまり、今の彼女に、逆らう力はないということです」

「……」

「裏町の《大おお獣けもの》が我々と手を結んでいるという話を覚えていますか？」

「……《地ち胚はい》とは別の《銀ぎん線せん》を創っているって……」

「そうです。それも協力によるものです。街の地下には《天てん子し》の血で作られた監獄があり、そこに入れられた《大おお獣けもの》はもはや逆らうことなどできません。本当に死ぬことはありませんが、死の感覚を与えることはできます。一度、私があなたに味わわせたようにです」

　初めてナヴァーラと会った時、わたしの意識を奪うために彼女は《天てん子し》の血をわたしにかけた。わたしは一瞬で気を失ってしまったけれど、死ぬことのない《大おお獣けもの》が味わうその感覚はどれほどのものなのだろう。

　ナヴァーラはそれからぽつりと尋ねてくる。

「……我々のやっていることは、愚かだと思いますか？」

「え……」

「《大おお獣けもの》に奴隷として扱われ、その仕返しに《大おお獣けもの》を奴隷とする。そういう者たちの怒りは愚かだと思いますか？」

「それは……」

「私は愚かだと思います」

「……」

「しかし、止められないのです。分かっていながら、それでも憎しみを消すことができない。《大おお獣けもの》に値踏みされ、彼らの気まぐれで無価値となり、ただただ命を果てるだけ。そんな世界で生き延びる必要はあるのでしょうか」

「……」

「我々は、自分の価値を自分たちで決めたいだけなのですよ」

　かつてスラガヤを救おうとしたわたしを彼女は止めようとした。あの時語ったことと何一つ変わらないはずなのに、なぜだろう、ナヴァーラの表情にはどこか空むなしさが漂っている。

「……先ほど《赤せき泥でいの君きみ》のもとを訪ね、あなたに伝言はないかと聞きました」

「何か……言っていたんですか？」

「彼女の身に何らかの危険が及ぶ場合、彼女の《銀ぎん隷れい》の全ては進軍を始める。主人を助けるためならば、スラガヤを滅ぼすこともいとわないだろう、と」

「そんな……」

「そして、こうも言っていました。あなたに対しての伝言です。──スラガヤを自分に滅ぼされたくなければ、さっさとこの街を救え。そしてここから解放しろ」

「……」

「こうして、互いが互いを憎むのでしょう。それは変えられぬことなのです」

　ナヴァーラの声は淡々としているようで、僅わずかに震えていた。どうしてガファルさんに会いに行ったのか。どうして《赤せき泥でいの君きみ》の伝言を伝えてくれるのか。つまりは、

「──どうしてあなたは、そんなに悲しい顔をしているんですか？」

《仮かり初そめの君きみ》の店で再会してから、ずっと不思議だった。彼女の目にはもはや怒りや敵意は見いだすことができない。その静かな瞳の奥に揺蕩たゆたうのは物悲しい影ばかりなのだ。

　問いから逃げるようにして部屋の扉に向かおうとするナヴァーラの手を、わたしはしっかりと摑つかんだ。

「……放してください」

「嫌です」

「……私に答えはありません。分からないのです。もうずっと、分からない」

「……」

「あなたがスラガヤを救う姿を見てから、私は何も分からなくなったのです」

　彼女はわたしに背を向けたまま、呟くように言った。

「……わたしはずっと諦あきらめてきました。スラガヤはもう救われない。寿命だからです。街が出来てから数百年が経つと、戦場にしみ込んだ《天てん子し》の血が地下で一つの黒い水脈となります。そして《天てん子し》の血によって、《地ち胚はい》は少しずつ麻ま痺ひし始める。考えてもみてください。もしも地下深くに眠る奇き蹟せきの鉱脈から、無制限に力を汲くみ出だすことができるのだとしたら、どうして街は拡大を続けないのでしょう。街が増え、人が増えれば、発展は加速する。そうならないというのは、まずこの街という器に限界があるからです。《天てん子し》の血が溜たまり、街を窒息させるゆえに、寿命は訪れる」

「それに気付いているのなら、どうして取り除かないんですか？　逆に考えれば、もし街がもっと発展できたら、滅亡だって避けられるということですよね？」

「限られた人間の力では不可能です。それに、《大おお獣けもの》と人間が手を取り合うには、両者の間に穿うがたれた溝はあまりに深すぎる」

「でも──」

「結局のところ、《大おお獣けもの》というものは己が生き延びればそれでよいのです。《酔よい羽ばねの君きみ》や《大おお洞ほらの君きみ》、あるいは《土つち蜘ぐ蛛もの君きみ》。スラガヤにはまだ多くの力を持った《大おお獣けもの》がいますが、どうしてそれらが我々を見逃しているか、お分かりですか？　彼らにとって、そんなことはどうでもよいのです。牢ろう獄ごくに入れられるのは嫌でしょうが、自分の居場所を残してもらうのならば、人間が支配する街でもいいと考えている。もしわれわれの計画が失敗したところで、彼らは逃げればいいだけですからね。新しい街へ行くだけです」

「……でも……」

「そうです、でも、あなたは諦あきらめない」

「……」

「あなたと《貪どん食しよくの君きみ》は手を取り合うことが出来た。だからこそ、スラガヤを一度救うことができたのです。私はそれを見てしまった」

　ナヴァーラは振り向き、そして繰り返す。

「見てしまったのです。美しい銀の道と、それに導かれる数千の兵士たちを。そして悪夢のような《天てん子し》たちを引き連れ、スラガヤを救った一人の少女を。だから、分からなくなってしまった。頭ではもうスラガヤの滅亡なんて受け入れたはずだったのに、あなたが見せてしまったのです。私の目に、一つの可能性が焼き付いた」

「……」

「そして、悔しかったのです。あなたをあの時信じられなかったことが」

「……」

「……私はもう、十年以上クロア様を見つめてきたんです。《貪どん食しよくの君きみ》があなたを見つける前から、私はあなたを知っていた。クロア様のことだったら、なんでも分かっているつもりでした。好きな食べ物も、お気に入りの遊び場も、あなたが一人で悩むとき、どんな散歩道を通るかも、私は知っているんです。……けれど、あの時、あなたがスラガヤを救いたいのだと言った時、私は信じられなかった。初めてあなたの前に立ち、あなたの手を取ることができたのに、信じることができなかったのです。だからこそ、あなたと《貪どん食しよくの君きみ》がなした奇き蹟せきを目にしたとき、私は悔しかった！　あなたを信じられなかった自分が、酷く恥ずかしかったのです……！」

　ナヴァーラは拳こぶしを固く握りしめ、そしてわたしに尋ねた。

「……私は信じても良いのでしょうか」

「え？」

「あなたを信じて、良いのでしょうか。……今のあなたは酷く傷ついています。身体だけではありません。あなたの心も、そしてそれを支える者も傷ついて、しかし、それでもあなたはスラガヤを救いたいと言うでしょう。私はそんなあなたに責任を押し付けたくはないのです。クロア様……いえ、どうか今だけはクロアと呼ばせて。私はクロアが街を救わなくたって構わない。聖女なんかになれなくてもいい。家族に囲まれて幸せに生きのびてくれればそれでいいの。あなたにとって私は他人でも……この十年、私はあなたを妹のように思ってきた。ずっと、あなたの幸せを願ってきたのよ。だから……」

　ナヴァーラの手がわたしの頭をそっと抱く。彼女の胸の鼓動が耳元で優しく響いている。わたしはそっと彼女の背中に手を伸ばした。彼女を抱きしめると、なぜか懐かしい感じがする。こうやって誰かに甘えるのは、随分と久しぶりだったからだろうか。

「……わたしが望んだら、ナヴァーラは信じてくれるの？」

「ええ」

「それじゃあ、わたしをここから出してほしい」

　ナヴァーラはわたしの肩を持ち、それから今までにないほど真剣な表情で見つめてきた。

「……出て、どうするの？」

「《一つ目の君きみ》に会いに行く」

「え──」

「……さっき、《天てん子し》の血は《大おお獣けもの》を痛めつけることはあっても、殺すことはないって言ったでしょう。牢獄も、本当に殺してしまうような作りだったら、意味がないし」

「確かに《大おお獣けもの》は殺せない。太陽と繫つながった《天てん子し》じゃないと、奇き蹟せきを消すことはできないわ。だけど、ダカン様に傷つけられた《一つ目の君きみ》は既に半月もの間、消息を絶っているのよ？　そんな彼をどうやって見つけるの？　もしも見つけたところで、どうするの？」

「わたしは《一つ目の君きみ》が本当に死んでいないのなら、彼は諦あきらめていないと思うの。スラガヤの滅亡を前にして、地下に隠れているわけがない」

「……まさか、《天てん子し》が襲撃してくる時に会いに行くつもり？」

「そう。きっと《一つ目の君きみ》は外殻に現れる。そこで、必ず彼に会える」

「……でも、そんな確証は……」

「だって、ナヴァーラの目と《一つ目の君きみ》の目はすごく似ていたんだもの。それで思ったの。彼はまだ迷っているかもしれないし、スラガヤの危機を誰よりも分かっているかもしれない。だけど……絶対に逃げ出したりはしないって。もしも街が滅亡するなら、最後までそれを見届けようとするはずだよ。《一つ目の君きみ》はずっとスラガヤのことだけを考えていたんだもの。どうでもいいなんて、思うはずない」

「……それじゃあ、《一つ目の君きみ》が見つかったとして、それで、どうすると？　何か、スラガヤを救う方法はあるの？」

「……それは……分からない。人間と《大おお獣けもの》が手を取り合って、それで何ができるかなんて誰も知らないでしょう？　でも、スラガヤのことを一番に思っていて、皆の想いをまとめられるのは、彼だけだから。スラガヤが一つにならなくちゃって時に、《一つ目の君きみ》がいないなんて考えられない」

「そんな、いくらなんでも甘すぎる！　見通しも何も立たないままで……」

「ねえ、ナヴァーラ」

「……」

「わたしを信じるっていうのは、こういうことなんだよ。……わたしは何も分からないの。できることなんて限られてる。だからわたしは、わたしを信じてくれた人を信じるんだよ。わたしが道を見失わなければ、誰かがわたしも知りえないものを見せてくれる」

「……」

「……わたしを信じてくれる？」

　ナヴァーラの瞳が揺れていた。彼女は目を落として自分の手を見つめ、それからもう一度わたしの顔を見つめる。そしてなぜか、彼女は大きな溜ため息いきを漏らし、笑ったのだ。

「……わかった。今度こそ、あなたを信じる。あなたの望みは、私が叶かなえてみせるわ」




　　　　◇　◇　◇




《一つ目の君きみ》に会うために、何をすべきか。わたしとナヴァーラはそれから長い時間をかけて検討を重ねた。わたしがこの前カリャンと会おうとしたのと同じように、彼を見つけるためには《天てん子し》の襲来を待つ必要がある。わたしは必ず《一つ目の君きみ》が現れると信じてはいたけれど、その機会は一度きり、大きな賭けであることに違いはないのだ。裏町のどこを通って地上に出るのか。そして、どのようにして外殻の天てつ辺ぺんに向かうのか。ナヴァーラは様々な可能性を考慮し、道程を考え、わたしはそれを一つ一つ頭に叩たたき込こんだ。

　そして、ようやくナヴァーラが部屋から出て行った時、わたしはすぐに眠ることにした。これから先、いつ《天てん子し》が襲ってくるかは分からないのだ。その時のためにできる限り体力を取り戻す必要がある。灯りを消して無理にでも身体を休めようとランタンの方へ手を伸ばしたその時、微かに扉が開く音が聞こえた。

「あれ、忘れ物？」

　そう言って振り向いたその先にいたのは、ナヴァーラではない。

　口を固く結び、じっとこちらを見つめるカリャンだった。目の下は赤く腫れ、その表情に潜む険しさは、柔らかな顔立ちの魅力を半減させてしまっている。彼女は昨日のやり取り以来、ずっと部屋に閉じこもり泣き続けていたのだろう。

　カリャンは静かに扉を閉め、部屋の中に入ってきた。そしてわたしの前までやってくると、もう一度、唇をきつく嚙かみしめてこちらを見る。これまで二人の間の中で、こんなに長い沈黙が続いたことはなかったかもしれない。彼女の深刻な眼差しを、わたしは見つめ返すしかなかった。

　ただ、それはわたしにとって、不思議と辛つらいことではなかった。ナヴァーラのおかげで既に、《一つ目の君きみ》を探し出してカリャンの悲しみを取り消すという目途は立っていたし、何よりカリャンの瞳には今やはっきりと、戸惑いの色が浮かんでいたのだ。暗い感情の底に淀よどむのではなく、今のカリャンはただ迷っているだけだと分かる。情けなさとか恥ずかしさとか、そういう感情と戦っているだけの、普段のカリャンだと分かったのだ。

　だから、彼女がぽつりとその言葉を呟いただけで、十分だった。

「……ごめんなさい」

「……うん」

「ごめんなさい、クロア。本当に、ごめんなさい……」

　雛ひな鳥どりが初めて漏らす鳴き声のようにか細い声。わたしが軽く手を広げると、カリャンは迷わずわたしの胸に飛び込んできた。

「……ごめんなさい！　私、クロアに酷いことをいっぱい言ったわ。子供みたいに馬鹿なことを、いっぱい……許してなんて言わないから……何度でも謝るから……ただ……私を……」

　涙に詰まる彼女の言葉を、わたしは何も言わず受け止めた。もともと、言い返したいことは全て、お母さんが言ってくれたのだ。《一つ目の君きみ》がいなくなって、不安になって、寂しくて、そういうカリャンの気持ちは分かっている。どんなに大人びた容姿をしていたって、彼女はわたしと同じ十七歳なのだ。

「……もう、わたしがカリャンを嫌いになるわけないじゃない」

「でも……あんなに酷いことばかり……」

「まあ、ちょっとは悲しかったけど。カリャンは今まで誰にもあんなこと言わなかったでしょう？　でも、それって逆に、わたしだから言ってくれたってことだもんね」

　大切な人を失って取り乱さない人なんていない。カリャンはあれだけの悲しみを抱えていながら、妹にもお母さんにもそれをぶつけようとはしなかったのだ。

「それにさ……わたしはこの前《天てん子し》がやってきた時、どうしてもカリャンと話がしたくて会いに行ったんだよ。辛いことはないのか、悩んでいることはないのか、教えてほしかったの。だから、言いたいことを言っていいんだよ。わたしが自分の聞きたいことだけ聞いていたら、それはカリャンの気持ちじゃないもんね」

　カリャンはふと顔を上げ、真っ赤な瞳を見開くと、また小さくかぶりを振る。

「……私はそんなこと言ってもらえるような人間じゃないわ。だって、今だって卑ひ怯きようだもの。泣いたらクロアが許してくれるって、心のどこかで思ってる。謝る決心が着いたのだって、クロアがあの女の人と話しているのが聞こえたからなの。……本当に《一つ目の君きみ》が生きているかもしれないって……そう思ったから、ようやく……」

「カリャンは少し……考えすぎだよ」

「……え？」

「幼おさな馴な染じみのわたしが、カリャンのそういう面倒なところ、知らないとでも思ってるの？」

　幼い頃から可愛かわいらしく、家族にも街の人にも愛されてきたカリャンは、他人の反応というものをよく知っている。自分がどのようにふるまえば相手からどんなふうに思われるかを知っている。幸か不幸か、そういうところに頭が回ってしまうのだ。自分の行動による恩恵に、いつも罪悪感を抱いている。カリャンは昔からそういう性格なのだと、わたしはよく知っている。

　改めて彼女を強く抱きしめ、二人して大きな寝台の上に倒れ込んだ。すぐ近くに、涙でびしょびしょの、それでも綺き麗れいな幼おさな馴な染じみの顔がある。

「昔はこうやって、同じベッドで眠ったよね。ここのベッドはすごく大きいから、二人でも狭くない」

「……私、お家うちのベッドで並んで寝ていた時も、狭いなんて思ったことないわ」

「それって、わたしがちっちゃいってことでしょう」

「もう、違うわよ……二人で丁度良かったってこと」

　カリャンがわたしの顔に手を伸ばしてきた。細い指先が額の《銀ぎん紋もん》をなぞる。ぴりっとした痛みに一瞬顔を歪ゆがめると、カリャンは慌てて手を引いた。

「……ごめんね。こんなに怪我するくらい、クロアは頑張ってるのに……」

「これはわたしが自分の力量も知らないで奇蹟を使ったせいだもの。自じ業ごう自じ得とくだよ」

「……それでも、また救うつもりなんでしょう？」

「……」

「どんどんクロアが傷ついて……その血の代わりに誰かが救われて……それでクロアは幸せ？　嫌だって思うことはないの？」

「それは……分からないよ」

「分からないって、そんな」

「理由とか、理屈とか、そういうものじゃない気がする。きっと最初は何かあったのかもしれないけどね。カリャンとか家族皆を守りたい、みたいな思いが。でも、もうそんなの当たり前で、わたしはただそういう風に生きるしかないんだって、思うだけ」

「……そっか」

「だから、カリャンが《一つ目の君きみ》と一緒に死にたいって言ったのも、分かる気がする。そういう風にしか生きられないことって、あるんじゃないかなって。そう思ってしまうまでには色んな理由とか状況があるんだろうけど……そんなの、どうでもいいんだよね。カリャンは《一つ目の君きみ》のことが好きなんだもの。仕方ないよ」

「──」

　なぜか突然、カリャンがぱちくりと目を見開き、言葉を失った。それから薄明りの中でも分かるほどに、彼女の顔が真っ赤に燃え上がる。

「す、好きって……そんな、私……」

「あ、別にどういう意味の好きかは知らないけどね。《一つ目の君きみ》に仕える貴族として、大切に思っているってことだとも思うし」

「……あ、う……」

「どうしたの？」

「いや……なんだか知らない間に、クロアがすごく大人になっちゃった気がして……さらっと、好きとか言うんだなあって……」

「だってわたしも《貪どん食しよく》さんを好きだもの」

「──」

　またカリャンがぽかんと口を開ける。そしてなぜか、ますます顔を赤らめて彼女はわたしを見つめた。

「……それは……どういう意味の……好き？」

「うーん……彼と一緒にいるのが、一番幸せって感じかな」

「愛してる……？」

「うん、愛してる」

　カリャンはそれから感嘆するような溜め息を吐いて、わたしをじーっと見つめてきた。火ほ照てった頰ほほと微かすかに浮かぶ微笑が、ようやく彼女らしい美しさを取り戻している。

「……かなわないなあ……クロアには」

「え？　何が？」

　彼女はわたしの問いに答えようとはせず、ゆっくりと瞳を閉じた。そして囁ささやくように言う。

「……本当はね、私、クロアにお願いごとをしようと思ってたの」

「何かしてほしいがことがあるの……？」

「そう。《一つ目の君きみ》を探すのに、私も連れて行ってほしいなって」

「え、うそ」

「ほんとよ。今さっきまで、本当にそう思ってた。でも、やっぱり止めることにした」

「……どうして？」

「それって、クロアを信じないってことだと思ったから」

「……」

「今度こそ、私はクロアを信じないといけないのにね。絶対に、クロアは《一つ目の君きみ》を見つけて、一緒にスラガヤを救ってくれる。それから私に、彼と会わせてくれるでしょう？」

「……うん」

　それからカリャンは目を閉じたまま、そっとわたしの手を握った。

「……私もね、クロアのこと、愛してるから」

「うん」

「信じてる」

「うん」

　それからわたしたちは眠りに就いた。

　小さな子供のように、一つのベッドの上で手を握り合いながら。

　大切な幼おさな馴な染じみの吐息を聞きながら。
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　　　　◆　◆　◆




　目が覚めた時、もはや思考も感覚も全てが深い淵ふちに投げ込まれたかのように空虚だった。確かに夢は終わった。俺は現実に戻り、三百年前に陥った眠りを繰り返すことはなかった。だが、果たしてこの目覚めが《貪どん食しよくの君きみ》の望んだものだったのか、自分には分からない。

　リリアンが《銀ぎん眼がん》をはめられる直前、俺はその場に立ち会ってしまったのだ。ある意味、その瞬間に間に合ってしまった。目を覚ますのがあと一時早ければ、俺は妹を救うことができたのではないか。あるいは、あと一時遅ければ、あの妹の笑みを見つめることにはならなかったのではないか。

　やっぱり俺は、俺のままだ。

　三百年経っても何一つ変わらない。見たくないものを前にして、目を開けていることさえできない。《貪どん食しよくの君きみ》の想いが、今になってじくじくと胸を刺す。

　一方で、皮肉にも身体には一つも痛みを感じなかった。軽く痺しびれるような感覚はあるにせよ、すぐに身体は起こすことができた。俺がいたのは薄暗く、湿った臭においの漂う小部屋。見覚えはない。まだ夢が続いているのではないか、と不安がよぎったその時、不意に鳥肌が立って視線を落とすと違和感の正体に気付く。

　……なぜか、俺は裸だった。一糸もまとわぬ姿で、俺は寝台の上に横たわっていたのだ。リリアン教徒の連中はご丁寧に傷を治し、それから《天てん子し》の血で意識を奪ったのだろう。ただ、その後から今に至るまで、自分の身に何があったのか想像もつかない。

「──あれ、気が付いたんだ。なんだ、結構元気そうだなあ」

　ふと、扉代わりの暖の簾れんを割って、一人の男が部屋に入ってくる。咄とつ嗟さに身構えるも、相手に敵意がないことはすぐに分かった。それに彼は俺を襲おうにも両脇に大きな松まつ葉ば杖づえを抱えている。片足が動かないのか、だらりと地面に垂れているのだ。

「怖い顔するなよ。大丈夫、俺だって。ほら……夜警の広場で知り合った、ラカウだよ」

「……」

「あれ？　もう忘れたのか？　なんだよ、薄情だなあ。恋愛相談にも乗ってやったってのに」

「あ、いや、その……なんだか今、記憶が混乱していて……」

　人のよさそうなその男は寝台に腰を下ろすと、俺の顔をすぐ近くから覗き込んでくる。それから、「へええ」と妙な声を上げた。

「なんだか、ほんとに別人みたいだな。……まあ、《天てん子し》の血のせいかもしれない。俺が見つけた時、服まで全身黒い血が染み込んでいたからな。悪いけど、勝手に脱がして洗ったよ。君が丸一日眠っている間に乾いたけど。ほら、これ」

「……ありがとうございます。でも、どうやって俺を？」

「いや、廃棄場の山に人が倒れてるもんだから、誰かと思ったら君だろ？　最初は目を疑ったよ。幸い怪我はしていないようだけどさ」

「ここはどこなんですか？　裏町ですか」

「ここはリリアン教本部に隣接する雑役所だ。君が倒れていた廃棄場の隣でもある」

「……あなたは、そういう奴隷……なんですか？」

「まあ……本当に忘れているようだから教えてあげるけど、俺は君と同じ夜警の人間で、かつては《一つ目の君きみ》の奴隷だった。家は今も中町だよ。ただ、《天てん子し》との戦いで足を駄目にしちまったから、今はここでちょっとした仕事をしてるんだ。《一つ目の君きみ》が姿を消して、もう随分と経つからな」

　そういえば、クロアから《貪どん食しよくの君きみ》についての話で、夜警という言葉を耳にした気がする。《貪どん食しよくの君きみ》は俺の名前を使って街に紛れ込んでいたのだとか。このラカウという男はその時の知り合いなのだろう。

「──おーい、お湯湧いたぞぉ！」

　部屋の外から野太い声が飛んできて、ラカウは「わかった！」と返事をする。

「まだ体が辛つらいなら寝ていても構わない。ここは仮眠室で、あんまり使うやつもいないんだ。元気なら着替えて、外に来てくれ。お茶くらいなら出せるからさ」

　なんだか信じられないほどの労いたわりに啞あ然ぜんとしてしまう。俺は重ねて礼を言い、心底、こういう人間の優しさが久しぶりのように思われた。過去の記憶も、エルラムでの経験も、全てが暗い感情に染め上げられている。リリアン教徒に受けた仕打ちと比べると、今受けている優しさが噓うそに思えてくるほどだ。

　洗われて綺き麗れいになった服に袖そでを通し部屋を出ると、そこは長細い食堂のような空間となっていた。奥の方には長机に男たちが寄り集まっている。ラカウはすぐに手招きし、隣に座るように促した。すると、男たちの口からどっと明るい声が飛ぶ。

「なんだ坊ぼう主ず、ぴんぴんしてるじゃねえか。俺はてっきり死んでるんだと思ったけどなあ」

「仕方ねえよ。大体黒い血にまみれると、身体が重くなるんだぜ。力が入らなくなっちまう」

「だよなあ。僕も一度腕に零こぼしちゃって、それから三日間、動かせなかったよ」

「おいおい、そりゃてめえの気合が足りないのよお！　腑ふ抜ぬけてんのさ！」

　彼らは突然の訪問者に気づまりする様子もなく、思い思いに言葉を投げ合い笑っている。年齢も雰囲気もばらばらだが、一つ共通していたのは全員が身体のどこかを欠いているということ。白濁した目、肩から先のない腕、顔半分が包帯に巻かれた者や、両足の膝から下がない者もいる。すると、ラカウが俺の前にお茶を差し出しながら耳打ちした。

「……見りゃ分かるだろうけど、俺たちは不具の集まりなんだ。まともな仕事もないから、リリアン教徒に雇われた。《天てん子し》の血を街に塗ってる」

「……街に？」

「そうやって奇き蹟せきの流れを止めることで、街の人間を縛り付けているんだよ。俺たちは街を放浪していても誰も気にかけない。それで、きちんと仕事を果たせば、家族一緒にリリアン様の加護がもらえるってわけだ」

「……たくましいですね」

「あはは。そこは、裏切り者ですねと皮肉を言うところだよ」

　ラカウはそう言って、ぽんと肩を叩く。すると、こちらの会話を聞きつけて、近くに座っていた片腕のない男が溜ため息いきを漏らした。

「ラカウはなあ、真面目過ぎるんだよ。まだこの仕事をうしろめたく思ってやがる。寒空の下歩き回って、街の人間を裏切って、その対価を受け取ることの何が悪いのかって、俺は思うよ。それで家族や自分の命を守れるんだ。裏町に選ばれた他の連中だって同じ穴の貉むじなだ」

　ラカウはそれを聞いて苦笑いを浮かべるばかり。男はその反応が気に食わなかったのか、畳みかけるようにして言う。

「皆、口にしねえけどよ。俺はダカン様ってのは偉いお人だと思うぜ？　俺たちみたいに、《大おお獣けもの》から必要とされないようなやつらにも目を留めてくださった。新しい街の住人に選ばれるってことは、この地下で必要とされているってことだ。俺たちはそれを誇りに思っていい」

　彼が声を張り上げるようにして言ったその言葉に、近くの男たちも首を縦に振った。そして、その中の一人が言葉を継ぐようにして口を開く。

「何があったか知らねえが、坊主もこの地下にいる。そのことは間違いねえ。選ばれた人間なんだ。だから俺たちは助け合うんだよ。リリアン様のご加護は平等に分かち合うべきだ」

　そうだ、そうだ、と合の手が入った。ラカウも口元に笑みを浮かべてはいたが、その瞳には引け目のようなものが絶えず残っていて、心から仲間の言葉に同意しているようには見えない。彼らの言う平等という言葉が、ごく限られたものに過ぎないことを彼は分かっているのだろう。

　ただ、自分にそれを指弾する資格があるかといえば、ないに決まっている。俺はおそらくクロアのおかげで助かったようなものだ。偉いやつが俺を殺すなと部下に命じたから生きているに過ぎない。誰かに必要とされているわけではないのだ。

　ふと、脳裏にあの光景が蘇よみがえった。《銀ぎん眼がん》をはめるため、目をえぐられる妹。やはり三百年前に彼女は死んでしまったのだ。スラガヤにリリアンの逸話が残っているのも、結局俺の知識を持った《貪どん食しよくの君きみ》が広めたに過ぎないのだろう。……となれば、ますます俺が生きる意味が分からない。真実は得た。俺は無力だと分かったのだ。また長い眠りに就いてもいいではないか。そんな思いが少しずつ鎌かま首くびをもたげてくる。

　しかし、突然食堂に背の曲がった男が駆け込んできたかと思うと、思案を断ち切る切迫さでこう叫んだ。

「──おい！　副官が来るぞ！　そいつを隠せ！」

　ラカウはたちまち表情を厳しいものに変えると、

「仮眠室に戻るんだ。布団をかぶっていてくれ」

　と言って俺の背中を押す。俺は仮眠室に入るとランタンの灯りを消し、暗がりの中で布団に潜り込んだ。するとほどなくして敷石を軽快に叩たたく足音が聞こえてくる。

「……ここに、不審な者は来ていませんか」

　冷ややかで抑揚のない女の声。俺たちを捕まえる時にクロアを人質にとった、あの女だ。

「こんな埃ほこり臭くさい穴倉に、やってくる人間なんていませんよ。不審な者と言えば、俺たち、みんな不審に思われてるかもしれませんがね」

　一人が冗談めかして言うけれど、女は何も応えない。やがて足音が響き、どうやら食堂に隣接する部屋を一つ一つ見て回っているらしい。

「ここはむさくるしい男の部屋ばかりですよ。ナヴァーラ様のお目汚しになりますって」

　ラカウの声が聞こえる。そうか、ナヴァーラだ。あいつのせいで俺たちは捕まり、あんな理不尽な暴力を振るわれたのだ。今更ながら、寄ってたかって俺を殴ってきた連中への怒りがこみ上げる。

　闇やみに目を凝らすと、部屋の隅に一本の杖が置いてあった。盲のための杖だろう。俺はそっと手を伸ばし、それを腕に抱え込む。

　それから足音が大きくなり、暖簾が開かれ、仮眠室に明かりがさし込んだ。

「そこの者、顔を見せなさい」

　ナヴァーラの声がかかる。しかし、当然その言葉に従うわけにはいかない。

「ナヴァーラ様、そいつは病に伏せっておりまして……」

　そんなラカウの説明に、相手が耳を貸すわけもなかった。こつり、こつり、とこちらに近づいてくる。三歩、四歩、五歩──間合いに入った。

「──っ！」

　思い切り布団を広げて目をくらまし、そのまま布越しに相手の腹を突く。硬い感触。肋ろつ骨こつに当たってしまったか。しかし、間髪を容いれずに俺は相手に当て身をし、床に押し倒した。首を杖で押さえつけ、動きを止める。こちらが一押しすれば、首の骨を潰つぶすことなど容易たやすいというのに、ナヴァーラの表情は変わらない。平然とこちらを見つめてきた。

「随分と元気な病人ですね」

「あんたの優しい部下が何回も治してくれたからな。悪いが、俺は治癒の奇き蹟せきは使えない。このままあんたの首を潰しても、治してやれないぞ」

「あの者たちは私の部下ではありません。もしも私の命を受けていれば、人の目に付く場所に捨てるようなへまはしないでしょう」

「勝手にあいつらがやったことだと？　だとしたら、随分統率の取れていない集団だな」

「……我々は兵士ではありませんので」

「そうらしい。結局、あんたも人質がなけりゃ手も足も出ないようだ」

　杖をさらに強く押し付けても、ナヴァーラはこちらを見つめ返すばかりだった。兵士ではなかったとしても、この平静は尋常ではないだろう。どこまでも覚悟の決まったような、微み塵じんも揺らぐことのない眼まな差ざしに俺は少したじろいでしまう。

「どうやら、別人のようですね」

「……なんだと？」

「あなたは、私が探していた者ではないようです。てっきり演技でもしているのかと思いましたが、本当に中身が違うとは」

「……」

「《貪どん食しよくの君きみ》は、どこですか」

　ナヴァーラの瞳に失望の色がはっきりと表れる。俺はそれを見て、たちまち腕から力が抜けていくのを感じた。杖を脇に放り、寝台に腰を下ろすと、彼女もゆっくりと身体を起こす。

「……あんたも《貪どん食しよくの君きみ》が必要だってのか」

「あるいは彼ならば、協力してくれると思ったのですが」

「おいおい、そんなことを言っていいのか？　教団も一枚岩じゃないんだな。滅亡の後の利権争いでもするつもりか？」

　こちらの皮肉に対し、ナヴァーラの顔が初めてぴくりと反応する。彼女は不愉快そうに眉を顰ひそめると、溜ため息いきを漏らした。

「……滅亡後、とは、本当に性根から違うようですね。あなたと《貪どん食しよくの君きみ》は」

「……」

「言っておきますが、私はただクロア様の望みを叶えたいだけです。あなたにそのつもりはないようですが」

　彼女は立ち上がり、外がい套とうについた埃ほこりを払うとこちらを冷ややかな目で見下ろしてくる。俺はなぜかその視線に耐え切れず、目をそらし、こう吐き捨てた。

「……どうせ、俺は必要とされていないんだ。《貪どん食しよくの君きみ》じゃなくて悪かったな。あるいは俺を殺せば、お望みの相手が戻ってくるかもしれないぜ」

　すると、しばらくの沈黙の後、ナヴァーラの抑揚のない言葉が部屋に響く。




「あなたを必要としていないのは、あなた自身でしょう」




　彼女は踵きびすを返し、仮眠室を出て行った。俺は彼女の背中を見送ることさえできない。

　しばらくするとラカウが部屋を覗のぞき込こみ、不安げな様子で尋ねてきた。

「……おい、君、大丈夫か？」

「……」

「ナヴァーラ様は君に何の用があったんだ？　少なくとも、君を捕まえるためではなかったようだけど……」

「いや……その……」

「まあいいや。やっぱり聞かないでおくよ。お偉方の考えていることは分からないからな。それより、さっさと家に帰ろう。もう一日以上眠っていて腹も空いているだろ？」

「──家？」

「俺んちだよ。それとも、君、自分の家がどこにあるか覚えているのかい？」

　俺が言葉に詰まると、ラカウはほらな、と肩をすくめる。そして、声を低めて言った。

「頼むから、ここに残るなんて言わないでくれ。……悪く思わないでほしいんだけど、他の連中は君にここから出て行ってほしいんだ。皆、口ではああ言っても、下手なことをして上の機嫌を損ねたくはないからね。元々、ここで匿かくまうのも君が目を覚ますまでの約束だった。ナヴァーラ様が来て、みんな一気にびくびくしてるんだよ」

「……そういうことなら、出ていきますよ。別に恨んだりもしません。でも、あなただけに迷惑をかけるつもりだってない」

「俺んちに来ないっていうのか」

「はい」

「じゃあ、君はどこへ行くんだ？　ごみの山に《天てん子し》の血をかぶって倒れていた君が、まともな居場所を持っているとは思えないけど」

「……」

「俺たちは聖人じゃない。かといって悪人でもない。死にそうなやつがいたら助けるし、困っているやつがいたら手を貸す。ただ、それぞれができる範囲でね」

　ラカウはまた自じ嘲ちようするように口元を歪ゆがめる。それから、ぽんと俺の肩を叩たたいた。

「……俺はさ、リリアン教徒に加担する後ろめたさから逃げたいんだ。そのために友人を助けることくらい、許してくれよ」

　懺ざん悔げとも諦念ともとれない寂しげな笑みを浮かべて彼はそう言った。そしてラカウはこちらの返事も聞かず、部屋を出て行ってしまう。俺は仕方なく、彼の後を追うことにした。

　甘く腐った臭いを放つ廃棄場の横を通り、俺たちは長い通路を進む。外がい套とうをかぶって顔を隠し、何人かのスラガヤ教徒ともすれ違った。クロアたちと別れた分岐点を通り、さらに道をさかのぼる。階段を上り、隘あい路ろを抜け、気が付けば頭上から天井が消えていた。外に出たのだ。閉じかかった街の花か弁べんの隙すき間まから、燃えるように赤い空が覗のぞいている。

　地上を歩きながら、俺はラクサの夕ゆう陽ひを思い出した。全てが血のように赤かったあの日。俺が妹を諦あきらめ、目を閉じてしまったあの瞬間。……ナヴァーラの言うことは正しいのだろう。俺は、自分を必要としていない。今も、昔も、いっそ自分がいなくなった方がいいと思っている。でもリリアンがいない世界で、どうして俺は生きていく必要があるのだろう。どうして《貪どん食しよくの君きみ》は、俺を生かし続けるのだろう──……

「おい、着いたぞ。段差があるから、ぼーっとしてると転ぶからな」

　ラカウの声に意識を引き戻せば、そこには明るい光の漏れる小さな家があった。庭の隅には雪だるまが一つ、不格好ながら木の腕を広げて来客を歓迎している。ラカウが家の扉を開けると、「おかえりー！」と晴れやかな声が響いた。父親を出迎えたのは、《銀ぎん初ぞめ》をするくらいの歳としごろの少女。ラカウに似て、髪の毛が縮れている。

「今日はお客さんがいるんだ。シュルカ、ご挨拶は？」

　父親の身体に隠れて、少女がこちらの様子を窺うかがってきた。「こんばんは」と声をかけると、びくりとして奥の方に逃げてしまう。

「悪いね。人見知りなもんで」

「いえ……突然お邪魔したのは俺の方ですし」

「実は今日の昼間、君が寝ている間に家に帰って、妻に言っておいたんだ。こうなる気がしていたんでね」

　そう言って彼はにやりと笑い、俺を中に招き入れた。

　ラカウの家は決して広いとは言えないものの、いたるところに気配りを感じる造りをしていた。小さな暖炉では燠おきが柔らかな緋ひ色いろに輝き、居間と一体となった台所にはよく磨かれた銅製の調理道具が暖炉の光を映して輝いている。竈かまどの前に立つ奥さんは、こちらと目が合うと柔和な笑みを浮かべた。

「あら、いらっしゃい。もう少しで夕ご飯が出来上がるから、座って待っていてね」

　三人で丁度いい大きさのテーブル。三つだけの椅子。そこに自分が座っていいのかと戸惑っていると、ラカウに無理やり座らされる。それから、彼は陶器の瓶を持ち出し、栓を開けた。

「……君、飲めるかい？」

　白い小皿に薄黄色の液体が注がれる。葡ぶ萄どう酒しゆのようだ。ラカウに合わせて一口で喉のどに流すと、思いのほかまったりとした甘みに舌が痺しびれる。シュルカが「あー、お父さんだけずるーい」と口を尖とがらせるが、ラカウは愉快そうに肩を揺らし、

「客がいないと、こんなもの飲ませてもらえないからね」

　と二杯目を注いだ。しばらくすると、奥さんが大きな鍋をテーブルの上に運んでくる。中に入っていたのは平たい豆と牛肉を木の実と一緒に煮込んだもの。シュルカは久しぶりのお肉に喜び、一方四杯目に進もうとするラカウを奥さんが叱しかった。目の前で繰り広げられるのは、ごく普通の家庭の風景だった。しかし、俺はスープを口に含んだ瞬間、涙が溢れそうになる。空っぽの腹にお酒を入れたせいだろうか。臓ぞう腑ふがしみじみと熱くなって、指の先まで震えている。

　ラカウにとって、今のガファルは全くの他人だ。姿かたちが一緒なだけで、あるいはそのために一層得体の知れない相手だと思ったに違いない。しかし、彼は俺を家に招いてくれた。そして夕食の間、ラカウはこちらの事情は何も聞こうとしなかったのだ。その代りに奥さんとのなれそめや娘との思い出を、少し饒じよう舌ぜつになりながら披露してくれた。その優しさにどれほど救われたことだろう。俺は凝り固まっていた自分の感情が少しずつ解けていくのを感じた。

　食後には、暖炉の前に何枚もの毛布が敷かれ簡易ベッドを作ってもらった。その頃にはシュルカもすっかり俺に慣れて、暖炉の前で一緒に眠ると言い出す。両親に手を引かれ、渋々と寝室の方に向かう彼女を見た時、俺は不意に昔のことを思い出した。

　リリアンが丁度シュルカと同じぐらいの歳としだった頃、俺は自分の部屋で眠り、リリアンは両親と一緒に眠っていた。それで、彼女もシュルカと同じように両親に手を引かれ、寝室に消えていったのだ。まだ俺の家に死の影が近づきもしない、既に遠く霞かすんだ記憶。もしも父親が戦場で命を落とさず、足を失っただけで帰ってきたならば、そして死んだ父の後を追うように母が病に倒れなかったとしたならば、あるいはこの家のような幸福があったのかもしれない。それを恋しくないと言えば噓になる。ただ、それ以上に思うのは、自分と妹の二人だけの生活が、それに劣らぬほど笑いや喜びに満ちていたということだろう。

　我が家の台所は、こんなに綺き麗れいではなかった。だから、俺が一緒に片づけを手伝って、リリアンは几き帳ちよう面めんすぎるのだと溜ため息いきを吐ついた。我が家の暖炉は、こんなに暖かくなかった。だから、二人並んで竈の前で、かじかむ手を温めた。

　あれもまた、俺の幸福だった。

　リリアンがいたから、どんな寂しさも幸福になったのだ。

　三百年前の俺は、一度でも彼女に伝えたのだろうか。お前が俺を想ってくれたのと同じくらい、俺だってお前のことを想っていたと。お前がいなければ、俺はきちんと生きていけない。生きる意味が見つからない。

　俺が俺を必要とすることがあるとすれば、それはやはりリリアンのためだったのだ。

　だというのに俺は、最後の瞬間、目を背けてしまった。彼女に手を伸ばすことを諦あきらめてしまった。その後悔がどんどんと重みを増していき、俺の心臓を押しつぶす。

　しかし、暖炉に残った燠がついに熱を失い、真っ白な灰へと変わったとき、突然寝室の扉が開き、シュルカが顔を出した。

「……どうしたんだ？　眠れないのか？」

　慌てて目元を拭ぬぐって尋ねるが、彼女は何も応えない。そして、なぜか黙って家の扉に向かって指を差した。

「……シュルカ……？」

　何か様子がおかしいのは分かる。ただ、彼女は一言も発することなく、指を差さし、こちらに向かって微笑ほほえんだ。俺は音を立てぬよう、そっと家の扉を開く。

　すると、細い路地の奥に一人の少女が立っていた。その子もまた、こちらを見つめ、どこかを指さしている。こんな夜中に外套も着ていない。その理由は分からずとも、俺が何かに導かれているということは理解できる。これだけの歓迎を受けて、礼も告げずに出ていくことは心苦しい。ただ、それでも俺は今、この導きに従うべきだと直感した。

　俺は暖炉の灰に指で「ありがとうございました」と書き残し、ラカウの家を出た。通りに立っていた少女の前までやってくると、指が示す方向に別の少女がいることに気付く。おそらく街に住む少女であることに間違いはない。ただ、誰も言葉を発することなく、微笑むばかり。俺が通り過ぎると、静かに自分の家へ戻っていくのだ。

　路地を抜け、大通りを走った。既に天井の花か弁べんは閉じており、灯りとなるのは少女たちの身体に刻まれた《銀ぎん紋もん》だけ。なぜか闇やみ夜よの中で、足に刻まれた《銀ぎん紋もん》が輝いているのだ。その微かすかな光を追って、俺は街の中心へとたどり着く。そこからは階段を上へ。スラガヤは《地ち胚はい》の周りに《繁はん花か街がい》と呼ばれる建築群が巻き付いており、俺はどうやらその上へ案内されているようだった。

　ラカウの家を出てからどれほどの時間が経っただろうか。蔦のごとく《繁はん花か街がい》に張り付いた長い階段を登り切ると、突然見覚えのあるところに出た。そこは小さく街にせり出した展望台。俺たちがスラガヤに来た時、竜りゆうが降り立った場所だ。

　もはや少女の姿は見当たらないが、その代り溜ため池いけの奥から淡い光が漏れている。近づいてみると、その周囲だけ《銀ぎん線せん》が輝いていることが分かった。季節にそぐわず青々と茂る下草の隙すき間まから、《銀ぎん線せん》にしては複雑な文様が覗のぞいている。

《仮かり初そめの君きみ》の店の前までやってくると、その中心に人影が見えた。少女たちと同じように《銀ぎん紋もん》が輝いているのだが、その顔には白い仮面がついている。加えて不思議なのは、体つきからしてその人物が少女ではなく少年だということ。彼はそれから突然がくりと膝をつき、思い切り地面に倒れ伏した。

「お、おいっ！」

　慌てて駆け寄り肩をゆすぶると、彼はすぐに意識を取り戻したらしい。「うわっ！」と軽い悲鳴を上げながら、咄嗟に俺を突き飛ばした。

「俺に触んじゃねえ！　……って、あれ？　《貪食》じゃねえか」

　少年は腰元のナイフに伸ばしていた手を止め、こちらを凝視してくる。

「……かと思ったが、お前、《貪食》じゃねえな」

「《貪どん食しよくの君きみ》を知ってるのか」

「知ってるも何もあるか。俺はあいつの……って、もしかしてお前……ガファルか？　ラクサのガファルだろ」

　なぜ俺のことを知っているのか、そんな問いを投げかけるよりも先に、当然の推測が頭をよぎる。《貪どん食しよくの君きみ》と同じような仮面。そして、この場所。

「……あんたが《仮かり初そめの君きみ》か」

「ああ。そうだよ」

《大おお獣けもの》がこんな少年の姿になっているなんて思いもよらなかった。クロアから少しくらい彼の容姿について聞いておくべきだったかもしれない。《仮かり初そめの君きみ》は立ち上がり、俺の後ろに目をやりながら尋ねてくる。

「で、お前がここにいるってことはクロアも帰ってきたんだな。《赤せき泥でいの君きみ》にでも送ってもらったのか？」

「そうだが、クロアたちはたぶん地下だ」

「……ははあ、あいつらに捕まったな？　それで、お前だけ逃げ出せたと」

「ああ、でもそれより、どうして俺のことを知ってるんだ？　俺はあんたと会ったことはないよな？」

「俺は《貪食》から、こういう事態になる可能性をあらかじめ聞いてただけだ。お前自身に何が起きたかは大体予想できる。でも……そうだな、とりあえず何があったか話を聞こう。俺もここへ来る途中急に気を失って、混乱してるんだ。頭を整理しなくちゃならねえ」

　彼は店の方へと歩いていき、こちらに付いてこいと合図をする。だが、俺はその前に一つだけ、どうしても尋ねずにはいられないことがあった。

「……あんたは、本当に《仮かり初そめの君きみ》なのか？」

「どういう意味だよ」

「その血は……どういうことだ」

《仮かり初そめの君きみ》の口元から滲にじんだ血。おそらく、さっき倒れた時に唇を切ったのだろう。雫しずくが顎あごまで伝い、白い肌を汚している。ただ問題は、それが銀色ではなく、赤色だということ。

「……あんたが本当に《大おお獣けもの》だとしたら、どうして赤い血を流す」

　すると彼は顎あごを手で拭ぬぐい、ぺろりと舐なめる。それから、こともなげに言い放った。

「俺は人間だよ」

「なっ……でも、クロアはあんたが人間だとは言わなかったぞ」

「あいつは知らないだけだ。第一、俺が人間だと知っているやつなんて、ほとんどいないがな。《仮かり初そめの君きみ》ってのは、代々この店で《銀ぎん紋もん》の研究を続けてきた称号みたいなもんだ。《大おお獣けもの》ってことにすれば色々と面倒な説明が省けるから、そうしているに過ぎない」

　それから、彼は仮面を外し、その素顔をこちらに晒さらした。

「俺の名前はフェジンだ。八代目の《仮かり初そめの君きみ》をやっている」

　露あらわになった彼の額には《銀ぎん紋もん》が刻まれていた。彼の言葉が本当で、自由に姿を変えられる《大おお獣けもの》ではないのだとしたら、彼は随分と幼い頃に《銀ぎん入いれ》を行ったということになる。そして、それから数十年、少なくともクロアが《仮かり初そめの君きみ》の代替わりを知らないほどには、生き続けているというのか。

「これで満足か？　何でもいいから中で話そうぜ。こんな寒い中、立ち話なんてごめんだ」

《仮かり初そめの君きみ》は白い溜め息を漏らすと店の中に入っていってしまう。俺は絶えず膨らみ続ける疑問を振り払い、彼の後を追った。《仮かり初そめの君きみ》は俺を応接間のような部屋に通すと、熱いお茶と共にお菓子まで出してくれる。一口お茶を飲むと、冷え切っていた身体に血が巡り始めた。

「……それで、あんたは今までどこにいたんだ？　俺たちは一度あんたに会いに来て、ここでリリアン教徒に捕まったんだぞ」

　器を持つ指先が熱でぴりぴりと痺れるようになった頃、俺が再び尋ねると《仮かり初そめの君きみ》は肩をすくめた。

「そりゃ、運が悪かったな。昼間はこんなところ近寄れねえんだよ。大体、俺だって散歩中に襲われたんだ。なんとか逃げたはいいものの、帰ってみれば店にいたクロアの家族は連行済みときた」

「襲われた？　どうして」

「知るか。こっちが聞きたいくらいだよ。あいつら、《天てん子し》の血まで使いやがって……本当に酷いもんだった。それからは《繁はん花か街がい》の廃はい墟きよ暮ぐらしだぜ。夜だけは見張りが来ないんで、帰ってきてるんだが」

　彼はぱくぱくと干し葡萄を口に放り込みお茶を飲み干す。それから、「じゃあ、次は俺が質問する番だ」と、一転鋭い眼差しを向けてきた。

「俺が聞きたいのは、お前がここに来る前からだ。夜明けまでにはまだ時間はあるから、すっかり話してくれよ。そしたら、きっとお前が俺に聞きたいだろうことを教えてやる」

　見た目は十三、四の少年だが、その口ぶりはもはや不服を示す余地を与えない。きっと、あの少女たちによる不可思議な導きも、俺が彼に会うべきという何かの啓示だったのではないか。それから俺は腹をくくり、エルラムで何があったか、夢の中で何があったか、そしてスラガヤに到着してから、まさにこの店に戻ってくるまでの詳細を包み隠さず《仮かり初そめの君きみ》に話したのだった。

　彼はその間質問を挟むこともなく、静かにこちらの説明に耳を傾けていたが、俺が口を閉じると深い溜ため息いきを漏らした。

「……ったく、よりによって俺の代とはなあ」

　それは俺に向けた言葉というよりも、独り言に近いものだったのだろう。《仮かり初そめの君きみ》は突然立ち上がったかと思うと、部屋を出て行ってしまう。そして、鉄製の小箱を抱えて帰ってきた。彼は懐から鍵を取り出し、その箱を開けたのだが、中に入っていたのは一冊の古ぼけた本。

「ほら、これはお前のもんだ」

「……俺？」

「《仮かり初そめの君きみ》はこれを守るためにいるようなもんだからな。たぶん、今のお前なら、ちゃんと読めるだろうさ」

《仮かり初そめの君きみ》に促され、俺はその本の表紙を開いた。そして、そこに記されていた文字を見た瞬間、息が止まる。これを俺は知っている。この端正で、どこか生真面目な文字を俺は知っているのだ。

「これはリリアンの……」

「そうだ。お前の妹が書いた日記だ」

　その時、心臓がどくりと脈を打った。ただし、その血の高ぶりは決して喜びに満ちたものではない。むしろ、戦せん慄りつに近い何かが俺の中心を貫いた。

　なぜなら、最初の頁ページにはこう記されていたからだ。




　──今日、わたしは生き残ってしまった。




　ただ、それだけ。そして紙をめくると、




　──耐えられない。あいつの善意が、わたしを裂く。あいつは兄さんの手で、兄さんの顔で、わたしに手を差し伸べる。それを拒絶され、悲しむあいつの顔もまた、兄さんから奪ったものだ。




　──また失敗した。何度死のうとしても、あいつはわたしの傷を塞ぐ。それによって、どれほどわたしが血を流しているか、あいつは分かっていない。知ったような顔をして、ごめん、と口にする。わたしが殴っても、唾つばを吐きかけても、あいつはただ微笑ほほえみかけてくる。また、兄さんの顔。兄さんの顔。兄さんの顔。




　──毎日のように夢を見る、あいつの声、あいつの瞳。そして、少しずつ兄さんのことを忘れていく。あいつが兄さんを塗りつぶしていく。……逆に、あいつを塗りつぶすにはどうしたらいいのだろう。どうしたら、あいつを兄さんの身体から追い出すことができるのだろう。




　──あいつを街から追放した。二度と、あいつは帰ってこない。




　まるで自分の血でもって書かき綴つづったような悲愴な筆跡。しかも最初の五頁ページは、一枚につき数行の走り書きが添えられているだけだ。まるでどうしようもなく溢あふれてしまった情念を、手近にあった紙で拭ぬぐい取っているかのようだった。余白も裏も使われておらず、紙の汚れや歪ゆがみがそれぞれに異なっている。おそらく最初の五枚は日記として書かれたわけではないのだろう。後半部分と合わせて一冊の本に装丁されているに過ぎない。

　俺はいったん顔を上げ、《仮かり初そめの君きみ》に尋ねた。

「……リリアンは死ななかったのか？　俺は目の前で見たんだぞ？」

「お前が見たのは、《銀ぎん眼がん》をはめる直前だろ。ちゃんと続きを読めって。本人が書いてる」

「あんたもこれを読んだのか」

「万が一それを紛失しても大丈夫なように全部暗記してんだよ。代々、そうやってきた」

《仮かり初そめの君きみ》はもう質問には答えないとでも言うように、腕を組んで目を閉じる。俺はそれから、日記の続きに目を落とした。それは少しだけ冷静さを取り戻した筆致で、ラクサで何があり、それからリリアンがどうなったか、その回想を記したものだった──……
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　その夜、わたしは夢を見た。

　それは一人の少女の記憶。

　死にたくても死ぬことのできなかった、滅びの季節を生き延びてしまった少女の想い。

　彼女は滅びゆく街で、自分の兄を守るため生いけ贄にえになることを決心した。それは兄のためでもあったけれど、自分のためでもあった。街全体が破は綻たんを迎えていたことに、彼女は我慢が出来なかったのだ。敗者が人ではない怪物にさせられる闘技大会も、それに熱狂する人々も、そしてそこへ大切な兄を送り出し、無事の帰還を待ち続ける日々も、全てが耐えがたかった。

　そんな彼女に、ある日死ぬための題目が与えられた。闘技大会で負けた兄の身代わり。ようやくこの苦しみから解放される。兄を守るという目的の上に、ようやく自分は自由になれる。己を滅びの中に投じて、消えてしまうことができる。

　兄は彼女を助けに来たけれど、彼はあと少しのところで足を止めた。

　少女は寂しいような、嬉しいような、ただ深い安あん堵どを覚えて、銀の眼を受け入れようとした。

　しかし、彼女は見たのだ。

　足を止めたはずの兄が地を蹴った。全てを諦めたはずの兄が再び動き出した。彼は人を蹴け散ちらし、少女を抱えた。そして街を逃げ始める。

　気付いた時には、もはや彼は少女の兄ではなくなっていた。何か別の魂が乗り移ったかのように、必死に少女を守ろうとしたのだ。追手に囲まれ、いよいよ二人一緒に殺されると思った時、その兄の形をした青年は自分の左目を引き抜き、《銀ぎん眼がん》をはめた。そして《大おお獣けもの》となった彼は少女を別の街へ、咲きほころんだばかりの新しい街へ運んだのだ。

　少女は絶望した。彼女にとっては全てが宙づりにされてしまったからだ。兄との生活も、死の自由も許されず、少女は生き延びてしまった。しかも最愛の兄を、別の魂に奪われて。

　もとより彼女はその予感があったのだ。いつからか兄の身体に誰かが入り込んでいることに気付いていた。そしてラクサを飛び出した時、少女にとって兄の喪失は決定的となった。もう彼に会うことはできないだろう。ならば、その上生きることに何の意味があるというのか。

　少女は自傷を繰り返し、そのたびに奇き蹟せきの力で《大おお獣けもの》が彼女を癒す。彼は決して死ぬことを許してくれない。どれほど手酷い仕打ちを与えようと、残酷なほどの優しさで彼女をいたわり続けてくる。

　その生活に少女は耐え切れず、とうとう《大おお獣けもの》に対し、一つの提案をしたのだ。

　自殺を止やめるから、その代わり、街から出て行ってくれ、と。
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「──ほんと、わがままな妹だろ」

　あまりのリリアンの身勝手さに思わず日記を閉じた時、《仮かり初そめの君きみ》が声をかけてきた。しかし俺は彼女を弁護する気もなければ、ましてやその資格さえない。唐突に突きつけられた事実を吞のみ込こむだけで精一杯だった。

「……結局、全部俺のせいってことじゃないか」

「全部ってことはねえだろうが、《貪食》がお前ら兄妹の尻しり拭ぬぐいをしたってのは間違いないな」

「どうして彼は……こんな扱いをされてまで……」

「まあ、俺もほんとおかしなやつだと思うぜ。でも、あいつはそういう性分なんだよ。何かに必死になっている人間がいたら、それを手助けしちまうんだ。それにリリアンは自分にとっても妹のようなものなんだって、よく言ってる」

「……」

「とはいえ、どんな理由があろうが、リリアンがお前の命を救おうとした事実は変わらないし、生き残った後も、お前のことだけを考えていたのは確かだ。その想いを《貪食》は汲んだってことだろう。……大体、お前はまだ、リリアンとあいつの関係の結末を知らない」

「……結末？」

「いいから続きを読めって」
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《大おお獣けもの》を追い出すと、少女の心にわずかばかりの平穏が訪れた。

　着々と開発の進む活気あふれる街の空気が、ふさぎ込んでいた彼女に新鮮な風を送り込んだ。そして、少女は《銀入れ》の仕事を始める。

　最初は、どうすれば兄の魂を《大おお獣けもの》から引きはがせるか、そんな妄もう執しゆうから始まって、しかし時が経つにつれ、彼女の中で《大おお獣けもの》に対する憎しみは少しずつ薄れていった。むしろ募ったのは、兄と再会するという希望。しかし《大おお獣けもの》になった兄の身体が永遠とも呼べる時間を生きる一方、自分はどうやって生き続けるのか。あれほど死にたいと思っていた彼女が、いつの間にか死にたくないと願うようになったのだ。数十年、数百年後にも自分の魂の一部が残っていたとしたら。いい加減眠るのにも飽きた兄が目を覚まし、自分は彼の手を握れるのではないか。

　研究を進めるうちに、少女は《銀ぎん紋もん》と形の関係を知ることになる。この世では魂が全ての形を決定する。老いや死に抗あらがうには、それほど多くの魂──《銀ぎん紋もん》があればいい。

　しかし、少女は自分が《大おお獣けもの》になるという危険を冒すつもりはなかった。そうではなく、彼女が望んだのは逆のこと。魂と形が不可分であるならば、魂を保存するためには、形が保存されればいい。

　そこから始まったのは果てしない実験。少女は街の娘たちに、できる限り自分と同じ《銀ぎん紋もん》を刻み始めたのだ。つまり、身体に刻まれた魂──《銀ぎん紋もん》の形を同じにすれば、ある程度自分の魂の複製が作れるのではないか。

　しかし彼女自身、思い通りに事が運ぶとは思っていなかった。全ては心のどこかに残した願掛けのようなもの。兄に会うという夢を見ながら、彼女は少しずつ日常を取り戻していこうとしただけだった。

　事実、魂の複製など一度も成功はしなかったのだ。少女は昏こん睡すい状態の少女奴隷と出会い、全身に自分と同じ《銀ぎん紋もん》を刻んだこともあった。人助けが半分、ちょっとした期待が半分だ。そして、結果はいつもと変わらない。その少女奴隷はその少女奴隷として育った。兄を求めた自分とは別の魂。彼女は全身に《銀ぎん紋もん》を刻んだ少女奴隷を自分の娘として家に迎え入れ、それ以来、自分の過去の記憶に心を乱されることもなくなっていく。

　それから穏やかな月日が経ち、少女だった女性は老いを感じ始めた。全身に《銀入れ》をしていたために、姿としては若いものの、それでも自身の器の限界を感じ始めていたのだ。

　そんな折、開花から五十年を迎えようとしていた街では、不思議なことが起き始めた。なぜか街では知られていないはずの聖女の伝説──かつて女性が兄から聞かされたおとぎ話が、奴隷を中心に広まっていたのだ。女性は兄の作り話を誰かに話したことはなかった。しかし、自分の娘に聞くと、彼女もまたその伝説をよく覚えているというのだ。

　魂の模倣。

　その試みの結果がそれだった。あるいは、数十年経って、本当に魂の欠片かけらが紛れ込んでいたのか。女性には確かめようもなかったけれど、ただ自分が忘れかけていた物語を他人の口から聞くのが面白く、彼女は伝説をまとめて一冊の本にした。そして、その途中に思いがけない再会を果たす。

　人間を食べてしまう蛇の《大おお獣けもの》と聖女の物語。

　それは女性が聞いたことのない話だった。人間を食べ、聖女を騙だまして近づいた《大おお獣けもの》は、物語の最後、彼女と共に《天てん子し》と戦い、彼女を守る。しかし白い蛇の姿を見せたために正体が皆にばれてしまうのだ。そして、《大おお獣けもの》は聖女に別れを告げられぬまま街を追放され、一人で野原に帰ってゆく。

　それは女性が聞いたことのない話であり、誰よりもよく覚えている事実だった。その主人公はまさに彼女自身だったのだ。彼女の記憶が兄から聞いた物語と混じり合い、奴隷たちの間に広まっていた。

　そうして、ようやく老いた女性は自分がかつて行った非道を思い出し、自分の魂に染しみ付ついていた記憶と向き合うことになる。彼女は最後に一度、あの《大おお獣けもの》に謝りたいと考えた。しかし、彼はどこにいるかも、果たして生きているのかも分からない。そんな時、彼女の背中を押したのは、彼女の娘だった。間違ったことをしてしまったのなら謝ればいい。どんなに遅くても、謝らないよりはずっとましだと、娘は母に諭さとしたのだ。

　母娘二人は街を出た。獣から逃げたり、滅びた街の民の生き残りに助けられたり、最後にはとうとうあの《大おお獣けもの》を見つけ出した。そして、朽くち果てた塔で彼は二人を歓迎し、温かい牛乳をもてなしてくれたのだった。

　それから、女性はかつての謝罪と共に、若き兄の姿を留める《大おお獣けもの》に頼みごとをした。

　自分が死んだのならば、遺灰と共に残る《銀ぎん紋もん》は、自分たちの家の前に《銀ぎん線せん》として刻んではくれないか。わたしの魂の一部、ほんのわずかな名残でいい。街が一望できるあの場所で、寝坊をした兄が来るのを夢見たいのだ──……
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　俺は日記を最後まで読み終えた時、すぐさま部屋を飛び出していた。店を出て、敷石に触れる。いまだに淡い輝きを放つ複雑な《銀ぎん線せん》。その繊細な銀の網を指でなぞると、たちまち涙が零れ落ちた。

「……っ」

　どれほど迷惑で、どれほど身勝手な妹だったのだろう。手を差し伸べてくれる者を傷つけて、追い出して、最後にまだ頼みごとをするなんて。ただ、自分だけは、俺だけはそれを責めることなんてできない。彼女は、三百年も眠り続けた情けない兄を、ずっとここで待っていてくれたのだから。

　魂は、確かに残ったのだ。

　俺を導いてくれた少女たち、あれもまた彼女の魂の似姿ではないのか。《仮かり初そめの君きみ》とはリリアンから続く、《銀入れ》の技術者に違いない。その技術は娘へと受け継がれ、あるいは弟子へと、そうして八代もの間、少しずつリリアンの魂の形をこの街に増やしていった。その想いは確かに、この俺まで届いたのだ。

「──なあ、分かるか？　この周辺、すごい草だろ。一年中こうなんだ」

　気づけば《仮かり初そめの君きみ》が隣に立ち、こちらを見下ろしていた。彼は驚くほど柔らかな笑みと共に、光り輝くリリアンの《銀ぎん線せん》を見つめる。

「これは初代……つまりはリリアンの娘が話していたことらしいんだが、お前の妹は一年の内で夏が一番好きだった。だからこれは──」

「あいつはここに、生きてるってことだろ？　俺だって分かるさ。俺はあいつの兄なんだから」

　夏のラクサ。むせるほどの草いきれに埋もれて、リリアンと空を眺めたあの時間。俺があの幸福の中で眠っていたように、妹もまた同じ夏を思い出し、三百年を過ごしてきたのだろうか。

「しかし、本当に願いが叶かなうなんてなあ。これで《貪食》も満足だろう」

「あんたと《貪どん食しよくの君きみ》は、ずっと俺を待っていたのか？」

「俺はまあ……自分の師匠から頼まれた仕事を続けていただけだ。本当にリリアンのことを思っていたのは、初代と《貪食》ぐらいだろ」

　俺は自分の手を見て、思う。もう一度俺に会いたいというリリアンの願い。それだけでは俺はここまでたどり着かなかった。夢を見て、過去を思い出して、この身体をもう一度預けられて、俺はここに立っているのだ。《貪どん食しよくの君きみ》は自分の願いを押し殺してでも、俺とリリアンの願いを叶えてくれたのだ。

　身勝手だったのは妹だけじゃない。兄妹揃そろって、俺たちは《貪どん食しよくの君きみ》に甘えたのだ。

「なあ、一つ聞きたいんだが──」

　俺が立ち上がり、《仮かり初そめの君きみ》に尋ねようとした丁度その時だった。

　突然、周囲が燃えるように白く輝いた。目の奥が痺しびれるほどの光。頭上を仰げば、街の天井を覆う花か弁べんに亀裂が入っている。そこから差し込む陽光は、一番にこのリリアンが眠る庭を照らし出していた。

「夜明けだな」

《仮かり初そめの君きみ》はそう言って、ふらりと溜ため池いけの方へ歩き出す。彼と共に展望台まで出ると、そこからは街の目覚めを意味する銀色の血脈が一望できた。街の外殻が花開き、曇りのない氷を積み上げたような青空が広がってゆく。

　そして花びらの先端に太陽が現れた時、《仮かり初そめの君きみ》は大きな溜ため息いきを一つ漏らした。

「……太陽が暗いな」

　俺の目にも分かるほどの黒い陰り。

　太陽から滲にじむ血のような、《天てん子し》襲来の宣告が見える。

「──いよいよ、スラガヤの最後の日か」

《仮かり初そめの君きみ》の冗談めかした言葉に反し、彼の口元には笑みが浮かんでいない。しかも、不意に目を細めたかと思うと、彼は欄らん干かんに身を乗り出し、街の外を凝視した。

「おいおい、何だあれ！」

　彼の視線の先にあったのは、巨大な森。街の外殻をも超えるのではないかと思われる巨木の群れが、少しずつ、しかし確実にこちらに向かって歩いてきている。そして、その森から一つの影が飛び出した。その影は猛烈な勢いで空を飛び、スラガヤの外殻に着地すると凄まじい咆ほう哮こうを放つ。

　頭に立派な木の枝を生やした巨大な竜。間違いなく《赤せき泥でいの君きみ》の月げつ桂けい竜りゆうだ。

「《赤せき泥でい》の《銀ぎん隷れい》か！　……あいつ、こんな時に妙なもん呼び寄せやがって。場合によっちゃ、《天てん子し》に襲われる前にスラガヤがぶっ壊されるぞ！」

　やがて街のいたるところから緊急を知らせる早鐘が響き始めた。あれほど静まり返っていたスラガヤが、一瞬にして喧けん騒そうに吞のみ込こまれる。あんな竜の怒りを耳にしたら、誰しも身の危険を覚えることだろう。巨大な月桂竜は一度森の群れへと戻っていったが、人々はやがて太陽の暗さにも気付く。街の死が、目と耳に、はっきりと刻まれたのだ。

「……で、お前はこれからどうする。逃げ場はねえぞ。教団の連中はすぐに裏町への入り口を封鎖するだろう。俺は《繁はん花か街がい》の廃はい墟きよ地区に行くが、お前も来るか」

「そこへ行って、どうするんだ？」

「身寄りのない奴隷たちを避難させてるんだ。どうせ《天てん子し》が《地ち胚はい》に着くとなりゃ、スラガヤは終わったも同然だ。なら、最後まで戦場にならない場所に隠れるしかねえだろ」

　確かに《天てん子し》が街の中に侵入した場合、最後の砦とりでとなるのは《地ち胚はい》の周囲となる。戦う術を持たない人々をそこに案内すれば、少しは被害を減らすことができるかもしれない。……しかし、果たしてそれは俺がしなければならないことなのだろうか。俺が今、できることは何なのか。

「……クロアはどうすると思う？」

「おい、あいつの護衛にでも行くつもりか？　悪いことは言わねえ。やめておけ。そりゃ、あいつは《天てん子し》と戦うなりなんなりするだろうが、そんなものに付き合ったら命が何個あったって足りねえぞ」

「……そうだよな、足りないんだ。俺の命じゃ、足りない」

「は？」

「でも、《貪どん食しよくの君きみ》だったら、《大おお獣けもの》の命だったら足りるんだ」

「……」

「《貪どん食しよくの君きみ》を目覚めさせる方法を教えてくれ」

《仮かり初そめの君きみ》の表情が固まる。けれど、こちらも譲る気はない。正面から見つめ返すと、彼はありえない、とでもいうように頭を振った。

「なんでだよ。折角あいつのおかげで生き返って、妹と再会できたんじゃねえか。あいつはお前に身体を返してほしいだなんて思っちゃいねえ。お前が生きていても恨んだりはしねえよ」

「でも、この街が滅ぶんだとしたら意味はないだろ。リリアンはもう、スラガヤの一部になったんだ。それを守れないのなら、生きていたって意味はない」

「けどなあ……」

「それに、俺自身が守るべきものは、実際もう何もないんだ。俺はラクサを守れなかったし、妹を守れなかった。二つとも失ってしまった。そのことは、たとえスラガヤを守ったところで変わりはしない」

「……」

「この街を救いたいと一番に思っている人間がいるとしたら、それはきっとクロアだ。そのクロアを助けられるのは、俺じゃなくて《貪どん食しよくの君きみ》なんだ。だけど、その《貪どん食しよくの君きみ》を助けられるのは、俺しかいないんだよ」

　三百年、俺たち兄妹がかけ続けた迷惑の礼を、するべき時が来ただけのこと。

　俺はもう一度、目を閉じるのだ。ただし、それは自分のことを諦あきらめるからじゃない。現実から逃れるためでもない。

　今を生きている者たちを信じるために。

　彼らの願いのために、俺は目を閉じるのだ。




「──今日は絶対に、最後の日にはならないよ」
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　夢から覚めた時、わたしの前には同じく目覚めたばかりのカリャンの顔があった。なぜかその瞳からは涙が零れていて、気付けば自分の顔も涙で濡ぬれている。

「……なんだか、不思議な夢を見て……」

　顔を拭ぬぐいながらカリャンがそう呟つぶやいた。……リリアンの魂がわたしにも、彼女にも残っているのだろう。それは《銀ぎん紋もん》の形からか、あるいは街に染み込んだ魂が少しずつわたしたちにも染み込んだからか。

　今やわたしは《貪どん食しよく》さんの過去を知ったのだ。ガファルさんとリリアンと彼を結ぶ、遠い過去を知ることができた。

　妹は兄を想い続けた。そして二人を想い続けた《大おお獣けもの》がいた。

　言ってしまえば、それに尽きるのだろう。リリアンが《貪どん食しよく》さんに酷いことをしたのは事実だけれど、そうさせるほどの彼女の愛情は理解できる。《貪どん食しよく》さんが兄妹の間に入り込む余地はなかった。それでも彼は相変わらずの優しさで、二人のために生きていたのだ。それに、三百年前、《貪どん食しよく》さんが寂しい思いをしたのなら、その代わりに今、わたしが彼を愛せばいい。スラガヤの滅亡を乗り越えて、どうにかして彼に会うのだ。そのためにも、わたしは絶対にこの街を救わなければならない。

　それから突然、カンカンカン、と鐘の音が鳴り響いた。

「警報だね」

「……昨日謝っておいて、よかったわ」

　カリャンはそう言って微笑んだけれど、その瞳にはありありと不安の色が浮かんでいる。

　わたしは「大丈夫だよ」とだけ答えて、身体を起こした。寝間着を脱ぎ、外に出るための身支度を始める。カリャンもわたしの髪を梳とかし、靴くつ紐ひもを素早く結んでくれた。厚手の外がい套とうを羽織ったら準備完了。音をたてぬように居間へ出ると、そこには既にナヴァーラの姿がある。

　カリャンは最後に思い切りわたしを抱きしめ、囁ささやいた。

「……いってらっしゃい」

「いってきます」

　そして、ナヴァーラの先導でわたしはリリアン教団の館を進み始めた。《天てん子し》襲来に応じて手薄になった廊下を駆け抜け、選ばれた者たちの居住区を通る。ひと気のないその道を通りながら驚いたのは、居住区として用意された敷しき地ちが想像以上に広大だということだった。店の集まる地区や一人用の小さな部屋までも用意された集合居住区、農地や溜ため池いけなども用意され、それはどれも綺き麗れいに整備された《銀ぎん線せん》の加護を受けている。こういったものを見ると、ダカンが目もく論ろんでいた計画も単なる虚飾ではなかったのだと分かる。たとえ小規模であっても、確実な幸福を作るための確実な仕組みが裏町の一角に築き上げられていたのだ。

　しかし、緊急用の脱出路を通り、地上の中町に出た途端、わたしたちはそれまでの完成された世界から、荒れ狂う現実に引き戻された。人々は逃げ惑い、封じられた裏町への扉を何とか押し破ろうと躍起になり、苛いら立だちの高まりと共にお互いを罵り始める。喧けん騒そうに驚き、泣き始めた子供を母親が殴りつける様を偶然見てしまい、わたしはますます足を速めた。一刻も早くこの状況を脱さなければ、取り返しのつかないことになってしまう。スラガヤが憎悪と恐怖に吞み込まれてしまう。

　東の空には黒い染みを浮かべた太陽がスラガヤを見下ろしていた。わたしたちは顔を隠しながら雑踏の中をかいくぐり、《繁はん花か街がい》を目指す。ある程度近づくと、突然ナヴァーラがわたしを片腕で抱きかかえ、細い銀の縄を《吊つり箱》用の《銀ぎん線せん》に絡みつけて飛び上がった。

「舌を嚙かまないように。少し急ぐわよ」

《銀ぎん線せん》から《銀ぎん線せん》へ。時には《繁はん花か街がい》から突き出した露台などに飛び移り、わたしたちは一気に上層部を目指していく。やがて外殻の向こう側に巨大な森が見え始めた。既に戦場に立ち並ぶ《銀柱》の境界線を越え、目にも分かるほどの速さでスラガヤへ接近しつつある。

「《赤せき泥でいの君きみ》は実に見事な《大おお獣けもの》ね」

　ナヴァーラがわたしの視線に気づき、そんなことを呟つぶやいた。前線を進む樹木兵の軍団と、地面に広がる生きた《銀ぎん線せん》の群生。そしてその背後に控えるのは巨大な竜とそれより大きさは劣るものの、百はくだらないと思われる《赤せき泥でいの君きみ》の《銀ぎん隷れい》たちだ。

「……あの《銀ぎん隷れい》たちが味方になってくれたら、いいんだけど」

　わたしがそう零すと、ナヴァーラは固い表情のまま呟つぶやいた。

「ある意味、ダカン様は同じことを考えているのでしょうね。《天てん子し》と《銀ぎん隷れい》を共食いさせるつもりなのだと思う」

「……どうして最初から協力を頼もうとしなかったのかな。確かに《赤せき泥でいの君きみ》は人間が嫌いだって言うし、そう簡単に助けてくれるとは思わないけど……交渉を試してもみないだなんて」

「あの方は《大おお獣けもの》を憎んでいるから」

「……」

「……私は、その思いが分からなくもないの」

　そういうナヴァーラは複雑そうな表情で微笑ほほえんだ。今でこそ、彼女はこうしてわたしを手助けしてくれているけれど、元々はダカンと一緒に行動してきたのだ。しかも、わたしの監視という役職は、それなりに彼の信頼があったからに違いない。

「でも、リリアン教徒の人って、皆すごく優秀でしょう？　こういう状況になる前は、《大おお獣けもの》の下で立派に働いていたんだよね？　あの人だって二番隊の隊長で、それは《一つ目の君きみ》に認められていたってことだと思うんだけど」

「……そうね。だからこそ、私たちは自分に噓うそを吐つき続けてきたのかもしれない」

「……噓？」

「《大おお獣けもの》からの奴隷解放なんて建前に過ぎなかった、ということよ。そんな理想よりももっと深いところにある感情が、私たちを突き動かしていた。私はそれをあなたによって塗り替えられたけれど、ダカン様はそうじゃなかった」

「どういうこと……？」

　曖あい昧まいな物言いにわたしが首をひねっても、彼女はそれ以上答えてはくれなかった。それから、ぐんと上昇の速度を増す。

「優秀な部下たちね。もう見つかってしまったわ」

　目を下にやれば、ナヴァーラと同じように綱を利用して《繁はん花か街がい》を登ってくる人影が複数。わたしを抱えている分、どうしてもナヴァーラの移動は慎重になっているのだろう。その距離は少しずつ詰められていく。

「予定よりも早いけれど、二手に分かれましょう。おそらく、向こうもこちらの思惑には気付いているはず。頂上に先回りされては意味がないわ。私がここで足止めする」

「……分かった」

「私も追手を処理できれば後を追うけれど、期待はしないで。それよりも、とにかくあなたは早く外殻へ」

　ナヴァーラは小さな露台に着地したかと思うと、素早くわたしを奥へと突き飛ばした。彼女はすぐさま飛び上がり、姿を消す。わたしも彼女の無事を心配する余裕はない。すぐに立ち上がって、駆けだした。

　長い年月をかけ、数多くの建物が年輪を作るようにして拡大した《繁はん花か街がい》は、それだけ道も複雑に入り組んでいる。わたしは階段を駆けのぼり、少しずつ《繁はん花か街がい》の上層を目指した。ナヴァーラによれば、貴族の《吊つり箱》はまだ使うことができるらしい。それに乗って外殻を目指すというのが彼女の計画だった。わたしは《枯れ花》地区を通って外殻のそり断つ壁を登る方が早いと言ったのだけれど、彼女は首を縦には振らなかった。それではナヴァーラがわたしから離れることができないというのだ。もしもナヴァーラが一人で足止めをし続け、わたしが一人で進むことになったとしても、《吊つり箱》を利用する方には可能性が残るという。

　わたしはダカンがここに至ってまで、なおもわたしを捕まえようとする意味がないと思っている。「聖女のクロア」はいくらでもいるのだ。さすがの彼だって呆れてわたしを放置するのではないか──そう思っていたのだけれど。

「……どうしてこんなに追手がいるのかな」

　ナヴァーラの予想は当たっていたどころか、むしろそれ以上だった。できる限り人の使わない道を想定して順路を覚えてきたものの、上層部へと続く階段はさすがに数が絞られる。その階段のほとんどにリリアン教徒の見張りが既に来ており、わたしを探していたのだ。予定にはなかった道を通り、階段とは言えないような傾斜をよじ登って、わたしはなんとか前進を続けた。そして、貴族の館がある上層部にまで到達したのはいいものの、ここで大きな問題に直面する。貴族の館の入り口にも、先回りされてしまっていたのだ。

　貴族専用の《吊つり箱》に乗るためには、館に踏み込まざるを得ない。しかし、その唯一の経路である小さな隠し玄関の前には、腰に銀の縄を提げた三人の人影が見えた。

　わたしは自分の手を見つめ、ふつふつと湧き上がる不安を打ち消そうとする。……三人なら、大丈夫だろうか。自分の奇き蹟せきに、この身体が耐えられるのか。《銀ぎん紋もん》を縁ふち取どる痣あざは、全く治癒する気配がない。もしかしたら、わたしはこの冬の間に、数十年以上の寿命を消費してしまったかもしれない。うまく力を使えたとしても、意識を失うことはないか。歩けなくなるなんてことにはならないか。嫌な想像はいくらでも頭に浮かぶけれど、こんなところで立ち止まるわけにはいかなかった。ナヴァーラの援護を待っている余裕はない。

　わたしは覚悟を決めて通りから飛び出す。三人の姿が近づいて、正面から彼らと視線が合って──しかし、その直前、突如身体を横に引きたおされた。慌てて拘束から逃れようとすると、押し殺した少年の声が耳元で囁ささやく。

「暴れんじゃねえよ！　俺だっての！」

《仮かり初そめの君きみ》が、わたしを物陰に引きずり込んだのだ。思わず口を開こうとすると、彼は指で黙れ、と制止してくる。

「下の方でリリアン教徒たちが派手にやりあってるし、《繁はん花か街がい》でやつらをうじゃうじゃ見かけたから、まさかと思ってきたんだ。……ところでお前、《貪どん食しよく》には会ったか？」

「え……？」

　そういえば、《仮かり初そめの君きみ》はこの前の《天てん子し》襲撃以来、《貪どん食しよく》さんに会っていない。だから、彼は今、ガファルさんの眠っていることを知らないのだ。そう思って事情を説明しようとすると、なぜか相手の方から、彼の名前が出てくる。

「その反応を見る限り、ガファルはまだってことか」

「……どうしてガファルさんを知ってるの？」

「まあ色々あってな。詳しい話をしてる暇はねえ。お前が知っておくべきなのは、今、あいつは《貪食》に身体をもう一度譲ろうとしているってことだ。もしこれから先あいつに会ったとしたら、それはもうガファルじゃない。《貪どん食しよく》だ」

「え、でも、それって──」

「お前の言いたいことは分かる。だが、もうあいつが決めたことだ。それはお前のためでもある。この状況でお前の力になれるのは《貪どん食しよく》だけだと、あいつが言ったんだ。あいつは必ず《貪どん食しよく》を目覚めさせるだろう。……それで、お前がするべきことはなんだ？」

「……外殻に行って、《一つ目の君きみ》に会おうと思ったの。協力してくれる《大おお獣けもの》がいるとしたら、彼だけだと思って」

「だろうな。そのためには、貴族の《吊つり箱》に乗る必要がある。しかし、門の前には見張りがいて、館に入れない。そうだろ？」

「うん」

「そのために、俺がここにいるってわけだ」

「──そっか、《仮かり初そめの君きみ》がわたしを外殻まで運んでくれれば」

「それは無理だ」

「え」

「俺は空を飛べやしない。そもそも物騒な場所では役に立たねえ。他にやることもある」

「……」

「だけど、お前を《吊つり箱》にまで連れていくことはできる。……寒いだろうが、その外がい套とう、俺に渡せ」

「囮おとりになるってこと？」

「分かってるなら話が早い。それから先は、お前がどうにかしろ」

《仮かり初そめの君きみ》の声音には有無を言わせぬ迫力があった。わたしは素直に外套を脱ぎ、彼に渡す。《仮かり初そめの君きみ》はわたしとほとんど背丈が変わらないから、外套で顔を隠してしまえば変装も簡単だ。

　そして、いざ通りに出ようとすると、窓からするりと緑の影。小さな月げつ桂けい竜りゆうがわたしの肩に降り立った。

「ロー君？　どうしてこんなところに？」

　彼は《仮かり初そめの君きみ》の店で別れたきりだったはず。てっきり、スラガヤを襲う《銀ぎん隷れい》の一団のもとに戻っていたと思っていたのに。

「そいつは俺の店でお前のことを待ってたんだよ。それを偶然見つけて、安全なところに匿かくまってたんだ。──それで、見張りは三人で間違いないんだな？」

《仮かり初そめの君きみ》に問われ、ロー君がキュエーと小さな声で答える。わたしは彼の頭をそっと撫なで、その滑らかな額に指を滑らせた。

「……いいの、ロー君？　こんなところにいて」

　こくり、と首を縦に振る彼を代弁するように、《仮かり初そめの君きみ》が一つ溜ため息いきを漏らす。

「もうそいつは独り立ちしたんだろ。自分のやりたいことは、自分で決めてるんだ」

「……そっか」

「俺たちも、やるべきことをやろう」

「うん」

　貴族の館の隠し玄関が見えるところまで戻ってきて、わたしはロー君と共にじっと息を潜めた。《仮かり初そめの君きみ》は裏手を回り、反対側へ。しばらくすると、見張りの一人が物陰に隠れた《仮かり初そめの君きみ》に気付く。

「おい！　あそこだ！」

　その声と共に、三人が一斉に駆け出した。通りの曲がり角に、三人の姿が消えるのを確認したら、わたしも一目散に走り出す。隠し扉は大人が腰をかがめなければ通れないほどの小ささで、外側に錠前のようなものは見えなかった。押してみると扉は音もなく開く。そして隠し扉の向こうに広がっていたのは、高い壁に囲まれた庭園だった。天井には明るい光を放つ六角模様の水晶がちりばめられ、その光を浴びて慎ましやかな草花が伸びている。外から見ていた館の壁は庭を取り囲む塀であって、その塀の中に庭があり、庭の中に本当の貴族の館があった。ナヴァーラから話には聞いていたけれど、実際目にするとその閉鎖された異様さに肌が粟あわ立だつ。こんな息苦しいところでカリャンはずっと暮らしていたのか──。

　しかしそんなことに思いをはせる間もなく、わたしは館の前にリリアン教徒の見張りが二人いることに気が付いた。彼らもすぐにこちらに気付き、銀の縄を持って駆けてくる。

「行くよ、ロー君！」

　わたしは前もって知らされていた通り、館ではなく礼拝塔の方へ走り出した。その中では小さな礼拝室が二重の螺ら旋せんを描いて連なっていて、わたしは《吊り箱》の乗り場があるという頂上を目指す。赤い大理石の階段を上っていると、下から追手の足音が聞こえた。一人、二人……いや、もっといる。ここまでしてわたしを捕まえようとする教団側の執念に、ますます疑念は膨らむけれど、わたしはひたすらに足を動かした。

　途中、瓦が礫れきの山になった礼拝室を通り過ぎる。自殺をしたという貴族の話が、既に遠い昔のように思えた。けれど祈りの塔に染み付いた苦しみは、まだ続いている。スラガヤの滅亡は今なお、わたしたちの前にあるのだ。

　やがて階段が途切れ、視界に空の青が飛び込んでくる。大きな窪くぼみに作られた《吊つり箱》の駅。東、南東、南、南西、西、五つの花か弁べんに向かう紅色の《吊つり箱》が並んでいた。わたしが乗るのは東に向かう一番線。そう思って端の《吊つり箱》に向かって走り出すと、

「──きゃっ！」

　突然右足の動きを止められ、前のめりに倒れ込む。見れば、縄が足首に巻き付いている。その縄の先にいるのは、階段から飛び出した一人の追手だ。あっという間に引き寄せられ、追手がいよいよわたしの腕を摑もうとする。

「って、うわ、やめろっ！」

　そんな相手に飛び掛かったのはロー君だった。かつてわたしを守ってくれたのと同じように、追手の顔に飛び掛かり、気をそらす。わたしはその間にナイフを取り出し、縄に突き刺した。《銀ぎん線せん》が編み込まれているとはいえ、強度はそれほどない。三回ほどで断ち切れる。

「もう大丈夫だよ、ロー君！」

　わたしがそう叫んだ時、何よりも胸に強くあったのはロー君への危き惧ぐだった。目の前で小さな体が両断される光景。今の状況は否いや応おうなしにあの瞬間を思い出させる。わたしを守るために再びロー君が傷つくのではないか。そんな不安で、心臓が縮みあがる。

　追手は必死にロー君を引きはがすと、刀の柄に手を伸ばした。そして、一閃。宙に白刃が走って、切られた月桂樹の葉がはらりと落ちる。

「──」

　わたしは息が止まったけれど、幸いロー君は無事だった。くるりと高く飛び上がって、刀の届かぬ位置に逃げる。しかし、腰の抜けたわたしに追手が手を伸ばせば、勇敢なロー君がそれを黙って見過ごすわけもない。相手の刀にも臆することなく、彼はその顔面を目掛けて襲い掛かった。

　自分が離れなければ、ロー君はずっとこのままだ。そう直感して、震える足に気合を入れる。視界の奥には階段の踊り場から他の追手たちが現れるのも見えた。その恐怖に後押しされて、わたしはよろめきながらも《吊り箱》へ再び走り出す。

「ロー君！　行こう！」

　もう一度声をかけると、今度は彼も追手から離れてくれた。もはや呼吸も忘れて、走る。まるで背後から無数の矢を打たれたように、全身を縄が掠かすめ、そのうち一つは手首に絡む。それでも何とかすり抜けて、わたしは走った。

　しかし、《吊り箱》の柵に手をかけたところで、突然どさりと鈍い音が響く。振り返れば、縄の一つがロー君を直撃し、彼を床に叩たたきつけていたのだ。その一瞬、わたしの頭に無数の迷いが噴き出す。……ロー君を助けに戻る猶ゆう予よはあるのか。助ければ、一緒に捕まり、彼の犠牲が無駄になるのではないか。あるいは、ここまでわたしを導いてくれたナヴァーラや《仮かり初そめの君きみ》の協力、全てが水泡に帰すのではないか。しかし、誰かを見捨てて得る希望をわたしは自分に許せるのか？

　限りなく緩慢に進む時間の中で、追手がロー君に迫る。

　恐ろしいほど冷ややかな刃が──一つの死が、ロー君に近づく。

　しかし、不意にわたしはふわりと宙に浮かんだかと思うと、次の瞬間には《吊つり箱》の足場の上に投げ出されていた。そして耳に届いたのは《吊つり箱》の繫けい策さく器きが外れる金属音。揺れる視界に、ロー君のもとへ駆けるナヴァーラの背中が見えた。

　振り下ろされる刀とそれを受け止める刀。張り詰めた剣けん戟げき音おんが、空気を震わせる。

「──クロアの友を、二度と殺させるものですか」

　ナヴァーラが刀を受け止めている間に、ロー君がなんとか飛び上がり、尾を使って追手の顔に強したたかな一撃を放った。それを見た他の追手が一瞬怯ひるんだ隙すきに、ナヴァーラが振り返ることもせずに叫ぶ。

「ここにいる連中は私が引きとめる！　クロアはクロアのなすべきことを！」

　おそらく先回りをして、駅の出口から入ってきたのだろう。全身には既にいくつもの傷があり、多くの相手を退けたのだと分かる。ロー君はわたしのところまで飛んできて、そして一瞬顔をわたしの頰ほほにこすりつけたかと思うと、再び飛び上がった。

「……うん。大丈夫。わたしはもう、大丈夫だよ……！」

　その言葉に小さな鳴き声を返し、ロー君はナヴァーラのもとへ戻っていく。《吊つり箱》がゆっくりと動き出す中で、わたしは彼らの戦う様さまを目に焼き付けた。相手は六人、それでも決して脇を通らせることなど許さない。不思議にも長年連れ添った相棒のように、ナヴァーラとロー君はお互いを守り、一つの壁となって追手を阻はばんでいた。

　そして思う。

　この身体が背負うのは、もはやわたし一人の魂だけではないのだと。

　わたしはもう一度、あの場所に立たねばならない。

　スラガヤの死を臨のぞむ、外殻という物見台。

　そこで、もう一度、スラガヤを救うのだ。




　　　　◆　◆　◆




「魂の移い譲じよう……だろうなあ」

《貪どん食しよくの君きみ》を目覚めさせるにはどうすればいいか。《仮かり初そめの君きみ》の答えは概してよく分からないものだった。

「《貪食》とお前は、もともと同じ魂なんだ。その身体の主導権を移せばいい」

「……移すって言ったって、その方法を俺は知りたいんだよ」

「悪いが魂の扱いは俺にもよく分からない。《大おお獣けもの》になると自然とできるようになるって聞いたけどな。奇蹟の分割も再吸収も、要するに魂の配分を調整するってことらしい」

「……」

「そもそも、お前は《銀ぎん眼がん》を一つだけはめられて、《大おお獣けもの》になる途中の時点で、自分の魂を分割した。だからこそ《貪食》の魂がある。できないはずがないだろ」

　……そんなことを言われても、全ては無意識でやったことだ。しかもある種本能から来る防衛反応だろう。それを意識的にやれと言われても困る。

「ただ……そうだな。お前の眼を見る限り、そもそも魂の総量が足りていないんだろう。だから譲るにしても、譲る対象を持ち合わせていない。まずは奇き蹟せきを取り込まないと」

「……どうやって？」

「人間を食いたくないなら、《蜜》を食うしかねえな」

《仮かり初そめの君きみ》曰いわく、スラガヤにもラクサと同じく、地下に《蜜》の採集場があるらしい。俺は彼と別れると一目散に《繁はん花か街がい》を駆け下り、裏町へと続く正門に向かった。《仮かり初そめの君きみ》はリリアン教徒が地下街を封鎖すると言っていたが、幸い正門はまだのようだった。地下へと続く巨大な螺ら旋せん階かい段だんの入り口がぽっかりと口を開けている。というのも、門を閉めるより先に、無理やり地下へ逃げ込もうとする地上の人々によって、恐ろしいほどの人込みが生じていたからだ。教団の館の門がある踊り場まで、溢あふれんばかりの人が階段の上で犇ひしめき合あっていた。

　もはや混乱などという言葉では言い表せない、ほとんど狂気に近い怒号と悲鳴の重なり。どれほど押し寄せようとも館の入り口や裏町へと続く通りは閉ざされており、人は進むことができない。中にはとにかく地下へ逃げ込もうと、螺ら旋せん階かい段だんをひたすらに降りていく者もいるが、やがてそこは人の立ち入るべき場所ではないことが分かる。

　なぜなら地下に進めば進むほど、壁から黒い水が滲にじみ始め、それに触れると人は簡単に身体の感覚を失うからだ。

「……どうなってんだ、これは」

　俺もほとんど飛び降りるようにして階段を下りていったものの、やがて足元が《天てん子し》の血でべっとりと濡れ始めた。地下水のように血が流れ込んできているだけではない。明らかに意図的に穿うがたれた穴から、血が湧き出ているのだ。螺ら旋せん階かい段だんは《地ち胚はい》の根によって淡く照らされながらも、おぞましい漆黒に染まっている。

　靴に染しみ込こむ血で足が痺しびれ始めたため、俺は途中から《地ち胚はい》の支柱を飛び降りるようにして下って行った。しかし、《蜜》の採集場は裏町の最深部。今や警備もいない代わりに、辺りはむせ返るような鉄の臭においで満たされていった。

　そして、とうとう一番下までやってきたとき、目の前の光景に自然と目が眩くらむ。採集場への入り口は、既に溜まり切った《天てん子し》の血で半分ほどが埋まっていたのだ。《地ち胚はい》の根は血の池の底へとまだ続いているものの、その表面は確実に輝きを失い、ラクサの朽ちた根のように黒ずんでいる。これがもっと酷くなれば、スラガヤ全体の奇き蹟せきが麻ま痺ひすることになるのではないか。

　しかし、いずれにせよこの先に進まなければならないのだ。俺は服の切れ端を裂いて口に挟むと、《天てん子し》の血の池に足を踏み入れた。

「──っ！」

　たちまち下半身に激痛が走る。痺しびれるどころか、火あぶりにされるような感覚だ。俺は壁伝いに、腕で身体を引っぱるようにして前へ進んだ。我ながら、布を嚙かんでおいてよかったと思わざるを得ない。歯を食いしばるせいで、既に数本、奥歯を砕いていたかもしれなかった。

　それから奥に進んでいくと、やがて開けた空間に出た。そこは部屋全体を巨大な根が覆っていて、樹液のようにして固まった《蜜》がいたるところで銀の輝きを放っている。地面に近い部分は《天てん子し》の血によって駄目になっていたものの、高台の部分にはまだ十分なほど《蜜》が残っていた。

　俺はほとんど無感覚な下半身を引きずってそこまで這いあがった。そして、すぐに《蜜》を口に運ぶ。最初の一口は、まるでこの世のものとは思えない悦楽の味。足の痛みが一瞬で消え去り、驚くほどの高揚感に包まれる。

　しかし、二口、三口と進むにつれ、それはすぐさま嫌けん悪お感へと変わっていった。歪ゆがむ視界、飛び散る火花。今度は外側ではなく内側から燃やされるような痛みを覚える。そして俺は不意に、内臓が裏返るような不快に襲われ、銀色の血のような液体を吐き出してしまう。

「……くそっ」

　俺は今一度呼吸を整え、《蜜》に再び齧かじりついた。心に思い描くのは、エルラムの地下街で、《銀ぎん眼がん》を自らはめたクロアの姿だ。彼女はおそらくこれ以上の苦痛を感じ、ほとんど意識を失いかけておきながら、恨み言の一つも漏らさなかった。俺よりも身体が小さく、屈強な肉体でもないというのに、彼女は多量の奇蹟を受け入れて見せたのだ。

　ならば俺が逃げ出すわけにはいかない。

　死の安楽に逃げるわけにもいかないのだ。

　俺はこの溢あふれんばかりの魂を彼に返さなければならない──……




　一瞬、視界が真っ白になり、俺は慌てて目を瞬またたいた。早く、次の《蜜》を食べなければ。そう思って手を動かすが、そこにあったのは冷たい石の床。視線を横に向ければ、大きな窓を通して夕焼けに染め上げられた森が見える。

　その光景には俺にも見覚えがあった。これは確か、クロアがエルラムの地下から巨大な月桂樹を生やして抜け出した先にあったもの。つまりここは、

「《朽くち株かぶ》だよ」

　穏やかな声に振り向くと、そこにいたのはもう一人の自分。《貪どん食しよくの君きみ》が椅子に腰かけ、こちらを見つめていた。その手には布と針と糸。彼は丁度、服を縫っているところだったらしい。

「……これがあんたの夢なのか？」

「そうだね。君の夏の記憶と同じ、僕にとって幸福の記憶だ」

　どうやら俺は意識の縁に踏みとどまり、《貪どん食しよくの君きみ》と夢を繫げることができたようだ。ここはおそらく彼の部屋なのだろう。織しよつ機きや紡ぼう績せき機き、そして様々な色の生地が置いてある。

「ここにクロアはいないのか？」

「もちろんいるさ。だけど、彼女は下の階で夕食を作ってる。この夢の中で、僕は彼女に会うわけじゃないんだ。夕暮れ時に彼女のための服を作りながら、クロアが僕を呼びに来るのを待っている。その時間が好きなんだ」

「……でもその時間は二度と戻ってこない」

「そう。君のラクサと同じようにね。だから、ここは幸福で、永遠なんだよ。もう何にも塗り替えられることはない」

《貪どん食しよくの君きみ》は作業をしていた布地を机の上に置くと、こちらに向き直る。そして尋ねた。

「……本気なのかい？」

「ああ、あんたは全部知ってるんだろ？　俺が何を思ったか。何を言ったか。そんだけ落ち着いてるんだからな」

「まあね……」

「それとも、この幸せの中でもう少し眠ってるか？」

「それもいいけれど、過去の幸福より、もっと大切なものがあるからなあ」

　俺の冗談に《貪どん食しよくの君きみ》は存外真面目な表情で首をかしげた。その姿を見てこちらは思わず溜ため息いきが一つ。

「ったく、ほんとあんたたちはお似合いだな」

「……どういうことだい？」

「そこまで堂々と相手を好きになれるなんて、呆れるくらいだって話さ」

「それはお褒めの言葉をありがとう」

《貪どん食しよくの君きみ》はまるで恥じらうことなく、清すが々すがしい笑みを浮かべた。彼はきっとクロアと再会すること以上に求めていることなんてないのだろう。忘れてはならないのは、そんな彼が、俺とリリアンのために身体を返してくれたということ。

「……妹に会わせてくれて、ありがとう。本当のことを知ることができてよかった。それに……色々とすまなかった。俺がもっとちゃんとしていたら、リリアンがあんたに迷惑をかけることもなかったのにな」

「迷惑だなんて思っていないよ。僕にとっても、彼女はすごく大切な存在だったんだ。君がラクサで命を懸けて戦っていた時、僕だってリリアンを守りたいと思っていた。ある意味、僕は君と一緒に彼女と生活していたんだから」

「……ああ、そうだよな……」

　俺が忘れてしまった三百年前の最後の日々。狂った街の中で、俺たちはただリリアンを守りたくて生き続けた。そして俺が諦めてしまった後も、《貪どん食しよくの君きみ》は俺の代わりになって妹を守り続けてくれたのだ。

「……本当に、ありがとう」

　俺がそう言って手を差し出すと、《貪どん食しよくの君きみ》は驚いた顔をして、それから手を握り返してくる。そしてほんの少し寂しそうに、こう言った。

「僕は君の決意も覚悟も知っている。だから、それを無駄にする気はないし、正直なところを言えば、やはり嬉しいんだ。もう二度と会えないかもしれないと思った相手と、また会えるんだからね。……それでも、君が身体を失うことはすごく悲しいことなんだよ。感謝しているのは、僕だって同じなんだ」

「悲しいことなんかじゃない。俺は俺にできることをやるだけ。あんたはあんたにできることをやるだけだ。それがお互いに一致しているのなら、何も悔やむことなんてない」

「……ああ」

「ただ……そうだな。クロアに直接別れを告げられなかったのは残念だ。俺はもう、それこそあんたに対するのと同じくらい、彼女には助けられてばっかりだったんだ。俺が、ありがとうと言っていたって、伝えてくれ」

「……うん。必ず」

「それから、クロアの宝物をお返しするってな。……ちゃんと、幸せになれよ」

　俺が微笑ほほえむと、《貪どん食しよくの君きみ》は俺とそっくりの顔で微笑んだ。ただ、その眼から涙が零れていて、俺はこんなときになってまで笑ってしまうのだ。

　どこまでいっても馬鹿なやつらだ。

　俺たちのために、こんな馬鹿な兄妹のために、こいつはここまで心を砕いてくれるのだ。

　だからこそ、霞かすみゆく視界の中、俺はもう一度祈った。

　どうか、どうか彼らの望みが全て叶かないますように。

　彼らの愛は二度と、消えることがありませんように──……




　　　　◆　◆　◆




　自然と涙が滲にじむのを感じた。眼球を刺す光、汚お泥でいと鉄の泡立つような臭におい、そしてこの四肢の重み。自分を取り囲む全てが、僕が再び現実に帰ってきたことを証あかし立だてている。この涙は生きる喜びでもあり、別れの悲しみでもあった。僕に身体を譲った彼は、再び幸福な夢に戻ることができただろうか。彼の世界で、もう一度妹と巡り合うことができただろうか。

　身体を起こし、頰ほほを濡ぬらす涙を拭ぬぐった。

　もう眠っている暇はない。瞼まぶたを開けた瞬間から、この世界の時間は動き始めているのだ。

《天てん子し》の血だまりを掠かすめるように飛んで、僕は《蜜》の採集場から抜け出した。そして、そのまま一挙に地上を目指す。クロアが果たしてどこにいるのか、ガファルが知っていること以上のことは自分も分からない。ただ、こんな状況の中で彼女がじっとしているはずもない。とにかく外に出れば、彼女を見つける手立てがあるのではないか。そんなことを考えながら《地ち胚はい》の根の間をすり抜けていくと、少しずつ人々の喧けん騒そうが耳に届き始めた。そして中ほどに現れる、おぞましいほどの人の群れ。互いが互いを押しつぶし、ほとんど息もできないだろう。リリアン教徒の館の門は、それでもびくともしない。表情も変えず、押し寄せる全ての者を拒み続けていた。

　しかしさらに螺ら旋せん階かい段だんを登るうちに気付いたのは、上に行けばいくほど、人々の様子が穏やかになっていくということだった。相変わらず階段が見えないほどに犇めき合っているとはいえ、我先にと人を押しのけて進む者もいなければ、泣き出す子供もいない。一体どういうことかと思っていると、その理由が目に飛び込んできた。

　裏町と地上を繫つなぐ巨大な門。いつもならばそこから青空さえ見えるはずのその入り口が、今やぴたりと閉じられているのだった。つまりは、安あん堵ど。自分たちだけは助かった。たとえリリアン教徒の館に入れずとも、地下に身を隠すことはできる。それを知っているからこそ、人々は落ち着きを取り戻したのだ。

　それに対して、こちらは焦しよう燥そうが跳ね上がる。無理やり扉をこじ開けることができないわけではないものの、もしもそのせいで天井が崩れれば、階段を歩む人々は無事に済むはずがない。

　僕はとりあえず別の出口を探そうと階段を下に戻り始めた。裏町の中心に位置する螺旋階段には、数多くの道が繫つながっている。その一つでもいいからと思い、目を凝らすものの、そもそもそんなものがあれば人々が階段に詰め込まれることもなかっただろう。穴の大小にかかわらず道は塞ふさがれており、逃げ場などない。

　とうとうリリアン教徒の館の前まで戻ってくると、依然として踊り場の前では祭りにも似た狂乱が続いていた。死を恐れるその有あり様さまも、己が助かったことだけに安心する上の人々も、その根底においては変わらない。結局、自分だけが助かればいいと思っているのだ。

　クロアはこんな人々も守ろうとしているのか。

　そんな遣やる瀬せ無なさが少しずつ血を濁らせる。クロアだけではない。少女奴隷を守ろうとする《仮かり初そめ》や、僕に身体を譲ったガファルも、皆、自分のことは二の次だ。苦痛や死を恐れてなお、誰かのために生きようとしている。

　その姿に比べ、眼下に繰り広げられる人間の狂騒はあまりに醜い。

　そして、それを醜いと思ってしまう己の狭きよう量りようさ、そんな者たちと共に地下に閉じ込められたままの自分の無力さが何より腹立たしい。……他人を蹴散らしてでも、目的を叶かなえようとする気迫があれば、あるいは──……

　そんなことを思った時、ふと館の門に目が留まった。正確には、他人の顔を踏み台に、その壁を登ろうとする人々に気が付いた。彼らの視線の先に目をやれば、そこには小さな露台がある。それまで階段に繫がる道を探していたせいか、その上の壁に意識が向かなかった。

　露台に降り立って、幕をめくると道が続いている。中を進んだ先にあったのは、巨大な聖堂とそこで祈りを捧げる人々の姿。高座に位置する椅子には一人の少女が座っていて、その手に一輪の花を握ったまま一心に何かを呟き続けていた。

　そして、僕はその人々の中に偶然見知った顔を見つける。クロアの家族が聖堂の隅の方で寄り集まっていたのだ。他の者に気付かれぬよう静かに近づくと、ルルジュが大きく目を開け、押し殺した声で言う。

「ガファルじゃないの！　ずっと見かけなかったから、あたし、てっきり──」

　ガファル、と呼ばれて自分が仮面を創り忘れていたことに気付く。ただ、そんなことはもはやどうでもいい。ルルジュの言葉を遮って、僕は尋ねた。

「クロアはどこにいる？　ここにいないってことは外なんだろう？」

　すると、問いに答えたのはカリャン。彼女は驚くほど真剣な表情で言った。

「クロアは地上よ。《一つ目の君きみ》に会いに行ったわ」

「……《一つ目の君きみ》？」

「スラガヤを救うために、あの方に手伝ってもらうんだって。ナヴァーラっていうリリアン教徒の人が、連れ出してくれたわ」

　それから、彼女は偶然耳にしたというクロアとナヴァーラの計画を話してくれた。この前クロアがカリャンに会おうとした時と、やろうとしていることはあまり変わらないだろう。もうナヴァーラのことは信用するしかない。問題はクロアに合流するために、自分がどうすればよいのか、ということなのだが、

「ねえ、あんた仕事はどうしたの？　夜警なら、兵士として《天てん子し》と戦うんじゃないの？」

　ふと尋ねてきたのはルルジュだ。それから思い出したのは、一人の同僚のこと。

「……そうだった。僕たちは《一つ目の君きみ》の兵士だったね」

　きょとんとするルルジュたちを尻目に、僕は聖堂を出る。さすがに門の閉鎖やクロアの追跡で人が出払っているのか、廊下には衛兵の一人も見当たらない。まっすぐに廊下を突き進むと、見覚えのある三つ又の玄関に出た。そこから、ガファルが連れていかれた薄暗い通路へ。すると床に沢山の血痕が見つかる。それを辿った先には、腐臭の漂うごみの山。廃棄場の一角には大量の花が捨てられていて、そこから吐き気を催すような甘い臭いが漂っていた。

　ラカウやその仲間の不具者たちの集まっている部屋に入っていくと、たちまち鋭い視線が投げかけられる。しかし、こちらの顔が知った相手だと分かり、まるで犯罪の現場を取り押さえられたかのように、男たちは目を伏せた。その中で、ラカウは努めていつものような快活さを見せながら近づいてくる。

「ああ、無事でよかったよ！　起きたらいなくなってたから、すごく心配したんだ。よりによって今日の朝にいなくなるなんてさ……」

　するとその声に釣られたのか、奥の仮眠室から少女がひょこりと顔を出した。しかし、シュルカはこちらを一目見て、中身が変わっていることに気付いたのだろう。硬い表情のまま僕を見つめてくる。

　そして僕がじっとラカウを見つめると、彼もまた他の男たちと同じように目をそらした。

「まあ、その……よかったよな。俺たち皆、ここにいれば安全だよ。家族だって守れるし……」

「……」

「そうだ！　君の恋人は無事なんだろ？　もしかして、朝いなくなったのも、彼女を裏町に連れてくるためだったりして──」

「──ラカウさん」

　ただ名前を呼んだだけなのに、彼の顔から血の気がさっと引く。ラカウは恐る恐るこちらを見て、ようやく僕が彼の知っている僕であることに気付いたのだろう。

「……君……記憶が……」

「ラカウさん。僕の大切な人は、今地上にいるんですよ」

「……」

「彼女だけじゃない。スラガヤに住むほとんどの人は、まだ上にいます。地下から閉め出されて、《天てん子し》がいつやってくるのか、いつ自分たちが襲われるのかと怯おびえている。……言わなくても、分かってますよね。そうじゃなきゃ、ここにいる皆、そんな顔はしていないでしょう」

　ラカウの顔が曇る。それは当然だろう。彼らはこの瞬間だけではなく、リリアン教徒のために働き始めてからずっと、その苦渋を味わい続けてきたのだから。生きるべき者と、そうではない者。その歪ゆがみを塗りつぶすように、スラガヤの奇き蹟せきを黒い血で汚し続けてきたのだ。

「そんな顔をしたまま、これから先も生きていくつもりですか？　そんな顔をずっと、娘さんに見せ続けるつもりですか？」

「……そう言う君だって、ここにいるじゃないか」

「僕はこれから、外に出ようとしてるんですよ」

　部屋にいる男たちの表情に動揺が走った。ラカウは眉を顰ひそめ、小さく頭かぶりを振る。

「外に行きたいのなら、行けばいいさ。どんなに惨みじめだと言われようが、俺は家族を守りたいんだよ。それを君に咎められる理由はない」

「咎めているのは、あなた自身でしょう。僕はただ、協力してほしくて来たんです。地上に出る道が知りたいだけだ。それとも、それすらあなたの家族を傷つけることになるんですか？　既に多くの人を裏切っておきながら、リリアン教徒のことは裏切れないと？」

「──うるさいっ！」

　ラカウの瞳が本当の怒りに揺らめいている。彼は娘が見ているのも構わずに、僕の襟元に摑つかみかかり、鼻先が触れるような近さで言った。

「……俺はただ、生きたいだけなんだ！　家族を守り続けなきゃいけないんだ！　俺だって皆が助かればいいと、いつだって思ってきたさ！　俺は戦場で、どれだけ自分の仲間が死ぬ様を見たと思ってる？　俺がそれを喜んだとでも？　自分が生き残ればそれでよかったと？　……今だって、助けられなかった兵士の顔を覚えてるさ。一生忘れることなんてできないだろうよ！　今、地上にいる人々だって同じだ。確かに俺は、もう心の底から笑えないかもしれない。多くの命を見限ったと悔やみながら、死んでいくさ。でも……それでも、娘は助かる！　それでも……」

　彼は僕を突き放し、椅子に腰を下ろした。そして頭を抱え、呟つぶやく。

「……なあ、覚えてるか？　君は前に言ったよな。百人のうちに一人狂った者がいるなら、狂った者にとって九十九こそ狂っているって。九十九を殺してしまえば、一つのことが正しくなるって」

「……ええ」

「俺は今、必死にその一を殺そうとしてるんだよ。ずっと……もう何年も前から、そいつは頭の中にいて、叫んでるんだ。どうして皆を助けようとしない？　何を恐れてる？　誰かを見捨てるたびに、そいつが叫んで……だから、もうずっと、ずっと、俺は殺し続けてきたんだ！　一を殺して、俺は生き延びてきた。そうしなきゃ、生きてこれなかったんだよ……！」

「……」

「俺は……弱いんだよ。弱くて弱くて、それでも手の届くものを守ろうと必死だったんだ。皆そうだろう？　沢山の人を見捨てて、地下に籠こもって……君に協力することすら怖いんだ。そうしたら、俺が今まで守ってきたものが、全部なくなってしまう気がする。殺し続けてきた一を、もういなかったことにできなくなる！　この弱さを俺はどうしたって手放せないんだよ！」

　ラカウの悲痛な声が、静まり切った部屋に響いた。

　彼の瞳は今も揺れている。不意に、かつて同じような瞳でもって、リリアンに言われたことを思い出した。どれほど痛めつけられ、苦しめられ、拒絶されてもなお、彼女に近づこうとする僕にリリアンは言ったのだ。近寄らないでくれ。あなたがそうやって生きていることが、わたしを傷つける。あなたにはわたしの弱さが分からない──……




「弱くなんかないよっ！」




　しかし静寂を破ったのは、力強い少女の声だった。

　シュルカはラカウのもとに駆け寄ると、まるで怒るようにして言ったのだ。

「お父さんは弱くなんかないよっ！　お父さんはいつだって、強いんだよっ！　ずっと、スラガヤを守ってたんだもん！　歩けなくたって、お父さんは簡単に《天てん子し》を倒すんでしょ！　それでシュルカも、お母さんも守ってくれるんでしょ！　だってお父さんは、兵士なんだから！　この街を守る、《一つ目の君きみ》の兵士なんだから！」

　それまでどれほど苦悩に歪ゆがんでも零れなかった涙が、ラカウの双そう眸ぼうから流れた。彼は思わず娘を抱きしめ、震える声で言う。

「……そうだよなぁ！　父さんは、弱くなんかないよなぁ！　兵士だもんなぁ！」

　そして、彼はシュルカの頭を優しく撫なで、杖をついて立ち上がった。

　再びこちらを見つめたラカウの瞳に、もはや迷いは消え去っている。

「……君は……結局、皆を救いたいんだろう？」

「……はい」

「俺に……手伝えることを教えてくれ」




　　　　◇　◇　◇




　切り立った崖がけのような足元も、そこに繫つながる頼りない吊つり橋ばしも、そしてその先で待つ一つの孤独な背中も、わたしが一度見たものだった。しかし、その奥に広がる戦場は違う。そこには空から落ちてくる鋼の虫も、無残に引き裂かれてゆく兵士たちもいない。

　あるのはただ緑一色。

　視界を覆わんとする巨大な樹と、水のように大地を滑る草花と、先陣を切る人の形をした木々。近くから見た《赤せき泥でいの君きみ》の《銀ぎん隷れい》は、大地が一つの生き物となって蠢うごめくかのように、圧倒的な命の迸ほとばしりとなって戦場を蹂じゆう躙りんしている。かつて農園を取り囲む塀の代わりとなっていた巨木は、今やスラガヤの外壁に手を伸ばす巨人であって、その肩には鋭い眼差しでこちらを睨にらみつける竜りゆうがいた。生きた森が一歩近づくたび、重々しい響きが外殻の天てつ辺ぺんにまで届いて、それは植物の巨大な心臓の拍動のようだ。そして、その脈が一つ大地を揺らすたびに、《銀ぎん隷れい》たちの身体から伸びる枝葉が風を受けたように膨らんで、大きなざわめきを起こした。

「……見事だな」

　わたしが隣に立った時、《一つ目の君きみ》はそんなことを呟つぶやいた。彼の横顔はかつての空しさからは遠く離れてはいるものの、かえって穏やかすぎるほどの眼まな差ざしが崖がい下かに注がれている。

「……お前はきっとここに来るだろうと思っていた」

「わたしも、あなたが来ると思っていましたよ」

「……それは買いかぶりというものだ。私は結局、どこにも行き場がなかっただけのこと。……容易たやすく死ぬことのできぬ肉体というのも、不便なものだな」

「行き場がなかったのなら、それはやっぱりここが、あなたのいるべき場所だったってことですよ。わたしはそう思ったから、ここまで来たんです」

「……ものは言いようか」

《一つ目の君きみ》はふとこちらに目を向けると、不思議と柔らかな笑みを見せた。

「この残骸のごとき《大おお獣けもの》に何か用か」

「……言わなくても、分かるでしょう？」

「スラガヤを救いたい、と？」

「はい」

　わたしが頷うなずくと、彼は溜ため息いきを漏らす。その深く長い息の後に、彼は囁ささやくように言った。

「皮肉なものだな。自分の望みをようやく知った時には、それを叶えるための手立てがないのだから。ご覧の通り、私はただの大猿だ。もはや従える兵士もおらず、奇き蹟せきの力も残っていない。そんな私に何ができるというのだ」

「あなたを待っている人は沢山いるはずですよ」

「……まさか」

「少なくとも、わたしの知っている貴族の一人は《一つ目の君きみ》が消えたせいで、何ものどを通らないほどに悲しみました」

「……」

「確かに、今のスラガヤは万全とは言えないでしょう。街の花か弁べんの一枚か二枚は、むしり取られることも覚悟しなければなりません。……でも、まだ民はいます。あなたが導けば、まだきっと──」

「なぜ、私なのだ？　お前が導けばよいだろう。一度スラガヤを救ったのは私ではない。ほかならぬお前ではないか」

《一つ目の君きみ》の眼まな差ざしが静かにわたしを責め立てている。これ以上、どうして自分を苦しめるのかと、わたしに訴えている。それでも、わたしは答えた。

「わたしは……もう、守れないからです」

「……どういうことだ」

「この前みたいに、わたしは自分の身体で奇き蹟せきを使うことが出来ないんです。……たぶん、すぐに壊れてしまう。そもそも、あの奇き蹟せきだって《貪どん食しよく》さんがいたからできたんです。わたし一人では、何もできない」

「……あれだけの美しい業わざを見せておきながら、よくぞそんな口が利けるものだ」

「……」

「お前は無む垢くな少女の顔をして、内実、あまりに多くのものを他者に求める。お前自身がそれを示してしまうがゆえに、求められた者は限界を超えて答えなければならなくなるのだ。……それのいかに残酷なことか、分かっているのか？」

「……それはまあ……はい……」

　わたしが頷くと、《一つ目の君きみ》は思いのほか素直な苦笑を見せた。

「少し見ぬ間に、さらに恐ろしい娘になったものだな」

　自分の強引さ。容赦のなさ。そして、それに巻き込まれる周囲の苦しみ。どんなに鈍感なわたしでも、気付かないわけがない。《貪どん食しよく》さんはわたしのせいで命を落としかけた。ナヴァーラもロー君も、わたしの無理な願いを叶えるために身体を張って守ってくれた。

　そして今、わたしがわたしの願いに巻き込もうとしているのは《一つ目の君きみ》だけではない。もう二人、ここに足りないのは──

「……あやつが現れるのは、予定通りか？　それとも、あやつのことも信じていたと？」

　不意に《一つ目の君きみ》が後ろを振り返り、鋭い視線を投げた。そこにいたのは、彼を刀で貫いた張本人。そして、その肩に背負われていたのは、美しい赤髪の《大おお獣けもの》だ。

　ダカンはわたしたちの近くまでやってくると、黒い血濡れの縄でくくった《赤せき泥でいの君きみ》を放り捨て、刀をその背中に突きつけた。

「……この様子を見ても顔色一つ変えないとは、クロア様も血が冷たくていらっしゃる」

　ダカンは腰から《天てん子し》の血が入った瓶を取り出し、口で栓を開けると、それを刀に流した。そこから滴したたった黒い雫が《赤せき泥でいの君きみ》の白い項うなじに触れた途端、胸を締め付けるような呻うめき声が彼女の口から洩もれる。

　すると、突然空を割るかと思うほどの咆ほう哮こうが鳴り響き、巨大な月げつ桂けい竜りゆうがスラガヤの外殻に爪を立てた。わたしと《一つ目の君きみ》など眼中にないといった様子で、竜はダカンの鼻先で巨大な顎あごをがちりと鳴らす。

「──主人を痛めつけられたくなければ、下がれ」

　そう言いながら、ダカンは《赤せき泥でいの君きみ》の肩に刀を突き刺した。

「──」

　彼女の絶叫に、月桂竜だけでなく《銀ぎん隷れい》の全てが大きく身震いをする。そして、今度こそダカンの首を嚙かみ切きろうと竜が口を開くのだけれど、それを制するように声を放ったのは他でもない《赤せき泥でいの君きみ》だった。

「……構うでないっ！　妾わらわはこんなものでは死なぬ！　それよりも、この男が今から何を言うか、じっくりと聞き届けてやるがよい。所詮、こやつは小心者よ。お前たちに街を壊されるのを恐れ、ここまでやってきたのじゃからな。頭を下げて助けを乞こうであろう様さまは傑作よの！」

　あえて平生の強気を貫く《赤せき泥でいの君きみ》も、その額には大粒の汗が浮かんでいた。その苦しみのほどが分かるのか、《一つ目の君きみ》は不快に顔を歪ゆがめている。

　ただ、ダカンだけは表情一つ変えず、今度は《赤せき泥でいの君きみ》の背中に刀を刺した。

「……助けを乞う？　何を勘違いしているんだ。私は上下関係をはっきりとさせるため、街を不要に壊される前にわざわざ出向いたまでのこと。《赤せき泥でいの君きみ》ともあろう《大おお獣けもの》が馬鹿な《銀ぎん隷れい》を創ったものだ。主人の痛みに怯ひるむ奴隷など、まるで役に立たない」

　その言葉に反応したのは《一つ目の君きみ》だった。彼は宙から一つの太た刀ちを創り出すと、瞬またたく間まにダカンの額にその剣先を突きつけている。

「……確かに、お前は主人の痛みに怯ひるむことはなかったな。なんとも有能な奴隷だ」

　しかし、ダカンはそれでも冷静だった。

「そう口では言っておきながら、一刀のもとに私の首を断つことができない。主人の痛みに怯む奴隷どころか、奴隷の痛みに怯ひるむ主人とは、愚かにもほどがある。だからお前はこの街を守ることすらできないのだ」

「──」

　こちらまで届くほどの冷ややかな憎悪が《一つ目の君きみ》から噴き出した。けれど、彼はそれを吐息と共にかき消すと、突きつけていた刀を下ろす。

「……その通りかもしれぬな」

　そして《一つ目の君きみ》は彼に背を向け、わたしにこう尋ねた。

「──それで、クロアよ。お前はこうなることが分かっていたのだろう？　我々が顔を合わせれば、対立以外ありえない。その上で、お前は何を求めるつもりなのだ」




「……和解です」




　わたしの答えに、その時ばかりは《一つ目の君きみ》も《赤せき泥でいの君きみ》も、そしてダカンでさえも呆あつ気けに取とられていた。それから、一人は眉を顰ひそめ、一人は苦し気な溜ため息いきを漏らし、そして一人は度外れな笑い声を響かせた。

「和解！　和解と言いましたか！　これはもう、笑うしかない！　多くの追手の手から逃れ、この憎しみの渦うず巻まく最前線に飛び込んでなお、求めるものが和解とは！　御覧なさい、あなたと仲良しの《大おお獣けもの》もさすがに言葉を失ったと見える。そうでしょう？　《一つ目の君きみ》も《赤せき泥でいの君きみ》も、まさにこの私の手によって身体を貫かれたのですよ？　しかも、その光景を目前にしておきながら、どういう頭であればそんな言葉をひねり出せるのか」

「そんなにおかしいですか？」

「当然です！　私もあなたの高い理想にはある程度慣れたつもりではいましたが……いやはや、これほどまでとは……」

「わたしが言っているのは理想ではなくて、最も有効な方法です。《天てん子し》と戦う時に、《赤せき泥でいの君きみ》の《銀ぎん隷れい》が協力してくれたら、とても心強いじゃないですか。《一つ目の君きみ》が兵士を鼓舞してくれれば、全体の士気が上がります。わたしは逆に、どうしてあなたがそうしないのか、わかりません」

「なっ……」

　ダカンが再び言葉を失う。けれど、わたしはなおも続けた。

「誰かに強いられて、脅されて、そうやってすることがどれほど空しいか、あなたは知っているんじゃないんですか？　それが嫌だから、あなたたちはリリアン教徒になった。《大おお獣けもの》から解放されたいと思ったんでしょう。……たとえ《大おお獣けもの》が嫌いでも、少なくとも協力する形は選び取れるはずです。どちらが有効かを考えたら──」

「それは違う」

　ふとダカンの目の色が変わった。彼の口元からは嘲あざけるような笑いが消え、眼まな差ざしはより鋭いものになる。

「……あなたは根本から見誤っている。私がなぜ《大おお獣けもの》を傷つけるのか──そこに論理的な過ちがあって、その間違いに気付けば私が考えを改めるとでも？　和解による協力の方がより合理的であると、私が考えなかったとでも？　違います。全く違うんですよ」

「……」

「私にとって、和解はまず不可能なものなのです」

　彼はそれからわたしをじっと見つめたまま、まるで手慰みのようなぞんざいさで《赤せき泥でいの君きみ》を何度も突き刺した。

「ほら、ほら、何度刺したって変わらない。満足できない。一度芽生えた憎悪は、二度と振り払うことができません。私は《大おお獣けもの》が憎いから、傷つけるのです」

《赤せき泥でいの君きみ》が悲鳴を上げる。すると、すぐそこまで近づいていた巨木の一つがとうとう外殻に絡みつき、それを粉々に砕いた。竜や多くの《銀ぎん隷れい》が凄まじい怒りの声を上げる。

「御覧なさい。彼らも同じです。もはや、彼らは私を許すことなどできないでしょう。《一つ目の君きみ》も《赤せき泥でいの君きみ》も同様です。……いいですか、他者が他者と手を取り合うのは、所詮憎しみを忘れただけのこと。あるいは、もっと大きな憎しみが傍にあって、小さな憎しみを忘れただけのことなのです。和解、和解と言いますが、もしも互いが互いを思い合っていたのなら、《赤せき泥でいの君きみ》はもっと早くスラガヤを助けるべきだった。街から離れ、その滅亡をただ眺めていたのは誰ですか？　己の保身に走ったのは？　……あるいは、その街の中にあってなお、全てを諦あきらめ見捨てた《大おお獣けもの》もいる。全ての喪失を兵士に押し付けておきながら、平然と死に様を傍観していたのは誰ですか？　今、あなた方が手を結ぼうと思えるのは、所詮《天てん子し》が迫っているからです。裏切られた憎しみはいつまでも残る、失った痛みはいつまでも残る」

　ほとんど死人のように青ざめた顔で、ダカンはそう言い募った。《一つ目の君きみ》も《赤せき泥でいの君きみ》も口を閉じたまま、目を伏せる。ダカンはそれからわたしを憐あわれむような瞳で見つめた。

「……結局、あなただけは何も覚えていない。だから、そんなことが言えるのです」

「……わたし……だけ？」

「そうです。……少しだけ、昔話をしましょうか。あなたが忘れてしまった、十七年前の冬の日のことです」

「……」

「あの日も今日と同じ雲一つない空のもと、スラガヤは滅亡を前にしていました。《天てん子し》に前線が崩され、多くの兵士が死に、そして街の一角が崩壊した。そこには兵士だけではなく、多くの民がいたのです。身体に刻まれた《銀ぎん紋もん》は足の裏にしかないような、とある少女もその一人です」

　ダカンの静かな声音に、なぜか心臓がぞわりと震えた。一体、彼が何を話そうしているのか、その理解を自分自身が必死に拒むのを感じる。

「彼女の名はリリアン。街の聖女にあやかって名付けられ、その名の通り、優しく、勇ましい少女だった。彼女は戦いの角笛が鳴り響くと母親の言うことを聞かず、街外れに飛び出していきました。彼女は外殻をよじ登り、戦場を眺めに行くのが好きだったのです。なぜならそこに、父親がいるから。己の父親が戦う様を、見るのが好きだったからです。そして、十七年前のその日、彼女は大崩落に巻き込まれた。すぐ近くには《一つ目の君きみ》もいました。生き残っていた父親もまた、外殻まで撤退し、巻き込まれた。そして、皆が一度死んだのです」

「──」

「しかし、スラガヤという花は死んだ肉を街の一部だと勘違いした。瓦が礫れきの山から新しい花か弁べんを創り出したように、死体に《銀線》を張り巡らせ、その身体に再び命を刻み込んだのです」

「それって……」

「そうです。それが私たちです。私もそしてあなたも一度死に、スラガヤによって蘇よみがえった。しかし、既に多くの《銀ぎん紋もん》を刻んでいた大人たちはその魂を引き継いでしまったのです。……いや、魂の残ざん骸がいとしか呼べないものでしょう。自分とは思えぬ誰かの記憶、知識、そんなものが身体に埋め込まれている。失った生活、失った家族、そういう全ての過去が耳みみ障ざわりな音のように、絶えず響いているのです。ただ、あなたの肉体にはほとんど《銀ぎん紋もん》が刻まれていなかった。だからこそ、生まれ変わったのです。真に無む垢くな魂として、自分が何かを失ったことさえ気付かなかった」

　十七年前の大崩落。わたしが生まれた日。それが、かつてのわたしが死んだ日？　失った生活？　失った家族？　そんなもの、一度だって──……

「そうだ！　ここまで言われても、あなたは思い出すことが出来ない！　《大おお獣けもの》たちのせいで空しく命を散らしたこと、かつての日常を奪われたことを、あなたは覚えていない！　だが、私は違う！　覚えているのです！　あなたの本当の名前を覚えている！　もはや引きはがすことなどできない！　それを失ったことを、どうしても忘れることができない！」

　ダカンの叫びが乾いた空を貫いた。

　なぜ、わたしが幼い頃からリリアン教徒に見守られていたのか。なぜリリアン教徒はわたしを戦場から遠ざけようとするのか。その理由を一度も考えなかったわけではない。自分の奇き蹟せきが特別だから？　スラガヤの声が聞こえるから？　でも、そんなものはどうでもよかったのだろうか。

「この憎しみを捨てろと、あなたが言うのです。私から娘を奪ったのはあなた自身だというのに。……いいですか、少なくともあなたは、あなただけは私を責めることなどできないのです。限られた器があれば、そこには必ず留とどまる者と追い出される者がいて、あなたは生まれた時から前者だった。最初から、選ばれた者だったのです。私のリリアンを追い出して、その身体に居座った！　そんな者は和解という言葉を使う資格などない！」

　ダカンの刀が《赤せき泥でいの君きみ》の肩に振り下ろされる。彼女の右腕がずるりと地面に落ち、それから銀色の血が溢あふれたかと思うと、ゆっくりと肉が繫つながってゆく。その間、耳を塞ふさぎたくなるような絶叫が続いた。

「……耳を澄ましていただきたい。そして、この悲鳴を悔いるならば道を開けるのです。もうすぐ《天てん子し》が訪れます。それまでに竜たちと話をつけなければなりません」

　終わりを告げるダカンの静かな声。涙を流し、歯を食いしばる《赤せき泥でいの君きみ》。立ち尽くすしかない《一つ目の君きみ》。そして、もはや返事すらできずにいるわたしがいた。

　自分には、彼に届く言葉がない。言葉に手を伸ばすことさえできない。ダカンにとって、わたしこそ憎しみの象徴であり、喪失の象徴なのだから。わたしは存在するだけで、彼を傷付けてしまう──……




「お前が俯うつむくなよ」




　不意に聞こえたのは、力強い青年の言葉だった。

　次の瞬間、一本の矢がダカンの肩に突き刺さる。よろめいた彼をあっという間に五つの影が取り囲み、首には五つの刀が突きつけられた。

「……お前たちは……」

「部外者だよ。遠路はるばる、滅んだ街からやってきたんだ」

　わたしの背後から聞こえたのは、聞き覚えのある声。振り返ると、そこにはイジム君がいた。わたしは彼がこの場にいることが理解できず、言葉一つ出てこない。

　しかしイジム君はダカンの肩に刺さった矢を無理やり抜き取ると、血を拭ぬぐって自分の背中の矢筒に戻す。そして《赤せき泥でいの君きみ》を縛っていた縄をナイフで切り落とした。

　動きを封じられたままのダカンは吐き捨てるように言う。

「……こんな助すけっ人とまで呼んでいたとは。思っていた以上に策士ではありませんか」

　すると、イジム君の動きがぴくりと止まった。

「──おい、勘違いするなよ。俺たちは別に、クロアに呼ばれてここに来たわけじゃない。俺たちの意志でここに来たんだ」

「……何？」

「樹の怪物がスラガヤに向かって歩いていたから、しがみついてここまで来た。それだけだ。街に住ませてくれって言おうかと思ったのに、こんなくだらない仲間割れに出くわすなんてな」

「……くだらないだと？」

「ああ、くだらない。反へ吐どが出る」

　イジム君は立ち上がると、ダカンを正面から見据えた。

「話は全部聞いた。それで、心底失望した。街の人間は皆クロアみたいなやつかと思っていたのに、まるで違うらしい。くだらない人間がクロアみたいなやつの足を引っ張ってるんだ。街の中も外も、何も変わらない」

「……お前に何が」

「分かるんだよ。もしこれからお前が街を率いて、スラガヤの人間がばらばらになって、そしたらどうなるか。俺たちは全部分かるんだ。なぜなら、俺たちはその三百年後の結果だからだ。俺はラクサという街の人間の末裔だ。俺の先祖は、街が滅んだ時、お前みたいに地下に潜った。他の人間を犠牲にして生き延びた。それからどうなったと思う？　見捨てられた人間は俺の先祖を憎んだ。戦いが繰り返され、憎しみは折り重なって、それが三百年も続いているんだ」

「……」

「俺の親おや父じたちも、お前も、いつだって憎しみは消えないと言う。自分たちが生きるのに必死だから、仕方ないと言って目を伏せる。守れるものだけを守るしかないんだって。訳知り顔で、それを受け入れろと繰り返す。……でも、結局お前たちは自分が弱いから、他のやつらも同じように弱いと思いたいだけだ。そうすれば自分の弱さを忘れられる。言い訳ができる」

「だがそう言うお前は何だ。ここに逃げてきたんだろう？　それは限りあるものすら守るのを諦めただけじゃないのか」

「違う！　もう俺たちには、限りあるものすら残されていないんだよ！」

「──」

「憎しみ合って、奪い合って、そうして三百年をかけて少しずつそれは失われていったんだ！　戦いのせいで、もう俺たちの住める場所はない。仲間だって沢山死んだ。……それでも、ほとんどのやつらは街に来るとは言わなかった。失うものすらないのに、まだ誰かの助けを求めてる。一度だって自分たちが与えようとはしなかったのに、助けを求め続けているんだ！」

　イジム君の声は怒りと悲しみとが入り混じり、彼自身自分の感情の奔流を止めることができないかのようだった。ふと気づけば、ダカンを取り囲むイジム君の仲間は皆若者だった。そこに大人はいない。彼自身の父親でさえ、姿を現す気配がなかった。もしかすると、彼らはエルラムの人々と袂たもとを分かって、ここまで来たのかもしれない。

　イジム君は不意にわたしの方に振り返り、言った。

「……俺たちはもう一度クロアに会いたかったんだよ。会って、ちゃんと、ありがとうって言いたかったんだ。あの時、俺たちの命を救ってくれてありがとうって、言いたかったんだよ！　それに、思ったんだ。クロアなら俺たちを変えてくれるんじゃないかって。クロアと一緒なら、変われるんじゃないかって。……俺の中には、まだ沢山の怒りが残っていて、大切なものを奪われた憎しみが消えるなんて思えない。でも、それがずっと残り続けたとしても、もっと素晴らしい世界があるって教えてくれたのはクロアだろ！　全ての痛みを吞み込んで、皆を救ってくれたのは、クロアなんだよ！　だから、そんな顔すんなよ！　何を言われたって、気にするな！　俺たちが知ってるのは、皆を救ったクロアなんだから！　何度でも、皆を救ってみせろよ！　俺たちはお前を、心の底から信じてるんだから！」




　その時だった。スラガヤのどこからか、高らかに角笛の音が響く。

《天てん子し》の襲来と、戦いへの備えを告げるその知らせ。《一つ目の君きみ》が驚き、ダカンまでもが動揺した表情を見せる。しかも、その沈黙は突然に現れた甲高い竜りゆうの鳴き声によって吹き飛ばされた。

　街の方から飛んできたロー君が、するりと《赤せき泥でいの君きみ》の側に降り立つ。そして、彼女の耳元で何事かを話したかと思うと、なぜかじっとわたしの方を見つめたのだ。それから聞こえたのは、くっくっく、と堪こらえるような《赤せき泥でいの君きみ》の笑い声。彼女はゆらりと立ち上がると、こう言った。

「……今、スラガヤでは銀髪の男が民を扇動しているらしい。裏町へと続く門を尽く開き、民に呼びかけているそうじゃ。それぞれが己にできる最善を尽くそうと。この先にどれほどの苦しみがあろうとも、どれほどの軋あつ轢れきがあろうとも、たとえ己を信じることができずともよい。クロアを信じろ、一度街を救った少女を信じろ、とな」

　それから、口に滲んでいた銀色の血を拭い去り、彼女は笑った。

「こうなれば、是非もあるまい！　妾わらわも信じようではないか。この馬鹿げた人間どもを、そして、そやつらが信じる少女とやらを信じようではないか！　なあ、クロアよ。おぬしは何を求める？　おぬしを信じる馬鹿者どもに何を求める？」

《赤せき泥でいの君きみ》が、《一つ目の君きみ》が、イジム君がわたしを見つめていた。

　あるいはこの街全体が、わたしの言葉を待っていたのかもしれない。

　だから後は、一言答えるだけで十分だったのだ。




「──皆で、生き延びましょう」




　　　　◆　◆　◆




　ラカウが二度目の角笛を鳴らした時、スラガヤの外殻に大猿の影が見えた。

　不思議だったのは、凄すさまじい混乱に満ちていた街路が、その瞬間水を打ったように静かになったということだ。地下に避難する者、それを案内する者、戦いの準備に向かう者。一瞬さえ惜しいとでもいうような人々が皆、一時足を止め、口をつぐんだ。それは長い間人々に染しみ込こんだ《一つ目の君きみ》への畏い怖ふではない。彼がゆっくりと空を下り、《繁はん花か街がい》の根元に降りたった時、かつてのように頭を下げる者は誰一人いなかったのだ。彼に残された一つの目を見れば、もはや彼がかつての《大おお獣けもの》ではないことなど、誰の目にも明らかだったのだから。




「スラガヤの民よ。共に戦おう」




　静かに放たれた、誓いの言葉。

　しかし、その瞬間湧き上がった鬨ときの声こえが、大地を揺らした。それはまるで、産うぶ声ごえのような力強い響き。この世界に産み落とされた、一つの大きな生き物が放った、生の叫びだった。

　外殻の天てつ辺ぺんには、それを見届ける小さな小さな影が一つ。どんなに離れていても、すぐに分かる。この魂が、彼女を求めている。だから、僕は彼女のもとへ飛んだのだ。

　お預けにされていたあの言葉を、今こそ告げるために。

　君を愛していると、伝えるために。
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　　　　◇　◇　◇




　あの日、《天てん子し》との戦いは太陽が最も高く昇る頃まで続いた。

　竜が頭上を飛び、樹木兵が人間と協力し、《一つ目の君きみ》は自ら太た刀ちを振るって次々と《天てん子し》の群れを撃墜した。人々は街の狭い街路に虫たちを誘い込み、すかさず《黒線》を断ち切ってゆく。多くの死傷者が出たけれど、遺体を《天てん子し》から守り、傷ついた者たちを背負って地下に運んだのは《天てん子し》を見たことさえない普通の人々だ。彼らを率いたのは、《銀ぎん紋もん》を持たぬエルラムの人々。その数は数百に満たずとも、《天てん子し》に気取られぬ彼らの働きによって、多くの人が救われたのは確かなことだ。

　しかし、それでも空から黒い蛇が降りてきた時、皆の表情にうっすらと絶望が漂った。数え切れぬほどの蝶ちようの《天てん子し》。それは月げつ桂けい竜りゆうの群れですら飲み込んでしまうような巨大な雲となってスラガヤに降りてきた。

　それに対して何かできるのは、やはりわたししかいない。もう一度《天てん子し》を街から引き離す。自分の身体がどうなるかなんて関係ない。やらなければならないことだと思ったのだ。

　わたしと《貪どん食しよく》さんは《地ち胚はい》の天てつ辺ぺんに立った。

　どんなに自分の身体が裂けようとも、もはや構わない。彼がそばにいるならば、何も迷いなどなかった。

　今度こそ《貪どん食しよく》さんと一緒に、わたしは死ぬのだろう。

　花を創ると、あっという間に《銀ぎん紋もん》から血が溢あふれ、視界は眩まばゆい光に包まれて──……




　　　　◇　◇　◇




「クロア、ねえ、クロア！」

「……なあに？」

「なあに、じゃないわよ！　いつから昼寝してたの？　もう夕方よ？」

「……朝から準備してたから、ちょっと疲れちゃって……」

　わたしがそう言うと、愛らしい幼おさな馴な染じみの瞳がわたしの顔をじっと見つめてくる。窓から差し込む夕焼けが、彼女の横顔を茜あかね色いろに染めあげていた。

　カリャンはふと食堂を眺めると、小さく肩をすくめる。

「……それにしても、ここ、何もいじってないのね。二人だけで使うには、このテーブルとか大きすぎるんじゃない？」

「いいの。今日みたいにいっぱい人が来るときもあるんだから。……あれ？　そういえば、《一つ目の君きみ》の姿が見えないけど……」

「まだ少しやることがあるって言うから、私だけ先に来たの。食事には間に合わせるって言ってたわ。ナヴァーラもその時一緒に来るって」

「大変だね。偉い人たちは」

「……まあ、今日は《銀初め》の日だもの。労働契約の相談が、山のように来ているらしいわ。これも自由化の弊害ね」

「もう、一年近く経ったんだものね」

「もう？　私なんかは、まだ一年も過ぎてないのねって感じ。……まあ、きっと、それまでに過ごしてきた一年一年が、あまりに暇すぎたってだけなのかもしれないけど」

　そう言って笑うカリャンは、どこか誇らしげなようにも見えた。あの最後の戦いから、既に春、夏を過ぎ、今は秋だ。確かに彼女の言う通り、スラガヤは日々、驚くべき速度で変化を続けている。

　その筆頭は奴隷制の撤廃だろう。というのも、なんとかスラガヤは冬を越すことができたものの、街の環境も人間も大きな損害を受けた。それゆえ、わたしたちは自分の仕事をやっているだけでは、人手が足りなくなってしまったのだ。より効率の良い人員配置が必要だという要請のもと、労働契約は可変的なものとなり、その裁量は各仕事の監督を担う《大おお獣けもの》たちとその調整役にあたる《一つ目の君きみ》との相談で決められることになった。カリャンやナヴァーラはその補佐をする形で、《大おお獣けもの》たちの仕事を手伝っている。

「……それにしても、ここを早く買い戻してよかったわね。今じゃ、《繁はん花か街がい》に負けず劣らず人気地区じゃない」

「まあ、わたしもこうなるとは全然予想してなかったんだけど……」

「ほら、その原因を作った張本人がいらっしゃったわよ」

　カリャンの視線の先に目をやれば、ぐったりとした表情の赤髪の女性が食堂に入ってくる。《赤せき泥でいの君きみ》は挨あい拶さつもよそに椅子に座り込むと「……酒じゃ」と呟いた。

「まだ待っていてください。今日は皆でお祝いするんですから。それに、ここのところずっと飲んでいるじゃないですか」

「うるさーい！　酒を飲まんとやってられんのじゃ！　全く、どいつもこいつも、あれは肥料がまずいだの、あれは水をやりすぎだの、余計なことばかり言いよって……」

「まだ雇用者とは仲良くなれないんですか？」

「人間と仲良くなんかなれるものか！　いいから、先に酒を持ってくるのじゃ！」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの《赤せき泥でいの君きみ》は、既にスラガヤに引っ越してから半年がたつ。防衛人員としても、荒廃したスラガヤの食糧事情を補うためにも、どうにか街の周辺に農園を作ってくれないかと《一つ目の君きみ》が頼み込んだのだ。あの戦いで呼び寄せてしまった《銀ぎん隷れい》を元に戻すのは面倒ではないか、などとうまく口車に乗せられていたけれど、結局取引先の数が格段に跳ね上がったことで、あれほど嫌がっていた人間の手伝いも導入する事態になっている。それでも逃げ出そうとしないのは、彼女なりの義理というものがあるのかもしれない。

　ただその代わり、わたしの家──アバダール家は彼女が入りびたる場所になってしまったのだ。

「それで？　カリャンよ、妾の何が張本人なのじゃ。言ってみよ」

「聞こえてたんですか……別に、《枯れ花》地区の発展が目覚ましいのは、《赤せき泥でいの君きみ》のおかげだって話ですよ」

「まこと、虫のように群がってくるからの……最近では、外殻の外側に小屋を建てる者まで出てきたのじゃぞ？　おぬしも大猿の下で働いているのなら、あやつにしっかり取り締まるように伝えておけ！」

　今、スラガヤは制度だけでなく、その形さえも日々変わり続けている。元々、商魂の逞たくましい地区だったということもあるのか、《赤せき泥でいの君きみ》の農園に近い周縁部からは廃はい墟きよが消え、次々と店や家が建っている。この辺りも随分と賑にぎやかになってきた。

　丁度、若い女の子たちのはしゃぐ声が聞こえてきたかと思うと、それは家の中にまで入ってきて、それから双子の妹が食堂に飛び込んでくる。

「「ただいまー！」」

「おかえり、二人とも。……なんだか沢山お菓子を持ってるのね。お小遣いで買ったの？」

　ウーラとリーアにそう尋ねると、二人そろって首を横に振る。

「ユラねぇがね、いろんなひとにもらったの！　それを、わたしたちがもらったんだよ！」

　ウーラがそんなことを言ってると、すぐに奥からルルジュ、イオ、ユラスナの三人が現れた。するとルルジュがユラスナの肩に手を乗せて、にんまりと笑う。

「聞いてよ、クロア！　ユラスナったら、先生だなんて呼ばれてるんだから！　ほんと、いつの間にか、姉妹で一番の出しゆつ世せ頭がしらになっちゃったわねー」

「……先生？　もしかして、詩集を読んでくれた人にお菓子をもらったの？」

「そういうこと。大変な人気者だったわよ。隅に置けないでしょ」

　ユラスナが書いた『新聖女物語』といえば、スラガヤで大おお流は行やりの叙事詩集だ。……まあ、その主人公はわたしだから、なんとも恥ずかしい限りなのだけれど、それほど妹が評価されているのは素直に嬉うれしい。本人は「もー、やめてよ！」と顔を膨らませて、ルルジュを睨にらんだ。

「人気なのは、私じゃなくて《貪どん食しよくの君きみ》なの！　お菓子だって、全部、女の子がくれたんだから。《貪どん食しよくの君きみ》に渡してくださいって……」

「だそうよ、クロア。独り占めしてたら、恨まれちゃうんじゃない？」

　からからと笑うルルジュに、わたしはもう怒る気にもならない。

「……いいから、早く皆でお祈りしてきて。お母さんもきっと呆あきれてるよ」

「はいはい。じゃあ、ウーラ、リーア、お母さんに挨あい拶さつしに行きましょ。お姉さまが怒ってるものね」

　ルルジュ達は階段を上り、二階の礼拝堂に向かっていった。春に息を引き取ったお母さんは、今は骨となってそこで眠っている。きっと今日は、久しぶりに賑にぎやかな食卓の音が聞こえて、喜んでくれることだろう。それとも、「ほんと、うるさい子たちだね」などと優しい溜ため息いきを吐ついてくれるのだろうか。

「クロ姉、《仮かり初そめの君きみ》はちょっと遅れるって。《銀ぎん初ぞめ》の患者さんに付き添ってるから」

　イオはそう言って、他の妹たちの後を追っていった。ちょっと遅れると言っても、どうせ《吊つり箱》を使ってやってくるのだろう。思ったよりも時間はないのかもしれない。

　わたしはカリャンに手伝いをお願いして、食卓の準備に取り掛かった。今日のご馳走は、アバダール家特製の肉団子鍋。それをなんと三つだ。杏あん子ずの砂糖煮を添えたパンや、薄皮で秋野菜の煮込みを包み、油で揚げた前菜も用意済み。それから、ロー君が大好きな食用花の和あえ物ものも。味見をしていると食堂からカリャンが顔を覗のぞき込こみ、

「お皿とかは全部出したよ」

　と声をかけてくる。ありがとうと微笑ほほえみ返すと、彼女は竈かまどの側そばに寄り、鍋から立ち上る湯気を吸い込んでうっとりとした。

「……すごく懐かしい香りがする」

「当然でしょ。作り方はお母さんに教わった通りだもの」

「それはそうなんだけど……なんていうかな、もっと全体の香りよ」

「……全体？」

「この家に、大勢の娘がいた頃の香りってこと。テーブルが狭いくらいにお皿が並んで、竈かまどが三つとも火をくべられていて、上の方からは楽しそうな妹たちの声が聞こえてきて……」

「うん……確かに」

「きっと、こんな日が来るなんて、お母さんだって知らなかったと思うの。人も《大おお獣けもの》も一緒にご飯を囲むのよ？　しかも、皆で新しい家族を祝うんだから！」

「……もう、本人の前で、あんまりそれ言っちゃだめだからね。皆して《貪食》さんをからかうんだから……」

「だって、やっぱり笑っちゃうもの！　この街を救った立役者が、《銀ぎん初ぞめ》よ？　それに、一度《大おお獣けもの》になった人がまた人間に戻っちゃうなんて、それだけで信じられないわ」

「……ねえ、あの時、カリャンも外に出ていたんでしょう？　《地ち胚はい》の天てつ辺ぺんで何があったのか、見えなかった？　わたし、記憶がぼんやりしていて……」

「見てたって言っても、すごく遠かったし……黒い蛇みたいな《天てん子し》が降りてきて、そうしたら《地ち胚はい》が強く光ったの。それから、白い蛇みたいな光が空に飛び出して、《天てん子し》と一緒に飛んでいった。──って、この話は何度もしたじゃない」

「そうなんだけど……」

　自分たちを犠牲にしてでも花を創り、《天てん子し》を街から遠ざけようとしたわたしと《貪どん食しよく》さん。けれど、気が付いた時には、わたしたちは《地ち胚はい》の上で寝転がっていたのだ。そして奇妙なことに、《貪どん食しよく》さんは《銀ぎん眼がん》を除いて全ての《銀紋》を失っていた。それ以外の変化は何もなかったけれど、彼はなぜか人間になってしまったのだ。

　あの時何が起きたのか、今でもわたしは思い出すことができない。それでいて、やっぱりわたしはスラガヤを救った聖女として崇あがめられることになってしまったのだ。自分がやってもいないことで頭を下げられるのは嫌だったのだけれど、街の復興には希望の象徴が必要だと皆に言われ、わたしは今でも聖女として様々な行事に引っ張り出されている。《銀初め》の祭りの終日には、《繁はん花か街がい》で演説をするように頼まれていて、原稿は未完成だ。

「おーい！　今日の主役が帰ったぞ！」

　ふと、食堂の方から《仮かり初そめの君きみ》の声が聞こえた。台所から覗のぞいてみれば、にやにやと笑う少年の顔。隣には、銀髪の青年が気恥ずかしそうに松葉杖をついていた。けれど《貪どん食しよく》さんはわたしに気付くと、やはりいつも通りの笑みを浮かべてくれる。

「……ただいま、クロア」

「おかえりなさい」

　すると、わたしたちを見つめて、《仮かり初そめの君きみ》がまたにやにやと笑うのだ。

「なんだよ、おかえりの口づけくらいしてもいいんだぜ？　新婚なんだから、遠慮すんなよ。俺たちは見ないでいてやるからさあ」

「「そんなこと、するわけ──」」

　思わず二人の声が重なって、顔に血が昇のぼる。すると、勝手に酒盛りを始めていた《赤せき泥でいの君きみ》が大きな溜ため息いきを漏らした。

「心配せんでも、客がいなければよろしくやっておるわ。妾わらわが何度、その場に出くわしたことか。ある時なんぞ、昼間っから──」

「ちょ、ちょっと《赤せき泥でいの君きみ》！」

　わたしの代わりに声を張り上げたのはカリャンだ。彼女は顔を真っ赤にして《赤せき泥でいの君きみ》の口を押え込み、台所の方へ引きずってゆく。もうわたしは何も言えなくなってしまうけれど、《貪どん食しよく》さんをちらりと見れば、彼も頰を染めて楽しそうに笑っていた。彼はそれからゆっくりとこちらに近寄ってきたかと思うと、そっと耳打ちをしてくる。

「ねえ、クロア」

「何ですか？」

　そして、わたしが顔を上げた瞬間、

「──」

　唇を奪われた。

「ただいま」

「……おかえりなさい」

　周囲を確認したけれど、どうやら誰にも気付かれなかったらしい。《貪どん食しよく》さんはますます楽しそうな笑みを浮かべて、小さく肩を揺らすのだった。……料理の準備を終えておいて、本当に良かった。もう、頭が茹ゆだってしまって、何も考えられそうにない。

　それからすぐに、食堂ではお祝いの食事が始まった。イジム君や《一つ目の君きみ》、ナヴァーラが来た頃には、ほとんどお祭り騒ぎのような賑にぎやかさ。酔っぱらった《赤せき泥でいの君きみ》があの日の戦いの武勇を語り始めたと思えば、《一つ目の君きみ》が様々に姿を変え、《大おお獣けもの》たちのものまねを始めたり。それを見て皆は笑い、食べ、笑い、食べ、そうして宴うたげの時間はあっという間に過ぎていった。

　随分と夜が更ふけ、食堂の片づけを終える頃には、妹たちは皆寝室へ。《一つ目の君きみ》やナヴァーラの大人組は祭りの夜を見物するといって、外に出て行ってしまった。静まり切った食堂で机を拭いていると、隅っこの椅子に座っていた《貪どん食しよく》さんがぽつりとこぼす。

「……悪いね。片付けまでクロア一人にやらせちゃって」

「いいんです。今日は《貪どん食しよく》さんのためのお祝いなんですから。《銀初め》をされた末っ子は、好きなだけ食べて、好きなだけ遊んでいいんですよ」

「この身体じゃ歩くのも億おつ劫くうで、遊ぶなんて無理だなあ」

「去年、ウーラとリーアは杖を突いて跳ねまわってましたよ？」

「……それは、さすがだ……」

「お茶でも淹いれますか？　それとも、もう寝ます？」

「クロアは？」

「わたしはなんだか眼が冴さえちゃって……」

「それじゃあ、クロアが眠くなるまで付き合うよ」

《貪どん食しよく》さんの穏やかな笑み。かつて彼の表情を隠していた仮面は外され、額には何一つ銀の文様が刻まれていない。それは、かつてのガファル君とも、ガファルさんとも異なる、やはり《貪どん食しよく》さんとしか言いようのない顔だった。じっと彼を見つめていると、食堂の静けさが妙に恥ずかしくなってくる。わたしは逃げるように台所に飛び込み、お茶を淹いれた。

　そして食堂に戻ると、《貪どん食しよく》さんがテーブルの上に一枚の紙を置いて待っている。

「何ですか、それ」

「さっき《一つ目の君きみ》から渡された報告書。クロアも見た方がいいかと思って」

「……《一つ目の君きみ》が？」

「書いたのは彼じゃないけれどね」

　聖女に関するものかと思って紙を手に取ると、そこに書いてあったのは「外部探索報告」という題と味気ないほどに簡潔なその文面。そして、署名欄に記されていたのは、

「……ダカン？」

「そう。ダカンの報告書だ」

「……あの人は姿を消したんじゃ……」

「本人もそれを求めていたみたいだけれどね、ナヴァーラの説得で一応スラガヤとの縁は残っているらしい。彼は直属の部下たちを率いて、街の外に出たんだ。今後の発展も考えた上で、協力や交易が可能な街はないかとか、野に下った《大おお獣けもの》は他にいないかとか調べるためにね。それはその報告書だよ」

「でも……わたしが見た方がいいっていうのは？」

「最後の方に書いてあるだろう？　新しい街の芽について」

　そう言われて目を落とせば、スラガヤから東に巨大な月桂樹と塔を見つけたとある。しかもその二つには、明らかに《地ち胚はい》とよく似た《銀ぎん線せん》が刻まれているとのこと。

「……これって……《朽くち株かぶ》ですか？」

「だろうね」

「でも、あそこに刻んでいた《貪どん食しよく》さんの奇き蹟せきはもう……」

「そうだよ。何もない。あそこは完全にただの廃はい墟きよになったはずだった。でも、そうではなく、新しい街が生まれつつあるという。……まあ、その理由は一つしかない。街の種が《朽くち株かぶ》に根付いたんだ」

「種……？」

「寿命を迎えた街は、種と呼ばれる《銀ぎん線せん》の塊を飛ばすんだ。自分の奇き蹟せきを分割して、一から街を作るためにね。……実を言うと、以前から薄々そうじゃないかと思っていたんだけれど、確信がなかったんだ。あの最後の戦いの日、スラガヤを救ったのは誰なのか」

「……皆が言う、白い蛇っていうのは種だったってことですか？　偶然、スラガヤの種が飛んで、《天てん子し》も連れて行って、それで《朽くち株かぶ》にたどり着いたと？」

「いや、偶然じゃないんだよ、クロア」

「……え？」

「きっと、種を飛ばしたのはリリアンだ。彼女は街が種をどのように飛ばすのかを見たことがあるし、実際、スラガヤに彼女の魂は溶け込んでいる。それに、彼女が故郷を目指して飛んでいったのだとしたら、丁度ラクサのあった《朽くち株かぶ》に種が落ちる理由も分かる」

「そんな……」

「それに、どうして僕の《銀ぎん紋もん》が消えたか。これで納得がいった。たぶん、ガファルが持っていってしまったんだ。この身体に刻まれていた《銀ぎん紋もん》は全てガファルのものだからね」

「……でも、《銀ぎん紋もん》を剝はがすなんて、そんなことできるんですか？　実際、《貪どん食しよく》さんの《銀ぎん紋もん》がなくなったのは事実ですけど……」

「そう、そんな話は僕だって聞いたことはない。……でも、《大おお獣けもの》が何かに魂を与えることや引き剝はがすことは、何度も行われていたことだ。単に、自分から自分の奇蹟を取り去るなんてことを、誰も試したことがなかっただけでね」

「あっ……なるほど」

「今、《仮かり初そめ》とイオは、その研究をしているらしい。人間でも魂の分割や譲与ができないかどうか。もしも可能だったら、すごい発見だからね。……まあ、いずれにせよ、僕の魂だけが肉体に残り、ガファルとリリアンはラクサに帰ったんだ」

　つまり、あの日スラガヤを救ったのは、その二人だったということだ。リリアンは本当の聖女になった。そしてガファルさんと一緒になることができた。兄妹揃って、自分の家へ帰ることができたのだ。

「でもね、僕はやっぱり、スラガヤを救ったのはクロアなんだと思うよ」

「……わたし、ですか」

「きっとリリアンは、クロアの想いに導かれてスラガヤを飛び立ったんだ。あの日、皆がクロアの願いに導かれて動き出したように、リリアンも永い眠りから目を覚ました。だから──」

「わたしは本当の聖女だって、言いたいんですよね」

「……あれ、言うまでもなかったかな？」

　言葉を先取りされた《貪どん食しよく》さんが、少しだけ驚いたように目を見開く。わたしはわざとらしく溜ため息いきを吐ついて、言った。

「《貪どん食しよく》さんも、まだまだですね」

「──え」

「わたしにとって、聖女かどうかなんて、大したことじゃないんです。それは背が小さいこととか、子供みたいな体つきだとか、いつも腹ペコだとか、そういうのと同じです。わたしの魂を決める上で、一番大切なことじゃない。《貪どん食しよく》さんがそう教えてくれたんじゃないですか」

　去年の秋、まだガファル君という仮面を被かぶっていた彼に、わたしは告白したのだ。

「……たぶん、クロアっていう人間にとって大切なのは、あなたが好きだってことなんです。あるいは、妹たちや友人や、街の人のことが好きだってことなんです。聖女っていうのは、その見え方の一つに過ぎません。わたしは誰かにとっては姉で、誰かにとっては幼おさな馴な染じみで、誰かにとっては聖女かもしれない」

「……そうだね」

「《貪どん食しよく》さんにとって、人間だとか《大おお獣けもの》だとか、それは重要なことですか？」

「まあ、大したことじゃないだろうね。実際、どっちなんだか分からないし」

「じゃあ、一番大切なことは？」

「もちろん、君を愛してるってことだよ」

《貪どん食しよく》さんが微笑んで、わたしも微笑み返す。

　……魂が永遠なら、その形も永遠になる。だからわたしたちの形は、きっと永久なのだと信じたい。どれほどの時が経とうとも、何度滅びの季節を迎えようとも、残り続ける形があると信じたい。

「……あれ？　もう朝なのか？」

　ふと《貪どん食しよく》さんが呟つぶやいた。窓を見れば、外殻の切れ目から青い空が既に覗のぞいている。

「やっぱり眠りましょうか。皆が起きる前に、少しくらい」

「そうしよう」

　寝室に上がると、露台の向こうに眩まばゆい銀色の光を放つ柱が見えた。

　そのスラガヤの目覚めを見て、心臓が震えたのはなぜだろう。

　こうしてわたしたちはまた、冬を迎える。少しずつ《天てん子し》の季節が近づいてくる。

　多くの失ったもの、生き延びた温ぬくもり、そして未来の微かすかな予感。

　全てが微睡まどろみの中に落ちて、溶けて、消えてゆく。

「……おやすみ、クロア」

《貪どん食しよく》さんが口づけをしてくれた。

　きっと目を開けた時も、彼はわたしの傍らにいるだろう。

　わたしはまだ、生きている。

　このスラガヤという街で、生き続けている──……





〈了〉
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